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巻頭言
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巻 

頭 

言
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
二
号 

　
　「ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
と
現
代
世
界
」
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

広
島
平
和
研
究
所
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
、
人
類
史
上
最
初
の
被
爆
都
市
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
使
命

と
し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
学
術
研
究
と
そ
の
成
果
の
発
信
・
提
言

を
目
的
と
す
る
広
島
市
立
大
学
の
附
置
機
関
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
平
和
研
究
所
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
研
究
や
大
学
教
育
に
取
り
組
む
一
方
で
、
研
究
成
果
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
還
元
す
る
取

組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
和
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
連
続
市
民
講
座

（
年
二
回
）
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
年
一
回
）
等
を
継
続
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
広
島
平
和
研
究
所
が
主
催
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
連
続
市
民
講
座
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
内
容
を
お
伝
え
し
、
現
代
世
界
に
お
け
る
平
和
構
築
に
関
す
る
問
題
提
起
と
す
る
た
め
、
こ
の

小
冊
子
シ
リ
ー
ズ
の
「
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
刊
行
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
第
二
号

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第
二
号
で
あ
る
本
書
は
、「
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
と
現
代
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
島
平
和
研
究
所
主

催
の
二
〇
一
四
年
度
後
期
の
連
続
市
民
講
座
「
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
百
周
年
―
現
代
の
平
和
を
考
え

る
た
め
に
」（
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
一
日
か
ら
十
二
月
一
九
日
ま
で
の
全
五
回
）
と
二
〇
一
五
年
度
前

期
の
連
続
市
民
講
座
「
第
二
次
世
界
大
戦
―
日
本
を
中
心
に
」（
二
〇
一
五
年
六
月
十
二
日
か
ら
七
月

一
〇
日
ま
で
の
全
五
回
）
の
講
義
（
全
一
〇
回
中
の
九
回
分
）
を
も
と
に
執
筆
し
て
頂
い
た
原
稿
九
本

を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
に
お
い
て
、
人
類
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
ま
し
た
。
二
〇
世
紀
は
、
ま
さ
に
、

戦
争
と
革
命
と
大
量
死
の
時
代
で
し
た
。
世
界
的
に
著
名
な
歴
史
家
で
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
が
「
極
端
な
時
代
（A

ge of Extrem
es

）」
と
喝
破
し
た
こ
の
世
紀
は
、
さ
ら
に
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
を
基
礎
と
し
た
地
球
の
資
源
と
環
境
の
無
制
限
な
略
奪
と
改
造
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
、（
１
）
核
・
戦
争
（
２
）
環
境
破
壊
（
３
）
資
源
・
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
が
、
人

類
滅
亡
の
危
機
が
極
め
て
リ
ア
ル
な
問
題
と
し
て
我
々
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
、
殊
に
、

戦
争
は
最
大
の
環
境
破
壊
で
あ
り
、
軍
備
は
最
大
の
資
源
浪
費
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
な
ら
、
こ
れ
ら

の
危
機
克
服
の
た
め
に
は
、
戦
争
を
い
か
に
な
く
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
視
点
か
ら

見
る
な
ら
ば
、
二
〇
世
紀
は
、
国
際
平
和
機
構
の
設
立
（
国
際
連
盟
、
国
際
連
合
な
ど
）、
戦
争
の
違
法
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化
（
不
戦
条
約
な
ど
）
や
軍
縮
に
よ
る
平
和
が
試
み
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
ら

れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
の
歴
史
的
背
景
、
当
時
の
平

和
構
想
の
意
義
と
限
界
、
現
在
に
残
さ
れ
た
課
題
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
論
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
書
の
第
Ⅰ
部
は
、「
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
百
周
年
―
現
代
の
平
和
を
考
え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、「
第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」（
第
１
章　

吉
川
元
）、「
不
戦
条
約
と
日
本
国
憲
法

第
九
条
」（
第
２
章　

河
上
暁
弘
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
」（
第
３
章　

竹
本

真
希
子
）、「
第
一
次
世
界
大
戦
を
ど
う
書
く
か
―
独
仏
の
例
を
中
心
と
し
て
」（
第
４
章　

剣
持
久
木
）

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
い
ず
れ
も
時
代
的
に
は
百
年
前
く
ら
い
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
つ
つ
も
、
そ
こ

か
ら
「
現
代
」
の
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
Ⅱ
部
で
は
、「
第
二
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」（
第
１
章　

吉
川
元
）、「
日
独

伊
枢
軸
と
敗
戦
そ
し
て
新
憲
法
」（
第
２
章　

石
田
憲
）、「
他
者
の
戦
争
経
験
へ
の
ま
な
ざ
し
―
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（
第
３
章　

永
井
均
）、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
戦

後
処
理
―
残
さ
れ
た
植
民
地
問
題
」（
第
４
章　

内
海
愛
子
）、「
日
本
に
お
け
る
戦
時
核
開
発
と
原
爆
投

下
の
衝
撃
」（
第
５
章　

山
崎
正
勝
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
ま
す
。
本
年
二
〇
一
五
年
は
、
戦
後

七
〇
年
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
七
〇
年
の
年
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
七
〇
年
に
お
い
て
残
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さ
れ
て
き
た
課
題
も
あ
わ
せ
て
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
学
界
の
各
分
野
の
専
門
的
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
考
え
、
問
題
提
起
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
読
者
の
皆
様
が
、
市
民
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、
学
生
と
し
て
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

等
に
お
い
て
、
こ
の
小
冊
子
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
十
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

暁
弘
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
、
企
画
委
員
長
）
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第
１
章

　第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

吉
川　
　

元

は
じ
め
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
か
に
つ
い
て
語
る
前
に
、
ま
ず
は
戦
争
の
一
般
的
定
義
、
戦
争
の
目
的
に

つ
い
て
語
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
戦
争
と
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍
人
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
良
く
知
ら
れ
て
い
る
定
義
に
よ
れ
ば
、「
他
の
手
段
を
も
っ
て
す
る
政
治
の
延
長
」（『
戦
争

論
』）
で
あ
る
。
外
交
交
渉
で
紛
争
が
解
決
し
な
い
と
き
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
「
敵
の
軍
事
力
を
弱
め
る

こ
と
」（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宣
言
）
と
い
う
の
が
、
昔
な
が
ら
の
戦
争
目
的
で
あ
っ
た
。
戦
争

を
国
際
紛
争
解
決
の
た
め
の
政
治
の
延
長
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
な
戦
争
観

は
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
国
際
社
会
で
共
有
さ
れ
た
戦
争
観
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
戦
争

を
禁
止
し
た
不
戦
条
約
（
ケ
ロ
ッ
グ
・
ブ
リ
ア
ン
条
約
、
一
九
二
八
年
）
の
取
り
決
め
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
締
約
国
は
、
国
際
紛
争
解
決
の
た
め
に
戦
争
に
訴
え
る

こ
と
を
非
難
し
、
か
つ
そ
の
相
互
関
係
に
お
い
て
国
家
政
策
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
放
棄
す
る
」（
不
戦
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条
約
第
一
条
）。
戦
争
放
棄
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
第
九
条
に
も
、
同
様
の
趣
旨
を
反
映
し
た
規
定
が
あ

る
。「
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」。

　

戦
争
に
は
、
そ
の
形
態
（
様
式
）
に
応
じ
て
伝
統
的
に
二
通
り
の
呼
び
名
が
あ
る
。
一
般
に
「
戦
争
」

と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
資
源
の
確
保
、
領
土
の
拡
張
、
あ
る
い
は
海
外
利
権
の
確
保
の
た
め
の
侵
略
戦

争
を
意
味
し
た
。
こ
の
種
の
戦
争
の
講
和
（
和
平
）
で
は
、
戦
勝
国
は
敗
戦
国
か
ら
領
土
割
譲
を
迫
り
、

戦
後
賠
償
の
取
り
立
て
を
伴
う
の
が
常
で
あ
る
。
ま
た
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
産
業
革
命
を
機
に
軍
事
技

術
革
命
が
戦
争
の
機
械
化
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
軍
事
力
で
圧
倒
的
に
勝
る
欧
州
列
強
が
植
民
地
戦
争

（
侵
略
戦
争
）
に
よ
っ
て
一
気
に
非
欧
州
世
界
を
制
覇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
宗
教
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
や
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
と
い
っ
た
人
道
目
的
で
行
わ
れ
る
戦
争
は
侵
略
目
的
で
行
わ
れ
る
戦

争
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
人
道
的
干
渉
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
国
際
干
渉
戦
争
で
あ

る
。

　

戦
争
が
禁
止
さ
れ
る
ま
で
の
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
、
戦
争
の
当
否
を
問
わ
な
い
無
差
別
戦
争
観
が
支

配
し
た
。
無
差
別
戦
争
観
の
も
と
で
は
、
戦
争
の
手
続
き
を
定
め
た
戦
争
法
（
戦
時
国
際
法
）
を
順
守

す
る
限
り
戦
争
は
合
法
で
あ
っ
た
。
二
度
に
わ
た
る
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
「
文
明
国
間
の
戦
争
」
の
慣
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習
が
戦
争
の
規
則
（
戦
争
法
）
と
し
て
法
典
化
さ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
第
一
回
ハ
ー
グ

平
和
会
議
（
一
八
九
九
年
）
で
は
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
方
法
を
規
定
し
た
国
際
紛
争
の
平
和

的
処
理
条
約
、
毒
ガ
ス
禁
止
宣
言
、
ダ
ム
ダ
ム
弾
禁
止
宣
言
な
ど
、
戦
争
の
実
践
方
法
に
関
す
る
条
約

や
宣
言
を
採
択
し
た
。
第
二
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
（
一
九
〇
七
年
）
で
は
、「
理
由
を
付
し
た
る
開
戦
宣

言
」
ま
た
は
条
件
付
き
の
最
後
通
牒
に
よ
る
事
前
通
告
な
し
に
は
戦
争
を
始
め
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

取
り
決
め
た
開
戦
に
関
す
る
条
約
を
採
択
し
た
。
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
の
付
属
書
で
は
、

戦
闘
の
様
式
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
決
め
ら
れ
た
。
戦
闘
行
為
の
禁
止
事
項
と
し
て
、
毒
ま
た
は
毒

を
施
し
た
兵
器
の
使
用
、
降
伏
す
る
者
に
対
す
る
殺
傷
、
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
兵
器
の
使
用
、
敵

国
の
財
産
を
破
壊
し
、
押
収
す
る
こ
と
の
禁
止
（
以
上
、
第
二
三
条
）、
砲
撃
の
禁
止
対
象
と
し
て
、
無

防
備
の
都
市
、
村
落
、
住
宅
、
ま
た
は
建
造
物
に
対
す
る
攻
撃
ま
た
は
砲
撃
の
禁
止
（
第
二
五
条
）、
砲

撃
対
象
の
制
限
と
し
て
、
軍
事
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
限
り
宗
教
、
芸
術
、
学
術
な
ど
の
建
造
物
、

歴
史
上
の
記
念
建
造
物
、
病
院
な
ど
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
手
段
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
（
第
二
七

条
）
こ
と
も
取
り
決
め
ら
れ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
と
は
ど
の
よ
う
な
戦
争
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
戦
争
と
は
何
が

異
な
る
の
か
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
現
代
の
起
点
と
し
て
ど
の
よ
う
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
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な
ぜ
「
欧
州
の
火
薬
庫
」
と
呼
ば
れ
た
バ
ル
カ
ン
半
島
で
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
の
か
。
そ
も
そ
も
こ

の
時
期
に
、
な
ぜ
世
界
大
戦
に
発
展
し
た
の
か
。

１

　大
戦
前
夜
―
国
際
平
和
を
脅
か
す
民
族
問
題

（
１
）
な
ぜ
民
族
問
題
が
戦
争
原
因
に
な
る
の
か

　
「
民
族
の
世
紀
」
と
約
言
さ
れ
る
一
九
世
紀
の
欧
州
に
は
、
資
源
確
保
ま
た
は
領
土
拡
張
の
目
的
の
帝

国
主
義
の
侵
略
戦
争
と
民
族
統
合
ま
た
は
民
族
独
立
を
目
的
と
す
る
民
族
戦
争
が
発
生
し
て
い
る
。
民

族
の
戦
争
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
を
中
心
に
発
生
し
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
力
が
衰
退
し
始
め
る
と

ギ
リ
シ
ャ
の
独
立
（
一
八
三
二
年
）
を
皮
切
り
に
バ
ル
カ
ン
半
島
に
民
族
の
独
立
が
始
ま
る
。
民
族
が

入
れ
子
状
態
に
あ
る
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
国
境
線
を
め
ぐ
る
民
族
紛
争
も
発
生
し
た
。
特
に
二
〇
世
紀

に
入
る
と
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
お
け
る
ト
ル
コ
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
迫
害
を
口
実
に
、
バ
ル
カ
ン

同
盟
（
ギ
リ
シ
ャ
、
セ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
宣
戦
し
、
第

一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
（
一
九
一
二
年
一
〇
月
～
一
三
年
四
月
）
が
勃
発
し
た
。
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争

後
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
ア
ル
バ
ニ
ア
が
独
立
し
、
セ
ル
ビ
ア
は
コ
ソ
ヴ
ォ
を
併
合
す
る
。
そ
れ
に

伴
い
国
境
線
の
線
引
き
問
題
が
再
燃
し
、
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
の
勝
ち
組
み
バ
ル
カ
ン
同
盟
内
部
で
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領
土
分
配
を
め
ぐ
る
対
立
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ギ
リ
シ
ャ
対
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
（
一
九
一
三
年
六
月
～
八
月
）
に
発
展
し
た
。

　

二
〇
世
紀
初
頭
に
は
民
族
紛
争
の
防
止
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
社
会
の
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
民
族
問

題
が
高
じ
て
民
族
紛
争
に
発
展
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
民
族
紛
争
を
予
防
す
る
に
は
一
体
ど
の
よ

う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
外
部
か
ら
の
領
土
要
求
や
人
道
的
干
渉
の
口
実
を
断
つ
た
め
に
、
ま

た
国
内
の
民
族
自
治
や
民
族
自
決
の
要
求
を
断
つ
た
め
に
、
民
族
浄
化
、
住
民
交
換
な
ど
民
族
を
強
制

的
に
排
除
す
る
試
み
が
一
部
の
国
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
民
族
対
立
、
民
族
憎
悪
が

渦
巻
く
中
、
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
。

（
２
）
世
界
大
戦
は
必
然
で
あ
っ
た
の
か

　

近
代
の
大
規
模
な
戦
争
は
、
①
通
信
技
術
を
含
め
軍
事
技
術
の
革
新
、
②
徴
兵
制
に
よ
る
常
備
軍
お

よ
び
軍
官
僚
制
の
確
立
、
③
戦
争
を
正
当
化
し
、
国
民
を
動
員
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
三
要
素
が
そ
ろ
っ

て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
。
軍
事
技
術
革
新
、
な
か
で
も
通
信
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
遠
隔
地
か
ら
戦

争
の
作
戦
の
展
開
や
指
揮
・
命
令
が
可
能
に
な
る
。

　

産
業
革
命
を
経
た
一
九
世
紀
後
半
、
一
方
で
は
欧
州
の
軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
っ
て
欧
州
の
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膨
張
が
進
み
、
他
方
で
は
欧
州
を
中
心
に
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
始
ま
る
。
通
信
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
地
球
は
一
つ
に
結
ば
れ
、
遠
隔
地
か
ら
の
戦
争
の
指
揮
・
命
令
も
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
内

燃
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
鉄
道
網
の
発
達
に
よ
っ
て
兵
器
も
兵
員
も
遠
く
ま
で
大
量
に
輸

送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
機
関
銃
の
実
用
化
と
長
距
離
砲
の
発
達
に
よ
っ
て
、
ま
た
軍
艦
、

潜
水
艦
の
発
達
に
よ
っ
て
戦
争
の
機
械
化
が
進
ん
だ
。
戦
争
の
機
械
化
が
進
む
と
大
量
の
兵
力
を
動
員

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
兵
器
の
製
造
に
多
く
の
国
民
を
動
員
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
民
主
化
に
よ
っ

て
議
会
で
世
論
が
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
軍
の
近
代
化
に
必
要
な
軍
事
費
は
高
騰
す
る
が
、
そ
の

軍
事
費
を
確
保
す
る
た
め
に
来
る
戦
争
を
不
可
避
的
な
も
の
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

時
折
し
も
、
欧
州
列
強
は
、
君
主
制
か
ら
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
国
民
世
論
の
動

向
が
国
家
予
算
の
策
定
に
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
戦
争
に
備
え
て
軍
拡
を
正
当
化

す
る
た
め
に
戦
争
の
脅
威
を
煽
り
、
国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
た
め
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
っ
た
。

ま
た
戦
争
の
機
械
化
は
軍
拡
競
争
に
拍
車
を
か
け
、
勢
力
の
均
衡
の
様
式
す
ら
変
容
さ
せ
た
。
か
つ
て

は
勢
力
均
衡
と
は
兵
力
の
均
衡
を
は
か
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
っ
て

軍
事
力
の
総
合
的
均
衡
を
は
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
勢
力
均
衡
を
は
か
る
た
め
に
軍
事
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同
盟
を
必
要
と
す
る
。
大
戦
前
夜
に
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
三
国
同
盟
対
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
三
国
協
商
の
軍
事
同
盟
の
対
立
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
来
る
戦
争
は
多
数
国
間
で
戦
わ
れ
る
大
規
模
な
世
界
大
戦
に
な
る
の
は
不
可
避
的
と
な
っ
て

い
た
。

２

　第
一
次
世
界
大
戦

（
１
）
戦
争
の
概
略

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
一
四
年
六
月
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝
の
帝
位
継
承
者
フ
ラ

ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
夫
妻
が
セ
ル
ビ
ア
人
青
年
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
サ
ラ
エ
ボ
事
件
を

機
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
セ
ル
ビ
ア
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

こ
の
戦
争
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

王
国
の
四
カ
国
に
対
し
て
世
界
各
地
二
八
カ
国
が
連
合
軍
を
結
成
し
、
合
わ
せ
て
三
二
カ
国
が
参
戦
し

た
初
の
世
界
大
戦
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
市
民
が
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
初
の
総
力
戦
の
戦
争
で
も
あ
っ

た
。
前
線
で
戦
う
兵
士
の
み
な
ら
ず
、
武
器
生
産
と
戦
争
の
続
行
に
お
い
て
、
ま
た
、
国
民
の
士
気
高

揚
に
お
い
て
、
銃
後
の
非
戦
闘
員
（
一
般
市
民
）
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。
一
般
市
民
の
士
気
を
そ
ぐ
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た
め
に
市
民
そ
の
も
の
が
攻
撃
対
象
に
も
な
っ
た
。
軍
服
を
着
た
七
千
万
人
の
兵
士
に
よ
る
四
年
に
及

ぶ
長
期
の
戦
争
で
戦
死
者
は
千
五
百
万
人
に
及
ん
だ
（
戦
闘
員
犠
牲
者
数
八
五
〇
万
人
、
一
般
市
民
の

犠
牲
六
六
〇
万
人
）。

（
２
）「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
は
何
を
目
的
に
戦
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
一
九
一
七

年
ま
で
は
世
界
大
戦
と
は
い
え
、
昔
な
が
ら
の
国
際
戦
争
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
一
七
年
、
戦
争

は
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
新
し
い
段
階
に
入
っ
て
い
っ
た
。
長
引
く
戦
争
に
連
合

国
は
国
内
世
論
の
支
持
を
取
り
付
け
る
た
め
に
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」、「
民
主
主
義
の
た
め
の
戦
争
」、

「
民
族
自
決
の
た
め
の
戦
争
」
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
目
的
を
追
加
し
、
そ
の
結
果
、
世
界
大
戦
の
後

段
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
争
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
ア
メ
リ
カ
は
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」
を
戦
争
目
的
と
し
て
掲
げ
た

の
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
奇
妙
に
映
ろ
う
が
、
中
立
国
の
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
側
に
立
っ
て
参
戦
す

る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
考
案
し
た
戦
争
論
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
無
制
限
潜
水
艦

攻
撃
を
開
始
し
、
ア
メ
リ
カ
の
商
船
や
病
院
船
が
標
的
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
市
民
に
多
数
の
犠
牲
者
が
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出
た
こ
と
を
口
実
に
、
ア
メ
リ
カ
は
一
九
一
七
年
四
月
六
日
、
対
ド
イ
ツ
宣
戦
を
布
告
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
前
に
孤
立
主
義
の
傾
向
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
世
論
が
支
配
す
る
議
会
を
説
得
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
対
ド
イ
ツ
参
戦
を
正
当
化
す
る
知
恵
を
絞
っ
た
。
一
七
年
四
月
二
日
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
議
会
演
説
に
そ
の
苦
慮
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
彼
は
戦
争
に
参
戦
す
る
目
的
を
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
、

　

ド
イ
ツ
の
人
民
を
敵
に
ま
わ
し
て
戦
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ド
イ

ツ
人
民
に
対
し
て
は
同
情
や
友
情
す
ら
感
じ
る
。
…
…
か
つ
て
の
不
幸
な
時
代
に
は
人
民
に
諮
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
支
配
者
が
一
方
的
に
戦
争
を
決
定
し
、
そ
し
て
人
民
を
自
分
た
ち
の
手
足
と
み

な
し
て
い
る
王
家
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
一
握
り
の
野
心
的
な
集
団
の
た
め
に
戦
争
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
も
そ
う
し
た
昔
な
が
ら
の
戦
争
と
同
じ
よ
う
に
、
人
民
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
支
配
者
の
意
の
ま
ま
に
始
め
ら
れ
た
戦
争
で
あ
る
。
…
…
ア
メ
リ
カ
は
究
極
の
世
界

平
和
の
た
め
に
戦
い
、
ド
イ
ツ
人
を
含
め
人
民
の
解
放
の
た
め
に
戦
う
。
国
の
大
小
を
問
わ
ず
、

諸
国
の
自
由
の
た
め
に
、
ま
た
人
民
が
自
ら
の
生
活
の
方
法
を
選
ぶ
権
利
を
求
め
て
戦
う
。
…
…
世

界
は
民
主
主
義
に
と
っ
て
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和
と
い
う
も
の
は
、
政
治
的
自
由
と
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い
う
揺
ぎ
な
い
基
礎
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」
論
は
、
国
際
平
和
と
民
主
的
な
国
家
統
治
制
度
と
を
関
連

づ
け
る
初
の
平
和
論
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
専
制
独
裁
体
制
を
打
倒
し
て
ド
イ
ツ
を
民
主
化
さ
せ
る
こ
と

で
ド
イ
ツ
人
を
救
う
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
戦
争
論
が
こ
の
時
期
に
編
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
争
目
的
は
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
論
に
引
き
継
が
れ
、
以
後
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
連
合
国
の
戦
争
目
的
の
み
な
ら
ず
、
冷
戦
終
結
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
フ
ガ
ン
戦
争
、
対
イ
ラ
ク

戦
争
に
も
同
様
の
目
的
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
３
）
戦
術
と
し
て
の
民
族
自
決

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
後
段
に
な
る
と
、
ロ
シ
ア
革
命
の
指
導
者
レ
ー
ニ
ン
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
戦
争
目
的
に
民
族
解
放
や
民
族
自
決
が
追
加
さ
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
民

族
自
決
の
呼
び
か
け
は
、
民
族
自
決
を
民
主
主
義
の
一
形
態
と
み
な
し
て
い
た
当
時
の
欧
米
の
自
由
主

義
者
の
思
想
に
呼
応
す
る
も
の
で
、
し
か
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
内
の
民
族
主
義
者
や

バ
ル
カ
ン
半
島
の
民
族
主
義
者
の
共
鳴
を
呼
ん
だ
。
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ロ
シ
ア
革
命
後
に
は
、
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
休
戦
協
定
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
が
東
部
戦
線
か
ら
離
脱
す

る
な
か
、
一
九
一
八
年
一
月
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
い
て
一
四
カ
条
の
原
則
を

発
表
し
、
そ
の
中
で
民
族
境
界
線
に
基
づ
く
イ
タ
リ
ア
の
国
境
の
画
定
（
九
項
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
諸
民
族
の
「
自
治
の
発
展
」
機
会
の
保
障
（
一
〇
項
）、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
諸
民
族
の
「
自

治
の
発
展
」
機
会
の
保
障
（
十
二
項
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
と
領
土
保
全
が
あ
る
（
一
三
項
）
な
ど
、

民
族
自
決
主
義
の
原
則
に
基
づ
く
戦
後
処
理
構
想
を
発
表
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
民
族
自
決
主

義
の
宣
伝
は
戦
争
を
戦
う
術
と
し
て
確
か
に
奏
功
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー

が
独
立
宣
言
を
行
い
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
民
族
自
決
の
動
き
は
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
た
。
大
戦
前
夜
か
ら
す
で
に

民
族
自
決
を
主
張
し
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ロ
シ
ア
帝
国
領
内
の
ア
ル
メ
ニ

ア
人
と
の
間
に
民
族
統
合
の
動
き
が
あ
っ
た
。
大
戦
さ
な
か
の
一
九
一
五
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
東
部

ヴ
ァ
ン
州
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
反
乱
を
き
っ
か
け
に
ロ
シ
ア
国
境
地
帯
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
お
よ

そ
百
万
人
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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３

　大
戦
の
後
で
―
立
憲
主
義
的
な
国
際
平
和
創
造

（
１
）
パ
リ
講
和
会
議

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
を
協
議
し
た
パ
リ
講
和
会
議
は
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
決
末
は
、
英
仏
米
の
連
合
軍
の
軍
事
的
勝
利
に
加
え
、
ロ
マ
ノ
フ
朝

（
ロ
シ
ア
帝
国
）、
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
（
ド
イ
ツ
帝
国
）、
オ
ス
マ
ン
朝
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）、
及

お
よ
び
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
）
の
崩
壊
を
伴
っ
た
だ
け
に
、
西

欧
民
主
主
義
の
勝
利
を
祝
福
す
る
独
特
の
空
気
が
漂
う
中
、
パ
リ
講
和
会
議
は
開
催
さ
れ
た
。

　

戦
争
と
い
う
も
の
は
誰
も
が
忌
み
嫌
う
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
人
々
に
戦
争
と
い
う
も
の
が
、

た
だ
悲
惨
で
無
益
で
愚
か
な
行
為
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
そ
う
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
戦
争

終
結
の
直
後
に
は
、
国
民
の
間
に
排
外
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
て
お
り
、
旧
敵
国
民
へ
の
憎
し

み
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
の
で
、
戦
勝
国
と
戦
敗
国
と
の
間
で
の
国
民
的
和
解
は
困
難
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
は
戦
争
の
勝
利
の
結
果
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
か
ら
戦
争
を
遺
憾
に
思

う
は
ず
が
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
な
ど
民
族
自
決
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
国
は
、

戦
争
で
帝
国
が
敗
れ
崩
壊
し
た
結
果
、
民
族
独
立
の
夢
が
叶
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
戦
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争
を
遺
憾
に
思
う
は
ず
が
な
い
。
ロ
シ
ア
革
命
で
共
産
主
義
政
権
を
樹
立
し
、
戦
争
か
ら
離
脱
し
た
ソ

連
は
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
状
況
を
世
界
革
命
の
好
機
到
来
と
考
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
戦

争
を
遺
憾
に
思
う
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
国
民
和
解
策
を
は
じ
め
戦
後
処
理
が
戦
争
の
再
発
防
止

に
向
け
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
は
、
講
和
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
二
つ
の
基
本
方
針
が
ぶ
つ

か
り
合
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
立
憲
主
義
に
基
づ
く
国
際
平
和
秩
序
の
建
設
を
主
張
し
、
民
族
自
決
、
自

由
貿
易
と
通
商
の
自
由
、
公
開
外
交
、
国
際
連
盟
を
中
心
に
し
た
自
由
で
民
主
的
な
国
際
秩
序
の
構
築

を
主
張
し
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
昔
な
が
ら
の
懲
罰
的
な
講
和
を
望
み
、
ド
イ
ツ
が

再
興
し
、
再
び
強
国
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
ド
イ
ツ
領
土
の
分
割
、
賠
償
金
の
取
り
立
て
、
武
装
解
除

な
ど
昔
な
が
ら
の
戦
後
処
理
を
主
張
し
た
。

（
２
）
人
種
平
等
原
則

　

と
こ
ろ
で
講
和
会
議
で
五
大
国
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
た
日
本
政
府
が
、
国
際
連
盟
規
約
の
中
に
人
種

平
等
原
則
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
は
次
の
よ
う

に
な
る
。
西
欧
国
際
社
会
の
「
文
明
基
準
」
を
満
た
す
こ
と
に
努
め
、
し
か
も
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
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で
勝
利
を
収
め
た
日
本
に
は
「
一
等
国
」
と
し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
末
か
ら
日

本
人
の
海
外
移
住
が
始
ま
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
カ
ナ
ダ
の
西
海
岸
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
移
住
先
で
日
本
人
移
民
は
人
種
差
別
を
受
け
、
さ
ら
に
は
排
日
移
民
規
制
に
遭
遇
す
ら
し

た
。
国
家
は
一
等
国
の
地
位
を
獲
得
し
た
が
、
国
民
は
二
等
国
、
二
流
国
民
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
に
人
種
主
義
、
人
種
差
別
を
受
け
ず
、
国
家
も
国
民
も
一
等
国
の
名
に
相
応
し
い
地
位
の
保
障
を
求

め
て
、
日
本
代
表
団
は
パ
リ
講
和
会
議
で
人
種
平
等
主
義
の
原
則
を
国
際
連
盟
規
約
の
盛
り
込
む
こ
と

を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

　

英
米
両
国
は
日
本
提
案
に
は
賛
同
せ
ず
、
な
か
で
も
英
連
邦
自
治
領
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本

提
案
に
強
く
反
対
し
た
。
人
種
平
等
原
則
を
求
め
る
日
本
提
案
は
採
決
に
持
ち
込
ま
れ
、
多
数
派
の
支

持
を
得
た
も
の
の
、
結
局
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
一
存
で
最
終
的
に
は
不
採
択
の
憂
き
目
に
あ
う（

1
）。

植
民
地

支
配
が
ま
か
り
通
る
時
代
に
あ
っ
て
人
種
平
等
主
義
の
実
現
な
ど
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実

現
す
る
の
は
そ
れ
か
ら
半
世
紀
後
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九
六
五
年
採
択
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
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（
３
）
立
憲
主
義
型
平
和
秩
序
の
形
成

　

国
際
平
和
秩
序
に
は
、
勢
力
均
衡
型
、
覇
権
型
、
立
憲
主
義
型
の
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

人
民
が
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
目
覚
め
、
し
か
も
自
由
化
と
民
主
化
が
進
ん
だ
結
果
、
も
は
や
か

つ
て
の
「
ロ
ー
マ
支
配
に
よ
る
平
和
」（Pax Rom

ana

）、「
イ
ギ
リ
ス
支
配
に
よ
る
平
和
」（Pax 

Britannica
）
の
よ
う
に
国
家
が
単
独
で
世
界
を
支
配
・
統
治
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
時
代
で
は

な
く
な
っ
た
。

　

世
界
大
戦
の
後
に
四
つ
の
王
朝
が
崩
壊
し
、
国
際
政
治
の
力
関
係
が
大
幅
に
変
化
し
た
だ
け
に
、
パ

リ
講
和
会
議
で
は
立
憲
主
義
型
の
新
た
な
国
際
平
和
秩
序
の
形
成
が
試
み
ら
れ
た
。
立
憲
主
義
型
の
国

際
平
和
秩
序
と
は
、
権
力
の
国
際
化
の
制
度
化
を
意
味
す
る
。
大
国
は
、
自
国
の
パ
ワ
ー
を
維
持
し
つ

つ
も
他
国
が
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
な
国
際
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
パ
ワ
ー
行
使
を

含
め
諸
国
の
パ
ワ
ー
行
使
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
国
際
平
和
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
立
憲
主
義
型
の
国
際
平
和
秩
序
は
、
国
際

連
盟
を
中
心
に
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
人
道
的
、
社
会
的
、
経
済
的
分
野
で
の
国
際
協
調
体
制
が
形
成

さ
れ
、
集
団
安
全
保
障
体
制
も
確
立
さ
れ
た
。
国
際
連
盟
の
他
に
も
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）、
常
設

国
際
司
法
裁
判
所
を
は
じ
め
一
〇
以
上
の
国
際
機
構
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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（
４
）
集
団
安
全
保
障
体
制

　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
で
は
二
つ
の
国
際
安
全
保
障
制
度
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
勢
力
均
衡
方
式
に

代
わ
る
集
団
的
安
全
保
障
体
制
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
民
族
）
国
際
保
護
体
制
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
国
際
平
和
維
持
の
処
方
と
い
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
勢
力
均
衡
策
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。

軍
事
力
が
拮
抗
す
れ
ば
戦
争
の
勝
機
が
見
通
せ
な
い
の
で
、
戦
争
が
抑
止
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
戦
争
の
機
械
化
が
進
み
、
軍
拡
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
と
や
が
て
勢
力
均
衡
は
壊
れ
、
そ
し
て

戦
争
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
第
一
次
世
界
大
戦
で
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
全

世
界
を
相
手
に
す
る
戦
争
は
勝
ち
目
は
な
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
戦
争
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
の
が
集

団
安
全
保
障
の
原
理
で
あ
る
。
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
を
禁
止
し
、
国
際
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
こ

と
を
取
り
決
め
、
こ
の
取
り
決
め
に
違
反
し
た
場
合
に
集
団
的
な
制
裁
を
用
意
す
る
。
も
し
戦
争
に
訴

え
れ
ば
そ
れ
こ
そ
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
全
世
界
を
相
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
態
を
す
べ
て

の
国
の
指
導
者
に
想
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
戦
争
へ
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
集
団
安

全
保
障
と
は
、
全
世
界
対
一
国
と
い
う
勢
力
の
不
均
衡
状
態
を
制
度
的
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦

争
の
予
防
を
目
指
す
制
度
で
あ
る
。
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（
５
）
民
族
自
決
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護

　

世
界
大
戦
後
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
、
ド
イ
ツ
帝
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
、
お
よ
び
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
四
つ
の
帝
国
が
崩
壊
し
、
そ
の
跡
地
に
民
族
自
決
の
原
則
に
基
づ
く
民
族
国
家
が
誕
生

し
た（

2
）。

旧
ロ
シ
ア
帝
国
領
の
跡
地
に
は
民
族
自
決
を
国
家
の
枠
組
み
の
中
で
実
現
さ
せ
た
初
の
連
邦
制

国
家
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
ソ
連
）
が
成
立
し
た
。
民
族
自
決
の
原
則
に
基
づ
く

民
族
国
家
の
誕
生
の
結
果
、
お
よ
そ
一
億
人
が
欧
州
に
新
た
に
誕
生
し
た
民
族
国
家
の
主
権
者
た
る
「
国

民
」
と
な
る
一
方
で
、
そ
の
新
し
い
民
族
国
家
の
内
側
に
お
よ
そ
二
千
五
百
万
人
の
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
両
国
は
、

人
口
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
し
か
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
は
活
動
的
な
ド
イ
ツ
系
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
た
。

　

民
族
自
決
主
義
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
さ
ら
な

る
民
族
自
決
の
動
き
が
心
配
さ
れ
、
ま
た
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
迫
害
が
続
け
ば
周
辺
の
大
国
の
人
道

的
干
渉
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
基
づ

い
て
ド
イ
ツ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
統
合
が
禁
止
さ
れ
、
係
争
中
の
国
境
線
の
修
正
は
住
民
投
票
に
よ
っ

て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
６
）
平
和
の
た
め
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
国
際
保
護

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
集
団
安
全
保
障
に
よ
る
戦
争
防
止
策
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
戦
争
予
防
策

と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
国
際
保
護
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
民
族
紛
争
の
予
防
に
は
三
つ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
民
族
浄
化
で
あ
る
。
民

族
浄
化
に
は
、
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
一
方
的
に
追
放
す
る
民
族
浄
化
、
特
定
の
民
族
集
団
を
殺
戮
す

る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
国
民
統
合
に
不
要
と
み
な
さ
れ
る
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
二
国
間
で
交
換
し
あ
う

住
民
交
換
、
そ
し
て
民
族
境
界
線
に
合
わ
せ
た
国
境
の
修
正
変
更
で
あ
る
。
第
二
に
、
民
族
浄
化
の
対

極
に
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
認
め
、
国
際
社
会
が
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
保
護
す
る
策
で
あ
る
。

第
三
に
、
特
定
の
民
族
集
団
の
権
利
を
認
め
ず
、
非
差
別
、
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
人
権
の
国
際
保
障

で
あ
る
。
人
権
と
基
本
的
自
由
を
す
べ
て
の
国
民
に
平
等
に
保
障
す
る
こ
と
で
民
族
差
別
を
回
避
し
、

民
族
問
題
の
発
生
を
予
防
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
（
但
し
、
こ
れ
は
同
化
政
策
を
認
め
る
方
法
）。

　

バ
ル
カ
ン
で
国
家
が
誕
生
す
る
た
び
に
「
文
明
基
準
」
と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
を
義
務
づ
け
る

歴
史
が
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
で
は
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
国
際
保
護

制
度
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
を
補
強
す
る
措
置
と
し
て
欧
州
各
地
で
民
族
浄
化
、
住
民
交
換
が
行
わ
れ
、

住
民
投
票
に
基
づ
く
国
境
修
正
が
な
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
平
和
秩
序
を
確
立
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す
る
た
め
に
は
「
世
界
平
和
を
阻
害
す
る
よ
う
な
か
く
乱
要
因
を
可
能
な
限
り
除
去
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
説
き
、
ま
た
「
世
界
平
和
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
不
安
定
要
因
を
放
置
し
た
ま
ま
領
土
画
定
を
行
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
平
和
政
策
の
一
環
に
住
民
交
換
が
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
国
際
保
護
制
度
と
は
、
国
際
連
盟
と
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
を
中
心
に
二
国
間
条
約

で
定
め
ら
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
履
行
監
視
を
目
的
と
す
る
国
際
保
護
制
度
で
あ
る
。
世
界
大
戦

の
戦
勝
国
と
敗
戦
国
と
の
間
の
講
和
条
約（

3
）、

お
よ
び
戦
勝
国
と
民
族
自
決
で
独
立
し
た
国
と
の
間
の
二

国
間
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
に
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
保
障
を
取
り
決
め
て
い
る（

4
）。

そ
の

他
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
イ
ラ
ク
国
が
国

際
連
盟
に
加
盟
す
る
際
に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
に
関
す
る
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
連
の
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
（
条
項
）
で
取
り
決
め
ら
れ
た
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
権
利
と

は
、
宗
教
、
社
会
、
慈
善
の
た
め
の
施
設
お
よ
び
協
会
を
設
立
す
る
権
利
、
独
自
の
民
族
言
語
を
使
用

す
る
権
利
、
特
定
地
域
で
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
口
割
合
が
大
き
い
場
合
に
当
該
民
族
の
言
語
に
よ

る
初
等
教
育
を
保
障
す
る
国
家
義
務
、
教
育
、
宗
教
、
ま
た
は
慈
善
目
的
の
活
動
の
た
め
に
公
的
資
金

援
助
を
行
う
国
家
義
務
を
取
り
決
め
た
。
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（
７
）
国
際
平
和
の
た
め
の
住
民
（
民
族
）
交
換

　

最
後
に
、
民
族
紛
争
の
解
決
策
と
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
実
施
さ
れ
た
住
民
交
換
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う
。
住
民
交
換
は
平
和
創
造
の
一
環
と
し
て
双
方
向
で
行
わ
れ
る
民
族
浄
化
で
あ
る
。
保

護
す
る
よ
り
も
、
い
っ
そ
の
こ
と
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
排
除
す
れ
ば
国
際
干
渉
の
恐
れ
も
、
民
族
の

自
決
の
恐
れ
も
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
民
族
紛
争
の
抜
本
的
な
予
防
策
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

外
交
文
書
に
お
け
る
「
住
民
交
換
」
の
用
語
の
最
初
の
使
用
例
は
、
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
後
に
オ

ス
マ
ン
帝
国
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
間
で
締
結
さ
れ
た
住
民
交
換
協
定
（
一
九
一
三
年
十
一
月
）
に
さ
か
の

ぼ
る
。
同
協
定
で
は
、
両
国
の
国
境
か
ら
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
す
る
相
手
国
の
民
族
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
を
交
換
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
お
よ
そ
四
万
九
千
人
の
ム
ス
リ
ム
と
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
領
ト
ラ
キ
ア
の
四
万
五
千
人
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
が
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
ト
ル
コ
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
た
め
に
協
定
の
取
り
決
め
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
で
住
民
交
換
協
定

（
一
九
二
〇
年
十
一
月
）
に
基
づ
き
両
国
お
よ
び
中
立
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の
主
導
で
、
民
族
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
交
換
し
た
例
も
あ
る
。
一
九
一
八
年
時
点
で
す
で
に
七
万
人
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
が
ギ
リ

シ
ャ
の
支
配
地
か
ら
自
主
的
に
避
難
し
て
い
た
が
、
上
述
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
住
民
交
換
協
定
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に
基
づ
き
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
十
二
万
人
以
上
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
移
住
し
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
黒

海
沿
岸
地
方
の
ギ
リ
シ
ャ
人
お
よ
そ
四
万
六
千
人
が
ギ
リ
シ
ャ
へ
移
住
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
三
〇
年

に
は
住
民
交
換
が
完
了
す
る
。

（
８
）
ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
思
惑

　

歴
史
上
、
最
大
規
模
の
住
民
交
換
は
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
間
に
お
い
て
双
方
向
で
行
わ
れ
た
お
よ
そ

百
六
〇
万
人
に
上
る
住
民
交
換
で
あ
る
。
同
住
民
交
換
は
国
際
監
視
下
で
行
わ
れ
、
し
か
も
住
民
の
再

定
住
に
大
国
が
関
与
し
援
助
を
行
う
最
初
の
例
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
双
方
に
現
実
的
か
つ
経

済
的
な
利
点
が
あ
っ
た
。
す
で
に
世
界
大
戦
前
夜
の
一
九
一
四
年
に
は
ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
両
国
政

府
の
間
で
住
民
交
換
に
関
す
る
両
国
合
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
住
民
交
換
に
関
す
る
交
渉
が
開
始
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
戦
中
は
交
渉
が
中
断
し
、
大
戦
後
に
両
国
の
住
民
交
換
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
戦
争
が
勃
発
し
、
状
況
は
一
変
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
が
ト
ル
コ
の
内

乱
に
乗
じ
て
一
九
一
九
年
五
月
、
西
ア
ナ
ト
リ
ア
の
イ
ズ
ミ
ル
に
上
陸
し
た
。
一
方
、
ケ
マ
ル
・
ア
タ

チ
ュ
ル
ク
が
率
い
る
民
族
解
放
軍
に
よ
っ
て
オ
ス
マ
ン
朝
が
廃
止
さ
れ
、
ト
ル
コ
政
局
が
混
乱
に
陥
る

中
、
ギ
リ
シ
ャ
は
西
ア
ナ
ト
リ
ア
に
侵
攻
し
た
も
の
の
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
が
率
い
る
ト
ル
コ
軍
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の
反
撃
に
あ
い
、
二
二
年
夏
に
ギ
リ
シ
ャ
は
こ
の
戦
争
に
敗
北
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
お
よ
そ
八
〇
万
人
、
お
よ
び
東
ト
ラ
キ
ア
の
二
〇
万

人
の
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
が
す
で
に
ギ
リ
シ
ャ
へ
避
難
し
て
い
た
。
さ
ら
に
住
民
交
換
協
定
に
基
づ
き
ア

ナ
ト
リ
ア
に
残
る
一
九
万
人
の
ギ
リ
シ
ャ
人
、
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
の
ム
ス
リ
ム
三
八
万
八
千
人
が
ト
ル

コ
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
合
計
百
六
〇
万
人
に
も
上
る
こ
う
し
た
大
規
模
の
住
民
交
換
を
提

案
し
た
の
は
大
戦
中
に
難
民
救
済
に
お
い
て
貢
献
し
た
Ｆ
．ナ
ン
セ
ン
で
あ
る
。

　

ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ
ャ
両
国
の
住
民
交
換
の
合
意
の
背
景
に
は
戦
後
復
興
を
に
ら
ん
だ
経
済
対
策
と
い

う
現
実
的
な
面
が
あ
っ
た
。
両
国
が
住
民
交
換
に
合
意
し
た
の
は
両
国
の
経
済
的
利
害
が
一
致
し
た
か

ら
で
あ
る
。
ト
ル
コ
側
は
、
大
ギ
リ
シ
ャ
主
義
に
よ
る
失
地
回
復
主
義
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
す
で
に
避

難
し
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
人
難
民
の
ト
ル
コ
帰
還
に
同
意
す
る
は
ず
が
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ト
ル
コ
領

に
残
る
ギ
リ
シ
ャ
人
を
追
放
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ト
ル
コ
か
ら
避
難
し

た
結
果
、
東
部
ア
ナ
ト
リ
ア
は
荒
廃
し
、
各
地
の
村
落
は
農
業
経
営
の
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
問
題

解
決
の
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ト
ル
コ
人
の
移
住
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
ギ
リ
シ
ャ
側
か
ら
す
れ
ば
ト
ル
コ
か
ら
の
ギ
リ
シ
ャ
難
民
の
受
け
入
れ
対
策
の
一
環
に
、
ト

ル
コ
人
を
追
放
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
避
難
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ
人
難
民
百
万
人
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の
ト
ル
コ
へ
の
送
還
は
あ
り
え
な
い
だ
け
に
、
ギ
リ
シ
ャ
人
難
民
の
収
容
施
設
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ

故
に
ギ
リ
シ
ャ
の
国
内
ム
ス
リ
ム
を
追
放
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
両
者
の
思
惑
と

利
害
が
一
致
し
、
住
民
交
換
協
定
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
国
の
指
導
者
は
、
可
能
な
限
り
単
一
の
民
族
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
こ
そ
平
和
の
礎
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
時
代
性
に
鑑
み
、
住
民
交
換
を
積
極
的
に
評
価
し
た
。

４

　第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

　

第
一
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
大
戦
の
前
後
を
通
し
て
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
大
き
な

変
化
は
、
第
一
に
、
戦
争
の
機
械
化
が
進
ん
だ
結
果
、
戦
争
は
総
力
戦
と
な
り
、
戦
争
の
遂
行
に
お
い

て
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
の
区
分
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
戦
と
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

は
初
の
総
力
戦
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
立
憲
主
義
的
な
国
際
平
和
秩
序
の
形
成
に
お
い
て
転
換
期
と
な
っ

た
。
大
戦
後
に
秘
密
外
交
の
廃
止
と
国
際
連
盟
の
条
約
登
録
制
度
が
確
立
さ
れ
、
ま
た
平
和
の
処
方
が

軍
縮
に
よ
る
平
和
、
相
互
理
解
に
よ
る
平
和
な
ど
新
し
い
平
和
の
処
方
の
確
立
を
み
た
の
も
第
一
次
世

界
大
戦
を
契
機
と
す
る
。
そ
れ
に
加
え
、
国
際
連
盟
の
設
立
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
常
設
国
際
司
法

裁
判
所
の
設
立
、
集
団
的
安
全
保
障
体
制
の
形
成
な
ど
を
通
じ
て
、
権
力
の
国
際
化
に
よ
る
国
際
安
全
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保
障
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
一
次
世

界
大
戦
は
、
勢
力
均
衡
の
平
和
か
ら
立
憲
主
義
的
国
際
平
和
秩
序
形
成
に
向
け
た
転
換
期
に
位
置
付
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
三
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
そ
の
戦
後
処
理
問
題
で
禍
根
を
残
し
、
そ
れ

が
次
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
原
因
を
宿
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
天
文
学
的
数
字
と
も
呼
ば
れ
た

ほ
ど
の
過
大
な
賠
償
金
が
課
せ
ら
れ
、
ま
た
領
土
割
譲
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
も
、
時
折
し
も
民

族
自
決
主
義
が
渦
巻
く
な
か
、
各
地
に
取
り
残
さ
れ
た
ド
イ
ツ
系
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
高
揚
し
、
そ
れ
が
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
未
回
収
地
回
復
運
動
を
口
実
に
し
た
侵
略
戦
争
の
原
因
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
四
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
欧
州
の
凋
落
と
、
国
際
社
会
の
脱
欧
州
化
の
始
ま
り
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
欧
州
の
凋
落
は
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
、
新
興
大
国
の
米
ソ
が
蚊
帳
の
外
に
あ
っ

た
こ
と
が
欧
州
国
際
社
会
の
凋
落
を
早
め
た
。
同
時
に
、
そ
の
ソ
連
に
共
産
党
政
権
が
誕
生
し
、
国
際

関
係
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
始
ま
る
の
も
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
。

主
要
参
考
文
献

唐
渡
晃
弘
『
国
民
主
権
と
民
族
自
決
―
第
一
次
大
戦
中
の
言
説
の
変
化
と
フ
ラ
ン
ス
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三
年
。
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吉
川 

元 

『
民
族
自
決
の
果
て
に
―
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
国
際
安
全
保
障
』
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
九
年
。

吉
川 

元
『
国
際
平
和
と
は
何
か
―
人
間
の
安
全
を
脅
か
す
平
和
秩
序
の
逆
説
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
。

ポ
ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
（
鈴
木
主
税
訳
）『
大
国
の
興
亡
』
上
下
二
巻
、
草
思
社
、
一
九
九
三
年
。

D
ow

er, John W
. W

ar w
ithout M

ercy, N
ew

 Y
ork: Pantheon Books, 1986.

Robinson, Jacob. W
ere the M

inorities T
reaties a Failure? N

ew
 Y

ork: A
ntin Press, 1943.

Shim
azu, N

aoko. Japan, R
ace and E

quality. London: Routledge, 2009.

註（
１
） 

国
際
連
盟
の
委
員
会
で
日
本
案
は
投
票
に
か
け
ら
れ
、
一
七
票
中
の
、
日
本
（
二
票
）、
フ
ラ
ン
ス
（
二

票
）、
イ
タ
リ
ア
（
二
票
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
票
）、
中
国
（
一
票
）、
ギ
リ
シ
ャ
（
一
票
）、
セ
ル
ビ
ア
（
一

票
）、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
一
票
）
の
合
計
十
一
票
が
支
持
票
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
長

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
全
会
一
致
で
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
提
案
を
退
け
た
（Shim

azu 2009

：30

）。

（
２
）　

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
が
分
離
独
立
し
た
後
、

残
っ
た
地
域
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
に
な
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
が
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
と
合
体
し
て
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
と
し
て
誕
生
す
る
（
一
九
二
九
年
に
「
南
ス
ラ
ヴ
人
」
を
意
味
す
る
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
王
国
」
へ
改
称
）。
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
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ニ
ア
、
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
コ
ー
カ
サ
ス
三
国
は
民
族
独
立
を

達
成
す
る
が
、
結
局
、
ソ
連
に
併
合
さ
れ
る
。

（
３
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
間
の
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
条
約
（
一
九
一
九
年
九
月
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
の

ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
（
一
九
二
〇
年
六
月
）、
ト
ル
コ
と
の
間
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
（
一
九
二
三
年
七
月
）、

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
間
の
ヌ
イ
イ
条
約
（
一
九
一
九
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

（
４
）　

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
（
一
九
一
九
年
六
月
）、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

と
の
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
（
一
九
一
九
年
九
月
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

保
護
条
約
（
一
九
一
九
年
十
二
月
）、
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
（
一
九
二
〇
年

八
月
）、
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
条
約
（
一
九
一
九

年
九
月
）
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
二
五
条
約
の
二
国
間
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護

条
約
が
批
准
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
、
九
条
約
は
国
際
連
盟
の
協
力
で
講
和
条
約
の
一
部
を
な
し
、
す
べ

て
パ
リ
講
和
会
議
か
ら
五
年
以
内
（
一
九
二
四
年
）
に
批
准
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
一
六
条
約

は
二
国
間
条
約
で
一
九
一
九
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
批
准
さ
れ
た
（Robinson 1943

：57-58

）。
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第
２
章

　不
戦
条
約
と
日
本
国
憲
法
第
九
条

河
上　

暁
弘

は
じ
め
に

　戦
争
廃
絶
問
題
を
法
的
観
点
か
ら
考
え
る
意
味
に
つ
い
て

　
「
い
か
に
し
た
ら
こ
の
世
か
ら
戦
争
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
か
？
」
こ
れ
は
、
人
類
に
と
っ
て
の
共

通
の
課
題
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
問
題
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
様
で
あ
り
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野
か
ら
持
ち
寄
っ
た
叡
智
の
結
集
が
求
め
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
戦
争

を
違
法
化
・「
非
合
法
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
絶
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
た
、
一
九
二
〇
年
代
ア
メ

リ
カ
の
「
戦
争
非
合
法
化
（outlaw

ry of w
ar

）」
論（

1
）を

と
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
（
法
学
）
の

観
点
か
ら
戦
争
廃
絶
問
題
を
考
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　

戦
後
日
本
に
お
い
て
は
、
戦
争
と
平
和
を
め
ぐ
る
問
題
が
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
日
本
国
憲
法
第
九

条
（
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・
交
戦
権
否
認
規
定
）
と
の
関
係
で
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
平
和
実
現
と
法
（
憲
法
）
を
結
び
つ
け
て
議
論
す
る
こ
と
を
当
然
と
考
え
る
風
潮
が
強
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
よ
く
考
え
る
と
、
戦
争
の
問
題
を
な
ぜ
法
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
戦
争
廃
絶
の
問
題
を
考

え
る
際
、
法
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
と
り
上

げ
た
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
法
と
い
う
も
の
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
性
質
・
特
質
を
考
慮
す
る
と
、
法
的
観
点
か
ら
戦
争

廃
絶
問
題
を
考
え
る
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
の
立
場
か
ら
は
、
生
物
学
や
倫
理
学
等
の
他
の
観
点
か
ら

そ
れ
を
考
え
る
場
合
な
ど
と
は
、
少
な
く
と
も
強
調
点
の
置
き
方
や
関
心
の
持
ち
方
の
優
先
順
位
に
お

い
て
、
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
現
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

第
一
に
、
法
と
い
う
も
の
は
、
主
と
し
て
人
の
内
面
で
は
な
く
外
面
（
外
的
行
為
）
を
規
律
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
廃
絶
を
実
現
す
る
た
め
に
ま
ず
人
々
の
心
の
中
・
も
の
の
考
え

方
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
立
場
は
と
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
人
間
の
本
質
が
一
応
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
（
性
善
か
性
悪
か
、
あ
る
い
は
闘
争
本
能

の
制
御
が
可
能
か
ど
う
か
等
に
か
か
わ
ら
ず
）、
そ
の
人
間
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
と
い
う
よ
り

も
、
ま
ず
は
そ
う
し
た
人
間
た
ち
が
作
り
出
し
た
（
戦
争
と
い
う
）「
制
度
」
を
い
か
に
し
て
廃
止
す
る

か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
二
点
は
、
思
想
や
教
育
等
の
意
義
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
全
く
な
く
、
あ
る
「
制
度
」
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の
廃
絶
を
目
指
す
際
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
や
優
先
順
位
の
置
き
方
の
違
い
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
戦
争
「
制
度
」
の
違
法
化
を
行
う
こ
と
が
紛
争
の
根
本
的
解
決
や
経
済
的
不
公
平
の
是
正
等
に
対

し
て
そ
れ
を
可
能
と
す
る
条
件
を
格
段
に
整
備
し
、
ま
た
平
和
教
育
や
人
間
形
成
・
改
革
等
に
も
よ
り

よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
本
稿
で
と
り
上
げ
る
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
者
、

と
く
に
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
だ
が
、
そ
の
実
験
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

の
立
場
か
ら
、
理
論
の
完
全
性
を
抽
象
的
・
自
己
完
結
的
に
追
求
す
る
よ
り
も
、
結
果
と
し
て
相
対
的

に
有
意
義
な
効
果
が
得
ら
れ
そ
う
な
こ
と
は
ま
ず
は
実
践
し
て
み
る
べ
き
で
あ
り
、
問
題
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
再
検
討
す
べ
き
こ
と
、
理
論
は
絶
え
ず
実
践
・
行
動
を
通
し
て
現
実
の

中
で
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
提
唱
し
、
ま
た
、
過
去
の
事
例
等
に
照
ら
し
て
、「
戦
争
は

決
し
て
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
そ
れ
を
な
く
す
努
力
も
し
な
い
う
ち
か
ら
あ
き
ら
め
、
現
状
追
従

に
堕
す
よ
う
な
「
経
験
主
義
」
的
な
態
度
で
は
な
く
、
戦
争
に
依
拠
せ
ず
と
も
紛
争
解
決
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
、
あ
え
て
試
み
て
み
る
価
値
が
あ
る
と
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る（

2
）。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
、「
戦
争
非
合
法
化
」
論
が
提
起
し
て
き
た
内
容
を
検
討
し
、
戦
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争
廃
絶
問
題
を
法
的
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と

は
、
同
じ
く
「
法
に
よ
る
平
和
」
を
目
指
す
憲
法
第
九
条
に
関
す
る
問
題
等
を
考
え
る
際
に
も
有
意
義

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
量
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
で
、
彼
ら
の
構
想
内
容
等
を
詳

細
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
は
そ
の
概
要
と
方
向
性
を
示
す
、
一
つ
の
試
論
に
と
ど
ま
る
。

さ
ら
な
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
国
憲
法
第
９
条
成
立
の
思
想
的
淵
源
の
研
究
―「
戦
争
非
合

法
化
」
と
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
）
等
を
参
照
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
出
典
を
明
記
す
る
た
め
の
註
を
い
く
つ
か
付
け
て
あ
る
が
、
一
般
読
者
の
皆
様
は

そ
う
し
た
註
を
参
照
し
な
く
て
も
通
読
で
き
る
よ
う
な
記
述
を
目
指
し
た
。）

１

　「戦
争
非
合
法
化
」
論
の
概
要

（
１
）「
戦
争
非
合
法
化
」
運
動
と
不
戦
条
約
の
成
立

　
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
は
、
侵
略
・
自
衛
・
制
裁
の
区
別
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
「
非
合
法

化
」
し
、
あ
ら
ゆ
る
国
際
紛
争
を
最
終
的
に
は
法
と
裁
判
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
戦
争
を
「
廃

絶
」
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
こ
の
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
は
、
そ
も
そ
も
シ
カ
ゴ
の
法
律
家
で
あ
っ
た
ソ
ル
モ
ン
・
レ

ビ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
お
よ
び
運
動
は
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
が
、
第
一

次
世
界
大
戦
の
不
条
理
さ
に
触
発
さ
れ
て
、
ま
だ
戦
争
進
行
中
で
あ
っ
た
一
九
一
八
年
に
論
説
「
戦
争

の
法
的
地
位
」
を
書
き
、
ま
た
戦
後
、
一
九
二
一
年
に
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
哲
学
者
と
も
さ
れ
る
ジ
ョ

ン
・
デ
ュ
ー
イ
ら
と
と
も
に
、「
戦
争
非
合
法
化
ア
メ
リ
カ
委
員
会
」
を
組
織
し
た
こ
と
で
出
発
す
る
。

　

こ
の
運
動
が
特
に
追
求
し
た
の
は
、
①（
侵
略
・
自
衛
・
制
裁
の
区
別
を
問
わ
ず
）
あ
ら
ゆ
る
戦
争

（
制
度
）
の
非
合
法
化
、
②
戦
争
非
合
法
化
の
た
め
の
包
括
的
な
国
際
法
典
の
整
備
と
義
務
的
裁
判
管
轄

権
（affi

rm
ative jurisdiction

）
を
具
備
し
た
国
際
裁
判
所
の
設
置
で
あ
る
。
彼
ら
の
主
張
は
、
極
め

て
簡
明
で
説
得
的
で
あ
る
。
彼
ら
の
主
張
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
ほ
か
、
さ
ら
に
ノ
ッ
ク
ス
上
院
議
員
（
元

国
務
長
官
）
や
ボ
ー
ラ
ー
上
院
議
員
（
不
戦
条
約
締
結
時
の
上
院
外
交
委
員
長
）
ら
に
も
強
力
に
支
持

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
非
合
法
化
す
る
上
院
決
議
案
（「
ボ
ー
ラ
ー
決
議
案
」）
と
し
て
四
度
上
程
も

さ
れ
た
（
一
九
二
三
年
二
月
一
四
日
、
一
九
二
三
年
一
二
月
二
〇
日
、
一
九
二
六
年
一
二
月
九
日
、

一
九
二
七
年
一
二
月
一
二
日
に
提
出
）。
こ
の
決
議
は
結
局
成
立
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、「
戦

争
非
合
法
化
」
論
は
、
当
時
ケ
ロ
ッ
グ
国
務
長
官
に
も
直
接
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
一
九
二
八
年
に

は
、
不
戦
条
約
（「
戦
争
抛
棄
ニ
関
ス
ル
条
約
」）
の
締
結
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
の
淵
源
・
思
想
的
真
意
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と
し
て
（
不
十
分
な
が
ら
も
）
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
２
）「
戦
争
非
合
法
化
」
論
と
戦
争

　

本
稿
の
考
察
と
の
関
係
で
は
、 「
戦
争
非
合
法
化
」
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は
、
戦
争
を
「
廃
絶
」

す
る
こ
と
を
目
指
す
際
に
、
な
ぜ
戦
争
を
「
違
法
」
な
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
点
、
ま
た
、

そ
の
場
合
、
そ
の
対
象
た
る
「
戦
争
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
と
ら
え
理
解
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
、

さ
ら
に
、
自
衛
や
制
裁
の
戦
争
・
武
力
行
使
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た

点
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
戦
争
を
廃
絶
す
る
た
め
、
そ
の
対
象
た
る
戦
争
の
定
義
づ
け
を
行
う
こ
と
が
ま
ず

は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
ら
と
と
も
に
「
戦
争
非
合
法
化
」
運
動
に
携

わ
り
、
大
著
『
戦
争
の
非
合
法
化
』
を
物
し
た
モ
リ
ソ
ン
の
議
論
が
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
う
。

　

戦
争
の
定
義
の
第
一
は
、「
戦
争
は
戦
闘
（com

bat

）
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
戦
争
は
ま

さ
に
文
字
通
り
「
た
た
か
い
」
で
あ
っ
て
、
人
間
が
闘
争
本
能
を
持
つ
限
り
そ
れ
は
不
可
避
的
に
起
こ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
廃
絶
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
議
論
に
は
批
判
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
例
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え
ば
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
の
往
復
書
簡
に
お
い
て
も
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
人
間

を
戦
争
と
い
う
く
び
き
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
は
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
フ
ロ
イ
ト
は
、

「
人
間
か
ら
攻
撃
的
な
性
質
を
取
り
除
く
な
ど
、
で
き
そ
う
に
も
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、「
人
間
の

攻
撃
性
を
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
の
攻
撃
性
を
戦
争
と
い
う
形

で
発
揮
さ
せ
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
」
と
答
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深 

い（
3
）。

さ
ら
に
、
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
人
類
学
者
た
ち
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
戦
争
は
人
類
史
の
最
初

か
ら
「
本
能
的
に
」
わ
れ
わ
れ
を
虜
に
し
て
き
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
人
類
全
体
の
歴
史
か
ら
見

れ
ば
比
較
的
新
し
く
（
約
八
〇
〇
〇
年
か
ら
一
万
年
前
）
現
れ
て
き
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
言
わ
ば
、
戦
争
は
、
人
為
的
・
人
工
的
・
後
天
性
獲
得
形
質
的
な
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
は
想
起
し
て
お
き
た
い（

4
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
目
指
す
「
戦
争
の
非
合
法
化
」
は
、
決
し
て
、
人
間
の

生
ま
れ
な
が
ら
の
闘
争
本
能
そ
の
も
の
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
り
、
そ
れ
を
消
し
去
る
こ
と
を
主
張

し
た
り
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
人
間
か
ら
闘
争
本
能
を
消
し
去
る
と
な
ど
い
う

こ
と
と
戦
争
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
は
基
本
的
に
別
問
題
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、「
戦

争
の
非
合
法
化
」
に
よ
る
「
戦
争
の
廃
絶
」
と
は
、
人
類
の
原
始
社
会
が
文
明
化
さ
れ
た
道
筋
を
た
ど
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る
よ
う
に
カ
オ
ス
か
ら
秩
序
を
生
み
出
す
過
程
、
法
が
支
配
す
る
文
明
社
会
の
構
築
の
過
程
を
、
国
際

社
会
に
お
い
て
再
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
戦
争
の
定
義
は
、「
戦
争
は
悪
に
対
す
る
武
力
行
使
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

実
際
の
場
面
で
は
、「
悪
人
に
対
し
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
何
が
悪
い
の
か
？
」
と
い
う
素
朴
な
国
民

感
情
と
あ
い
ま
っ
て
主
張
・
支
持
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
し
か
し
、
少
な
く
と
も
戦
争
は
正
し
い
武

力
行
使
な
の
か
、
ま
た
さ
ら
に
、
戦
争
は
悪
を
正
し
罰
す
る
に
当
た
っ
て
適
切
か
つ
有
効
な
も
の
な
の

か
、
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

こ
こ
で
第
三
の
「
戦
争
は
原
則
的
に
警
察
機
能
と
同
視
さ
れ
る
」
い
う
定
義
と
併
せ
て
考
察
し
て
み

た
い
。
結
論
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
戦
争
（
な
い
し
軍
隊
）
と
警
察
の
機
能
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
混
同
さ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
警
察
も
「
武
力
（
実
力
、force

）」
を
行
使
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
そ
れ
は
戦
争
・
軍

隊
の
武
力
行
使
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
モ
リ
ソ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
警

察
は
実
力
（force

）
を
行
使
す
る
時
に
直
接
に
罪
人
を
扱
う
」
の
に
対
し
て
、「
戦
争
は
罪
な
き
無
辜

の
人
民
に
惨
害
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
罪
人
た
る
君
主
な
い
し
政
治
指
導
者
に
影
響

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
を
分
か
つ
「
最
も
根
本
的
な



第Ⅰ部　第一次世界大戦開戦百周年―現代の平和を考えるために

41

相
違
」
は
、「
警
察
活
動
が
、
法
の
下
で
正
義
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法

の
執
行
の
場
合
を
除
い
て
は
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
戦
争
は
、
法
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
は
す
る
が
、
い
か
な
る
法
を
も
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
は
自
ら
が
正
義
の
判

定
者
―
自
ら
の
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
官
、
陪
審
員
、
刑
の
執
行
者
―
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
と

さ
れ
る（

5
）。

こ
の
点
、
ダ
ン
カ
ン
ク
ラ
ー
ク
も
、
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
述
べ
る
。

　
「
警
察
官
は
、
第
一
義
的
に
は
、
逮
捕
を
行
う
公
務
員
で
あ
り
、
法
の
権
威
の
下
、
法
を
踏
み
破
る
者

を
法
の
力
の
範
囲
内
で
逮
捕
・
連
行
す
る
活
動
を
行
う
。
だ
か
ら
、
警
察
官
は
、
逮
捕
と
い
う
目
的
を

遂
行
す
る
の
に
必
要
な
場
合
に
し
か
強
制
力
（force

）
を
行
使
し
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
こ

の
強
制
力
に
従
事
す
る
場
合
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
殺
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
い
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
あ
く
ま
で
そ
の
際
の
理
由
づ
け
は
自
己
の
生
命
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
処
罰
は
警
察
官
の
特

権
な
ど
で
は
な
い
。
そ
の
権
限
は
裁
判
所
に
属
す
る
。
警
察
官
は
正
義
を
実
行
す
る
者
で
は
な
い
。
彼

は
、
そ
の
実
行
の
領
域
内
へ
と
容
疑
者
な
い
し
被
告
人
を
引
き
渡
す
機
能
を
果
た
す
正
義
の
取
次
人
な

の
で
あ
る（

6
）。」

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
戦
争
（
軍
隊
）
と
警
察
機
能
を
同
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
踏
ま
え
て
、
結
局
、
モ
リ
ソ
ン
が
導
き
出
し
た
結
論
で
あ
る
定
義
は
、

「
戦
争
は
一
つ
の
制
度
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
制
度
（institution

）」
と
い
う
意
味
を
、
モ
リ
ソ
ン
は
、「
戦
争
は
、
何
で
あ
れ
、
社
会

的
に
承
認
さ
れ
、
合
法
的
な
権
威
の
あ
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
た
制
度
で
あ
る（

7
）」

と
し
、
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
も
指
摘
す
る
。

　
「
社
会
は
平
和
の
た
め
に
組
織
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
戦
争
シ
ス
テ
ム
は
社
会
秩
序
の
中
で
承
認
さ
れ

保
護
さ
れ
る
ほ
ど
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
が
承
認
し
保
護
し
よ
う
と
す
る
平
和
の
シ

ス
テ
ム
な
い
し
平
和
の
制
度
な
ど
存
在
し
な
い
。
…
…
戦
争
が
差
し
迫
っ
て
い
る
時
に
平
和
を
主
張
す

る
こ
と
は
、
主
張
者
に
危
険
が
お
よ
び
、
そ
し
て
戦
時
に
は
犯
罪
と
さ
え
さ
れ
る
。
し
か
し
、
非
常
に

不
道
徳
な
こ
と
で
あ
る
が
、
平
和
時
に
戦
争
を
主
張
す
る
こ
と
は
主
張
者
に
危
険
は
全
く
お
よ
ば
な
い
。

…
…
明
ら
か
に
戦
争
シ
ス
テ
ム
は
社
会
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
制
度
と
し
て
、
法
の
権
威
に
よ

り
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

8
）。」

　

戦
争
は
社
会
的
に
承
認
さ
れ
合
法
的
な
権
威
あ
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
た
「
制
度
」
で
あ
り
、「
合

法
」
の
お
墨
付
き
を
も
っ
て
す
る
大
量
殺
人
で
あ
る
。
そ
の
際
、
国
際
法
的
に
も
戦
争
を
違
法
と
し
た

も
の
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
国
内
法
的
に
見
て
も
、
理
由
は
何
で
あ
れ
、
徴
兵
法
、
ス
パ
イ
法
等
に
よ
っ
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て
、
戦
争
を
少
し
で
も
妨
げ
る
者
は
、
最
大
の
犯
罪
者
・
反
逆
者
と
さ
れ
て
し
ま
う
点
で
、
戦
争
は
「
最

も
合
法
的
な
存
在
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
あ
る
。
ま
さ
に
、
戦
争
は
、

「
世
界
の
中
で
最
大
か
つ
最
も
合
法
的
な
犯
罪
」（
レ
ビ
ン
ソ
ン（

9
））

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
、 

こ
の
「
制
度
」
と
し
て
確
立
し
て
い
る
戦
争
か
ら
、
合
法
性
の
お
墨
付
き

を
完
全
に
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
そ
の
廃
絶
の
た
め
の
必
須
条
件
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
彼
ら
は
、
侵
略
・
自
衛
・
制
裁
の
別
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
違
法
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
認
識
で
は
、 

そ
も
そ
も
戦
争
は
、
ど
の
国
も
自
国
の
戦
争
を
侵
略
と

は
認
め
な
い
こ
と
か
ら
、
自
衛
と
侵
略
の
区
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
侵
略
戦

争
だ
け
を
禁
止
し
て
も
結
局
「
自
衛
の
名
に
よ
る
」
戦
争
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
、
決
し
て
戦
争
を
な
く

す
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
と
考
え
、
自
衛
戦
争
の
否
認
に
至
っ
た
。
ま
た
、
制
裁
戦
争
に

つ
い
て
も
、 「
正
義
の
名
に
よ
る
」
戦
争
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
、
ま
た
平
和
は
武
力
で
強
制
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
、
武
力
制
裁
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
集
団
安
全
保
障
論

を
原
理
的
に
批
判
し
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
連
盟
加
盟
に
強
く
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
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２

　「戦
争
」
か
ら
「
法
と
裁
判
」
へ

（
１
） 

紛
争
の
「
最
終
的
」
な
解
決
法
と
し
て
の
「
武
力
」
と
「
法
」

　

レ
ビ
ン
ソ
ン
ら
は
、
さ
ら
に
、
国
際
紛
争
を
「
法
と
裁
判
」
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
制
度

構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
は
、
紛
争
解
決
の
方
法
論
に
か
か
わ
る
。
先
に
も
述
べ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
人
間
に
闘
争
本

能
等
が
あ
る
限
り
、
こ
の
世
か
ら
も
め
ご
と
（
紛
争
）
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
問
題
は
、
世
の
中
の
紛
争
を
い
か
に
し
て
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
紛
争
は
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
。
し
か
し
、

問
題
は
、
話
し
合
い
で
も
紛
争
が
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
戦
争

非
合
法
化
」
論
者
の
前
提
は
、
紛
争
の
「
最
終
的
な
」
解
決
方
法
は
結
局
、「
武
力
」
か
「
法
」
に
よ
る

手
続
き
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
、
ま
ず
国
内
紛
争
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
国
内
に
お
け
る
紛
争
の
武
力
に
よ
る
解
決
と

し
て
は
、
決
闘
や
自
力
救
済
が
あ
る
。
前
近
代
社
会
で
は
ど
こ
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
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だ
が
、
そ
の
野
蛮
さ
に
気
が
つ
い
た
と
き
、
人
類
は
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
廃
止
し
た
の
か
。
こ
の
点
が

非
常
に
興
味
深
い
。

　

第
一
の
あ
り
う
る
解
決
法
は
、
最
終
的
に
暴
力
に
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
紛
争
の
根
本
原
因
を

な
く
し
又
は
少
な
く
と
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
決
闘
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
は
、
暴
力
に
訴
え
な
い
こ
と
へ
の
教
育
や
「
平
和
の
文
化
（culture of peace

）」
づ

く
り
を
含
め
て
、
大
い
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
世
界
中
の
誰
に
も
異
論
の
な
い
「
模
範

解
答
」
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
も
ち
ろ
ん
大
い
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
の
完
全
な

る
実
現
に
は
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
、
決
闘
と
い
う

野
蛮
な
紛
争
解
決
法
と
人
類
は
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
さ
ら

に
別
の
方
法
も
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
考
え
ら
れ
う
る
方
法
と
し
て
は
、
武
器
の
取
り
締
ま
り
が
あ
げ
ら
れ
る
。
人
々
が
日
常
殺
し

合
わ
な
い
た
め
に
は
、
銃
剣
な
ど
の
取
り
締
ま
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
銃
社
会
で
あ
る
米
国
な

ど
の
事
例
に
も
鑑
み
、
少
な
く
と
も
経
験
論
的
な
命
題
と
し
て
、
理
論
上
は
賛
同
者
が
多
い
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
極
め
て
有
効
適
切
と
思
わ
れ
る
方
法
も
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
銃
や
刀
剣
等
の
武
器
を
取
り
締
ま
っ
て
も
、
ナ
イ
フ
や
包
丁
な
ど
の
刃
物
が
あ
る
限
り
同
様

の
こ
と
が
起
こ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
素
手
で
で
も
殺
傷
能
力
が
あ
る
攻
撃
が
行
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
結
局
、
人
類
は
決
闘
を
今
日
の
よ
う
に
ほ
ぼ
廃
止
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
い
っ
た
い
何
を
し

た
の
か
。
そ
れ
は
、
決
闘
や
自
力
救
済
と
い
っ
た
武
力
に
よ
る
紛
争
解
決
を
す
べ
て
違
法
化
し
、
そ
れ

に
代
わ
っ
て
法
と
裁
判
に
よ
る
紛
争
解
決
制
度
を
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
今
や

多
く
の
場
合
、
話
し
合
い
で
決
着
の
つ
か
な
い
よ
う
な
名
誉
等
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な

殺
し
合
い
で
は
な
く
、
法
と
裁
判
所
の
手
続
き
で
最
終
的
な
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
こ

そ
ま
さ
に
「
文
明
化
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
２
）「
武
力
」
に
よ
る
紛
争
解
決
か
ら
「
法
」
と
「
裁
判
」
に
よ
る
紛
争
解
決
へ

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
ら
の
理
論
の
核
心
は
、
国
内
社
会
に
お
い
て
も
、
紛
争
解
決
法
に

つ
い
て
、
武
力
に
よ
る
も
の
（
決
闘
、
自
力
救
済
）
を
す
べ
て
違
法
化
し
、
そ
れ
を
法
と
裁
判
に
よ
る

解
決
法
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
決
闘
等
を
廃
絶
で
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
国
際
社
会
に
お
け
る
紛
争
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解
決
に
お
い
て
も
、
武
力
に
よ
る
も
の
（
戦
争
）
を
す
べ
て
違
法
化
し
て
、
法
と
裁
判
に
よ
る
国
際
紛

争
解
決
制
度
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
、
法
の
権
威
と
裁
判
所
へ
の
人
々

の
尊
敬
の
念
の
下
で
、
州
（state

）
同
士
の
紛
争
を
武
力
を
用
い
ず
に
解
決
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
連

邦
最
高
裁
判
所
の
制
度
を
参
考
と
し
つ
つ
、
一
般
的
に
は
混
同
さ
れ
や
す
い
国
際
仲
裁
制
度
と
彼
ら
が

そ
の
設
立
を
目
指
す
国
際
司
法
裁
判
制
度
の
相
違
点
を
指
摘
し
、
司
法
裁
判
所
の
本
質
的
要
素
と
し
て
、

①
常
設
の
裁
判
官
組
織
、
②
明
確
な
法
典
に
加
え
て
、
特
に
、
③
裁
判
所
に
義
務
的
裁
判
管
轄
権
（affi

r-
m

ative jurisdiction
）
を
与
え
る
こ
と
な
ど
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、
彼
ら

の
構
想
で
は
、
戦
争
を
侵
略
・
自
衛
・
制
裁
の
種
類
を
問
わ
ず
全
面
的
に
非
合
法
化
す
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
判
決
を
戦
争
・
武
力
行
使
に
よ
っ
て
強
制
す
べ
き
と
は
考
え
ず
、
判

決
は
諸
国
民
の
世
論
の
圧
力
に
よ
っ
て
「
強
制
」
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
た
点
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

大
い
に
異
論
も
出
る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
の
最
後
の
点
、
す
な
わ
ち
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
さ
え
も

武
力
に
よ
る
強
制
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
モ
リ
ソ
ン
の
考
察
は
極
め
て
興
味
深
い
。
そ
れ

は
、
今
日
の
国
際
関
係
が
（
制
裁
を
行
う
場
合
さ
え
含
め
て
）
相
互
の
信
頼
に
基
づ
く
も
の
、
基
づ
い

て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
に
も
基
礎
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で

あ
る
。
モ
リ
ソ
ン
は
、
軍
事
同
盟
や
軍
事
制
裁
で
す
ら
も
、
諸
国
の
誓
約
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
明
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ら
か
に
す
る
。

　
「
も
し
諸
国
が
軍
事
制
裁
の
た
め
の
軍
事
力
の
提
供
に
応
じ
な
い
場
合
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
そ
の
と

き
制
裁
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

な
い
で
は
な
い
か
。
一
国
に
対
し
、
軍
隊
を
提
供
す
る
そ
の
協
定
に

従
っ
て
進
ん
で
そ
う
さ
せ
る
よ
う
に
強
制
す
る
方
法
な
ど
な
い
。
結
局
そ
う
し
た
計
画
も
す
べ
て
誓
約

の
言
葉
と
い
う
『
理
想
主
義
的
』
で
『
観
念
的
』
な
基
礎
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も

し
諸
国
が
自
ら
の
言
葉
を
守
る
な
ら
ば
、
制
裁
は
発
動
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
逆
に
も
し
彼
ら
が
自
ら
の

言
葉
を
守
ら
な
い
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
制
裁
な
ど
粉
々
に
砕
け
散
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
平
和
を
強
制
す
る
た
め
に
戦
争
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
い
か
な
る
提
案
も
、
結

局
そ
の
当
事
者
た
る
諸
国
民
の
信
義
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
案
の
実
行
は
、
戦
争
非
合
法
化

シ
ス
テ
ム
を
越
え
る
ど
ん
な
優
位
性
も
持
っ
て
は
い
な
い
。
そ
う
、
結
局
、
両
者
と
も
根
本
的
に
は
誓

約
の
言
葉
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
な
ど
な
い（

10
）。」

　

結
局
、
彼
ら
は
、
国
際
裁
判
判
決
の
実
行
も
諸
国
民
の
啓
発
さ
れ
た
世
論
、
判
決
へ
の
敬
意
に
依
拠

す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
と
い
う
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
構
想
は
、
紛
争
が
話
し
合
い
で
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
の
最
終
的
な
解
決
法

と
し
て
、「
武
力
」
に
よ
る
も
の
か
ら
「
法
と
裁
判
」
の
手
続
き
に
よ
る
も
の
へ
と
、
国
内
の
み
な
ら
ず
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国
際
社
会
に
お
い
て
も
、
根
本
的
か
つ
抜
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
武
力
に
よ
る
紛
争
解
決
を
完
全
に
違
法
化
し
て
、
そ
の
位
置
に
法
と
裁
判
と
い
う
も
の
を
置

く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
国
内
社
会
に
お
い
て
は
、
決
闘
な
ど
の
制
度
を
廃
止
す
る
に
際

し
て
、
武
器
を
取
り
締
ま
っ
た
り
、
そ
の
原
因
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
り
す
る
や
り
方
で
は
な
く
、
端

的
に
そ
の
制
度
を
違
法
と
し
、
代
わ
り
に
法
と
裁
判
の
手
続
き
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
廃
止
を

実
現
し
た
。
こ
れ
を
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
考
え
る
な
ら
ば
、
戦
争
を
廃
絶
す
る
に
は
、
戦
争
を
完
全
に

違
法
化
し
た
上
で
、
国
際
法
と
国
際
裁
判
所
に
よ
る
紛
争
解
決
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
国
際
裁
判
所
の
運
営
原
則
を
め
ぐ
る
論
点

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
国
際
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
設
置
・
運
営
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　
「
戦
争

非
合
法
化
」
論
者
の
構
想
を
も
う
少
し
だ
け
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

モ
リ
ソ
ン
は
、
こ
の
問
題
の
論
点
を
大
要
次
の
よ
う
に
整
理
し
、
解
説
し
て
い
る（

11
）。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
ど
の
よ
う
な
紛
争
が
こ
の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
純
粋
な
国
際
紛
争
」
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
国
内
問
題
は
基
本
的
に
国
内
裁
判
所
が
扱
い
、
国
際
裁
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判
所
は
そ
の
名
の
通
り
国
際
紛
争
を
扱
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
純
粋
な
る
国
際
紛
争
と
国
内
問
題
を

め
ぐ
る
紛
争
の
間
の
線
引
き
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
誰
が
、
提
訴
さ
れ
た
訴
訟
を
裁
判
官
の
管
轄
権
の
範
囲
内
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
自
身
が
決
定
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点

は
国
内
裁
判
所
と
同
様
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
裁
判
管
轄
権
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
の
裁
判
所
の
決
定
を
何
が
定
め
る

の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
典
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
規
定
さ
れ
、
法
典
が
そ
の
裁
判
所
の

管
轄
権
を
定
義
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
範
囲
内
に
入
ら
な
い
紛
争
は
、
そ
の
事

件
の
審
理
は
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
四
に
、
ど
の
紛
争
が
純
粋
に
国
際
的
な
も
の
と
し
て
法
典
に
含
ま
れ
る
か
を
誰
が
決
め
る
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
典
の
制
定
者
が
決
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

第
五
に
、
で
は
誰
が
そ
の
法
典
の
制
定
者
と
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
諸
国
民
自
身
で

あ
る
と
す
る
。
諸
国
民
自
身
が
様
々
な
形
で
参
加
・
協
力
・
見
解
表
明
を
し
、
専
門
家
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
民
主
的
な
基
礎
と
審
議
の
完
全
な
公
開
の
下
で
、
こ
う
し
た
国
際
法
典
を
成
立
さ
せ
る
構
想
を

彼
ら
は
持
つ
。
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こ
う
し
た
国
際
法
典
や
国
際
裁
判
所
が
成
立
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
扱
う
事
件
の
範
囲
、
裁
判
管
轄
権

の
範
囲
が
前
も
っ
て
わ
か
り
、
ひ
い
て
は
、
国
際
紛
争
・
事
件
が
、
戦
争
に
よ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
も
見
通
し
が
つ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）「
人
民
の
意
思
（w

ill of the peoples

）」
の
重
要
性

　

国
際
裁
判
所
の
判
決
が
、
国
際
世
論
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
彼
ら
「
戦

争
非
合
法
化
」
論
者
が
、「
人
民
の
意
思
（w

ill of the peoples

）」
の
意
義
を
強
調
し
た
点
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
お
き
た
い
。
モ
リ
ソ
ン
は
言
う
。

　
「
戦
争
非
合
法
化
提
案
が
立
脚
し
て
い
る
基
本
前
提
は
、
戦
争
は
諸
国
の
人
民
（peoples

）
の
直
接

参
加
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
非
合
法
化
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
戦
争
は
、
人
民
の
間

接
的
な
代
理
（indirect proxies
）
に
よ
っ
て
は
非
合
法
化
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
活
動
に
お
い
て
人
民

の
代
理
を
つ
と
め
る
代
理
人
（agency
）
な
ど
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
戦
争
非
合
法
化
は
諸
国

民
に
外
部
か
ら
押
し
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
し
、
彼
ら
の
代
表
者
の
お
ざ
な
り
の
行
動
に
よ
っ

て
達
成
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
戦
争
非
合
法
化
の
根
底
に
あ
る
の
は
人
民
の
意
思
で
あ
る
。

も
し
人
民
が
そ
れ
を
本
当
に
し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
達
成
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
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そ
の
都
度
の
人
民
投
票
（
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
）
に
よ
ら
ね
ば
で
き
な
い
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
世
論

が
各
国
議
会
の
活
動
を
支
持
す
る
点
で
、
知
的
に
十
分
考
え
抜
か
れ
て
か
つ
明
白
に
示
さ
れ
る
よ
う
な

大
衆
運
動
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
よ
っ
て
、
人
民
の
意
思
は
聡
明
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

民
の
心
か
ら
起
こ
っ
て
き
た
自
発
的
で
力
強
い
運
動
が
な
い
と
、
そ
の
成
果
は
確
か
で
恒
久
的
な
も
の

と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る（

12
）。」

　

こ
う
し
た
点
は
、
不
戦
条
約
の
条
文
中
（
第
一
条
）
に
も
、
有
名
な
「
そ
の
各
自
の
人
民
の
名
に
お

い
て
（in the nam

es of their respective peoples

）
厳
粛
に
宣
言
す
る
」
と
い
う
表
現
の
中
に
現

れ
た
。
戦
争
制
度
は
、
人
民
の
意
思
、
そ
れ
が
集
合
的
に
表
出
し
た
世
界
世
論
の
強
力
な
力
に
よ
っ
て

の
み
、
廃
止
し
う
る
の
で
あ
る
。
モ
リ
ソ
ン
は
言
う
。

　
「
戦
争
の
非
合
法
化
を
基
礎
と
し
た
平
和
の
た
め
の
世
界
の
組
織
化
が
十
分
に
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
も
の
が
人
民
自
身
の
意
思
表
明
を
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
な
し
に
は
、
実
現
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
争
を
非
合
法
化
す
る
国
際
条
約
は
、
今
ま
で
あ
ま
り

に
多
く
の
条
約
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
民
の
熟
知
な
い
し
同
意
な
し
に
、
た
だ
外
交
官
に
よ
っ

て
交
渉
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
人
民
自
身
の
十
分
な
参
加
が
必
要
で
あ
る（

13
）」、

と
。

　

だ
が
、
一
方
で
疑
問
も
残
る
。
確
か
に
、
戦
争
は
国
民
を
被
害
者
あ
る
い
は
加
害
者
に
す
る
こ
と
を
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強
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
が
戦
争
を
望
ま
な
い
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
を
認
め
た
と
し
て
も
、

今
日
ま
で
人
類
が
あ
ま
り
の
多
く
の
例
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
他
方
で
、
現
代
戦
争
に
お
い
て
国
民
は

熱
狂
的
に
そ
れ
を
支
持
し
て
き
た
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。
情
報
操
作
や
国

家
の
教
育
内
容
へ
の
介
入
と
も
相
ま
っ
て
で
は
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
沸
騰
に
よ
り
、
一
時
的

で
あ
れ
国
民
の
多
く
が
戦
争
を
望
み
、
そ
れ
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
戦
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
今
日
決

し
て
珍
し
い
現
象
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
世
界
の
諸
国
民
は
「
戦
争
の
非
合
法

化
」
に
こ
ぞ
っ
て
賛
成
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
楽
観
論
は
禁
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
以
上
の
点
を
留
保
し
た
上
で
も
、「
戦
争
非
合
法
化
」
論
者
は
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘

を
し
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
。
モ
リ
ソ
ン
は
言
う
。

　
「
今
ま
で
人
民
は
戦
争
か
そ
れ
と
も
平
和
か
の
問
題
を
選
択
す
る
機
会
を
持
た
な
い
で
き
た
。
だ
か

ら
、
人
民
を
平
和
を
好
み
、
平
和
を
選
択
す
る
よ
う
に
教
育
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
…
…
も

し
、
世
界
に
人
民
に
い
っ
た
ん
戦
争
の
問
題
が
、
政
治
的
な
い
し
他
の
無
関
係
な
も
の
の
影
響
に
よ
っ

て
妨
害
さ
れ
ず
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
と
い
う
ふ
う
に
直
接
的
に
答
え
を
選
び
得
る
形
で
突
き
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
ど
う
い
う
答
え
を
出
す
か
に
つ
い
て
一
体
誰
が
疑
問
を
提
示
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
に
関
し
て
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
と
迫
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
こ
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そ
、
戦
争
非
合
法
化
提
案
の
真
髄
な
の
で
あ
る（

14
）」。「

戦
争
非
合
法
化
提
案
は
、
も
し
人
民
が
理
解
を
困

難
に
す
る
政
治
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
惑
わ
さ
れ
ず
、
戦
争
の
問
題
に
つ
い
て
単
純
に
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
人
民
は
圧
倒
的
に
戦
争
を
非

難
し
非
合
法
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
信
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（

15
）」、

と
言
う
。

　

確
か
に
、
戦
争
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
き
に
、
戦
争
に
反
対
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。「
戦
争

や
る
べ
し
」
あ
る
い
は
「
戦
争
や
む
な
し
」
と
い
う
声
は
、
時
に
、
戦
争
を
遂
行
し
た
い
と
意
図
す
る

者
等
に
よ
る
情
報
操
作
な
ど
の
よ
う
な
「
真
実
か
ら
の
阻
害
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
民
の
側
か
ら
自
発
的
に
湧
き
上
が
っ
て
き
た
憎

悪
、
好
戦
感
情
が
そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
者
が
世
論
を
重

視
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
戦
争
が
迫
っ
て
い
る
と
き
に
、
戦
争
遂
行
に
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
の
国
民
投
票

を
迫
る
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
そ
う
い
っ
た
状
況
で
は
な
い
と
き
に
、

「
政
治
的
な
い
し
他
の
無
関
係
な
も
の
の
影
響
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
ず
」、
あ
る
い
は
「
人
民
が
理
解
を

困
難
に
す
る
政
治
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
惑
わ
さ
れ
ず
」
に
、
戦
争
制
度
一
般
に
対
し
て
、
そ
れ
を

非
合
法
化
す
る
こ
と
に
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
と
い
う
こ
と
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
状
況
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
戦
争
非
合
法
化
提
案
の
真
髄
」
で
あ
る
と
す
る
も
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の
な
の
で
あ
る
。

３

　「戦
争
非
合
法
化
」
論
の
現
代
的
意
義
―
不
戦
条
約
・
憲
法
第
九
条
と
の
関
連
で

（
１
）「
戦
争
非
合
法
化
」
論
と
不
戦
条
約

　

一
九
二
八
年
に
成
立
し
た
不
戦
条
約
は
、「
戦
争
非
合
法
化
」
運
動
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
成
立

し
、
歴
史
上
初
め
て
、
戦
争
を
「
一
般
的
に
」
違
法
化
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
不
戦

条
約
は
、「
戦
争
非
合
法
化
」
論
の
理
念
が
す
べ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

い
。

　

条
文
を
見
る
な
ら
、
不
戦
条
約
第
一
条
で
は
、「
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
の
戦
争
を
非
と
し
、
国
家
政

策
遂
行
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
抛
棄
す
る
」
と
あ
り
、
た
だ
し
自
衛
の
場
合
を
除
く
と
か
、
戦
争
に

訴
え
た
国
に
武
力
で
制
裁
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
条
約
本
文
に
は
書
い
て
は
い
な
い
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、「
厳
密
な
意
味
で
の
戦
争
違
法
化
の
思
想
」
す
な
わ
ち
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
の
核
心

部
分
が
こ
の
不
戦
条
約
の
本
文
あ
る
い
は
思
想
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
と
言
え
る（

16
）。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
成
立
当
初
か
ら
、
解
釈
・
運
用
に
お
い
て
は
、
自
衛
権
の
発
動
た
る
武
力
行

使
の
場
合
は
除
く
と
い
う
解
釈
の
宣
言
が
大
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
し
、
し
か
も
自
衛
権
の
範
囲
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に
つ
い
て
、
自
国
の
み
な
ら
ず
、
植
民
地
や
利
害
関
係
地
域
も
そ
の
範
囲
に
入
る
と
い
う
主
張
も
あ
り
、

例
え
ば
日
本
の
よ
う
に
、
満
州
は
日
本
の
生
命
線
で
あ
っ
て
自
衛
権
の
範
囲
に
入
る
と
か
、
条
約
は
戦

争
だ
け
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
り
「
事
変
」（
武
力
衝
突
）
の
場
合
を
含
ま
な
い
と
か
と
い
っ
た
解
釈
が

主
張
さ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
不
戦
条
約
に
よ
っ
て
の
み
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

開
始
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
不
戦
条
約
第
二
条
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
紛
争
は
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
実
は
、
正
式
な
手
続
を
踏
ん
だ
「
戦
争
」
の
み
を
不
戦
条

約
が
禁
止
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
誤
り
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
点
よ
り
も
、「
戦
争
非
合
法

化
」
論
者
か
ら
す
る
と
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
が
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
点
が
規
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
戦
争
に
代
わ
る
紛
争
解
決
法
で
あ
る
法
と
裁
判
に
よ
る
紛
争
解
決

制
度
に
関
す
る
条
項
が
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
国
際
連
盟
の
発
足
に
伴
い
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
た
（
一
九
二
一
年
）。
し

か
し
、
一
方
の
当
事
者
が
訴
え
を
起
こ
せ
ば
裁
判
が
始
ま
る
と
い
う
、
義
務
的
な
い
し
強
制
的
裁
判
管

轄
権
が
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
重
大
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
点
は
現
在
の
国
際
司
法
裁
判

所
に
お
い
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
（
現
行
制
度
上
は
、「
選
択
条
項
受
託
宣
言
国
」
の
拡
大
等
が
課
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題
と
な
ろ
う
）。

（
２
）「
戦
争
非
合
法
化
」
論
と
憲
法
第
九
条

　

憲
法
第
九
条
一
項
は
、「
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
」
の
戦
争
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
、
武
力

行
使
を
放
棄
・
禁
止
す
る
が
、
こ
の
文
言
は
、
こ
れ
ま
で
憲
法
学
界
で
は
、
不
戦
条
約
と
類
似
の
規
定

で
あ
り
、
ま
た
不
戦
条
約
が
侵
略
戦
争
の
放
棄
に
と
ど
ま
る
と
解
釈
・
運
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
鑑

み
、
侵
略
戦
争
の
み
放
棄
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
多
数
説
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
不
戦
条
約
に
は
、「
戦
争
非
合
法
化
」
論
（「
国
際
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
戦
争
に
訴
え
る

こ
と
を
非
と
す
る
」）
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
シ
ョ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
ら
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
論
（「
国
家
政
策

の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
放
棄
す
る
」）
が
「
混
在（

17
）」

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
混
在
と
「
国
際
紛
争

解
決
の
た
め
の
戦
争
」
と
「
国
家
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
」
の
文
言
の
意
味
の
相
違
は
、
不
戦
条

約
成
立
当
時
か
ら
、
例
え
ば
国
際
法
学
者
の
立
作
太
郎
な
ど
に
よ
っ
て
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。
立
が
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
大
変
興
味
深
い
。

　
「
字
句
の
上
よ
り
言
へ
ば
、
該
条
の
前
段
は
、 
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
為
め
に
、
戦
争
に
訴
ふ
る
を
総

て
非
な
り
と
す
る
の
絶
対
的
の
宣
言
と
な
り
居
る
如
く
解
せ
ら
れ
、
而
し
て
該
条
の
後
段
は
、
条
約
国
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相
互
間
に
於
て
国
策
の
手
段
と
し
て
戦
争
を
行
は
ざ
る
の
相
対
的
の
宣
言
と
な
り
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

「
不
戦
条
約
が
概
括
的
に
戦
争
の
制
度
を
否
認
し
、
所
謂
戦
争
のoutlaw

ry

（
法
律
の
保
護
外
に
置
く

こ
と
）
を
定
め
た
り
為
す
が
如
き
見
解
は
、
第
一
条
の
前
段
の
字
句
に
拘
泥
す
る
に
失
せ
る
も
の
に
非

ざ
れ
ば
不
戦
条
約
が
一
切
の
国
の
加
盟
す
る
所
と
な
る
如
き
稀
有
の
場
合
を
想
像
す
る
に
出
で
た
る
に

非
ざ
る
な
き
や
を
疑
ふ（

18
）」（

旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
て
引
用
し
た
）。

　

立
は
、
不
戦
条
約
第
一
条
前
段
の
「
国
際
紛
争
解
決
の
為
」
の
「
戦
争
」
と
、
後
段
の
「
国
家
の
政

策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
」
の
文
言
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
、
前
段
の
謳
う
国
際
紛
争
解
決
の
手
段

と
し
て
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、「
字
句
の
上
よ
り
言
へ
ば
」、「
概
括
的
に
戦
争
の
制
度
を
否
認
し
、
所
謂

戦
争
のoutlaw

ry

（
法
律
の
保
護
外
に
置
く
こ
と
）
を
定
め
た
」「
絶
対
的
の
宣
言
」
と
解
釈
す
る
余

地
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
文
言
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
、
深
瀬
忠
一
の
次
の
よ
う
な
指
摘
も
あ
る
。

　
「［
日
本
国
憲
法
第
九
条
一
項
が
規
定
す
る
］『
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
』
と
は
、
文
字

ど
お
り
『
不
戦
条
約
』
第
一
条
前
段
の
文
言
ど
お
り
で
あ
り
、
後
段
の
『
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ
テ

ノ
戦
争
ヲ
抛
棄
』（
…
…
旧
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
憲
法
等
）
と
は
違
い
、
一
切
の
『
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
』
を
永
久
に
否
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
的
（
非
武
力
（
非
軍
事
）
的
）
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解
決
手
段
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
字
句
を
理
由
に
、
九
条
一
項
が
『
侵
略
戦
争
』

否
認
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
の
は
全
く
粗
雑
に
す
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
の
戦
争
を
放
棄
し
、『
国

際
紛
争
の
解
決
』
の
た
め
に
（
法
・
道
徳
的
に
正
当
な
場
合
で
も
）
一
切
『
武
力
』
を
用
い
な
い
と
明

記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
『
侵
略
戦
争
放
棄
』
な
ど
と
は
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る（

19
）。」

　

む
し
ろ
、
憲
法
第
九
条
一
項
の
文
言
（「
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
」
の
戦
争
放
棄
）
は
、

思
想
の
系
譜
か
ら
す
る
と
、
自
衛
戦
争
を
含
む
一
切
の
戦
争
「
制
度
」
を
「
非
合
法
化
」
す
る
条
項
と

し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
第
九
条
二
項
は
、
戦
力
の
不
保
持
を
規
定
し
て
い
る
が
、
振
り
返
れ
ば
、
不
戦
条
約

の
当
時
か
ら
、
不
戦
条
約
で
戦
争
は
し
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
軍
隊
も
な
く
す
べ
き
と
主
張
し

て
い
た
盬
津
誠
作
の
次
の
よ
う
な
指
摘（

20
）が

注
目
さ
れ
る
。

　
「
一
方
に
不
戦
条
約
を
唱
へ
、
仲
裁
条
約
を
説
き
乍
ら
、
他
方
に
実
在
軍
備
の
保
持
に
、
汲
々
た
る
の

は
、
矛
盾
き
わ
ま
る
。
…
…
他
国
さ
へ
同
意
す
れ
ば
、
軍
備
全
廃
を
も
、
辞
さ
な
い
と
言
ふ
者
が
あ
る
。

併
し
余
を
し
て
言
は
し
め
ば
、
他
国
が
同
意
せ
な
く
て
も
、
自
ら
軍
備
を
全
廃
す
る
、
勇
気
と
確
信
と

が
、
世
の
政
治
家
の
胸
中
に
、
有
つ
て
欲
し
い
。
…
…
世
界
各
国
民
が
、
何
時
迄
も
軍
備
を
維
持
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
は
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
た
幻
想
で
あ
る
。
…
…
戦
争
を
絶
滅
せ
し
め
る
、
一
番
完
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全
な
方
法
は
、
軍
備
の
全
廃
で
あ
る
。
併
し
之
に
達
す
る
早
路
と
し
て
は
、
国
際
的
葛
藤
を
、
凡
て
仲

裁
で
解
決
す
る
か
、
世
界
法
廷
の
裁
断
に
委
す
こ
と
で
あ
る
。
…
…
軍
備
縮
小
を
せ
な
い
で
、
不
戦
条

約
は
お
か
し
い
。
不
戦
条
約
を
唱
へ
る
以
上
、
こ
れ
を
多
辺
的
に
す
れ
ば
、
結
局
軍
備
全
廃
ま
で
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
。」（
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
て
引
用
し
た
。）

　

こ
の
軍
備
撤
廃
は
当
時
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
今
日
、
そ
の
課
題
は
、
非
戦
・
非
武
装
平
和
主
義
を

規
定
す
る
憲
法
九
条
に
託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
法
に
よ
る
平
和
」
の
実
現
に
は
、「
戦
争
非
合
法
化
」
論
の
提
起
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
の
違
法
化

と
法
と
裁
判
に
よ
る
紛
争
解
決
制
度
の
確
立
、
そ
し
て
そ
の
提
起
を
受
け
、
そ
の
「
順
接
的
発
展
」（
堀

尾
輝
久
）
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
憲
法
第
九
条
の
非
戦
・
非
武
装
平
和
主
義
を
世
界
各
国
に
お
い
て
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
条
件
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　米
国
の
平
和
運
動
と
憲
法
九
条
の
「
再
会
」

　

一
九
二
〇
年
代
に
米
国
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
の
理
念
は
、
日
本
国
憲
法
第

九
条
（
以
下
単
に
「
憲
法
九
条
」
と
も
い
う
）
に
引
き
継
が
れ
、
発
展
し
、
ま
た
今
日
の
国
際
社
会
に

も
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
続
け
て
い
る
。
で
は
、
現
在
の
米
国
に
お
い
て
、
当
時
史
上
最
大
の
平
和
運
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動
と
い
わ
れ
た
「
戦
争
非
合
法
化
」
の
理
念
を
継
承
す
る
運
動
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
米
国

に
、
憲
法
九
条
の
理
念
を
受
容
し
活
用
し
よ
う
と
す
る
平
和
運
動
側
の
動
き
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
運
動
と
し
て
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ー
バ
ー

ビ
ー
（
オ
ハ
イ
オ
大
学
名
誉
教
授
）
が
一
九
九
一
年
三
月
一
八
日
に
立
ち
上
げ
た
「
九
条
の
会
」
が
あ

げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
長
期
的
目
標
と
し
て
、
世
界
の
全
て
の
国
が
日
本
国
憲
法
第
九
条
の

示
す
理
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
掲
げ
、
米
国
に
対
し
て
も
、
米
国
憲
法
に
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・

交
戦
権
否
認
条
項
（
日
本
国
憲
法
第
九
条
と
同
様
の
条
項
）
を
挿
入
す
る
憲
法
修
正
案
を
提
示
し
た
り
、

米
国
に
平
和
省
の
設
置
を
提
案
し
た
り
し
て
い
る（

21
）。

　

ま
た
、
一
九
二
九
年
に
レ
ビ
ン
ソ
ン
が
ア
イ
ダ
ホ
大
学
に
設
立
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ド
ガ
ー
・

ボ
ー
ラ
ー
戦
争
非
合
法
化
財
団
（W

illiam
 Edgar Borah O

utlaw
ry of W

ar Foundation

）」
は
、

二
〇
一
五
年
現
在
も
活
動
を
継
続
中
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（「
不
安
定
化
す

る
国
境
―
主
権
、
疾
病
、
戦
争
、
難
民
」）
を
開
催
し
て
い
る（

22
）。

　

ま
た
、
君
島
東
彦（

23
）に

よ
れ
ば
、
近
年
、
米
国
の
平
和
運
動
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
「
戦
争
非
合
法

化
」
論
や
不
戦
条
約
の
意
義
の
再
確
認
の
動
き
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
、

そ
れ
ら
を
継
承
し
た
憲
法
九
条
を
活
か
そ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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た
と
え
ば
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
（
米
国
平
和
運
動
家
、
デ
ニ
ス
・
ク
シ
ニ
ッ
チ
の
二
〇
〇
四

年
大
統
領
選
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
報
担
当
者
）
は
、
そ
の
著
書（

24
）の

中
で
、
不
戦
条
約
の
起
源
と
し
て
の
「
戦

争
非
合
法
化
」
運
動
の
存
在
と
意
義
を
指
摘
し
、
依
然
と
し
て
効
力
を
有
す
る
こ
の
条
約
を
米
国
で
復

権
さ
せ
、
米
国
の
違
法
な
戦
争
を
追
及
す
る
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
エ
リ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
（
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
、
不
戦
条
約

の
復
権
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
に
、
修
正
二
八
条
案
と
し
て
次
の
よ
う
な
条
項
を
米
国
憲
法
に
加
え
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　
「
第
一
節　

ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
国
際
正
義
、
平
和
、
人
間
の
権
利
と
尊
厳
を
希
求
し
て
、
国
内
・
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
的
な
武
力
行
使
を
放
棄
す
る
。
合
衆
国
ま
た
は
そ
の
管
轄
内
に
、
戦

争
あ
る
い
は
戦
争
準
備
プ
ロ
セ
ス
は
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
。」

　
「
第
二
節　

連
邦
議
会
は
、
国
内
・
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
ま
た
は
武
力
行
使
を

承
認
し
て
は
な
ら
な
い
。」

　
「
第
三
節　

合
衆
国
は
捕
虜
を
拘
禁
す
る
施
設
を
維
持
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
捕
虜
は
各
自
の

非
軍
事
的
な
司
法
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
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こ
れ
ら
は
、
米
国
の
平
和
運
動
と
憲
法
九
条
の
「
劇
的
な
再
会
」（
君
島
東
彦（

25
））

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
戦
争
非
合
法
化
」
を
掲
げ
た
一
九
二
〇
年
代
の
米
国
の
平
和
運
動
が
不
戦
条
約
や
憲
法
九
条
成
立
に
直

接
的
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
憲
法
九
条
と
現
在
の
米
国
の
平
和
運
動
が
結
合
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
理
想
が
現
実
を
き
り
拓
く
」（
堀
尾
輝
久
）、
す
な
わ
ち
現
実
か
ら
生
ま
れ
、
現
実
に

根
ざ
し
、
現
実
を
変
革
す
る
理
念
と
し
て
の
「
戦
争
非
合
法
化
」、
そ
し
て
、
そ
の
理
念
を
実
質
的
に
継

承
し
発
展
さ
せ
た
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
意
義
は
、
世
界
的
に
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
来
可
変
的
で
あ
る
未
来
の
可
能
性
を
心
か
ら
信
じ
、
理
想
・
目
的
の
実
現
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
「
現
実
」
を
直
視
し
、
そ
れ
を
構
造
か
ら
し
っ
か
り
と
分
析
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
見
絶

望
的
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
希
望
の
光
を
決
し
て
見
失
わ
ず
、
む
し
ろ
能
動
的
に
発
見
し
、
そ
の
上
で

希
望
を
自
ら
創
造
し
未
来
を
自
ら
き
り
拓
い
て
行
く
不
断
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
世
界
が
動
く
と
き
の
そ
の
息
吹
き
と
小
さ
く
微
か
な
希
望
の
光
が
「
ま
だ
小
さ
い
」
こ
と

を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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主
要
日
本
語
参
考
文
献

河
上
暁
弘
『
日
本
国
憲
法
第
九
条
成
立
の
思
想
的
淵
源
の
研
究
』
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
年
。

河
上
暁
弘
『
平
和
と
市
民
自
治
の
憲
法
理
論
』
敬
文
堂
、
二
〇
一
二
年
。

久
野
収
「
ア
メ
リ
カ
の
非
戦
思
想
か
ら
み
た
憲
法
第
九
条
」『
中
央
公
論
』
一
九
六
二
年
一
二
月
号
（
久
野

収
『
憲
法
の
論
理
』
筑
摩
書
房
、
増
補
新
版
、
一
九
八
九
年
所
収
）。

鶴
見
和
子
『
デ
ュ
ー
イ
・
こ
ら
い
ど
す
こ
お
ぷ
』
未
来
社
、
一
九
六
三
年
。

深
瀬
忠
一
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
。

大
沼
保
昭
『
戦
争
責
任
論
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
。

篠
原
初
枝
『
戦
争
の
法
か
ら
平
和
の
法
へ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

杉
原
高
嶺
『
国
際
司
法
裁
判
制
度
』
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
。

小
西
中
和
「
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ウ
イ
の
平
和
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
政
治
学
と
現
代
世
界
』
御
茶
の
水

書
房
、
一
九
八
三
年
。

伊
藤
成
彦
「
憲
法
第
九
条
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」『
軍
縮
問
題
資
料
』
一
九
九
七
年
五
月
号
（
伊
藤
成
彦
『
武

力
信
仰
か
ら
の
脱
却
』
影
書
房
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）。

伊
藤
成
彦
『
物
語　

日
本
国
憲
法
第
九
条
―
戦
争
と
軍
隊
の
な
い
世
界
へ
』
影
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

古
川
純
「
戦
争
『
違
法
化
』
へ
と
す
す
む
世
界
の
憲
法
と
非
核
自
治
体
運
動
」
星
野
安
三
郎
他
『
世
界
の
中
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の
憲
法
第
九
条
』
高
文
研
、
二
〇
〇
〇
年
。

古
川
純
・
山
内
敏
弘
『
戦
争
と
平
和
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。

三
牧
聖
子
『
戦
争
違
法
化
運
動
の
時
代
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
日
本
外
交
史
一
六　

海
軍
軍
縮
交
渉
・
不
戦
条
約
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
三

年
。

『
国
際
法
先
例
資
料
集
（
一
）（
二
）
不
戦
条
約
』（
柳
原
正
治
・
解
説
）
上
下
、
信
山
社
出
版
、
一
九
九
七

年
。

ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
『
ヒ
ト
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
か
？
』（
解

説
・
養
老
孟
司
、
編
訳
・
浅
見
昇
吾
）、
花
風
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ー
バ
ー
ビ
ー
（
國
弘
正
雄
訳
）『
地
球
憲
法
第
九
条
』
対
訳
、
増
補
版
、
た
ち
ば
な
出
版
、

二
〇
〇
五
年
。

君
島
東
彦
「
米
国
は
改
憲
を
望
ん
で
い
る
の
か
―
日
米
関
係
と
憲
法
九
条
」『
季
刊
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
』

二
〇
一
三
年
八
月
。

註（
１
）　
「
戦
争
非
合
法
化
」
論
研
究
に
つ
い
て
、
久
野
収
「
ア
メ
リ
カ
の
非
戦
思
想
か
ら
み
た
憲
法
第
九
条
」

『
中
央
公
論
』
一
九
六
二
年
一
二
月
号
の
他
、
鶴
見
和
子
『
デ
ュ
ー
イ
・
こ
ら
い
ど
す
こ
お
ぷ
』
未
来
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社
、
一
九
六
三
年
、
深
瀬
忠
一
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
大
沼
保

昭
『
戦
争
責
任
論
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
小
西
中
和
「
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ウ
イ
の
平

和
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
政
治
学
と
現
代
世
界
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
、
伊
藤
成
彦

「
憲
法
第
九
条
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」『
軍
縮
問
題
資
料
』
一
九
九
七
年
五
月
号
、
古
川
純
「
戦
争
『
違

法
化
』
へ
と
す
す
む
世
界
の
憲
法
と
非
核
自
治
体
運
動
」
星
野
安
三
郎
他
『
世
界
の
中
の
憲
法
第
九
条
』

高
文
研
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
牧
聖
子
『
戦
争
違
法
化
運
動
の
時
代
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四

年
、
お
よ
び
河
上
暁
弘
『
日
本
国
憲
法
第
九
条
成
立
の
思
想
的
淵
源
の
研
究
』
専
修
大
学
出
版
局
、

二
〇
〇
六
年
等
、
参
照
。

（
２
）　

小
西
前
掲
論
文
五
〇
〇

－

五
〇
二
頁
、
参
照
。

（
３
）　

ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
『
ヒ
ト
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の

か
？
』（
解
説
・
養
老
孟
司
、
編
訳
・
浅
見
昇
吾
）、
花
風
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
九

－

五
〇
頁
。

（
４
）　Charles O

verby, “A
 Q

uest for Peace w
ith A

rticle 9, ” Japan Q
uarterly A

pril–June 
1994., pp. 155-156.

 

　

こ
れ
に
加
え
て
、
古
川
純
・
山
内
敏
弘
『
戦
争
と
平
和
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二

－

八
頁
、

深
瀬
前
掲
書
、
六
頁
、
山
極
寿
一
「
戦
争
の
起
源
」
総
合
人
間
学
会
編
『
戦
争
を
総
合
人
間
学
か
ら
考

え
る
』
学
文
社
、
二
〇
一
〇
年
等
、
参
照
。

（
５
）　Charles Clayton M

orrison “T
he O

utlaw
ry of W

ar ” （1927

） and Salm
on O

. Levinson　
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“O
utlaw

ry of W
ar ” （1921

） w
ith a new

 introduction for Garland Edition by Charles 
D

eBenedetti, Garland Publishing, Inc., N
ew

 Y
ork &

 London, 1972., pp. 81-82.

（
同
書
は
、

モ
リ
ソ
ン
の
一
九
二
七
年
の
著
書
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
の
一
九
二
一
年
の
著
書
、
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
の
解
説
か

ら
な
る
。）

　

 
 

な
お
、
厳
密
に
言
え
ば
、
警
察
が
扱
う
の
は
、「
罪
人
」
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
「
容
疑
者
」
で

あ
ろ
う
。

（
６
）　M

orrison, op.cit., “T
he O

utlaw
ry of W

ar ”, p. 82.

（
７
）　Ibid., p. 82.

（
８
）　Ibid., p. 91.

（
９
） Levinson, op.cit., “O

utlaw
ry of W

ar ”, p. 14

．

（
10
） M

orrison, op.cit., “T
he O

utlaw
ry of W

ar ”, p. 92.

（
11
） Ibid., p. 187.

（
12
） Ibid., pp. 70-71.

（
13
） Ibid., p. 201.

（
14
） Ibid., p. 72

．

（
15
） Ibid., p. 201.

（
16
）　

深
瀬
前
掲
書
、
七
四
頁
。
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（
17
）　

深
瀬
前
掲
書
、
七
四
頁
。

（
18
）　

立
作
太
郎
「
不
戰
條
約
の
國
際
法
觀
」『
國
際
法
外
交
雑
誌
』
第
二
七
巻
一
〇
号
・
一
九
二
八
年
一
二

月
、
四

－

五
頁
。

（
19
）　

深
瀬
前
掲
「
恒
久
世
界
平
和
の
た
め
の
日
本
国
憲
法
の
構
想
」
六
七

－

六
八
頁
。

（
20
）　

鹽
津
誠
作
「
軍
備
縮
小
よ
り
全
廢
へ
」『
外
交
時
報
』
第
四
七
巻
八
号
、
四
八

－

五
九
頁
。

（
21
）　Charles O

verby, op.cit., pp. 152-153., 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ー
バ
ー
ビ
ー
（
國
弘
正
雄
訳
）『
地

球
憲
法
第
九
条
』
対
訳
、
増
補
版
、
た
ち
ば
な
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。

（
22
）　http://w

w
w

.uidaho.edu/class/borah/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
十
一
月
三
日
。）

（
23
）　

君
島
東
彦
「
米
国
は
改
憲
を
望
ん
で
い
る
の
か
―
日
米
関
係
と
憲
法
九
条
」『
季
刊
ピ
ー
プ
ル
ズ
・

プ
ラ
ン
』
二
〇
一
三
年
八
月
。

（
24
）　D

avid Sw
anson, W

hen the W
orld O

utlaw
ed W

ar, Charlottesville, V
irginia, 2011.

（
25
）　

君
島
前
掲
「
米
国
は
改
憲
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
三
五
頁
。
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第
３
章

　第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動

竹
本
真
希
子

は
じ
め
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
国
際
政
治
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
影
響
を
強
く
受

け
た
の
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
敗
戦
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
帝
国
か
ら
共

和
国
へ
と
体
制
を
変
え
た
が
、
大
戦
の
講
和
の
た
め
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
戦
争
責
任
条
項
や
賠
償

金
問
題
は
重
荷
と
な
っ
て
そ
の
後
の
政
治
に
影
を
残
し
、
ナ
チ
に
よ
る
独
裁
と
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の

道
に
進
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
戦
争
そ
の
も
の
の
あ
り
方
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
ド
イ
ツ
の
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
議
論
も
大
き
く
変
化
し
、
大
戦
後
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル

共
和
国
期
に
は
活
発
な
平
和
に
関
す
る
議
論
と
平
和
運
動
が
展
開
さ
れ
て
も
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
平
和
運
動
と
平
和
論
を
中
心
に
振
り
返
り
、
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
の
歴
史
を

追
う
こ
と
と
し
た
い
。
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１

　平
和
運
動
の
は
じ
ま
り
―
一
九
世
紀
末
の
平
和
運
動

　

人
間
は
古
代
か
ら
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
議
論
し
て
き
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史

家
で
あ
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
主
題
と
し
た
の
は
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
で
あ
り
、
続
く
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
歴
史
を
書
い
た
。
喜
劇
作
家
の
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
よ
る
『
女
の
平
和
』
は
、

女
性
に
よ
る
反
戦
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
エ
ラ
ス
ム
ス
や
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
な
ど
、
中
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
も
多
く
の
思
想
家
が
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
イ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant

）
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
世
界
の
平
和

思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
の
我
々
が
い
う
と
こ
ろ
の
平
和
運
動
が

本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
か
な
り
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
平
和
協
会
が
つ
く
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
の
ク
エ
ー
カ
ー

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
欧
米
の
各
地
に
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
平
和
運
動
の
は
じ
ま
り
は
、
一
八
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
、
や
や
遅
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
で
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
比
べ
て
国
民
国
家
建
設
が
遅
れ
て
い
た
。
北
部
の
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
に
小
ド
イ
ツ
主
義
に
基
づ
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い
た
国
家
建
設
が
始
め
ら
れ
、
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
に
勝
利
し
た
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
国

民
国
家
統
一
が
な
し
と
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
急
激
な
近
代
化
と

富
国
強
兵
政
策
に
よ
り
ド
イ
ツ
は
大
国
へ
の
道
を
歩
み
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
け
る
世
界
分
割
に
参

入
し
て
い
く
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
・
イ
タ
リ
ア
の
三
国
同
盟
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
に
よ
る
三
国
協

商
と
に
別
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
ベ
ル
リ
ン
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
）、
バ
ク
ダ
ー
ド
に

鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
す
る
３
Ｂ
政
策
に
よ
っ
て
、
カ
イ
ロ
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
繋
ぐ

イ
ギ
リ
ス
の
３
Ｃ
政
策
と
対
立
し
、
さ
ら
に
二
度
の
モ
ロ
ッ
コ
事
件
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
も

悪
化
さ
せ
た
。
各
国
の
軍
拡
競
争
と
植
民
地
政
策
は
さ
ら
な
る
対
立
の
火
種
を
生
み
、
一
部
の
人
々
の

間
に
欧
州
戦
争
勃
発
へ
の
危
機
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
平
和
の
た
め
の
「
組

織
化
」
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
と
一
九
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会

議
な
ど
の
国
際
会
議
や
、
国
際
連
盟
運
動
な
ど
が
起
こ
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
と

時
を
同
じ
く
し
て
各
地
に
全
国
規
模
の
平
和
団
体
が
生
ま
れ
、
同
時
に
国
際
的
な
平
和
運
動
も
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
平
和
運
動
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
影
響
の
も
と
で
始
ま
っ
た
。
一
九
世
紀
末
の
ド
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イ
ツ
語
圏
の
平
和
運
動
を
支
え
た
一
人
で
あ
る
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
（Bertha von 

Suttner

）
が
そ
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
貧
し
く
、
家
庭
教

師
や
家
政
婦
の
仕
事
を
し
て
い
た
彼
女
は
、
一
八
八
九
年
に
出
版
し
た
反
戦
小
説
『
武
器
を
捨
て
よ
！
』

の
成
功
に
よ
っ
て
反
戦
運
動
家
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
み
な
ら
ず
ド

イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
に
も
渡
っ
て
平
和
を
呼
び
か
け
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
友
人
で
も
あ
り
、

彼
女
の
進
言
に
よ
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
作
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
人
道
主

義
的
な
平
和
主
義
と
国
際
的
な
活
動
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
和
運
動
の
原
動
力
と
な
り
、
一
八
九
一

年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
ド
イ
ツ
の
活
動
に
影
響
を
与
え
、
彼

女
の
弟
子
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ー
ト
（A

lfred H
erm

ann Fried

）
が
中
心
と

な
り
、
翌
一
八
九
二
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
ド
イ
ツ
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ト
は
ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
や
や
感
情
的
と
も
い
え
る
反
戦
平
和
を
「
科
学
的
平
和
主
義
」
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
平
和

運
動
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
国
際
法
を
取
り
入
れ
た
。
な
お
ズ
ッ
ト
ナ
ー
と
フ
リ
ー
ト
は
平
和
運
動
へ

の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
〇
五
年
と
一
九
一
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

　

設
立
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
ド
イ
ツ
平
和
協
会
は
、
国
際
協
調
や
法
に
よ
る
平
和
を
唱
え
、
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仲
裁
裁
判
所
や
超
国
家
組
織
の
設
立
と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
家
に
軍
縮
を
働

き
か
け
る
こ
と
で
戦
争
を
防
ご
う
と
す
る
、
自
由
主
義
者
に
よ
る
「
名
士
の
ク
ラ
ブ
」
と
も
い
う
べ
き

も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
平
和
主
義
」（Pazifism

us

）
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
よ

う
な
運
動
を
指
す
表
現
と
し
て
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
造
語
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
平
和
主
義
と
は
、

国
家
間
の
紛
争
を
平
和
的
・
非
暴
力
的
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
、
個
人
的
あ
る
い
は
集
団
的
な
努
力
の

こ
と
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
に
基
づ
い
た
諸
国
民
お
よ
び
諸
国
家
共
同
体
が
建
設
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
平
和
主
義
者
と
は
、
こ
う
し
た
運
動
の
担
い
手
と
し
て
自
覚
を

持
っ
て
活
動
す
る
人
々
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
協
調
の
運
動
と
は
別
に
、
平
和
運
動
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
第
二

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
反
帝
国
主
義
反
戦
運
動
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大

会
決
議
や
一
九
一
二
年
の
バ
ー
ゼ
ル
臨
時
大
会
で
の
反
戦
活
動
は
よ
く
知
ら
れ
、
彼
ら
が
唱
え
た
「
戦

争
に
対
す
る
戦
争
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
平
和
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
自
由
主

義
者
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
平
和
協
会
と
社
会
主
義
者
の
反
戦
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
流
れ
と
し
て
存

在
し
、
与
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
た
。
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２

　平
和
運
動
の
発
展
と
大
衆
化
の
試
み
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
運
動

（
１
）
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響

　

し
か
し
こ
の
よ
う
に
平
和
運
動
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
戦
争
を
防
ぐ
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

一
九
一
四
年
六
月
の
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
事
件
が
直
接
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
が
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。
ド
イ
ツ
は
八
月

に
参
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（W

ilhelm
 II

）
は
「
余
は
も
は
や
い
か
な

る
党
派
も
知
ら
ぬ
。
た
だ
ド
イ
ツ
人
の
み
」
と
い
う
言
葉
で
国
民
の
結
束
を
訴
え
、
ド
イ
ツ
は
愛
国
主

義
的
な
「
八
月
の
高
揚
」
の
も
と
、
戦
争
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
国
主
義
に
反
対
し
反
戦
平
和

を
訴
え
て
い
た
は
ず
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
も
こ
の
時
、
戦
時
公
債
の
発
行
を
支
持
し
た
。
唯
ひ
と
り

カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
（K

arl Liebknecht

）
だ
け
が
こ
れ
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
の

ち
に
社
会
民
主
党
を
離
れ
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（Rosa Luxem

burg

）
と
と
も
に
共
産
党

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
平
和
主
義
者
の
中
に
は
開
戦
後
も
引
き
続
き
反
戦
を
訴
え
た
も

の
が
あ
っ
た
が
、
平
和
運
動
は
圧
力
を
受
け
、
彼
ら
の
活
動
は
制
限
さ
れ
た
。
フ
リ
ー
ト
な
ど
は
ド
イ

ツ
を
離
れ
て
ス
イ
ス
に
亡
命
し
て
い
る
。
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第
一
次
世
界
大
戦
は
史
上
初
の
総
力
戦
と
な
り
、「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
帰
れ
る
」
と
考
え
て
い
た
兵

士
た
ち
は
四
年
に
わ
た
る
長
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
大
戦
初
期
こ
そ
連

合
軍
を
圧
倒
す
る
も
の
の
、
戦
線
は
長
引
き
、
と
く
に
西
部
戦
線
で
の
塹
壕
戦
は
膠
着
状
態
で
終
わ
っ

た
一
九
一
六
年
の
ソ
ン
ム
の
戦
い
を
は
じ
め
と
し
て
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
戦
争
の
長
期
化
に
加

え
、
大
戦
中
に
毒
ガ
ス
や
飛
行
機
な
ど
の
兵
器
が
大
幅
に
「
進
歩
」
し
た
こ
と
は
、
新
た
な
戦
争
の
時

代
の
到
来
を
痛
感
さ
せ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
や
、

大
戦
中
に
お
き
た
ロ
シ
ア
革
命
、
日
本
と
い
っ
た
新
興
国
の
登
場
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
で
の
地
位

を
脅
か
し
、
人
々
に
「
西
洋
の
没
落
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
の
敗
北
が
ド
イ
ツ
社
会
に
も
た
ら
し
た
変
化
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
敗
戦
の
色
が
深
く
な
る
と
、
キ
ー
ル
軍
港
で
の
蜂
起
を
は
じ
め
と
し
て
ド
イ
ツ
革
命
が
お
こ
り
、

共
和
国
が
宣
言
さ
れ
、
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
亡
命
し
た
。
革
命
状
態
の
ベ
ル
リ
ン

を
避
け
て
議
会
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
開
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の
新
し
い
共
和
国
は
通
称
と
し
て
「
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
国
」、
社
会
民
主
党
、
民
主
党
、
中
央
党
か
ら
な
る
新
し
い
政
権
は
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
連
合
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
調
印
し
、
連
合
国
と
講
和
を
行
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
に
戦
争
責
任
が
あ
る
と
し
た
第
二
三
一
条
や
天
文
学
的
な
額
の
賠
償
金
な
ど
の
厳
し
い
措
置
は
、
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結
果
と
し
て
ド
イ
ツ
国
民
の
間
に
戦
勝
国
へ
の
復
讐
心
や
調
印
し
た
政
治
家
た
ち
へ
の
憎
悪
を
引
き
起

こ
し
、
の
ち
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ナ
チ
独
裁
体
制
に
つ
な
が
っ
た
。
再
軍
備
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
解
体
な
ど
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
抗
し
て

　

総
力
戦
の
経
験
と
共
和
国
の
成
立
は
、
ド
イ
ツ
社
会
の
み
な
ら
ず
平
和
運
動
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
自
由
主
義
者
を
中
心
と
し
た
平
和
運
動
は
社
会
主
義
者
の
運
動
と
連
携
し
、
大
衆
運
動
化
を
進
め

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
伴
っ
て
「
平
和
」
の
意
味
も
変
化
し
て
い
く
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
初
期
に
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
平
和
運
動
が
昂
揚
し
た
。
第
一
次
世
界

大
戦
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
平
和
協
会
を
支
え
て
い
た
歴
史
家
で
民
主
党
の
政
治
家
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ

ヒ
・
ク
ヴ
ィ
ッ
デ
（Ludw

ig Q
uidde

）
ら
と
と
も
に
、
西
部
戦
線
で
塹
壕
堀
を
経
験
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
（Carl von O

ssietzky

）
や
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
と
同

じ
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
た
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
ク
ル
ト
・
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー

（K
urt T

ucholsky

）
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
知
識
人
が
平
和
運
動
に
加
わ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

以
前
の
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の
活
動
に
社
会
主
義
に
近
い
層
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
運
動
は
左
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派
の
知
識
人
を
中
心
と
し
た
運
動
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の
ほ
か
に
も
学
生
や

女
性
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
団
体
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
も
の
と
し
て
ド
イ

ツ
平
和
カ
ル
テ
ル
も
設
立
さ
れ
た
。
全
国
的
な
ド
イ
ツ
平
和
主
義
者
会
議
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
は
、
反
軍
国
主
義
・
反
戦
争
崇
拝
を
第
一
の
特
徴
と
す
る
。
と

く
に
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
対
す
る
平
和
主
義
者
の
批
判
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大

戦
に
つ
い
て
は
、
敗
戦
後
の
ド
イ
ツ
社
会
の
な
か
で
も
戦
争
責
任
を
認
め
ず
、
そ
れ
が
防
衛
戦
争
で
あ
っ

た
と
認
識
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
平
和
主
義
者
、
と
く
に
若
い
世
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ド
イ

ツ
の
根
強
い
軍
国
主
義
こ
そ
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
原
因
で
あ
り
、
同
時
に
現
在
の
平
和
を
妨
げ
る
要

因
で
も
あ
っ
た
。
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
「
ド
イ
ツ
ほ
ど
熱
心
に
政
治
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
信
じ
て
い

る
と
こ
ろ
は
な
い
し
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
に
寛
容
で
、
そ
の
結
果
を
軽
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
は

な
い（

1
）」

と
述
べ
て
い
る
。
平
和
主
義
者
の
批
判
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
を
体
現
す
る
国
防
軍
に
向
か
っ

た
。
国
防
軍
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
り
大
幅
に
戦
力
を
削
減
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
時
「
国
家

の
中
の
国
家
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
社
会
的
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
お
り
、
パ
ウ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
（Paul von H

indenburg

）
ら
軍
人
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
な
っ
て
も
政
治
的
影
響

力
を
有
し
て
い
た
。
実
際
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
の
ち
に
大
統
領
に
就
任
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ァ
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イ
マ
ル
共
和
国
初
期
の
左
右
両
翼
の
武
装
蜂
起
に
よ
る
内
戦
状
態
の
な
か
で
も
、
国
防
軍
は
存
在
感
を

示
し
て
い
た
。
当
時
国
防
軍
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
徴
兵
制
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
秘
密
裏
に
青
年

た
ち
を
集
め
て
軍
事
訓
練
を
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
闇
の
国
防
軍
」（
あ
る
い
は
黒
色
国
防
軍
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
フ
ェ
ー
メ
殺
人
」
と
呼
ば
れ
る
秘
密
裏
の
粛
清
が
横
行
し
て
い
た
。
オ

シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
た
ち
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
こ
の
フ
ェ
ー
メ
殺
人
を
暴
露
し
た
ほ
か
、

国
防
軍
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
違
反
の
再
軍
備
の
試
み
を
繰
り
返
し
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

国
防
軍
は
平
和
主
義
者
に
対
す
る
言
論
弾
圧
を
行
い
、
右
傾
化
し
た
司
法
に
よ
る
不
公
平
な
裁
判
の
も

と
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
国
家
反
逆
罪
や
秘
密
漏
洩
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

平
和
主
義
者
の
課
題
と
目
標
は
、
軍
国
主
義
と
戦
争
の
無
意
味
さ
、
そ
し
て
野
蛮
さ
を
人
々
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
戦
争
が
い
か
に
馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
名
誉
の
戦
死
な
ど

な
い
と
繰
り
返
し
訴
え
た
。
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
「
兵
士
は
殺
人
者（

2
）」

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
兵

士
は
殺
人
者
」
と
い
う
表
現
は
物
議
を
醸
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
ド

イ
ツ
で
再
軍
備
と
徴
兵
制
に
反
対
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
二
五
年

に
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（Ernst Friedrich

）
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
作
ら
れ
た
「
反
戦
博

物
館
」
も
戦
争
の
無
意
味
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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前
年
の
一
九
二
四
年
に
『
戦
争
に
反
対
す
る
戦
争
』
と
題
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
写
真
集
を
出
版
し

た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
大
戦
の
悲
惨
な
写
真
を
見
せ
る
こ
と
で
戦
争
が
決
し
て
名
誉
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
「
真
実
」
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
平
和
の
た
め
の
意
識
改
革

　

ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
対
す
る
批
判
と
並
ん
で
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
に
顕
著
だ
っ
た

の
が
、
平
和
の
た
め
の
意
識
改
革
の
重
要
性
の
強
調
で
あ
る
。
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
「
戦
争
を
引
き
起

こ
す
真
の
原
因
」
と
し
て
「
経
済
と
、
未
だ
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
扇
動
さ
れ
た
大
衆
の
ぼ
ん
や
り

し
た
精
神
状
態（

3
）」

を
挙
げ
て
い
る
が
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
平
和
運
動
は
共

和
国
と
い
う
新
し
い
政
治
の
場
で
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
自
主
的
・
自
律
的
な
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
「
軍
事
的
な
帝
政
の
崩
壊
か
ら
う
ま
れ
た
共
和
国
は
、
当
然

（
帝
政
と
）
反
対
の
傾
向
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
共
和
国
は
そ
の
存
在
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
過
去
と
訣
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
し
共
和
国
が
現
在
の
政
治
状
況
を
す
べ
て
そ
の

手
に
お
さ
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
和
主
義
的
政
策
以
外
の
も
の
を
す
す
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中

略
）
ド
イ
ツ
の
共
和
主
義
と
平
和
思
想
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
あ
る（

4
）」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
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え
に
、
平
和
運
動
は
も
は
や
一
部
の
エ
リ
ー
ト
の
運
動
で
は
な
く
、
大
衆
運
動
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

ら
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
平
和
運
動
が
国
際
協
調
の
運
動
で
あ
り
、「
国
家
対
国
家
」
の
争
い

で
あ
る
戦
争
を
い
か
に
調
停
す
る
か
を
課
題
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
運

動
は
む
し
ろ
「
個
人
が
国
家
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
」
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
平
和
に
対
す
る
考
え
の
変
化
は
、
平
和
運
動
が
扱
う
テ
ー
マ
の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

反
戦
あ
る
い
は
非
戦
の
ア
ピ
ー
ル
に
加
え
、
兵
役
義
務
、
内
戦
、
仲
裁
裁
判
、
国
際
連
盟
と
い
っ
た
第

一
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
議
論
し
て
き
た
議
題
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
一
般
、
刑
法
、
教
科
書
、
歴
史
教

育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
へ
と
議
論
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
と
平
和
運
動
は
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
の
平
和
思
想
の
影
響
と
、

倫
理
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
化
さ
れ
た
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
一
部
に
は
「
革
命
的
平
和
主
義
」
を
唱
え
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
場

合
求
め
た
の
は
共
和
国
の
も
と
で
の
民
主
主
義
的
な
政
治
で
あ
り
、
法
に
よ
る
平
和
と
平
和
の
た
め
の

意
識
・
精
神
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
平
和
運
動
は
近
代
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
運
動
・
解
放

運
動
の
流
れ
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
平
和
」
は
「
戦
争
の
不
在
」
に
と
ど
ま

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、「
個
人
対
国
家
」
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
個
人
の
人
権
や
生
き
方
の
問
題
と
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し
て
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
次
な
る
戦
争
を
防
ぐ
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
平
和
が
「
個
人
と
国
家
」
の
問
題
に
変
わ
っ
た
と
述
べ
た

が
、
本
来
の
平
和
運
動
の
課
題
で
あ
る
「
戦
争
の
不
在
」
に
つ
い
て
も
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
多
く
の

議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　

カ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
、
国
際
連
盟
の
設
立
は
第
一
次
世
界
大

戦
以
前
か
ら
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
に
よ

る
提
案
が
実
現
し
、
国
際
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
そ
の
夢
を
か
な
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
実
に
出
来
上
が
っ
た
国
際
連
盟
に
は
ア
メ
リ
カ
も
ソ
連
も
参
加
せ
ず
、
ま
た
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の

参
加
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
べ
く
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
国
際
連
盟
の
改
良

に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
毒
ガ
ス
戦
の
経
験
か
ら
、
次
に
戦
争
が
起
き

れ
ば
そ
れ
は
化
学
兵
器
戦
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
繰
り
返
し
毒
ガ
ス
戦
に
つ
い
て
警
告
が

な
さ
れ
た
。
た
だ
し
一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
毒
ガ
ス
以
上
の
殺
傷
能
力
を
も
つ
兵
器
が
開
発
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
平
和
主
義
者
が
想
像
す
る
こ
と
も
な
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か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
彼
ら
の
想
像
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
平
和
の
た
め
の
国
際
的
な
努
力
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
の
が
、
戦
争
違
法
化
を
目
指
し
た
不
戦
条
約
（
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
）
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
者
は
一
定
の
評
価
を
し
な
が
ら
も
、
実
態
が
伴
わ

な
い
と
し
て
批
判
も
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
外
相
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
（Gustav Stresem

ann

）

と
フ
ラ
ン
ス
外
相
ブ
リ
ア
ン
（A
ristide Briand

）
に
よ
る
ロ
カ
ル
ノ
条
約
は
、
独
仏
協
調
の
結
果
と

し
て
評
価
も
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
背
後
に
あ
る
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
東
部
国

境
修
正
の
野
心
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
鋭
く
批
判
も
し
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
活
発
に
な
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
外
交
官
を
父
に
も
ち
、
日
本
人
の
青
山
光
子
を
母
に
持
つ
東
京
生
ま
れ
の

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
（Richard N

. Graf von Coudenhove-K
alergi

）

に
よ
る
「
パ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ソ
連
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
警
戒
す

る
彼
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
こ
そ
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
化
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
守
る
も
の
だ
と

考
え
た
。
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
を
始
め
世
界
各
地
に
領
土
を
持
っ
て
い
た
大
英
帝
国

を
ひ
と
つ
の
地
域
と
す
る
な
ど
、
現
在
の
欧
州
連
合
と
は
異
な
る
点
も
多
い
が
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝ 
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カ
レ
ル
ギ
ー
の
構
想
と
運
動
は
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
左
派
の
知

識
人
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
者
も
統
合
論
を
展
開
し
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
の
運
動
は
あ
ま
り
に
「
貴
族
的
」
で
あ
り
、
大
衆
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ソ
連
の
敵
視
と
排
除
に
対
し
て
は
批
判
的
で
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
所
有
す
る
植
民
地
を
そ
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
不
満
を
述
べ
て
い

た
。
ま
た
概
し
て
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
は
、
集
団
安
全
保
障
体
制
に
つ
い
て
は
し
ょ
せ
ん
別

の
形
の
軍
事
同
盟
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
実
現
す
る
の
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
平
和
運
動
の
「
衰
退
」
を
め
ぐ
っ
て

　

平
和
主
義
を
唱
え
る
こ
と
が
少
な
く
と
も
「
国
家
反
逆
罪
」
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
「
平
和
」
の
名

の
も
と
で
軍
事
力
が
行
使
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
今
日
と
は
異
な
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
権
威
主

義
的
か
つ
暴
力
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
平
和
主
義
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
平
和
主
義
の
主
要
な
担
い
手
は
左
派
の
知
識
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
黄
金
の
二
〇
年
代
」

と
も
呼
ば
れ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
文
化
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
世
界
平
和
の
ビ
ジ
ョ
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ン
や
国
民
国
家
か
ら
の
解
放
と
い
う
意
識
、
そ
し
て
国
家
の
利
益
に
対
し
て
人
類
の
利
益
を
優
先
さ
せ

る
と
い
う
姿
勢
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
で
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
根
強
い
「
匕
首
伝
説
」

（「
背
後
か
ら
の
一
突
き
伝
説
」）
に
よ
り
、
社
会
の
不
満
は
社
会
主
義
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
向
か
っ
た
が
、

平
和
主
義
者
も
そ
の
「
仲
間
」
と
し
て
多
く
迫
害
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
多
く
の
政
治
家

や
著
名
人
の
暗
殺
事
件
が
起
こ
り
、
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
反
革

命
右
翼
の
将
校
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
ほ
か
、
外
相
を
務
め
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ラ
ー
テ
ナ
ウ
（W

alther 
Rathenau

）
や
財
務
相
を
務
め
た
マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
（M

atthias Erzberger

）
ら
政

治
家
た
ち
が
右
翼
の
コ
ン
ス
ル
団
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
平
和
主
義
者
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
パ
ー

シ
ェ
（H

ans Paasche
）
も
殺
害
さ
れ
、
ま
た
エ
ミ
ー
ル
・
グ
ン
ベ
ル
（Em

il Gum
bel

）
も
襲
わ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
直
接
的
な
暴
力
の
行
使
に
加
え
て
、
国
防
軍
や
右
派
か
ら
の
平
和
運
動

へ
の
妨
害
は
目
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
。
不
公
平
な
裁
判
も
多
く
行
わ
れ
た
。
元
々
保
守
的
な
司
法
が

「
共
和
主
義
者
」
あ
る
い
は
「
平
和
主
義
者
」
を
蔑
視
し
て
い
た
。「
平
和
主
義
者
」
は
す
な
わ
ち
「
国

家
反
逆
者
」「
非
国
民
」「
フ
ラ
ン
ス
の
ス
パ
イ
」
な
ど
と
見
な
さ
れ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
有
罪
判

決
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
左
派
の
文
化
を
代
表
す
る
週
刊
誌
で
あ
っ
た
『
ヴ
ェ

ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
』
誌
の
編
集
長
を
し
て
い
た
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
、
実
際
に
国
家
反
逆
罪
で
刑
務
所
に
入
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れ
ら
れ
て
い
る
。
左
右
両
方
か
ら
の
暴
力
に
慣
ら
さ
れ
、「
強
い
ド
イ
ツ
」
を
求
め
た
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
、
平
和
主
義
は
軟
弱
で
非
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
長
い
間

敵
は
国
防
軍
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
当
初
眼
中
に
な
か
っ
た
。
左
派
の
知
識
人
に
と
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー
は

あ
ま
り
に
野
蛮
で
、
と
て
も
大
衆
の
支
持
を
得
て
政
権
を
取
れ
る
よ
う
な
人
物
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

平
和
運
動
が
ナ
チ
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
要
因
に
は
、
結
果
的
に
平
和
主
義
者
た
ち
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
力

を
見
誤
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
平
和
運
動
内
部
に
も
衰
退
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
自
由
主
義
者
と
社
会
主
義
者
の
運
動
が
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の

よ
う
な
組
織
の
中
で
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
の
、
結
局
は
両
者
の
間
の
溝
が
埋
め
ら
れ
ず
、
内
部
分
裂

を
生
ん
だ
。
ま
た
社
会
主
義
者
と
共
産
主
義
者
の
対
立
は
左
派
の
力
を
弱
め
た
。
し
ば
し
ば
人
間
関
係

に
よ
る
内
輪
も
め
も
あ
っ
た
た
め
、
平
和
主
義
者
自
身
が
運
動
に
幻
滅
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

政
党
と
の
関
係
も
複
雑
で
、
社
会
民
主
党
な
ど
は
党
に
所
属
し
な
が
ら
平
和
運
動
に
関
わ
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
た
。
労
働
組
合
と
平
和
団
体
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
記
念
日
前
後
の
反
戦
デ
モ
で
競
合
し
て

参
加
者
を
奪
い
合
う
こ
と
で
、
同
じ
方
向
を
向
く
人
々
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
分
裂
さ
せ
る
結
果

と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
和
主
義
者
に
よ
る
政
党
作
り
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
失



広島平和研究所ブックレット　HPI Booklet

86

敗
に
終
わ
っ
た
。
平
和
主
義
を
政
策
に
掲
げ
る
政
党
が
国
政
に
進
出
す
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
緑

の
党
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
平
和
運
動
内
部
の
分
裂
と
国
防
軍
や
右
派
か
ら
の
弾
圧
に
よ
り
、
す
で
に
一
九
三
〇
年

代
に
入
る
こ
ろ
に
は
ド
イ
ツ
国
内
の
平
和
運
動
は
ほ
ぼ
機
能
不
全
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
平
和
主
義

者
の
多
く
は
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

一
九
三
三
年
一
月
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
と
る
と
、
国
内
に
残
っ
て
い
た
も
の
は
逮
捕
さ
れ
、
強
制
収

容
所
に
入
れ
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
ナ
チ
の
焚
書
に
よ
り
、
彼
ら
の
書
物
は
焼
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

亡
命
し
た
平
和
主
義
者
た
ち
は
各
地
で
反
ナ
チ
の
抵
抗
運
動
を
行
う
が
、
一
九
四
五
年
を
迎
え
る
前
に

多
く
の
平
和
主
義
者
た
ち
が
死
亡
し
た
。
ク
ヴ
ィ
ッ
デ
は
一
九
四
一
年
に
亡
命
先
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
病

死
し
、
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
一
九
三
五
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
自
殺
し
て
い
る
。
そ
し
て
オ
シ
エ
ツ
キ
ー

は
一
九
三
三
年
二
月
末
の
国
会
議
事
堂
炎
上
事
件
後
す
ぐ
に
ナ
チ
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
最
終
的
に

エ
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
の
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
一
九
三
五
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
す
る
が
、
結
核
の
た
め
一
九
三
八
年
に
死
亡
し
た
。
他
に
も
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平

和
主
義
者
の
多
く
が
死
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
亡
命
先
に
残
っ
た
ま
ま
で
ド
イ
ツ
に
戻
る
こ
と
が
な
か
っ

た
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
は
再
開
に
困
難
を
極
め
る
こ
と
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と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
四
五
年
以
降
、「
平
和
運
動
」
と
「
平
和
主
義
」
は
再
び
そ
の
意
味
を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。
戦

後
の
平
和
運
動
で
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
影
響
を
受
け
て
反
核
兵
器
の
運
動
が
主
体
に
な
っ

て
い
く
。
加
え
て
西
ド
イ
ツ
で
は
、
五
〇
年
代
の
議
会
外
野
党
の
運
動
や
一
九
六
八
年
の
学
生
運
動
を

経
て
、
反
原
発
運
動
、
環
境
保
護
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
八
〇
年
代
ま
で

に
平
和
運
動
が
草
の
根
の
運
動
と
な
っ
て
い
く
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
克
服
が
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
な
る
な
か
で
、
西
ド
イ
ツ
で
「
抵
抗
」
や
「
不
服
従
」
と
い
っ
た

概
念
が
広
ま
る
が
、
平
和
運
動
は
こ
れ
ら
を
取
り
込
み
な
が
ら
さ
ら
な
る
テ
ー
マ
の
広
が
り
を
得
た
だ

け
で
な
く
、
安
全
を
脅
か
す
も
の
へ
の
「
抵
抗
」
の
運
動
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
冷
戦
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
影
響
も
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和

運
動
は
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
あ
ま
り
に
「
左
派
の
運
動
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
長
い
間
評
価

さ
れ
ず
に
い
た
。
一
方
、
東
ド
イ
ツ
で
は
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
に
「
共
産
主
義
の
闘
士
」
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
け
ら
れ
、
彼
ら
は
「
平
和
の
象
徴
」
と
見
な
さ
れ
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
平
和
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協
会
の
よ
う
な
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
平
和
主
義
」
は
無
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
。
し
か
し
本
稿
で

振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
平
和
運
動
は
一
九
世
紀
末
か
ら
国
際
協
調
や
調
停
お
よ
び
仲
裁
の
運
動
と
し
て

始
ま
り
、
こ
れ
が
社
会
主
義
を
取
り
込
み
な
が
ら
個
々
人
の
国
家
と
の
関
係
を
問
い
、
政
治
参
加
を
求

め
る
も
の
に
発
展
し
、
草
の
根
の
運
動
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
九
四
五
年
以
降
の
草
の
根
の
反
戦
平
和
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
み
平

和
運
動
と
平
和
の
概
念
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
脈
絡
に
お
い
て
「
平

和
」
あ
る
い
は
「
平
和
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
と
き
、
上
述
の
よ
う
な
歴
史
的
変
化
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。「
戦
争
の
不
在
」
あ
る
い
は
「
暴
力
の
不
在
」
に
関
す
る
議
論
や
ク
エ
ー
カ
ー
な
ど
の

キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
・
信
条
に
よ
る
絶
対
的
非
暴
力
の
思
想
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
啓
蒙
思

想
や
解
放
運
動
と
い
っ
た
文
化
的
背
景
も
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
平
和
観
と
日
本
的
な
平
和
観
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
生
じ
る
議
論
の
ず
れ

や
、
平
和
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
文
化
的
な
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
主
と
し
て
筆
者
の
以
下
の
研
究
成
果
を
、
連
続
市
民
講
座
で
の
講
演
お
よ
び
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
原

稿
用
に
ま
と
め
た
う
え
で
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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竹
本
真
希
子
「
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
の
平
和
主
義
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
七
八
六
号
）、

二
〇
〇
四
年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
パ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
『
ヴ
ェ
ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
』」（『
専
修
史
学
』
第
三
六
号
）、
二
〇
〇
四

年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
来
る
べ
き
戦
争
へ
の
警
告
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
の
平
和
論
か
ら
―
」（『
専
修
史
学
』

第
四
〇
号
）、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
末
期
の
平
和
運
動
の
諸
問
題
―
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
と
『
ヴ
ェ
ル
ト
ビ
ュ
ー

ネ
』
を
め
ぐ
る
裁
判
か
ら
―
」（『
専
修
史
学
』
第
四
五
号
）、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
。

M
akiko T

akem
oto, “Pacifism

 and Peace M
ovem

ents in Germ
any during the First H

alf of 
the 20th Century ”, in: Carol Rinnert/O

m
ar Farouk/Y

asuhiro Inoue 

（eds.

）, H
iroshim

a &
 

Peace, H
iroshim

a 2010.

竹
本
真
希
子
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
急
進
的
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
の
軍
縮
と
平
和
―『
ヴ
ェ
ル
ト

ビ
ュ
ー
ネ
』
の
記
事
か
ら
」（『
専
修
史
学
』
第
五
六
号
）、
二
〇
一
四
年
三
月
。

主
要
参
考
文
献

石
田
勇
治
『
20
世
紀
ド
イ
ツ
史
』
白
水
社
、
二
〇
〇
五
年
。

斉
藤
晢
・
八
林
秀
一
・
鎗
田
英
三
（
編
）『
20
世
紀
ド
イ
ツ
の
光
と
影
』
芦
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。
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武
田
昌
之
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
平
和
主
義
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
五
〇
号
）、
一
九
八
六
年
一
月
。

中
井
晶
夫
『
ド
イ
ツ
人
と
ス
イ
ス
人
の
戦
争
と
平
和
―
ミ
ヒ
ャ
エ
ー
リ
ス
と
ニ
ッ
ポ
ル
ト
―
』
南
窓
社
、

一
九
九
五
年
。

西
川
正
雄
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
社
会
主
義
者
た
ち
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。

エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
（
編
）、
坪
井
主
税
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ン
・
デ
ン
・
ダ
ン
ジ
ェ
ン
（
訳
編
）

『
戦
争
に
反
対
す
る
戦
争
』
龍
溪
書
舎
、
一
九
八
八
年
。

D
onat, H

elm
ut/H

oll, K
arl 

（H
rsg.

）, D
ie Friedensbew

egung. O
rganisierter P

azifism
us in 

D
eutschland, Ö

sterreich und in der Schw
eiz, D

üsseldorf 1983.
H

oll, K
arl, Pazifism

us in D
eutschland, Frankfurt 1988.

Riesenberger, D
ieter, G

eschichte der Friedensbew
egung in D

eutschland. V
on den A

nfängen 
bis 1933, Göttingen 1985.

註（
１
）　Carl von O

ssietzky, „Rechenschaft “, in: D
ie W

eltbühne, 1932.5.10, S. 701.

（
２
）　Ignaz W

robel 

（=K
urt T

ucholsky

）, „D
er bew

achte K
riegsschauplatz “, in: D

ie 
W

eltbühne, 1931.8.4, S. 192.

（
３
）　Ignaz W

robel 

（=K
urt T

ucholsky
）, „Ü

ber w
irkungsvollen Pazifism

us “, in: D
ie 
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W
eltbühne, 1927.10.11, S. 555.

（
４
）　Carl von O

ssietzky, „D
ie schw

ache Republik. A
uch ein Jahresrückblick “, in: Berliner 

V
olkszeitung, 1920.12.30 

（zitiert aus Carl von O
ssietzky, Säm

tliche Schriften. H
rsg. 

v. Gerhard K
raiker/Gunther N

ickel/Renke Siem
s/Elke Suhr, 8 Bde., Reinbek bei 

H
am

burg 1994, Bd. 1 

［94

］, S. 289f

）.



広島平和研究所ブックレット　HPI Booklet

92

第
４
章

　第
一
次
世
界
大
戦
を
ど
う
伝
え
る
か 

　
　
　
　
　
　―
―
独
仏
の
例
を
中
心
と
し
て

剣
持　

久
木

は
じ
め
に

　

日
本
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
薄
い
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に
こ
の
一
年
、
多
く
の
関

連
出
版
物
が
登
場
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
世
界
史
的
な
意
義
や
、
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
他
の
講
演
者
の
方
々
が
言
及
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
二
点
だ
け
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
一
つ
は
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
受
け
売
り
で
あ
る
が
、
大
戦
が
、
長
い
十
九
世
紀

と
短
い
二
〇
世
紀
を
分
け
る
分
水
嶺
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

1
）。

つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら

一
九
一
四
年
ま
で
の
「
近
代
」
と
、
第
一
次
大
戦
以
降
冷
戦
終
結
ま
で
の
短
い
二
〇
世
紀
を
分
け
る
出

来
事
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
未
曾
有
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
で
あ
っ
た
第
一
次
大
戦
の
あ
と
、
戦

前
を
「
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
」
つ
ま
り
古
き
良
き
時
代
と
振
り
返
る
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の

姿
で
あ
っ
た
が
、
実
態
は
と
も
か
く
、
心
理
の
上
で
は
、
ま
っ
た
く
別
の
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
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い
う
大
き
な
時
間
の
裂
け
目
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
わ
る
視
点
で
あ
る
が
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
国
で

あ
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
、
長
年
の
対
立
関
係
に
終
止
符
を
打
っ
て
和
解
の
道
を
歩
み
始
め
る
ス
タ
ー

ト
地
点
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
現
在
に
至
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

過
程
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
地
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
国
は
再
び
戦
火
を
交
え
て
、
和
解
過
程
は

中
断
す
る
が
、
そ
れ
で
も
第
二
次
大
戦
後
す
ぐ
に
和
解
の
道
が
再
開
で
き
た
こ
と
は
、
両
大
戦
間
期
の

和
解
の
意
味
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

両
国
の
和
解
を
も
っ
と
も
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
歴
史
認
識
の
共
有
で
あ
る
。
両
大
戦
間
期

に
は
じ
ま
っ
た
、
歴
史
教
科
書
対
話
は
、
中
断
を
は
さ
ん
で
一
九
五
〇
年
代
に
再
開
し
、
互
い
の
教
科

書
叙
述
の
是
正
勧
告
の
実
施
か
ら
始
ま
っ
て
、
共
通
の
歴
史
書
は
も
ち
ろ
ん
、
近
年
で
は
共
通
の
歴
史

教
科
書
ま
で
実
現
し
て
い
る（

２
）。

本
稿
と
の
関
係
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
共
同
通
史
も
出
版
さ
れ
て

い
る（

３
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
第
一
次
世
界
大
戦
が
、
両
国
に
お
い
て
ど
う
語
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
な
共
通
の
歴
史
叙
述
に
至
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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１

　第
一
次
世
界
大
戦
百
周
年

　

一
昨
年
の
十
一
月
十
一
日
、
勤
務
先
で
の
自
分
の
講
義
の
冒
頭
、
受
講
学
生
に
質
問
を
試
み
た
。「
今

日
は
な
ん
の
日
だ
か
、
誰
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。」
し
ば
し
の
沈
黙
。「
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
関
す
る

記
念
日
だ
け
れ
ど
」
と
ヒ
ン
ト
を
追
加
し
て
も
手
が
挙
が
ら
な
い
。
ち
な
み
に
受
講
生
の
大
半
は
、
国

際
関
係
学
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
て
、
第
二
外
国
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
か
ド
イ
ツ

語
を
選
択
し
て
い
る
学
生
た
ち
で
あ
る
。

　

さ
す
が
に
昨
年
二
〇
一
四
年
に
同
じ
質
問
を
し
た
時
は
、
開
戦
百
周
年
の
報
道
が
日
本
で
も
あ
っ
た

せ
い
か
、
若
干
事
情
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
圧
倒
的
多
数
の
学
生
に
は
関
心
の
な
い
出
来
事
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
当
事
国
の
一
つ
ド
イ
ツ
で
さ
え
、
十
一
月
十
一
日
と
い
う
の

は
、
十
一
月
九
日
の
帝
国
水
晶
の
夜
（
ナ
チ
ス
時
代
一
九
三
八
年
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
暴
動
）、
あ
る
い
は

一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
比
べ
て
は
る
か
に
影
が
薄
い
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
遠

い
、
日
本
の
学
生
の
関
心
が
な
い
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学

で
の
交
換
留
学
か
ら
帰
国
し
た
学
生
か
ら
も
正
答
が
な
か
っ
た
の
は
少
々
残
念
で
あ
っ
た
。
日
本
に
比

べ
る
と
祝
日
の
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
、
七
月
十
四
日
の
革
命
記
念
日
と
並
ん
で
重
要
な
祝
日
が
、
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休
戦
記
念
日
で
あ
る
。
た
だ
、
休
戦
と
い
っ
て
も
、
歴
史
に
関
心
が
な
け
れ
ば
、
ど
の
戦
争
の
休
戦
記

念
日
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
当
事
国
の
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
も
影
が
薄
い
十
一
月
十
一
日
で
あ
る

が
、
実
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
か
ら
一
貫
し
て
今
日
ま
で
、
十
一
月
十
一
日

が
最
重
要
な
記
念
日
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
五
〇
年
前
の
一
九
六
四
年
の
五
〇
周
年
に

は
、
参
戦
兵
士
の
多
く
が
存
命
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
盛
大
に
記
念
日
が
祝
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
、
急
速
に
関
心
が
薄
れ
て
い
っ
た
時
期
を
経
験
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
の
ベ

ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を
き
っ
か
け
と
す
る
冷
戦
終
結
後
の
国
際
情
勢
の
激
変
の
中
で
、
再
び
「
大
戦
」

が
回
帰
し
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
、
二
〇
〇
八
年
の
最
後
の
ポ
ワ
リ
ュ
（
第
一
次
大
戦
参
戦
フ

ラ
ン
ス
軍
兵
士
）
の
死
に
際
し
て
の
「
国
葬
」
的
な
行
事
で
あ
っ
た（

４
）。

具
体
的
な
研
究
上
の
関
心
の
高

ま
り
に
つ
い
て
は
３
で
後
述
す
る
が
、
そ
も
そ
も
一
九
五
〇
年
代
に
あ
っ
た
は
ず
の
普
仏
戦
争
の
最
後

の
兵
士
の
死
や
、
一
八
九
〇
年
代
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
最
後
の
兵
士
の
死
が
い
ず
れ
も
、
こ
の
よ
う

な
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
戦
へ
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
集
合
的
記
憶
の
回
帰
は
異
例

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
国
防
省
の
退
役
軍
人
庁
に

百
周
年
記
念
行
事
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
翌
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
は
、
一
年
後
に
始
ま
る
百
周
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年
に
向
け
て
の
「
神
聖
な
る
団
結
（
ユ
ニ
オ
ン
・
サ
ク
レ
）」
を
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
が
呼

び
か
け
、
こ
れ
に
は
日
頃
は
激
し
く
対
立
し
て
き
た
野
党
党
首
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
コ
ペ
も
「
素

晴
ら
し
い
演
説
」
と
応
え
て
い
る
。
こ
の
事
実
上
の
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
後
、
委
員
会
公
認
の
企
画
だ
け

で
も
二
千
以
上
が
各
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
（
二
〇
一
五
年
秋
）

で
は
、
当
初
の
盛
り
上
が
り
は
か
な
り
落
ち
着
い
て
は
き
た
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
四
年
の
フ
ラ
ン

ス
が
七
月
十
四
日
の
革
命
記
念
日
や
十
一
月
十
一
日
の
休
戦
記
念
日
を
中
心
に
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
八
月
に
は
、
も
う
一
つ
の
記
念
す
べ
き
出
来
事
、

一
九
四
四
年
の
パ
リ
解
放
七
〇
周
年
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
両
者
の
相
乗
効
果
に
な
っ
た
こ

と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
で
の
盛
り
上
が
り
と
比
べ
る
と
、
ド
イ
ツ
側
の
百
周
年
へ
の
対
応
は
対
照
的

で
す
ら
あ
る（

５
）。

も
ち
ろ
ん
、
片
や
戦
勝
国
の
フ
ラ
ン
ス
、
片
や
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
で
あ
る
の
で
、
国
民

感
情
に
大
き
な
違
い
が
で
る
の
は
理
解
で
き
よ
う
。
と
く
に
二
〇
一
四
年
十
一
月
に
つ
い
て
は
、
一
般

ド
イ
ツ
市
民
に
と
っ
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
二
五
周
年
の
方
が
は
る
か
に
盛
り
上
が
る
行
事
で
あ

り
、
ま
た
、
九
月
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
七
五
周
年
と
い
う
記
憶
も
あ
り
、
第
一
次
大

戦
の
記
憶
が
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
事
情
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
学
術
レ
ベ
ル
に
限
定
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
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連
邦
公
文
書
館
が
百
周
年
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
両
国
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
、
政
府
（
ド
イ
ツ
の
場

合
連
邦
政
府
）
の
対
応
で
あ
り
、
こ
れ
が
海
外
の
目
か
ら
見
て
も
両
国
の
熱
意
が
違
う
印
象
を
与
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
政
府
も
記
念
行
事
に
消
極
的
な
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
と
の

違
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
、「
戦
勝
」
で
は
な
く
「
平
和
」
を
謳
い
つ
つ
も
、
国
民
、
国
家
を
前
面
に
押
し

出
し
た
行
事
を
政
府
が
後
押
し
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
独

仏
の
和
解
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
ド
イ
ツ
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ

ツ
の
姿
勢
に
は
、
長
期
的
背
景
と
し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
セ
ッ
ト
に
し
た
ド
イ
ツ
の
行
為
へ
の

反
省
が
あ
り
、
ま
た
短
期
的
に
は
昨
今
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
な
か
で
の
ド
イ
ツ
の
財
政
規
律
重
視
が
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
反
感
を
買
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
戦
の
記
憶
の
有
り
様
の
両
国
の
違
い
の
背
景
と
し
て
、
も
う
一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
背
景
の
一
つ
と
な
っ
た
、
両
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
の
違
い
で
あ
る
。
一

般
に
第
二
帝
政
下
の
ド
イ
ツ
に
は
軍
国
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
士
官
に
な
る
こ
と
が
社
会
的
上
昇

の
手
段
で
あ
っ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
の
姿
を
望
田
幸
男
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
軍
人
が
社
会
の

中
心
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る（

６
）。

し
か
し
、
こ
の
場
合
の
戦
争
を
準
備
し
た
の
は
軍
人
た
ち
で
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あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
国
民
全
体
が
共
有
せ
ず
に
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
独
占
し
て
い
た
社

会
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
時
代
、
つ
ま
り
第
三
共
和
国
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
に
比
べ

民
主
主
義
が
徹
底
し
た
社
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
社
会
的
上
昇
手
段
と
し
て
は
、
師
範
学
校
の

存
在
が
あ
っ
た
。
貧
し
い
家
庭
の
子
弟
で
も
二
代
か
け
て
（
師
範
学
校
出
の
親
が
、
子
供
を
高
等
師
範

学
校
に
入
れ
）
出
世
し
、
首
相
に
ま
で
上
り
詰
め
ら
れ
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史

家
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
リ
ネ
リ
が
「
給
費
生
の
立
身
出
世
（
ブ
ル
シ
エ
・
コ
ン
ケ
ラ
ン
）」
と
形

容
し
て
い
る
。
つ
ま
り
国
民
だ
れ
で
も
が
社
会
の
ト
ッ
プ
に
な
れ
る
と
い
う
、（
機
会
）
平
等
の
社
会
に

あ
っ
て
、
共
和
国
を
支
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
民
全
体
に
共
有
さ
れ
、
大
戦
前
夜
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
む
し
ろ
、「
軍
国
主
義
」
の
ド
イ
ツ
よ
り
も
共
和
主
義
の
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
国
民
全
体
に
浸
透

し
て
い
る
と
い
う
逆
説
的
状
況
が
出
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
戦
前
の
状
況
に
鑑
み
て
も
、
大
戦
を
振
り
返
る
際
の
国
民
の
記
憶
の
あ
り
方
の
違
い

の
説
明
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、
戦
争
末
期
に
兵
士
の

反
乱
を
契
機
に
革
命
が
お
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
記
憶
の
あ
り
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
複
雑
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
も
対
照
的
で
あ
る
。
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２

　ド
イ
ツ
に
お
け
る
大
戦
史
研
究

　

そ
れ
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
両
国
が
、
大
戦
後
ど
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
き
た
の
か
を
見
て
い

こ
う（

７
）。

ド
イ
ツ
政
府
は
大
戦
開
戦
直
後
の
一
九
一
四
年
八
月
に
、
帝
国
議
会
に
外
交
資
料
集
を
提
出
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
開
戦
責
任
は
ロ
シ
ア
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
開
戦
直
前
の
ド

イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
外
交
文
書
を
公
開
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
然
、
自
国
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
資
料

は
含
ま
れ
ず
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
他
の
参
戦
諸
国
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
外
交
資
料

を
公
開
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
合
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
。
そ
し
て
大
戦
後
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の

焦
点
は
、
ま
さ
に
戦
争
責
任
問
題
で
あ
り
、
そ
の
二
三
一
条
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
全
責
任
を
負
わ
さ
れ
、

連
合
国
が
被
っ
た
損
害
を
す
べ
て
賠
償
す
る
根
拠
と
な
っ
た
。
戦
後
成
立
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の

外
交
は
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
反
駁
す
る
資
料
を
集
め
、
条
約
を
修
正
す
る
こ
と
が
最

大
の
目
的
と
な
り
、
他
方
で
戦
勝
国
側
は
条
約
の
正
当
性
を
主
張
す
る
と
い
う
対
立
の
構
造
が
で
き
あ

が
っ
た
。

　

そ
れ
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
賠
償
金
減
額
や
ロ
カ
ル
ノ
条
約
、
不
戦
条
約
な
ど
に
よ
っ
て
国
際
的

な
緊
張
が
緩
和
さ
れ
る
な
か
で
、
大
戦
研
究
も
、
そ
れ
ま
で
の
戦
争
責
任
論
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
で
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考
察
す
る
大
戦
起
源
論
に
移
行
し
て
い
く
。
ド
イ
ツ
外
務
省
の
後
援
で
歴
史
家
た
ち
が
編
集
し
た
重
要

外
交
資
料
集
も
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
を
扱
い
、
ま
た
そ
れ
に
な
ら
っ
て
イ
ギ
リ
ス
、

ソ
連
、
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
の
資
料
集
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
戦
起
源
論
研
究
は
、
列
強
諸
国

の
帝
国
主
義
政
策
の
競
合
や
軍
備
拡
張
競
争
な
ど
、
大
戦
に
至
る
多
様
な
要
因
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

り
、
ド
イ
ツ
単
独
責
任
論
の
見
直
し
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
、

「
大
戦
勃
発
に
際
し
て
は
特
定
国
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。

　

こ
の
合
意
の
成
立
、
そ
し
て
続
く
第
二
次
世
界
大
戦
の
規
模
が
前
大
戦
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
へ
の
研
究
者
の
関
心
は
低
下
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況

を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
登
場
し
た
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
で
あ
る（

８
）。

も
と
も
と
徹
底
し
た
史
料
重
視
の
伝
統
的
実
証
史
学
の
系
譜
に
属
し
て
い
た
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
が
、
ド
イ
ツ
政
府
と
軍
部
は
、
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
を
世
界
強
国
実
現
の
好
機
と
見
て
、
開
戦

に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
責
任
に
つ

い
て
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
あ
る
こ
と
は
自
明
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
説
に
よ
れ
ば
、
ド

イ
ツ
は
二
〇
世
紀
の
二
つ
の
世
界
大
戦
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
の
歴

史
学
界
主
流
派
が
猛
反
発
し
た
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
人
自
ら
が
提
起
し
た
論
争
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に
は
国
際
的
に
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
当
初
西
ド
イ
ツ
国
内
で
は
孤
立
無
縁
だ
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
説

も
、
研
究
者
の
世
代
交
代
も
あ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
は
大
筋
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

西
ド
イ
ツ
国
内
で
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
論
争
の
成
果
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
元
々
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

が
属
し
て
い
な
が
ら
、
論
争
の
過
程
で
彼
が
決
別
し
た
、
ド
イ
ツ
伝
統
史
学
の
歴
史
主
義
的
な
手
法
か

ら
、
方
法
論
的
な
転
換
が
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
論
と
し
て
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
同
意
し

な
が
ら
も
、
軍
人
や
政
治
家
個
人
の
意
思
を
重
視
す
る
伝
統
的
手
法
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
て
、

ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任
を
社
会
科
学
的
構
造
分
析
で
証
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。
社
会
構
造
史
学

派
と
総
称
さ
れ
る
、
こ
の
潮
流
の
代
表
格
が
ハ
ン
ス
＝
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー（

９
）や

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
モ
ム
ゼ
ン
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
第
二
帝
国
が
な
ぜ
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
と
い
う
構
造
分
析
と
、

ナ
チ
ズ
ム
と
の
連
続
性
の
研
究
に
重
点
が
お
か
れ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
の
学
界
に
お
い
て
は
長
年
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任
問
題
が
、
第
一
次
大
戦

研
究
の
中
心
的
論
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
状
況
に
転
機
が
訪
れ
た
の
が
、
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年

代
で
あ
る
。
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
戦
争
責
任
問
題
と
い
う
宿
痾
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
社
会
構
造
史
学
派
の
系
譜
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
派
の
社
会
史
的
手
法
も
取
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り
入
れ
た
研
究
の
登
場
で
あ
る（

10
）。

要
は
、
３
で
紹
介
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
動
向
に
も
収
斂
す
る
よ
う

な
、
大
戦
の
日
常
に
関
す
る
様
々
な
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
論
争
を
例
外
と
し
て
、
第
一
次

世
界
大
戦
へ
の
関
心
は
概
し
て
低
く
、
現
代
史
の
研
究
関
心
の
中
心
は
ず
っ
と
第
二
次
世
界
大
戦
と
ナ

チ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
〇
年
代
以
降
に
増
大
し
、
少
な
く
と
も
研
究
者
レ
ベ
ル
で
の
関
心
は
フ

ラ
ン
ス
に
ひ
け
を
と
ら
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
最
新
情
勢
を
付
言
す
れ
ば
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
が
著
し
た
『
夢
遊
病
者
』
の
ド
イ
ツ
語
版
（
二
〇
一
三
年
）
が
、
専
門
書
に
し
て

は
異
例
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
現
象
が
あ
る
。
同
書
の
議
論
の
評
価
は
ま
だ
定
ま
っ
た
と

は
言
い
難
い
が
、
一
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、
社
会
構
造
史
あ
る
い
は
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
久
し
く

な
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
研
究
に
対
し
て
、
事
件
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
（
ド
イ
ツ
で
は
な
く
）

セ
ル
ビ
ア
の
開
戦
責
任
を
重
視
す
る
同
書
の
視
点
は
、
保
守
的
な
教
養
市
民
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
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３

　フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
戦
史
研
究

　

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
重
み
は
、
ド
イ
ツ
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
。
た
し
か

に
戦
死
者
の
数
こ
そ
ド
イ
ツ
よ
り
は
少
な
か
っ
た
が
、
人
口
比
の
割
合
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
大
き
か
っ

た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
次
の
大
戦
に
お
け
る
（
自
ら
が
招
い
た
結
果
と
は
い
え
）
人
的
、

物
的
損
害
が
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
記
憶
の
中
で
は
第
一
次
大
戦
は
後
継
に
退
い
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
戦
（
グ
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
）
と
い
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
り
、
次
の
大

戦
を
経
た
後
で
も
、
呼
称
に
変
化
は
な
い
。
た
し
か
に
、
１
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
一

時
期
、
大
戦
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
時
期
を
経
験
は
し
た
が
、
ド
イ
ツ
と
の
比
較
で
は
一
貫
し
て
研
究

者
の
レ
ベ
ル
で
も
一
般
の
レ
ベ
ル
で
も
関
心
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
両
大
戦
間
期
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
２
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
争
責
任
を
め
ぐ
る
外
交
文
書
公
開
合
戦
、
そ
れ
に
続
く

公
式
資
料
集
の
公
刊
、
さ
ら
に
は
公
式
戦
史
の
刊
行
が
フ
ラ
ン
ス
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
関

心
は
、
当
然
ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任
を
立
証
す
る
外
交
史
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
大
戦
か
ら

の
教
訓
を
引
き
出
し
て
、
来
た
る
べ
き
次
の
戦
争
に
備
え
る
と
い
う
方
向
性
の
軍
事
史
あ
る
い
は
戦
争
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史
の
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
の
第
二
次
世
界
大
戦
は
、

実
質
的
戦
闘
の
な
い
「
奇
妙
な
戦
争
」
を
八
ヶ

月
過
ご
し
た
後
、
一
ヶ
月
の
電
撃
戦
で
休
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
戦
争
で
は
な
く
（
ド

イ
ツ
に
よ
る
）「
占
領
期
」
と
し
て
記
憶
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
第
二
次
世
界
大
戦
」

と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
実
感
で
は
な
い

の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
抵
抗
し
た
、

と
い
う
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
神
話
は
存
在
し
た
。
実

際
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
し
た
住
民
は
ご
く

少
数
で
あ
っ
た
が
、（
ド
イ
ツ
と
休
戦
し
た
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
と
は
別
の
）「
戦
う
フ
ラ
ン
ス
」
が
存

在
し
た
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
戦
争
の
記
憶
を

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
神
話
と
し
て
遺
す
こ
と
に
な
る
。

第一次世界大戦歴史博物館（ペロンヌ）
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第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
関
心
は
、
第
二
次
大
戦
後
一
時
的
に
薄
れ
る
も
の
の
、
帰
還
兵
士
の
多
く
が

存
命
中
の
こ
の
時
期
の
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
六
四
年
の
大
戦
五
〇
周
年
で
あ
り
、
そ
れ

に
向
け
て
出
征
兵
士
の
証
言
、
戦
争
と
革
命
や
社
会
主
義
者
た
ち
と
の
関
わ
り
な
ど
を
め
ぐ
っ
た
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
公
文
書
公
開
の
五
〇
年
と
い
う
節
目
も
後
押
し
し
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
夜
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
世
論
に
関
す
る
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・

ベ
ッ
ケ
ー
ル
の
画
期
的
研
究
の
学
位
論
文
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
研
究
状
況
が
相
対
的
に
低
調
な
時
期
を
経
て
再
び
活
性
化
し
た
の
は
、
１
で
も
触
れ
た
、
冷

戦
終
結
後
の
国
際
状
況
の
激
変
に
よ
る
、
短
い
二
〇
世
紀
の
起
点
と
し
て
の
大
戦
へ
の
関
心
の
増
大
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
再
統
一
を
可
能
に
し
た
欧
州
統
合
の
進
展
の
出
発
点
と
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
内
戦
の
起
源
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
史
の
原
点
を
想
起
さ
せ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

な
か
で
、
研
究
上
の
方
法
論
と
し
て
前
面
に
で
て
き
た
の
が
、
文
化
史
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
四
年
に
及
ぶ
総
力
戦
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
を
、
兵
士
は
も
ち
ろ
ん
銃
後
の
社
会
が
耐

え
た
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
「
戦
争
文
化
」
が
研
究
の
主
要
テ
ー
マ
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
戦
争
文
化
」
と
は
何
か
、
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、「
戦
争
に
根
本
的
な

意
義
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
に
結
晶
し
た
戦
い
の
表
象
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
に
は
、
戦
争
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を
肯
定
す
る
様
々
な
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
も
研
究
対
象
に
な
る
。
食
器
、
衣
類
、
雑
貨
、
ポ
ス
タ
ー
、
子
供

の
玩
具
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。
そ
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
戦
争
文
化
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
国
境
を

超
え
て
行
わ
れ
、
後
述
の
ペ
ロ
ン
ヌ
博
物
館
や
共
同
通
史
に
も
結
晶
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の

ベ
ッ
ケ
ー
ル
と
ド
イ
ツ
人
の
ゲ
ル
ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ら
が
そ

の
中
心
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、「
戦
争
文
化
」
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
戦
争
の
暴
力
を
相
対
化
し
よ
う
と

し
た
の
で
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ッ
セ
の
議
論
を
援
用
し
て
、
戦
争
の
暴
力
へ
の
同
意
を
、
社
会
全
体

の
「
野
蛮
化
」
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

11
）。

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
戦
争
の

暴
力
の
犠
牲
者
と
し
て
の
み
描
か
れ
て
き
た
兵
士
や
市
民
の
姿
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
戦
争
文
化
論
へ

は
反
発
も
大
き
か
っ
た（

12
）。

　
「
戦
争
文
化
」
論
を
主
張
し
て
い
る
の
が
学
界
の
重
鎮
や
パ
リ
に
ポ
ス
ト
を
持
つ
研
究
者
た
ち
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
ら
を
「
同
意
」
派
と
批
判
し
て
形
成
さ
れ
た
の
が
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
教
授
の
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
を
は
じ
め
、
ニ
コ
ラ
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ア
ン
ド
レ
・
バ
ッ
ク
ら
で

あ
り
、
彼
ら
の
研
究
集
団
の
場
所
の
名
を
と
っ
て
ク
ラ
オ
ン
ヌ
派（

13
）と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
同

意
」
派
に
対
置
し
た
「
強
制
」
派
と
も
呼
ば
れ
た
。
な
か
で
も
急
先
鋒
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
、

兵
士
が
従
っ
た
の
は
、
他
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
耐
え
た
の
は
短
銃
を
も
っ
た
上
官
が
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見
張
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
、
戦
争
文
化
論
が
重
視
す
る
、
結
果
と
し
て
同
意
し
て
い
た
か

に
み
え
る
表
象
の
方
で
は
な
く
、
個
々
の
兵
士
の
心
情
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
い

わ
ば
文
化
史
に
対
し
て
、
兵
士
の
社
会
史
を
対
置
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し

て
「
強
制
」
派
が
と
く
に
注
目
し
た
の
が
、「
銃
殺
刑
に
さ
れ
た
兵
士
た
ち
」
で
あ
る
。
と
く
に

一
九
九
八
年
に
、
時
の
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
が
、
一
九
一
七
年
の
「
反
乱
」
兵
士
の
名
誉
回

復
と
も
と
れ
る
発
言
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る（

14
）。

　

か
く
し
て
、
ペ
ロ
ン
ヌ
派
と
ク
ラ
オ
ン
ヌ
派
は
、
世
紀
の
変
わ
り
目
を
ま
た
い
で
活
発
な
論
争
を
展

開
し
た
が
、
そ
の
論
争
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
し
て
百
周
年
記
念
行

事
を
前
に
し
て
両
者
は
ほ
ぼ
「
和
解
」
し
て
い
る
こ
と
を
、
筆
者
は
、「
同
意
」
派
の
一
人
で
ペ
ロ
ン
ヌ

博
物
館
の
現
在
の
研
究
所
長
の
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
オ
ー
ド
ワ
ン
＝
ル
ゾ
ー
か
ら
直
接
確
認
し
て
い
る
。
要

は
、「
同
意
」
か
「
強
制
」
か
と
い
う
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
単
純
な
二
項
対
立
は
存
在
し

得
な
い
、
と
い
う
点
で
両
者
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
大
戦
百
周
年
記
念
事
業
が
、
公
式
の
準
備
委
員
会
の

後
援
の
下
、
向
こ
う
三
年
間
は
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
パ
リ
や
地
方
で
は
毎
月
の
よ
う
に
学
術
行
事

や
文
化
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
三
月
た
ま
た
ま
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
筆
者
が
の
ぞ
い
た
毎
年
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恒
例
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
も
大
戦
関
連
の
講
演
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
一
人
の
聴
衆
が
、
学
界

の
重
鎮
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
プ
ロ
に
素
朴
な
質
問
を
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。「（
第
一
次
大

戦
に
つ
い
て
）
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
研
究
書
が
で
て
い
る
の
に
、
ま
だ
な
お
研
究
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
か
。」
プ
ロ
は
歴
史
家
ら
し
く
、「
新
た
な
問
い
か
け
を
す
れ
ば
、
新
た
な
歴
史
が
書
か
れ
る
の

で
す
」
と
答
え
、
具
体
的
に
は
、
前
述
の
ク
ル
マ
イ
ヒ
と
共
同
で
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
研

究
を
準
備
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
来
年
は
一
九
一
六
年
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
闘
百
周
年
で
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
ク
ル
マ
イ
ヒ
の
来
日
も
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

４

　独
仏
共
同
の
試
み

　

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
来
の
近
現
代
史
を
不
倶
戴
天
の
敵
同
士
の
関
係
で
歩

ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
が
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ド
イ

ツ
統
一
の
父
で
あ
る
」
と
表
現
し
た
の
は
ま
こ
と
に
的
確
で
、
革
命
に
よ
っ
て
国
民
国
家
を
成
立
さ
せ

た
フ
ラ
ン
ス
が
、
ド
イ
ツ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、
ド
イ
ツ
統
一
に
向
か
わ
し
め
た
と
い
う
、

両
国
の
対
立
の
出
発
点
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
両
国
の
対
立
関
係
は
、
最
大
の
激
戦
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
転
機
に
和
解
の
道
を
歩
む
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こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
大
戦
直
後
は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
過
酷
な
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
と
そ
の
履

行
の
担
保
を
求
め
た
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
ル
ー
ル
地
方
の
占
領
、
そ
れ
に
対
す
る
ド
イ
ツ
人
の
反
発
な

ど
、
対
立
の
火
種
は
継
続
し
て
い
た
が
、
歴
史
和
解
に
関
し
て
は
、
一
九
二
一
年
の
国
際
連
盟
第
二
回

総
会
で
創
設
さ
れ
た
知
的
協
力
国
際
委
員
会
が
歴
史
教
育
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
転
換
点
に
な
る
。
委
員
会
の
最
初
の
成
果
が
一
九
二
五

年
の
カ
サ
レ
ス
決
議
で
、
こ
れ
は
複
数
国
間
で
歴
史
教
科
書
を
相
互
に
検
討
す
る
と
い
う
手
続
き
を
明

文
化
す
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
、
こ

の
国
際
委
員
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
呼
応
し
た
国
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
全
国
教
員
組
合
は

一
九
二
八
年
に
、
ド
イ
ツ
の
教
員
組
合
に
対
し
て
、
平
和
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

そ
の
後
紆
余
曲
折
を
へ
て
一
九
三
五
年
に
は
両
国
の
歴
史
対
話
が
実
現
し
、
双
方
の
歴
史
教
科
書
に

対
す
る
四
〇
項
目
の
修
正
勧
告
を
ま
と
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
側
に
関
す
る
限
り
こ

の
勧
告
は
公
表
さ
れ
、
勧
告
の
履
行
も
約
束
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
ド
イ
ツ
側
で
は
、
す
で
に
ナ
チ
ス
体

制
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
勧
告
は
反
故
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
か
ら
み
る
と
、
ド
イ
ツ
側

の
教
員
組
合
が
ナ
チ
ス
の
統
制
下
に
あ
っ
た
な
ど
、
最
初
か
ら
失
敗
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
対
話
に
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も
見
え
る
が
、
こ
の
対
話
の
種
は
第
二
次
大
戦
後
に
実
り
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
一
九
五
〇

年
に
再
開
さ
れ
た
両
国
の
歴
史
対
話
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
で
は
、
戦
前
の
教
員
組
合
の
流
れ
を
く
む
歴

史
・
地
理
教
員
協
会
が
対
話
を
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
西
ド
イ
ツ
で
は
非
ナ
チ
化
で
戦
前
の
教
員
組

合
が
排
除
さ
れ
、
代
わ
っ
て
ゲ
オ
ル
ク
・
エ
ッ
カ
ー
ト
国
際
教
科
書
研
究
所
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
フ
ラ
ン
ス
側
で
の
戦
前
か
ら
の
継
続
、
ド
イ
ツ
側
で
の
断
絶
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
が
、
重
要

な
こ
と
は
、
対
話
の
再
開
に
あ
た
っ
て
一
九
三
五
年
の
勧
告
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

15
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
九
五
二
年
に
出
さ
れ
る
勧
告
は
、
一
九
三
五
年
の
勧
告
よ
り
は
る
か
に
踏
み
込
ん
だ

内
容
で
、
か
つ
両
国
で
実
質
的
に
教
科
書
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
、
独
仏
和
解
の
画
期
と
な
っ
た
の
が
一
九
六
三
年
の
エ
リ
ゼ
条
約
で
あ
る
こ
と
は
比
較
的
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
約
の
中
で
と
く
に
重
要
な
規
定
が
、
両
国
間
の
青
少
年
交
流
を
促
進
す
る
た
め

の
常
設
機
関
と
し
て
の
独
仏
青
少
年
事
務
所
の
設
置
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
青
少
年
事
務
所
が
、

二
〇
〇
三
年
に
エ
リ
ゼ
条
約
四
〇
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
の
が
、
独
仏
青
少
年
議
会

で
あ
り
、
こ
の
議
会
が
発
議
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
史
上
は
じ
め
て
国
境
を
超
え
る
教

科
書
と
し
て
知
ら
れ
る
独
仏
共
通
歴
史
教
科
書
で
あ
る（

16
）。

　

か
く
し
て
独
仏
共
通
歴
史
教
科
書
は
、
二
〇
〇
六
年
に
第
三
巻
、
二
〇
〇
八
年
に
第
二
巻
、
二
〇
一
一
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年
に
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
、
も
う
一
つ
の
独
仏
共
通
歴
史
書
が
出
版

さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
（
原
著
が
）
刊
行
さ
れ

た
『
仏
独
共
同
通
史　

第
一
次
世
界
大
戦
』
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
独
仏
共
同
出
版
と
密
接
な
関
わ

り
を
も
っ
て
い
る
の
が
、
ペ
ロ
ン
ヌ
第
一
次
世
界

大
戦
歴
史
博
物
館
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、『
共
同

通
史
』
の
執
筆
者
は
、
前
述
の
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ

ク
・
ベ
ッ
ケ
ー
ル
と
ゲ
ル
ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
と
い

う
ペ
ロ
ン
ヌ
派
の
中
心
的
研
究
者
た
ち
で
あ
り
、

共
通
歴
史
教
科
書
の
完
成
披
露
が
行
わ
れ
た
会
場

が
、
他
な
ら
ぬ
ペ
ロ
ン
ヌ
大
戦
博
物
館
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
三
つ
の
事
業
（
教
科

書
／
歴
史
書
／
博
物
館
）
は
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン

ス
の
歴
史
家
た
ち
の
共
同
作
業
の
結
晶
で
あ
り
、

独仏共通歴史教科書
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言
い
換
え
れ
ば
、
両
国
の
歴
史
認
識
の
共
有
化
が
、
そ
こ
ま
で
進
展
し
て
い
る
と
い
う
証
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
歴
史
認
識
の
共
有
が
進
ん
で
い
る
独
仏
が
共
同
で
描
く
第
一
次
世
界
大
戦
の

姿
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
共
同
通
史
』
の
中
の
い
く
つ
か
の
叙
述
を
具
体
的

に
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
開
戦
前
の
世
論
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
を
奪
還
す
る
と

い
う
「
復
讐
心
に
燃
え
る
フ
ラ
ン
ス
」
イ
メ
ー
ジ
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
共
同
通
史
』
著
者

の
一
人
ベ
ッ
ケ
ー
ル
の
学
位
論
文
の
成
果
の
反
映
で
も
あ
る
が
、
大
戦
前
夜
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
一

般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
相
互
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
態
と
し
て
は
互
い
に
相
手
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
過
剰

反
応
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
が
大
戦
に
至
っ
た
戦
争
責
任
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
テ
ー
ゼ
を
大
筋
で

は
踏
襲
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
の
主
体
的
な
行
動
と
い
う
よ
り
は
、
独
墺
同
盟
や
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
プ
ラ

ン
の
落
と
し
穴
に
は
ま
り
こ
ん
だ
ド
イ
ツ
と
い
う
像
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
開
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
で

は
「
城
内
平
和
」（
あ
る
い
は
「
八
月
の
体
験
」）、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
神
聖
な
る
団
結
」（
ユ
ニ
オ
ン
・

サ
ク
レ
）
と
い
う
、
共
通
の
現
象
が
起
き
た
こ
と
の
分
析
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
実
態
は
「
挙
国
一

致
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
、
政
党
間
の
対
立
の
一
時
的
休
戦
に
す
ぎ

ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
政
治
対
立
の
隠
蔽
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
城
内
平
和
／
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ユ
ニ
オ
ン
サ
ク
レ
に
つ
い
て
は
、
独
仏
共
通
教
科
書
第
二
巻
に
、
両
国
の
政
治
家
や
労
働
組
合
指
導
者

の
発
言
が
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
両
国
の
高
校
生
に
開
戦
時
に
相
手
の
国
民
が
何
を
考
え
て

い
た
の
か
を
学
ば
せ
る
格
好
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
。

　
『
共
同
通
史
』
あ
る
い
は
ペ
ロ
ン
ヌ
派
面
目
躍
如
の
叙
述
が
、「
戦
争
文
化
」
で
あ
る
。
戦
争
文
化
の

担
い
手
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
民
全
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
知
識
人
や
エ
リ
ー
ト
で

あ
っ
た
と
い
う
両
国
の
違
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
子
供
た
ち
を
含
め
国
民
全
体
を
戦
争
に
統
合
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
逆
に
国
民
を
戦
争
の
混
乱
か
ら
隔
離
し
よ
う
と
い
う
姿
を
通

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
共
通
歴
史
教
科
書
の
方
に
は
、
ペ
ロ
ン
ヌ
博
物
館
の
展
示
物
を
中
心
に
、
両
国

の
戦
争
ポ
ス
タ
ー
あ
る
い
は
関
連
オ
ブ
ジ
ェ
の
図
版
が
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に

興
味
深
い
の
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
が
描
い
た
絵
の
掲
載
で
あ
る
。

　

ま
た
、
戦
争
の
暴
力
に
つ
い
て
も
詳
し
い
叙
述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
戦
場
の
暴
力
が
も
た

ら
し
た
現
実
だ
け
で
な
く
、
化
学
兵
器
や
「
残
虐
行
為
」
が
、
そ
の
実
際
の
被
害
以
上
に
、
記
憶
と
し

て
刻
ま
れ
た
状
況
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
大
戦
に
か
か
わ
る
「
神
話
」
の
分
析
は
興
味
深
い
が
、

な
か
で
も
最
大
の
激
戦
で
あ
っ
た
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
に
つ
い
て
は
、
長
年
語
ら
れ
て
き
た
両
軍
あ
わ
せ
て

七
〇
万
の
戦
死
者
と
い
う
数
字
は
、
実
際
は
半
分
で
あ
っ
た
こ
と
や
、「
消
耗
戦
狙
い
」
と
い
う
ド
イ
ツ
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側
の
「
目
的
」
は
、
戦
後
捏
造
さ
れ
た
史
料
が
出

典
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
最
新
の
研
究
成
果
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、「
兵
士
た
ち
は
な
ぜ
耐
え

た
の
か
」
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
側
で
の
論
争
点
に

つ
い
て
は
、『
共
同
通
史
』
の
刊
行
時
期
が
、
ク
ラ

オ
ン
ヌ
派
と
の
論
争
の
ピ
ー
ク
の
時
期
で
あ
っ
た

せ
い
か
、
か
な
り
断
定
的
に
「
同
意
」
が
強
調
さ

れ
、
一
九
一
七
年
の
兵
士
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、

「
原
則
を
確
認
す
る
例
外
」
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
あ
た
り
の
叙
述
は
、
前
述
の
よ
う
な
、

百
周
年
に
際
し
て
の
「
和
解
」
を
踏
ま
え
れ
ば
、

今
後
は
修
正
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
大
戦
後
の
両
国
の
姿
の
比
較
と
し
て
、

戦
死
者
の
追
悼
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
文
字
通
り
空
前
絶
後
の
人
的
物
的
損
害
を

『仏独共同通史　第一次世界大戦』（岩波書店、2012年）
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受
け
て
、「
国
民
的
服
喪
の
ユ
ニ
オ
ン
サ
ク
レ
」
が
形
成
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、

「
記
憶
の
共
同
体
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
争
の
傷
跡
は
フ

ラ
ン
ス
の
方
が
遥
か
に
大
き
か
っ
た
が
、
逆
に
そ
れ
が
国
民
的
一
体
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
大
戦
末
期
に
兵
士
の
士
気
が
急
降
下
し
て
革
命
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

「
背
中
の
匕
首
」
伝
説
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
共
通
歴
史
教
科
書
で
も
、
両
者
の
対
照

的
状
況
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
大
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ス
が
台

頭
し
た
こ
と
を
、
必
ず
し
も
必
然
と
し
て
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
世
界
で
も
っ
と
も
民

主
的
な
体
制
を
築
い
た
は
ず
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
が
、
そ
の
出
発
点
に
抱
え
て
い
た
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
細
部
に
お
い
て
は
、
独
仏
両
国
で
解
釈
の
異
な
る
事
象
も
あ
る
だ

ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
激
し
い
論
争
が
あ
っ
た
テ
ー
マ
も
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ

で
も
共
同
で
設
立
し
た
博
物
館
、
共
同
通
史
そ
し
て
共
通
歴
史
教
科
書
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
の
歴
史
認
識
は
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
で
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
意
味
を
語
る
時
に
は
、
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
現
在
に
至
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
出
発
点
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
出
発
点
と
し
て
の

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
う
一
つ
の
、
よ
り
大
き
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ

で
あ
る
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
冷
戦
に
よ
る
東
西
分
断
と
い
う
三
度
目

の
悲
劇
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
れ
が
冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
全
て
丸
く
収
ま
る
と
思
い
き
や
、
Ｅ
Ｕ
が
東

側
に
膨
張
し
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
緊
張
す
る
と
い
う
皮
肉
な
状
況
が
現
在
生
じ
て
い
る
。
最
近
で
は

ギ
リ
シ
ア
が
経
済
的
に
危
機
に
陥
り
、
そ
れ
が
一
段
落
と
思
い
き
や
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の

難
民
、
移
民
が
急
増
し
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
い
る
。
そ

も
そ
も
中
東
の
問
題
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
崩
壊
後
の
英
仏
に
よ
る
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
領
有
に
端
を
発

す
る
不
安
定
状
況
が
現
在
も
続
い
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
わ
け
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
帝
国

主
義
植
民
地
支
配
の
負
の
遺
産
で
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
の
教
訓
を
も
と
に
現
在
の
平
和
と
安
定
を
築
い
て
い
る

と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
の
次
の
よ
う
な
演
説
は
、
空
疎
に
響
く
か
も
し
れ
な
い
。「
中
東
の
和
平
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プ
ロ
セ
ス
に
絶
望
し
て
い
る
人
々
に
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
ほ
ど
良
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
せ
る
も
の
が
い

る
だ
ろ
う
か
。
仏
独
の
歴
史
は
、
意
思
は
宿
命
に
勝
利
し
、
父
祖
伝
来
の
敵
と
み
な
さ
れ
て
き
た
人
々

が
数
年
で
和
解
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。」
こ
れ
は
、
二
〇
一
四

年
八
月
三
日
の
宣
戦
布
告
百
周
年
に
際
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
統
領
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ガ
ウ
ク
と
共
に
ア
ル
ザ

ス
地
方
の
激
戦
地
ア
ル
ト
マ
ン
ヴ
ィ
レ
ー
ル
コ
プ
を
訪
れ
た
際
の
、
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
の
言
葉
で
あ
る
。

　

和
解
の
模
範
生
と
し
て
の
教
訓
の
言
葉
と
し
て
は
、
鼻
に
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で

み
て
き
た
よ
う
な
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
叙
述
を
め
ぐ
る
両
国
の
歴
史
認
識
の
共
有
に
至
る
過
程
、
そ

れ
が
歴
史
博
物
館
、
歴
史
書
そ
し
て
歴
史
教
科
書
ま
で
生
み
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
歴

史
和
解
の
模
範
生
と
し
て
両
国
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ロ
ン
ヌ
歴
史
博
物
館
は
、
斬
新
な
展
示
方
法
の
評
価
が
分
か

れ
、
ま
た
交
通
の
便
の
悪
さ
も
あ
っ
て
、（
後
発
の
モ
ー
第
一
次
大
戦
博
物
館
な
ど
と
比
べ
）
集
客
力
が

芳
し
く
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
共
通
歴
史
教
科
書
は
、
両
国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
整
合
性
、
と

く
に
フ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ロ
レ
ア
準
備
の
関
係
で
現
場
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
ビ

バ
ッ
ク
学
級
と
い
う
特
殊
な
独
仏
二
言
語
学
級
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
近
隣
諸
国
と
の
歴
史
認
識
問
題
を
抱
え
る
日
本
に
あ
っ
て
、
仏
独
の
歴
史
和
解
に
学
ぶ
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こ
と
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
し
か
に
東
ア
ジ
ア
で
、
共
通
の
歴
史
教
科
書
の
実
現
は
難
し
い

し
、
安
易
に
目
指
す
べ
き
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
逆
に
共
通
の
歴
史
書
で
あ
れ
ば
、
専
門
の

歴
史
家
同
士
の
交
流
は
日
中
、
日
韓
で
す
で
に
活
発
で
あ
り
、
す
で
に
実
現
し
て
い
る
共
同
研
究
の
専

門
書
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
一
般
の
相
互
歴
史
認
識
に
、
専
門
書
が
貢
献
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
歴
史
博
物
館
の
役
割
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
代
表
的
な
戦
争
／
現
代
史
博
物
館
は
日
本
の
遊
就
館
、
中
国
の

南
京
大
虐
殺
記
念
館
、
韓
国
の
独
立
紀
念
館
な
ど
、
い
ず
れ
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
前
面
に
だ
し
て
い

る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
歴
史
博
物
館
の
よ
う
な
国
境
を
超
え
た
博
物
館
の
必
要
性
を

感
じ
る
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
展
示
物
を
め
ぐ
る
議
論
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
博
物
館
の
場
合
、
歴
史
書
の
よ
う
な

単
一
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
を
展
示
す
る
必
要
は
な
い
。
異
な
る
観
点
を
並
列
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
展
示
内
容
の
変
更
も
随
時
可
能
で
、
つ
ね
に
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
、
万
人
が
納
得
す
る
展
示
内
容
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
他
者
の
視
点
を

見
る
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ペ
ロ
ン
ヌ
博
物
館
に
続
い

て
、
ド
イ
ツ
に
は
ド
レ
ス
デ
ン
の
連
邦
軍
事
史
博
物
館
、
さ
ら
に
は
近
年
大
幅
な
展
示
変
更
を
し
た
ロ
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ン
ド
ン
の
帝
国
戦
争
博
物
館
が
、
あ
き
ら
か
に
一
国
史
の
視
点
を
超
え
た
普
遍
的
展
示
を
目
指
し
て
い

る
。

　

戦
争
博
物
館
や
軍
事
博
物
館
と
い
え
ば
、
一
昔
前
ま
で
は
遊
就
館
タ
イ
プ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
は
世
界
各
地
で
様
々
な
国
境
や
境
界
を
超
え
る
博
物
館
の
試
み
が

あ
る
。
戦
争
の
負
の
遺
産
を
伝
え
る
普
遍
的
な
場
所
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
先
駆
的
な
存
在

で
あ
る
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
並
ん
で
、
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
博
物
館
に
つ
い
て
も
是
非
、
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
東
ア
ジ
ア

に
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

註（
１
）　

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
―
極
端
な
時
代
―
（
上
、
下
）』
河
合
秀
和
訳
、
三

省
堂
、
一
九
九
六
年
。

（
２
）　

ペ
ー
タ
ー
・
ガ
イ
ス
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ン
リ
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
カ
ン
ト
レ
ッ
ク
『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン

ス
共
通
歴
史
教
科
書
【
現
代
史
】』
福
井
憲
彦
、
近
藤
孝
弘
監
訳
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
〔
原
著

は
、
古
代
・
中
世
・
近
世
史
の
第
一
巻
、
近
代
史
の
第
二
巻
、
現
代
史
の
第
三
巻
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
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現
時
点
で
邦
訳
が
出
て
い
る
の
は
第
三
巻
の
み
で
あ
る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
含
め
た
第
二
巻
の
翻

訳
は
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
中
な
い
し
は
二
〇
一
六
年
に
は
刊
行
予
定
と
聞
い
て
い
る
。〕

（
３
）　

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ケ
ー
ル
、
ゲ
ル
ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
『
仏
独
共
同
通
史　

第
一
次
世
界
大

戦
』
上
、
下
、
剣
持
久
木
、
西
山
暁
義
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

（
４
）　

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
オ
ー
ド
ワ
ン
＝
ル
ゾ
ー
「
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
」
剣
持
久

木
訳
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
影
響
』
軍
事
史
学
会
編
、
錦
正
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
５
）　

西
山
暁
義
「
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
百
周
年
と
ド
イ
ツ
」『
ド
イ
ツ
研
究
』
四
九
号
、
二
〇
一
五
年

三
月
。

（
６
）　

望
田
幸
男
『
軍
服
を
着
る
市
民
た
ち
―
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
の
社
会
史
―
』
有
斐
閣
選
書
、
一
九
八
三

年
。

（
７
）　

木
村
靖
二
『
第
一
次
世
界
大
戦
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
四
年
。

（
８
）　

フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
世
界
強
国
へ
の
道
―
ド
イ
ツ
の
挑
戦
、
一
九
一
四

－

一
九
一
八
年
―
』

Ⅰ
、
Ⅱ
、
村
瀬
興
雄
監
訳
、 
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
九
八
三
年
。

（
９
）　

ハ
ン
ス
＝
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
『
ド
イ
ツ
帝
国　

一
八
七
一

－

一
九
一
八
年
』
大
野
英
二
、
肥

前
栄
一
訳
、
未
来
社
、
一
九
八
三
年
。

（
10
）　

鍋
谷
郁
太
郎
「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
研
究
」『
第
一
次
世
界
大
戦
と

そ
の
影
響
』
軍
事
史
学
会
編
、
錦
正
社
、
二
〇
一
五
年
。
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（
11
）　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
モ
ッ
セ
『
英
霊
―
創
ら
れ
た
世
界
大
戦
の
記
憶
』
宮
武
実
知
子
訳
、
柏
書
房
、

二
〇
〇
二
年
。

（
12
）　

松
沼
美
穂
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
戦
百
周
年
―
そ
の
国
民
性
と
世
界
性
お
よ
び
歴
史
学
の
役
割
」

『
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
影
響
』
軍
事
史
学
会
編
、
錦
正
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
13
）　

平
野
千
果
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
研
究
の
現
在
～
国
民
史
の
再
考
か
ら
植
民
地

へ
」『
思
想
』
一
〇
六
一
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
号
。

（
14
）　

松
沼
美
穂
「
一
九
一
七
年
春
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
「
反
乱
」
―
共
和
国
の
市
民
―
兵
士
の
声
を
ど
の
よ

う
に
聞
き
取
る
か
―
」『
歴
史
学
研
究
』
八
八
三
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
号
。

（
15
）　

近
藤
孝
弘
『
国
際
歴
史
教
科
書
対
話
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
過
去
」
の
再
編
』
中
公
新
書
、

一
九
九
八
年
。

（
16
）　

剣
持
久
木
、
小
菅
信
子
、
リ
オ
ネ
ル
・
バ
ビ
ッ
チ
『
歴
史
認
識
共
有
の
地
平
―
独
仏
共
通
教
科
書
と

日
中
韓
の
試
み
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。





第
Ⅱ
部

　

第
二
次
世
界
大
戦
―
日
本
を
中
心
に
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第
１
章　

第
二
次
世
界
大
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

吉
川　
　

元

は
じ
め
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
社
会
は
戦
争
の
予
防
に
向
け
て
様
々
な
手
立
て
を
考
案
し
て
き
た
。
そ

れ
は
お
よ
そ
次
の
五
つ
の
戦
争
予
防
策
に
大
別
さ
れ
る
。

一　

紛
争
の
平
和
的
解
決
―
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
た
め
に
常
設
国
際

司
法
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
、
国
際
紛
争
の
仲
裁
と
勧
告
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

二　

戦
争
の
違
法
化
―
戦
争
が
合
法
で
あ
る
か
ら
戦
争
に
訴
え
る
国
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
戦
争
を
違

法
化
す
れ
ば
戦
争
が
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
国
際
連
盟
の
設
立
以
来
、
戦

争
違
法
化
へ
の
取
り
組
み
に
発
展
し
、
不
戦
条
約
に
結
実
し
た
。

三　

国
際
交
流
―
人
種
偏
見
ま
た
は
民
族
憎
悪
に
根
差
す
相
互
不
信
感
が
人
々
を
し
て
殺
戮
行
為
に

走
ら
せ
る
。
す
る
と
、
国
際
交
流
を
進
め
、
友
好
と
相
互
理
解
が
進
め
ば
国
際
平
和
の
創
造
に
つ

な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
が
国
際
連
盟
の
知
的
協
力
委
員
会
の
活
動
に
発
展
し
た
。
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四　

軍
縮
・
軍
備
管
理
―
武
器
が
あ
る
か
ら
戦
争
に
な
る
。
す
る
と
、
軍
縮
お
よ
び
軍
備
管
理
を
進

め
る
こ
と
で
平
和
が
創
造
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
が
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条

約
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
結
実
し
た
。

五　

集
団
安
全
保
障
―
政
治
指
導
者
は
勝
機
が
あ
る
か
ら
戦
争
に
訴
え
る
。
す
る
と
、
国
の
指
導
者

に
戦
争
行
為
は
勝
ち
目
の
な
い
戦
争
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
る
に
十
分
な
軍
事
力
の
不・

均
衡
状
態
を

創
れ
ば
、
戦
争
に
打
っ
て
出
る
政
治
指
導
者
な
ど
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
軍
事
力
の
不・

均
衡
状
態

の
制
度
構
築
に
よ
っ
て
戦
争
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
考
え
方
が
国
際
連
盟
の
集
団
安
全

保
障
体
制
の
創
設
に
つ
な
が
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
わ

ず
か
二
〇
年
後
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
。
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

侵
攻
に
よ
っ
て
欧
州
大
戦
が
始
ま
り
、
ア
ジ
ア
で
は
四
一
年
十
二
月
八
日
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ

て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
目
的
で
戦
わ
れ
た
戦
争

で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
戦
争
犠
牲
者
の
数
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

戦
争
の
背
後
で
行
わ
れ
た
大
規
模
な
民
族
の
強
制
移
動
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
発
生
に
お
い
て
も
、
比
類

な
き
戦
争
で
あ
る
。
な
ぜ
戦
争
中
に
こ
う
し
た
非
人
道
的
な
民
族
強
制
移
動
が
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う



第Ⅱ部　第二次世界大戦―日本を中心に

125

か
。

　

以
下
に
、（
一
）
戦
争
の
原
因
、（
二
）
戦
争
の
目
的
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）、（
三
）
戦
争
の
様
式
と
一

般
市
民
の
犠
牲
、
の
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
て
み
よ
う
。

１　

大
戦
の
原
因

（
１
）
ド
イ
ツ
の
戦
争
原
因

①

　失
地
回
復

　

大
戦
前
夜
の
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
政
局
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
三
三
年
一
月
に
誕
生
し
た
ナ
チ
ス
政
権

は
同
年
一
〇
月
に
国
際
連
盟
を
脱
退
し
、
軍
備
拡
張
を
図
る
と
と
も
に
、
領
土
要
求
を
主
張
す
る
よ
う

に
な
る
。
領
土
拡
張
の
標
的
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
失
っ
た
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
な
ど

旧
ド
イ
ツ
領
の
「
失
地
回
復
」
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
周
辺
国
の
ド
イ
ツ

系
住
民
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
、
ド
イ
ツ
系
民
族
の
保
護
を
口
実
に
し
た
領
土
要
求
で

あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
基
づ
き
戦
前
の
領
土
の
二
〇
％
を
失
う
。

そ
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
、
ま
た
は
ソ
連
領
と
な
っ
た
旧
ド
イ
ツ
領
に
九
百
万
人
も
の
ド
イ
ツ
国
籍
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保
有
の
ド
イ
ツ
人
が
留
ま
っ
て
い
た
。
一
方
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
に
お
い
て
ド
イ
ツ
国
外
で
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
保
護
対
象
の
地
位
を
得
た
ド
イ
ツ
系
住
民
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方

に
集
住
す
る
三
五
〇
万
人
を
含
め
合
計
八
六
三
万
人
に
上
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
系
住
民
の
居
住
地
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
領
土
併
合
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
一
月
、
国
際
連
盟
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
の
帰
属
を
め
ぐ
る
住
民
投

票
が
行
わ
れ
、
圧
倒
的
多
数
の
支
持
の
下
に
当
地
の
ド
イ
ツ
へ
の
帰
属
が
決
ま
る
。
同
年
三
月
、
ド
イ

ツ
は
再
軍
備
宣
言
を
行
い
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
で
非
武
装
地
帯
に
定
め
ら
れ
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
へ
進
駐
し
、

さ
ら
に
三
八
年
四
月
、
国
民
投
票
を
行
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
の
併
合
を
実
現
す
る
。
そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
の
矛
先
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ド
イ

ツ
系
住
民
の
集
住
す
る
地
域
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

②

　ミ
ュ
ン
ヘ
ン
危
機

　

ヒ
ト
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
系
住
民
の
民
族
主
義
を
煽
り
つ
つ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ズ
デ
ー
テ
ン
・

ド
イ
ツ
人
の
民
族
自
決
を
支
持
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
危
機
の
直
前
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
宛
て
た
手
紙
で

は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
ド
イ
ツ
政
府
は
平
和
を
望
む
も
の
の
、
す
で
に
我
慢
の
限
界
に
達
し
て
お
り
、
チ
ェ
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コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ベ
ネ
シ
ュ
政
権
が
ド
イ
ツ
人
の
民
族
自
決
を
保
障
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
ド
イ

ツ
政
府
自
ら
彼
ら
を
解
放
す
る
し
か
な
い
、
と
脅
し
も
か
け
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
の
提
案
に
よ
っ
て
一
九
三
八
年
九
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け

て
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
戦
争
回
避
に
向
け
て
ヒ
ト
ラ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
フ
ラ
ン

ス
の
ダ
ラ
デ
ィ
エ
、
イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
四
カ
国
首
脳
会
談
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
）
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
場
で
四
カ
国
首
脳
は
ズ
デ
ー
テ
ン
の
ド
イ
ツ
へ
の
割
譲
を
承
認
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談

後
の
十
一
月
、
ズ
デ
ー
テ
ン
が
ド
イ
ツ
へ
併
合
さ
れ
、
当
該
地
方
の
一
五
万
人
の
チ
ェ
コ
系
お
よ
び
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
系
住
民
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
他
地
域
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
翌
三
九
年
三
月

に
ド
イ
ツ
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
お
よ
び
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
へ
侵
攻
し
て
こ
の
地
域
を
併
合
し
、
そ
の
結
果
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
解
体
さ
れ
た
。

　

続
い
て
ヒ
ト
ラ
ー
の
野
望
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向
け
ら
れ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ド
イ
ツ
系
住
民
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
政
府
に
抵
抗
し
た
活
動
的
な
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
彼
ら
に
対
し

て
抑
圧
を
も
っ
て
応
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
ド
イ
ツ
系
住

民
の
保
護
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
回
廊
、
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
な
ど
「
未
回
収
地
」
の
返
還
を
要

求
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
、
ド
イ
ツ
人
を
保
護
す
る
名
目
で
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ド
イ
ツ
は
つ
い
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

ド
イ
ツ
系
住
民
を
は
じ
め
枢
軸
国
側
を
民
族
同
胞
国
と
見
な
す
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、
い
っ
た
ん

戦
争
が
始
ま
る
と
「
第
五
列
」（
同
調
者
）
と
な
っ
て
利
敵
行
為
に
走
っ
た
。
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ド
イ
ツ
系
住
民
は
武
装
自
警
団
を
結
成
し
、
ド
イ
ツ
軍
の
手
引
き
と
な
り
、
ド
イ

ツ
軍
の
占
領
政
策
の
共
犯
者
と
な
っ
た
。

（
２
）　

日
本
の
戦
争
原
因

①

　イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
脅
威

　

一
方
、
ア
ジ
ア
の
大
戦
前
夜
の
政
局
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
際
社
会
で
孤

立
し
た
日
本
は
、
一
九
三
三
年
三
月
、
ド
イ
ツ
よ
り
も
ひ
と
足
先
に
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
。
し
か
も

世
界
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
進
み
、
国
際
社
会
で
孤
立
が
深
ま
る
な
か
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
国
際
秩

序
の
再
編
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
家
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
軍
事
侵
攻
と
い
う
外
部
脅
威
に
加

え
、
外
部
・
内
部
を
問
わ
ず
国
家
体
制
へ
挑
戦
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
脅
威
が
新
た
に
加
わ
る
。
ソ
連
に
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共
産
党
政
権
が
誕
生
し
て
以
来
、
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
資
本
主
義
国
に
と
っ
て
現
実
的
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
脅
威
で
あ
る
。
日
本
と
ド
イ
ツ
は
、
一
九
三
六
年
に
日
独
防
共
協
定
を
結
ぶ
が
、
そ
の
協
定

の
目
的
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
に
対
し
て
日
独
が
共
同
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、「
国
内
の
平
和
（
安
寧
）
お
よ
び
社
会
の
福
祉
を
危
険
に
陥
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
平
和
全
般
を
も
脅
か
す
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
共
産
主
義
の
破
壊
活
動
」
か
ら
国
を
防
衛

す
る
た
め
の
協
力
を
約
束
す
る
安
全
保
障
協
定
で
あ
っ
た
。
日
独
防
共
協
定
は
国
家
の
安
全
が
非
軍
事

的
な
内
部
の
政
治
勢
力
か
ら
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
安
全
保
障
脅
威
に
基
づ
く
軍
事
同
盟
で
あ

る
。

　

同
防
共
協
定
は
、
翌
三
七
年
十
一
月
に
イ
タ
リ
ア
を
加
え
た
日
独
伊
防
共
協
定
に
拡
大
さ
れ
、
四
〇

年
に
は
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
に
発
展
す
る
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
欧
州
に
お
い
て
、
そ
し
て
日
本

は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
国
際
秩
序
建
設
に
お
け
る
指
導
的
地
位
」
を
互
い
に
認
め
尊
重

す
る
こ
と
を
約
し
た
。
三
国
同
盟
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
が
築
い
た
国
際
平
和
秩
序
に
挑
戦

す
る
国
家
の
間
で
結
ば
れ
た
軍
事
同
盟
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
秩
序
の
再
編
と
い
う
目
的
を
正
面
に
据

え
て
国
際
秩
序
の
抜
本
的
改
革
を
目
指
し
て
い
る
点
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
同
盟
で
も
あ
る
。
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②

　ア
ジ
ア
へ
の
回
帰

　

一
九
三
九
年
七
月
、
日
米
関
係
が
悪
化
す
る
中
、
外
交
官
・
重
光
葵
は
「
イ
ギ
リ
ス
流
の
国
際
平
和
」

を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
欧
州
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
洋
も
米
州
も
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
も

イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
入
り
、「
イ
ギ
リ
ス
流
の
平
和
秩
序
」
の
下
で
世
界
平
和
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
常
に
他
国
に
対
し
て
優
越
感
を
有
し
、
行
儀
よ
く
振
舞
う
こ
と
を
強
要
し
、
イ
ギ
リ
ス
に

従
わ
な
い
も
の
は
「
平
和
の
破
壊
者
」
と
見
な
す
。
イ
ギ
リ
ス
流
の
平
和
秩
序
の
基
本
原
則
は
、
思
想

上
、
個
人
・
自
由
主
義
、
政
治
上
、
民
主
主
義
、
経
済
上
、
自
由
通
商
主
義
の
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
原
則
は
い
ず
れ
も
大
英
帝
国
を
築
き
上
げ
た
イ
ギ
リ
ス
流
の
平
和
維
持
の
手
法
で
あ
る
。

　

重
光
は
同
時
に
対
米
関
係
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ
流
の
「
自
由
」
論
、
と
り
わ
け
人
種
偏
見
に
起
因
す

る
日
米
関
係
の
ゆ
が
み
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
日
本
提

案
の
人
種
平
等
原
則
を
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
拒
否
し
た
こ
と
に
も
耐
え
た
が
、
そ
の
後
に

続
く
ア
メ
リ
カ
の
排
日
移
民
法
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
土
地
所
有
に
関
す
る
人
種
差
別
な
ど
差
別
的
な

措
置
に
対
し
て
日
本
人
は
そ
れ
で
も
極
度
に
隠
忍
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
正
義
は

「
な
ん
ら
異
人
種
に
は
通
用
し
な
い
」
正
義
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
は
白
人
だ
け
の
自
由
主
義

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
掲
げ
る
理
想
主
義
は
決
し
て
ア
ジ
ア
の
理
想
を
代
弁
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
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う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
差
別
が
日
本
人
の
反
米
感
情
を
刺
激
し
、
や
が
て
日
米
開
戦
の
遠
因
と
な

る
。③

　総
力
戦
に
向
け
て

　

対
米
感
情
が
悪
化
す
る
中
、
日
本
政
府
は
国
家
安
全
保
障
の
た
め
に
敵
性
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
取
り
締

り
に
躍
起
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
革
命
後
の
一
九
二
五
年
に
は
早
く
も
共
産
主
義
者
の
弾
圧
を
主

た
る
目
標
と
す
る
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
二
八
年
に
は
改
正
さ
れ
、「
国
体
変
革
」
罪
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
こ
と
と
な
っ
た
。
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が

始
ま
る
と
、
同
年
秋
か
ら
日
本
政
府
は
「
挙
国
一
致
」
の
名
の
下
に
国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
た
め
に

国
民
精
神
総
動
員
運
動
を
展
開
す
る
。
翌
三
八
年
四
月
、
政
府
は
国
家
総
動
員
法
を
制
定
し
、
議
会
を

経
ず
に
政
府
が
自
由
に
人
的
資
源
、
物
的
資
源
を
統
制
し
、
物
資
の
生
産
、
配
給
、
輸
送
、
労
働
力
の

徴
用
な
ど
、
国
民
を
戦
争
に
向
け
て
動
員
で
き
る
態
勢
を
整
え
た
。
総
力
戦
に
向
け
た
国
家
総
動
員
体

制
の
確
立
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
三
八
年
十
一
月
三
日
、
日
本
政
府
は
「
東
亜
新
秩
序
声
明
」
を
発
表
す
る
。
そ
れ
は

長
引
く
日
中
戦
争
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
、
日
本
の
対
中
国
戦
争
の
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目
的
を
国
際
秩
序
と
の
関
連
で
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
日
本
の
対
中
国
戦
争
は
、
共
産

主
義
の
脅
威
と
中
国
の
「
抗
日
容
共
政
策
」
に
対
す
る
戦
争
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
「
東
亜
永
遠
の

安
定
を
確
保
す
べ
き
新
秩
序
の
建
設
」
に
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
新
秩
序
と
は
日
本
、
中
国
、
満
州
国

の
三
カ
国
が
政
治
、
経
済
、
文
化
の
相
互
連
携
の
関
係
を
構
築
し
、
共
同
で
防
共
体
制
を
確
立
し
、
新

し
い
文
化
を
創
造
し
、
そ
し
て
経
済
統
合
を
図
る
こ
と
で
建
設
さ
れ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

東
亜
新
秩
序
の
発
表
か
ら
半
年
後
の
一
九
三
九
年
四
月
に
は
、
政
府
は
「
国
民
精
神
総
動
員
新
展
開

の
基
本
方
針
」（
閣
議
決
定
）
を
発
表
す
る
が
、
そ
れ
は
国
民
精
神
総
動
員
運
動
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、

国
民
の
伝
統
的
精
神
力
を
結
束
し
て
、「
国
家
総
力
の
飛
躍
的
増
強
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
四
〇
年
に
は
軍
部
の
方
針
を
支
持
す
る
大
政
翼
賛
会
が
結
成
さ
れ
、
し
か
も
婦
人
や
少
年

の
組
織
は
大
政
翼
賛
会
の
下
に
編
成
さ
れ
、
統
制
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
平
時
が
臨
戦
状
態
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
来
る
総
力
戦
に
向
け
て
戦
争
の
準
備
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

２　

戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

（
１
）
は
め
ら
れ
た
真
珠
湾
攻
撃

　

泥
沼
化
す
る
日
中
戦
争
を
戦
っ
て
い
た
日
本
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
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宣
戦
布
告
を
行
い
、
続
い
て
ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
が
日
独
伊
三
国
同
盟
に
基
づ
い
て
十
二
月
十
一

日
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
欧
州
戦
争
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
欧
州
戦
争
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
一
体
と
な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
発
展
し
た
。

　
「
奇
襲
攻
撃
」
と
し
て
知
ら
れ
る
真
珠
湾
攻
撃
は
、
開
戦
条
約
に
違
反
し
た
こ
と
に
誤
り
は
な
い
。
し

か
し
、
真
珠
湾
攻
撃
そ
の
も
の
は
、
日
本
に
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃
さ
せ
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
の
対
独
参
戦

の
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
術
中
に
日
本
が
は
ま
っ
た
と
い
う
面
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

は
欧
州
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
中
立
を
発
表
し
て
い
た
。
し
か
し
、
苦
境
に
立
つ
イ
ギ
リ
ス
を
救
う
た

め
に
対
独
参
戦
の
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
追
い
詰
め
、「
裏
口
」
か
ら
欧
州
戦
争
に

参
加
す
る
方
法
を
画
策
す
る
。
そ
し
て
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
（
四
〇
年
九
月
二
七
日
）
か
ら
一
〇
日

後
の
、
四
〇
年
一
〇
月
七
日
、
次
の
八
項
目
か
ら
な
る
行
動
計
画
を
策
定
し
た（

１
）。（

一
）
ア
メ
リ
カ
と
イ

ギ
リ
ス
と
の
間
で
太
平
洋
地
域
の
英
軍
基
地
（
特
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
使
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、

（
二
）
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ン
ド
東
部
の
蘭
軍
基
地
お
よ
び
そ
の
武
器
・
設
備
使
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、

（
三
）
可
能
な
限
り
の
支
援
を
中
国
重
慶
政
府
へ
供
与
、（
四
）
極
東
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
の
重
巡
洋
艦
隊
の
配
備
、（
五
）
極
東
へ
の
潜
水
艦
隊
の
配
備
、（
六
）
米
艦
隊
の
主
力
の
太
平
洋
、

ハ
ワ
イ
諸
島
近
辺
へ
の
配
備
、（
七
）
オ
ラ
ン
ダ
に
日
本
政
府
の
経
済
制
裁
、
特
に
石
油
の
禁
輸
、
そ
し
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て
（
八
）
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
で
日
本
に
対
す
る
通
商
の
全
面
的
禁
止
、
お
よ
び
対
日
石
油
輸
出
の
禁
止
、

以
上
の
八
項
目
か
ら
な
る
。
同
行
動
計
画
の
目
的
は
、
日
本
を
包
囲
し
、
孤
立
さ
せ
、
そ
し
て
対
米
参

戦
に
仕
向
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
こ
れ
を
直
ち
に
承
認
し
、

実
行
す
る
。
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
は
、
日
独
伊
の
軍
事
同
盟
の
論
理
を
逆
手
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
ア

メ
リ
カ
の
術
中
に
は
ま
っ
た
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
連
合
国
の
戦
争
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　

そ
れ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
何
を
目
的
に
戦
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
通
り
、
第
二
次

世
界
大
戦
に
先
立
つ
一
〇
年
間
に
国
際
政
治
秩
序
の
再
編
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
先
行
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
延
長
線
上
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
発
生
し
た
と
い

え
る
。
と
こ
ろ
が
先
の
世
界
大
戦
と
は
異
な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
開
戦
当
初
か
ら
戦
争
に
訴
え
た

日
独
伊
の
枢
軸
国
側
も
、
そ
れ
を
受
け
て
立
っ
た
連
合
国
の
側
も
、
と
も
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
目
的
の
戦

争
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
は
先
述
の
通
り
、
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
と
失
地
回
復
を
名
目
に
戦
争
を
始
め
、
さ
ら
に

日
独
は
同
時
に
国
際
秩
序
の
再
編
を
戦
争
目
的
に
掲
げ
た
。
一
方
、
連
合
国
の
戦
争
目
的
の
策
定
に
は
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ア
メ
リ
カ
が
主
導
権
を
発
揮
し
た
。
一
九
四
一
年
八
月
一
四
日
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

と
イ
ギ
リ
ス
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
戦
争
目
的
や
戦
後
処
理
の
方
針
に
関
す
る
大
西
洋
憲
章
を
発
表
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
両
国
首
脳
は
以
下
の
八
項
目
か
ら
な
る
戦
後
の
国
際
平
和
の
新
秩
序
構
想
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

領
土
不
拡
張
（
第
一
項
）

領
土
不
変
更
（
第
二
項
）

人
民
の
政
府
統
治
制
度
の
選
択
の
権
利
、
お
よ
び
人
民
の
主
権
と
人
民
の
政
府
の
復
活
（
第
三
項
）

す
べ
て
の
国
の
通
商
お
よ
び
天
然
資
源
へ
の
機
会
均
等
の
保
障
（
第
四
項
）

国
際
経
済
協
力
の
促
進
（
第
五
項
）

恐
怖
か
ら
の
自
由
、
欠
乏
か
ら
の
自
由
の
保
障
（
第
六
項
）

航
海
の
自
由
の
保
障
（
第
七
項
）

武
力
行
使
の
禁
止
お
よ
び
軍
備
縮
小
の
実
現
（
八
項
）

　

こ
れ
ら
八
項
目
は
、
自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
戦
争
目
的
と
し
て
前
面
に
押
し
出

す
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
戦
前
の
原
状
回
復
を
旨
と
す
る
原
則
の
表
明
で
あ
っ
た
。
大
西
洋
憲
章

の
狙
い
は
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
目
的
に
帝
国
主
義
的
な
意
図
が
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な
い
こ
と
を
世
界
に
確
約
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
第
一
、
第
二
項
）。
同
時
に
、
ド
イ
ツ
占
領
下
に
あ
る

人
々
に
向
け
て
対
独
戦
争
が
自
由
主
義
と
民
主
主
義
の
た
め
の
正
義
の
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
狙

い
も
あ
っ
た
（
第
三
項
）。
特
に
英
仏
両
国
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
秘
密
条
約
に
よ
っ
て
領
土
拡
張
を

図
り
、
ま
た
パ
リ
講
和
会
議
で
領
土
分
配
競
争
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
勝
者
な

き
平
和
」
を
台
無
し
に
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ

ギ
リ
ス
に
対
し
て
強
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
段
階
で
、
領
土
的
、
経
済
的
、
帝
国
主
義
的
な
目
的
の
た

め
に
戦
争
を
利
用
し
な
い
と
い
う
誓
約
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
事
前
に
取
り
付
け
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ

る
。
中
で
も
第
六
原
則
は
、
そ
の
理
想
主
義
的
な
思
想
故
に
何
か
と
物
議
を
醸
し
た
。
戦
争
勝
利
の
暁

に
は
、「
す
べ
て
の
国
、
す
べ
て
の
人
類
」
が
「
恐
怖
お
よ
び
欠
乏
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
の
生
命
を
全

う
で
き
る
よ
う
な
平
和
」
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
下
の
人
民
に
対

し
て
も
同
様
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
戦
争
を
有
利
に
進
め
る

た
め
の
米
英
の
戦
争
宣
伝
で
あ
り
、
英
米
の
指
導
者
の
頭
の
中
で
は
自
由
も
解
放
も
実
際
に
は
ド
イ
ツ

占
領
支
配
下
の
欧
州
の
人
民
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
西
洋
憲
章
の
精
神
は
連
合
国
の
戦
争
目
的
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
日
独
伊
の
枢
軸
国
の
挑
戦
を

受
け
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
連
合
国
は
連
合
国
宣
言
を
発
表
し
、
同
宣
言
に
お
い
て
連
合
国
二
六
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カ
国
は
大
西
洋
憲
章
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
上
で
、
連
合
国
の
戦
争
目
的
を
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

す
な
わ
ち
、
連
合
国
は
「
生
命
、
自
由
、
独
立
、
お
よ
び
宗
教
的
自
由
」
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
ま
た

世
界
各
国
の
「
人
権
お
よ
び
正
義
」
を
保
障
す
る
た
め
に
戦
い
、
そ
し
て
世
界
制
覇
を
た
く
ら
む
残
忍

か
つ
野
蛮
な
軍
隊
に
対
し
て
連
合
国
は
共
闘
す
る
こ
と
」
を
誓
い
、
連
合
国
各
国
の
単
独
不
講
和
を
約

し
た
。
正
義
の
戦
争
で
あ
り
、
文
明
の
戦
争
で
あ
っ
た
。

（
３
）
日
本
の
戦
争
目
的

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
ア
メ
リ
カ
は
「
文
明
の
戦
争
」
を
主
張
し
、
日
本
は
ア
ジ
ア
植
民
地
解

放
、
民
族
解
放
を
掲
げ
、
東
亜
新
秩
序
の
構
築
を
目
標
に
戦
っ
た
。
日
本
は
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
を
相
手
に
戦
い
、
緒
戦
で
目
覚
し
い
勝
利
を
収
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の

勢
い
は
一
年
と
は
続
か
ず
、
日
本
は
占
領
下
の
ア
ジ
ア
の
人
民
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、
新
た
に
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
正
義
の
戦
争
に
位
置
付
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
特
に
占
領
下
の
住
民
の
支
持

を
取
り
付
け
る
目
的
で
一
九
四
三
年
五
月
、
御
前
会
議
で
「
大
東
亜
攻
略
指
導
大
綱
」
が
採
択
さ
れ
、

イ
ン
ド
を
攻
略
す
る
上
で
戦
略
的
要
衝
で
あ
る
ビ
ル
マ
の
独
立
を
認
め
、
ま
た
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
植

民
地
支
配
下
で
独
立
を
約
束
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
認
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
続
い
て
十
一
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月
、
ア
ジ
ア
各
地
の
民
族
指
導
者
か
ら
支
持
を
取
り
付
け
る
た
め
に
、
満
州
国
（
張
景
恵
国
務
総
理
大

臣
）、
中
国
（
汪
兆
銘
南
京
政
府
主
席
）、
タ
イ
（
ワ
ン
ワ
イ
首
相
代
理
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ラ
ウ
レ
ル
大

統
領
）、
ビ
ル
マ
（
バ
ー
・
モ
ー
首
相
）、
イ
ン
ド
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
自
由
イ
ン
ド
仮
政
府
首
班
）

の
各
国
首
脳
を
東
京
に
招
い
て
大
東
亜
会
議
を
開
催
し
、
大
東
亜
共
同
宣
言
を
発
表
し
た
。

　

大
東
亜
共
同
宣
言
に
お
い
て
日
本
の
戦
争
目
的
と
戦
後
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
は
次
の
よ
う
に
構
想
さ

れ
て
い
る
。

（
一
）　

共
存
共
栄
の
国
際
秩
序
の
建
設

（
二
）　

主
権
尊
重
、
独
立
尊
重
お
よ
び
相
互
協
力
と
友
好
関
係
の
構
築
に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
友
愛

の
確
保

（
三
）　

各
国
の
伝
統
を
尊
重
し
、
各
民
族
の
創
造
性
を
伸
長
し
、
ア
ジ
ア
の
文
化
と
文
明
の
高
揚

（
四
）　

互
恵
的
経
済
協
力
に
よ
る
経
済
発
展
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
繁
栄
の
増
進

（
五
）　

す
べ
て
の
国
で
人
種
的
差
別
の
撤
廃
、
文
化
交
流
の
促
進
、
資
源
の
解
放

　

以
上
五
項
目
か
ら
な
る
ア
ジ
ア
の
新
国
際
秩
序
構
想
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
、
英
米
へ
の
隷
属
を
強
い

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
、
ア
ジ
ア
が
自
存
自
衛
で
き
る
よ
う
に
こ
の
地
域
を
米
英
か
ら
解
放
し
て
、

東
ア
ジ
ア
（
大
東
亜
）
共
同
体
を
建
設
す
る
こ
と
こ
そ
「
世
界
平
和
」
の
確
立
に
貢
献
す
る
と
い
う
の
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が
国
際
秩
序
再
編
の
目
的
で
あ
っ
た
。

３　

戦
争
の
犠
牲
者

（
１
）「
文
明
の
擁
護
者
」
の
戦
争

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
軍
が
行
っ
た
残
虐
行
為
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
要
な
責

任
者
は
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
で
裁
か
れ
た
。
一
方
、
太
平
洋
戦
争
で
は
「
文
明
の
擁
護
者
」
を
自
認

し
た
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
が
ど
れ
ほ
ど
非
人
道
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
人
種
主
義
に
根
差
す
残
虐
行
為
は
日
本
の
そ
れ
に
劣
ら
ず
残
虐
で
あ
る
。『
無
慈

悲
な
戦
争
』
を
著
し
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
を
「
文
明
の
戦
争
」
と
喧
伝

し
、「
西
洋
の
白
人
対
劣
等
人
種
日
本
人
と
の
戦
争
」
と
し
て
描
き
、
日
本
人
に
対
し
て
「
黄
色
の
な
ら

ず
者
」、「
劣
等
人
間
」、「
野
蛮
人
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
そ
の
「
人
種
的
脅
威
」
を
喧
伝
し
た
の
で

あ
る
（D

ow
er 1986

）。
世
界
最
初
の
大
西
洋
横
断
飛
行
に
成
功
し
た
Ｃ
．
リ
ン
ド
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
兵
は
「
正
義
」、「
文
明
の
擁
護
者
」
を
絶
え
ず
言
い
聞
か
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
ア
メ
リ
カ

兵
は
日
本
軍
の
捕
虜
や
投
降
者
を
射
殺
す
る
こ
と
し
か
念
頭
に
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
日
本
人
を
動
物

以
下
に
取
り
扱
い
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
行
為
は
大
方
か
ら
大
目
に
見
ら
れ
て
い
る
」。
わ
れ
わ
れ
は
「
文
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明
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
」
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
文
明
人
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
理
由
が
い
よ
い
よ
な
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
兵
の
欲
求
は
、
た
だ
た
だ
日
本
兵
を
無
慈
悲
に
、
か
つ
む

ご
た
ら
し
く
皆
殺
し
に
す
る
こ
と
し
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
兵
は
捕
虜
を
捕
ら
え
な
い
こ
と
に
し
て
お
り
、

日
本
兵
を
見
つ
け
次
第
、
殺
し
た
（
リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
一
九
七
四
）。

（
２
）
無
差
別
爆
撃

　

戦
争
規
範
の
違
反
と
い
う
点
で
は
、
航
空
機
の
発
達
に
よ
っ
て
空
爆
が
破
壊
力
を
増
し
、
中
で
も
無

差
別
空
爆
で
非
戦
闘
員
（
一
般
市
民
）
が
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
立
つ

特
色
で
あ
る
。
加
え
て
戦
争
中
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
民
族
強
制
移
動
が
発
生
し
た
の
も
第
二
次
世
界
大

戦
の
際
立
つ
特
徴
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
長
期
に
わ
た
る
総
力
戦
と
な
り
、
人
的
被
害
に
限
っ
て
も
戦
闘
員
は
言
う
に
及

ば
ず
、
大
量
の
非
戦
闘
員
の
犠
牲
を
伴
っ
た
。
六
千
五
百
万
人
の
戦
争
犠
牲
者
の
う
ち
、
戦
闘
員
（
兵

士
）
の
犠
牲
者
数
は
お
よ
そ
二
千
万
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
戦
争
犠
牲
者
の
半
数
以
上
が
非
戦
闘
員
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
非
戦
闘
員
の
犠
牲
者
数
が
大
幅
に
増
大
し
た
の
は
戦
争
の
機
械
化
が
飛
躍
的
に
進
ん

だ
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
特
に
戦
闘
機
、
爆
撃
機
、
ミ
サ
イ
ル
、
さ
ら
に
は
原
子
爆
弾
の
登
場
に
よ
っ
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て
、
前
線
と
銃
後
の
区
別
も
、
兵
士
と
非
戦
闘
員
の
区
別
も
難
し
く
な
っ
た
。
軍
事
施
設
と
市
街
地
の

区
別
も
な
く
な
り
、
空
か
ら
の
無
差
別
爆
撃
で
非
戦
闘
員
が
巻
き
添
え
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

無
差
別
爆
撃
は
日
本
軍
の
重
慶
爆
撃
に
始
ま
る
。
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
爆
撃
（
四
一

年
四
月
六
日
）
で
一
万
七
千
人
の
犠
牲
者
を
出
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
爆
撃
（
四
二
年
八
月
二
三

日
）
で
四
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
一
方
、
戦
況
が
連
合
国
に
有
利
に
な
る
に
つ
れ
、
連
合
国
の
対

独
、
対
日
無
差
別
爆
撃
が
激
さ
を
増
し
た
。
ド
イ
ツ
の
大
中
都
市
の
多
く
が
爆
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。

中
で
も
ド
イ
ツ
が
降
伏
す
る
直
前
の
一
九
四
五
年
二
月
一
三
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
避
難
民
で
ご
っ

た
返
す
ド
レ
ス
デ
ン
に
対
し
て
行
わ
れ
た
無
差
別
爆
撃
で
は
一
〇
万
人
以
上
の
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な

り
、
か
つ
て
「
ド
イ
ツ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
と
呼
ば
れ
た
古
都
は
廃
墟
と
な
っ
た
。
連
合
国
の
対
独
無

差
別
爆
撃
で
最
終
的
に
は
三
〇
万
人
か
ら
六
〇
万
人
の
非
戦
闘
員
が
殺
戮
さ
れ
た
。

　

無
差
別
爆
撃
は
、
無
防
備
の
都
市
に
対
す
る
攻
撃
を
禁
止
し
た
戦
争
規
範
に
違
反
す
る
。
そ
れ
で
も

市
民
を
巻
き
添
え
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
戦
争
規
範
が
指
導
者
の
心
の
ど
こ
か
に
意
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ド
レ
ス
デ
ン
に
対
す
る
一
連
の
無
差
別
爆
撃
の
開
始
直
前
に
ア
メ
リ
カ
空
軍
の

ス
パ
ッ
ツ
将
軍
は
、
爆
撃
実
施
後
の
新
聞
発
表
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
発
表
の
際
に
、
こ
の
軍
事
作
戦
が
「
市

民
を
標
的
に
し
て
い
る
と
の
、
あ
る
い
は
市
民
の
士
気
を
削
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
の
印
象
を
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与
え
な
い
よ
う
、
特
別
の
配
慮
を
す
る
よ
う
」
部
下
の
司
令
官
に
打
電
し
て
い
る
。
誤
爆
を
装
お
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
都
市
へ
の
無
差
別
爆
撃
も
、
一
般
市
民
に
対
し
て
容
赦
が
な
か
っ
た
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

都
市
爆
撃
が
本
格
化
し
た
一
九
四
四
年
十
一
月
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
の
六
六

の
主
要
都
市
を
爆
撃
し
、
被
災
者
九
二
〇
万
人
、
死
者
推
定
三
五
万
人
、
負
傷
者
四
二
万
を
出
し
た
。

四
五
年
三
月
九
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
東
京
大
空
襲
で
は
一
夜
に
し
て
お
よ
そ
一
〇
万
人

以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
極
め
つ
け
は
終
戦
直
前
の
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
で
あ
る
。
広
島
に
は

た
っ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
で
、
そ
の
年
の
内
に
一
四
万
人
が
犠
牲
と
な
り
、
長
崎
で
は
七
万
人
の
生
命

が
奪
わ
れ
た
。

　

な
ぜ
戦
争
法
規
に
違
反
し
て
ま
で
広
島
、
長
崎
へ
の
無
差
別
爆
撃
が
行
わ
れ
た
の
か
。
先
に
引
用
し

た
ア
メ
リ
カ
空
軍
ス
パ
ッ
ツ
将
軍
は
、
対
ド
イ
ツ
爆
撃
の
み
な
ら
ず
対
日
本
都
市
へ
の
無
差
別
爆
撃
も

指
揮
し
た
が
、
彼
の
証
言
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
軍
需
工
場
、
下
請
け
工
場
、
家
内
工
業
が
市
街
地
に

あ
り
、
軍
事
施
設
と
民
間
施
設
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
無
差
別
爆
撃
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
。

戦
闘
員
と
一
般
市
民
の
区
別
が
つ
か
な
い
た
め
に
一
般
市
民
も
巻
き
添
え
に
な
っ
た
と
い
う
論
理
は
、

一
見
、
肯
け
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
都
市
爆
撃
の
根
本
に
あ
る
思
想
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
そ
れ
と
は
異
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な
る
。
再
び
ス
パ
ッ
ツ
将
軍
の
証
言
を
引
け
ば
、
軍
部
は
日
本
人
を
爆
撃
で
殺
害
し
た
い
と
い
う
「
衝

動
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
た
。
誤
爆
を
装
う
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
違
い
が
出
て

き
た
の
か
。

　

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
前
か
ら
、
戦
争
法
規
を
無
視
し
た
中
国
で
の
日
本
軍
の
非
道
ぶ
り
が
ア
メ
リ
カ

軍
指
導
部
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
真
珠
湾
攻
撃
で
そ
れ
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
の
人

種
差
別
主
義
に
根
差
す
反
日
感
情
は
極
限
に
達
し
、
そ
の
後
、
バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
、
ア
メ
リ
カ
兵
捕

虜
に
対
す
る
虐
待
な
ど
、
日
本
軍
の
非
道
ぶ
り
が
つ
と
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
る
と
日
本
人
を
「
獣
」、

「
下
等
動
物
」
と
見
な
す
人
種
偏
見
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
野
蛮
な
日
本
人
は
人
間
扱
い
さ
れ
る
権
利
を

自
ら
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
と
し
て
扱
わ
な
く
と
も
よ
い
。
そ
う
し
た
日
本
人
観
が
蔓

延
し
て
い
た
。
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
二
日
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
原
爆
投
下
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
日
本
人
が
唯
一
理
解
す
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
は
、
先
に
実
施
し
た
あ

の
原
爆
投
下
で
あ
る
。
獣
を
相
手
に
し
て
い
る
と
き
に
は
相
手
を
獣
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
３
）
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
民
衆
殺
戮
が
大
規
模
に
発
生
し
た
の
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
特
徴
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
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で
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
組
織
的
に
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
占
領
下
の
欧
州
各
地
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人

が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
集
め
ら
れ
、
ガ
ス
室
で
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
合
計
五
百
万

人
か
ら
六
百
万
人
に
上
る
。
欧
州
戦
争
の
犠
牲
者
数
は
、
ラ
ン
メ
ル
の
試
算
で
は
、
二
八
七
三
万
六
千

人
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
犠
牲
者
と
は
別
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
犯
し
た
一
般
市
民
の
殺
戮
の
犠
牲
者

数
は
二
〇
九
四
万
六
千
人
に
上
る
と
い
う
（Rum

m
el 1994

）。

　

一
方
、
反
人
種
主
義
や
ア
ジ
ア
の
民
族
解
放
、
植
民
地
解
放
を
掲
げ
て
戦
っ
た
日
本
は
、
主
と
し
て

軍
事
占
領
下
に
お
い
て
軍
政
に
抵
抗
す
る
者
た
ち
に
対
し
て
殺
戮
を
行
っ
た
。
特
に
中
国
で
は
南
京
虐

殺
の
犠
牲
者
二
〇
万
人
を
含
め
お
よ
そ
二
六
〇
万
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
お
よ
そ
九
万
人
、
そ
の
他
、
合

わ
せ
て
三
六
〇
万
人
以
上
の
一
般
市
民
が
殺
戮
さ
れ
た
。
日
本
軍
が
戦
争
中
に
犯
し
た
無
差
別
爆
撃
、

南
京
虐
殺
、
捕
虜
虐
待
死
な
ど
様
々
な
残
虐
行
為
の
犠
牲
者
総
数
は
合
計
五
九
六
万
四
千
人
に
上
る
と

い
う
（Rum
m

el 1994

）。

（
４
）
民
族
強
制
移
動
と
文
化
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

①

　予
防
的
民
族
強
制
移
動
と
懲
罰
的
民
族
強
制
移
動

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
惨
劇
に
関
し
て
、
も
う
一
つ
際
立
つ
特
徴
は
、
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
対
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敵
協
力
の
可
能
性
が
あ
る
（
と
み
な
さ
れ
た
）
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
組
織
的
な
強

制
移
動
、
民
族
浄
化
お
よ
び
そ
の
過
程
で
生
じ
た
人
的
被
害
の
多
さ
で
あ
る
。
敵
国
に
内
通
し
て
い
る

と
疑
わ
れ
た
民
族
や
人
種
は
、
政
府
に
よ
る
迫
害
や
強
制
移
動
の
対
象
と
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
が
恐
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
で
敵

国
に
通
じ
る
恐
れ
の
あ
る
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
が
強
制
移
動
の
対
象
と
な
っ
た
。
真

珠
湾
攻
撃
で
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
系
人
の
強
制
移
動
が
行
わ
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
同
国
の
安
全
保
障
に
危
害
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て

市
民
と
外
国
人
の
区
別
な
く
強
制
立
ち
退
き
を
命
じ
る
大
統
領
令
を
発
令
し
た
。
そ
れ
は
破
壊
活
動
に

対
す
る
予
防
措
置
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
有
す
る
日
系
二
世
、
三
世
を
含
む
日
系
人

十
二
万
人
が
内
陸
部
の
収
容
所
に
隔
離
さ
れ
た
。
同
じ
こ
ろ
カ
ナ
ダ
で
も
日
系
カ
ナ
ダ
人
お
よ
そ
二
万

人
が
財
産
を
没
収
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
中
西
部
や
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
内
陸
部
へ
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
も
安
全
保
障
上
の
予
防
措
置
と
説
明
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
た
の
も
、
日
系
ア
メ

リ
カ
人
の
不
信
感
お
よ
び
そ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
日
系
人
に
対
す
る
人
種
偏
見
や
人
種
差
別
が
重

ね
合
わ
さ
っ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。

　

ソ
連
で
は
よ
り
過
酷
な
民
族
強
制
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
族
自
決
主
義
を
独
自
の
連
邦
制
国
家
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の
枠
組
み
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
ソ
連
で
は
戦
争
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
化
（
ソ
連

式
の
国
家
建
設
）
に
抵
抗
し
て
き
た
諸
民
族
の
集
団
的
な
裏
切
り
行
為
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
が
侵
攻
す
れ
ば
、
国
家
を
裏
切
り
、
反
ソ
的
利
敵
行
為
に
走
る
も
の
と
疑
わ
れ
た
民
族
は
、
仮

想
敵
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
へ
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
最
初
の
犠
牲
と
な
る
民
族
が
極
東

の
朝
鮮
人
で
あ
る
。
極
東
で
は
一
九
三
一
年
の
日
本
の
満
州
侵
略
以
来
、
日
ソ
関
係
が
緊
張
し
、
三
七

年
七
月
に
は
盧
溝
橋
事
件
を
機
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
。
そ
う
し
た
中
、
日
本
へ
の
内
通
を
恐
れ
ら
れ

て
い
た
極
東
の
朝
鮮
人
一
七
万
人
が
三
七
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
過
酷
な
移
動
条
件
下
で
少
な
く
と
も
二
万
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出

た
。
朝
鮮
人
の
強
制
移
動
は
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
根
こ
そ
ぎ
移
動
さ
せ
る
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
六
月
に
独
ソ
戦
が
始
ま
る
と
、
同
年
八
月
、
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ド
イ

ツ
自
治
共
和
国
の
ド
イ
ツ
系
住
民
四
〇
万
人
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
シ
ベ
リ
ア
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

後
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ド
イ
ツ
自
治
共
和
国
は
廃
止
さ
れ
た
。
続
い
て
四
二
年
六
月
ま
で
に
ソ
連
各
地
の
ド
イ

ツ
系
住
民
一
五
〇
万
人
の
う
ち
一
二
〇
万
人
以
上
が
遠
く
中
央
ア
ジ
ア
や
シ
ベ
リ
ア
へ
移
動
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
時
点
ま
で
の
民
族
強
制
移
動
は
、
歴
史
学
者
Ｎ
．
ナ
イ
マ
ー
ク
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
安
全
保
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障
上
の
「
予
防
的
追
放
」
で
あ
っ
た
（N

aim
ark 2001

）。
そ
の
後
、
ソ
連
が
巻
き
返
し
に
出
る
と
、

一
九
四
三
年
十
一
月
か
ら
四
四
年
六
月
に
か
け
て
ソ
連
国
内
で
別
目
的
の
民
族
強
制
移
動
が
始
ま
る
。

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
や
ク
リ
ミ
ア
半
島
が
ド
イ
ツ
軍
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
の
四
四
年
二
月
、
ソ
連
軍
に

よ
っ
て
対
独
協
力
の
疑
い
で
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
と
イ
ン
グ
ー
シ
人
四
九
万
人
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
キ
リ
ギ

ス
タ
ン
へ
追
放
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
四
四
年
五
月
に
は
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
の
す
べ
て
の
タ
タ
ー

ル
人
を
含
む
、
合
わ
せ
て
六
つ
の
民
族
九
〇
万
人
以
上
が
遠
く
中
央
ア
ジ
ア
お
よ
び
サ
ハ
リ
ン
へ
追
放

さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
大
規
模
な
民
族
強
制
移
動
が
な
ぜ
ド
イ
ツ
軍
が
撤
退
し
た
後
に
行
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
目
的
は
、
ソ
ビ
エ
ト
化
へ
抵
抗
し
た
諸
民
族
の
懲
罰
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
チ
ェ

チ
ェ
ン
人
と
イ
ン
グ
ー
シ
人
は
ロ
シ
ア
革
命
直
後
に
民
族
自
治
を
求
め
て
革
命
政
権
と
戦
っ
た
。
住
民

の
大
半
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
と
イ
ン
グ
ー
シ
人
は
、
ソ
連
の
農
業
集
団
化
、
工
業

化
、
企
業
の
国
有
化
と
い
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
化
、
す
な
わ
ち
ソ
連
式
の
国
家
建
設
に
強
く
抵
抗
し
た
経
緯

が
あ
り
、
ソ
連
当
局
に
と
っ
て
は
要
注
意
民
族
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
予
防
的
措
置
と
し
て

の
民
族
追
放
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
懲
罰
的
な
民
族
強
制
移
動
で
あ
っ
た
。
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②

　バ
ル
ト
三
国
の
悲
劇

　

大
戦
中
の
バ
ル
ト
三
国
で
は
予
防
的
な
民
族
強
制
移
動
お
よ
び
懲
罰
的
な
強
制
移
動
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ト
の
諸
民
族
、
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
悲
劇
は
特
筆
も
の
で
あ
る
。
バ
ル
ト
三
国
は
、

一
九
四
〇
年
に
ま
ず
ソ
連
に
占
領
さ
れ
、
そ
し
て
四
一
年
六
月
に
ド
イ
ツ
が
入
れ
替
わ
り
侵
攻
し
て
四
四

年
ま
で
ド
イ
ツ
の
占
領
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
ド
イ
ツ
占
領
下
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
ソ
連
協
力
の
嫌

疑
も
重
な
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
二
〇
万
人
を
は
じ
め
バ
ル
ト
三
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
三
五
万
人
が

ほ
ぼ
根
絶
や
し
に
さ
れ
た
。
四
四
年
か
ら
バ
ル
ト
三
国
は
再
び
ソ
連
の
占
領
下
に
置
か
れ
る
。
す
る
と
、

今
度
は
、
対
独
協
力
者
へ
の
懲
罰
と
し
て
お
よ
そ
六
〇
万
人
の
人
々
が
シ
ベ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
へ
追

放
さ
れ
、
強
制
労
働
に
就
か
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
バ
ル
ト
三
国
で
は
侵
略
国
が
入
れ
替
わ
る
た
び
に
懲
罰
的
な
民
衆
殺
戮
が
繰
り
返
さ
れ

た
が
、
中
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
隣
接
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民
衆
殺
戮
と
強
制
移
動
は
、
ま
さ
し
く
悲
劇

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民
衆
殺
戮
は
三
段
階
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
、

ソ
連
が
リ
ト
ア
ニ
ア
を
併
合
し
た
一
九
四
〇
年
か
ら
ド
イ
ツ
が
侵
攻
す
る
四
一
年
六
月
ま
で
、
第
二
段

階
は
四
一
年
か
ら
四
四
年
の
ド
イ
ツ
占
領
下
に
あ
っ
た
時
期
、
そ
し
て
第
三
段
階
は
、
四
四
年
か
ら
リ

ト
ア
ニ
ア
が
再
び
ソ
連
の
占
領
下
に
入
り
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
弾
圧
が
収
束
す
る
五
三
年
ま
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で
の
時
期
で
あ
る
。
四
一
年
六
月
か
ら
四
四
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
占
領
下
に
入
っ
た
第
二
段
階
で
は
、
お

よ
そ
二
〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
殺
戮
を
含
め
共
産
主
義
者
お
よ
び
対
ソ
協
力
者
二
四
万
人
が
殺
戮
さ
れ
、

一
〇
万
人
近
く
が
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
ソ
連
の
侵
攻
が
再
び
始
ま
る
四
四
年
以
降
の
第
三
段
階

で
は
、
ま
ず
対
独
協
力
者
が
捕
え
ら
れ
、
そ
の
他
、
反
ソ
的
分
子
、
ソ
連
軍
へ
の
徴
兵
拒
否
者
、
パ
ル

チ
ザ
ン
お
よ
び
そ
の
支
持
者
の
逮
捕
と
収
容
所
送
り
が
続
い
た
。
し
か
も
ソ
連
は
、
ソ
ビ
エ
ト
化
に
取

り
組
む
一
方
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
文
化
の
撲
滅
に
取
り
掛
か
り
、
文
化
人
、
政
治
エ
リ
ー
ト
層
の
逮
捕
に

始
ま
り
、
次
い
で
「
反
ソ
的
分
子
」、
ソ
連
の
侵
攻
前
の
旧
体
制
下
で
要
職
に
あ
っ
た
人
々
の
逮
捕
と
追

放
が
続
い
た
。
そ
し
て
四
八
年
か
ら
は
地
主
階
級
と
農
業
集
団
化
に
抵
抗
す
る
者
た
ち
の
大
量
逮
捕
と

追
放
が
行
わ
れ
た
。

③

　文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

　

大
戦
中
に
ソ
連
で
行
わ
れ
た
懲
罰
的
な
民
族
強
制
移
動
は
、
単
に
物
理
的
な
民
族
強
制
移
動
に
加
え
、

民
族
文
化
ま
で
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
文
化
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
伴
っ
て
い
る
。
例
え
ば
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
イ

ン
グ
ー
シ
共
和
国
で
は
両
民
族
の
追
放
直
後
に
同
共
和
国
は
廃
止
さ
れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
に
ロ

シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
こ
の
地
に
入
植
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
町
名
、
村
名
を
改
め
、
記
念
碑
や
墓
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地
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
埋
め
尽
く
し
、
先
住
民
族
の
痕
跡
を
跡
形
も
な
く
抹
殺
し
た
の
で
あ
る
。

　

ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
の
強
制
移
動
の
際
に
も
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
は
、
一
時
、
ド
イ
ツ
軍
に
侵
略
さ
れ
て
ド
イ
ツ
軍
占
領
下
に
入
っ
た

が
、
そ
の
後
、
ソ
連
軍
に
解
放
さ
れ
た
直
後
の
四
四
年
五
月
、
女
・
子
供
を
含
め
す
べ
て
の
ク
リ
ミ
ア
・

タ
タ
ー
ル
人
お
よ
そ
一
八
万
五
千
人
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
へ
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
民

族
強
制
移
動
の
過
程
で
、
ま
た
劣
悪
な
環
境
の
下
で
の
再
定
住
の
過
程
で
ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
の

全
人
口
の
お
よ
そ
四
五
％
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ミ
ア
は
、
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
海
軍
基
地
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
戦
略
的
に
要
衝
の
地
で
あ
り
、
ま
た
ヤ
ル
タ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
ソ
連
の
政
治
指
導
者

に
は
人
気
の
避
暑
地
・
別
荘
地
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
が
こ
の
地
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
ク
リ

ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
の
存
在
は
邪
魔
で
あ
り
、
彼
ら
を
浄
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
追
放
さ
れ
た
の
は

ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
だ
け
で
は
な
い
。
ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
の
追
放
に
続
い
て
ギ
リ
シ
ャ
系
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
系
、
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
民
族
が
相
次
い
で
追
放
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
民
族
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
追
放
後
に
タ
タ
ー
ル
人
関
連
の
記
念
碑
は
破
壊
さ
れ
、
タ
タ
ー
ル
語
の
書
籍
や
文
書
は
焼

き
払
わ
れ
、
加
え
て
山
賊
行
為
と
盗
賊
に
明
け
暮
れ
て
き
た
と
い
う
タ
タ
ー
ル
人
の
歴
史
の
書
き
換
え

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
タ
ー
ル
民
族
の
痕
跡
を
一
掃
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
文
化
的
ジ
ェ
ノ
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サ
イ
ド
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
行
わ
れ
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
人
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
イ
ン
グ
ー
シ
人
お
よ
び
ク
リ

ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
は
と
も
に
か
つ
て
ソ
ビ
エ
ト
化
に
強
く
抵
抗
し
た
民
族
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
ソ

連
指
導
部
は
戦
争
の
さ
な
か
に
利
敵
行
為
を
口
実
に
懲
罰
的
な
民
族
浄
化
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
彼

ら
の
民
族
文
化
ま
で
も
抹
殺
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

入
江
昭
『
太
平
洋
戦
争
の
起
源
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

吉
川 

元
『
国
際
安
全
保
障
論
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
。

吉
川 

元
『
国
際
平
和
と
は
何
か
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
。

吉
川 

元
『
民
族
自
決
の
果
て
に
』
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
九
年
。

重
光
葵
記
念
館
編
（
武
田
知
己
監
修
・
解
説
）『
重
光
葵
・
外
交
意
見
書
集
（
第
二
巻
）
駐
華
大
使
・
外
務

大
臣
時
代
（
上
）』
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

重
光
葵
記
念
館
編
（
武
田
知
己
監
修
・
解
説
）『
重
光
葵
・
外
交
意
見
書
集
（
第
一
巻
）
駐
ソ
大
使
・
駐
英

大
使
時
代
』
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
一
〇
年
。

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
、
Ａ
．（
新
庄
哲
夫
訳
）『
リ
ン
ド
バ
ー
グ
第
二
次
大
戦
日
記
』
新
潮
社
、
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一
九
七
四
年
。

D
ow

er, John W
. W

ar w
ithout M

ercy, N
ew

 Y
ork: Pantheon Books, 1986.

N
aim

ark, N
orm

an M
. Fires of H

atred: E
thnic C

leansing in T
w

entieth-C
entury E

urope, 
H

arvard U
niversity Press: Cam

bridge, 2001.
Rum

m
el, Rudolph J. D

eath by G
overnm

ent, N
ew

 Jersey: T
ransaction Publishers, 1994

Stinnett, Robert. D
ay of D

eceit: T
he T

ruth about FD
R

 and P
earl H

arbor, 2000

（
ロ
バ
ー

ト
・
Ｂ
．
ス
テ
ィ
ネ
ッ
ト
『
真
珠
湾
の
真
実
：
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
欺
瞞
の
日
々
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
一
年
。

註（
１
）　

日
本
か
ら
の
戦
争
を
挑
発
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
情
報
部
の
極
東
課
長
Ａ
．
マ
ッ
カ
ラ
ム
の

手
に
よ
る
八
項
目
か
ら
な
る
「
対
日
開
戦
促
進
計
画
」
な
る
文
書
が
策
定
さ
れ
た
。
三
国
軍
事
同
盟
を

ま
た
と
な
い
好
機
と
捉
え
、
日
本
を
段
階
的
に
包
囲
し
、
追
い
詰
め
、
最
終
的
に
日
本
が
対
米
戦
争
を

誘
発
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
挑
発
は
奏
功
し
、
ア
メ
リ

カ
の
思
う
つ
ぼ
と
な
り
、
日
本
が
真
珠
湾
攻
撃
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
対
ア
メ

リ
カ
宣
戦
布
告
が
続
き
、
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ド
イ
ツ
戦
争
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

（Stinnett 2000

）。
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第
２
章　

日
独
伊
枢
軸
と
敗
戦
そ
し
て
新
憲
法

石
田　
　

憲

日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
類
似
性

日
独
伊
三
国
の
共
通
点

「
病
」
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

　

日
本
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
は
、
観
光
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
料
理
、
サ
ッ
カ
ー
、
芸
術
で
と
り
あ
げ
ら

れ
て
も
、
社
会
・
政
治
的
に
は
、
せ
い
ぜ
い
マ
フ
ィ
ア
、
不
安
定
な
政
権
と
い
っ
た
程
度
に
し
か
論
じ

ら
れ
な
い
。
ま
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
る
話
と
な
る
と
、
軍
事
的
に
も
頼
り
に
な
ら
な
い
「
い

い
加
減
な
国
」、「
次
は
イ
タ
公
抜
き
で
や
ろ
う
」、
と
い
っ
た
偏
見
ば
か
り
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
そ
の

近
現
代
史
や
歴
史
認
識
に
は
、
日
本
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　

イ
タ
リ
ア
の
場
合
は
、
自
由
主
義
期
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ
り
、
一
九
二
五
年
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト

知
識
人
宣
言
で
勇
名
を
は
せ
た
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
（Benedetto Croce

）
こ
そ
、「
逸
脱
」

（
戦
前
の
自
由
主
義
体
制
に
つ
い
て
一
九
二
〇
年
代
中
盤
ま
で
を
正
常
な
状
態
と
位
置
づ
け
、
第
二
次
世
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界
大
戦
直
前
期
の
み
を
「
逸
脱
」
と
す
る
考
え
方
）
論
を
唱
え
た
重
要
人
物
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
チ
ェ

は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
「
意
識
の
迷
い
、
文
明
の
う
つ
病
、
戦
争
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
酔
い
ど
れ
状

態
」
と
評
し
た（

１
）。

日
本
の
場
合
は
、
津
田
左
右
吉
が
戦
前
の
一
時
期
と
り
わ
け
一
九
三
〇
年
代
後
半
を

取
り
上
げ
、
天
皇
制
的
精
神
構
造
の
病
理
が
「
非
常
時
」
の
狂
乱
の
も
た
ら
し
た
例
外
現
象
に
す
ぎ
な

い
、
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
（Friedrich M

ei-
necke

）
が
『
ド
イ
ツ
の
悲
劇
』
の
中
で
、
ナ
チ
ス
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
逸
脱
性
を
強
調
し

た
の
で
あ
る
。
総
じ
て
日
独
伊
三
国
の
保
守
系
知
識
人
は
、
戦
前
が
全
て
悪
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
戦

争
直
前
の
あ
る
一
時
期
の
み
が
問
題
だ
っ
た
と
論
じ
る
ケ
ー
ス
も
多
い（

２
）。

後
発
帝
国
主
義

　

日
本
と
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
戦
争
を
経
て
、
い
ず
れ
も
一
八
〇
〇
年
代
後
半
に
、

近
代
国
民
国
家
の
形
成
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
。
三
国
の
国
家
建
設
は
、
植
民
地
獲
得
と
並
行
し
て
進

み
、
後
発
帝
国
主
義
国
独
自
の
流
れ
を
た
ど
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
幕
末

期
の
尊
皇
攘
夷
か
ら
明
治
期
の
富
国
強
兵
へ
と
政
治
的
に
転
換
さ
れ
た
如
く
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
リ

ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
愛
国
主
義
も
、
国
家
の
権
威
発
揚
に
利
用
さ
れ
、
海
外
膨
張
の
論
理
へ
と
読
み
か
え
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ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
も
ビ
ス
マ
ル
ク
の
退
場
後
は
、
露
骨
な
対
外
膨
張
へ
と
向
か
う
。
た
だ
し
、
日
伊
両

国
の
植
民
地
主
義
は
、
経
済
的
合
理
性
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
国
内
の
不
満
を
海
外
に

そ
ら
す
内
政
的
動
機
か
ら
生
ま
れ
た
色
彩
が
強
か
っ
た
。
征
韓
論
に
見
ら
れ
る
無
謀
な
対
外
膨
張
の
主

張
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
隣
接
す
る
「
未
回
収
」
領
土
の
代
替
物
と
し
て
植
民
地
獲
得
が
論
じ
ら

れ
た
の
と
似
て
い
る
。
し
か
も
、
日
本
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
近
代
化
の
旗
手
と
し
て
膨
張
を
正
当

化
し
て
い
っ
た
の
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
植
民
地
支
配
を
「
福
祉
と
文
明
の
道

具
」
と
称
し
て
エ
リ
ト
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
膨
張
を
も
く
ろ
ん
で
い
く
。
一
方
で
膨
張

先
を
教
化
す
る
対
象
と
見
な
し
な
が
ら
、
相
手
が
訓
導
を
拒
否
す
る
自
由
に
は
一
切
耳
を
傾
け
な
い
発

想
法
は
、
日
独
伊
三
国
に
共
通
す
る
特
徴
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
帝
国
主
義
一
般
が
有
す
る
独
善
性

は
、
戦
争
を
と
も
な
う
国
民
国
家
形
成
と
連
動
し
て
、
内
外
に
対
し
不
寛
容
な
環
境
を
醸
成
し
、
非
民

主
的
体
制
の
基
礎
を
準
備
し
た（

３
）。

　

ド
イ
ツ
と
の
違
い
と
し
て
は
、
日
伊
両
国
と
も
、
統
一
国
家
体
制
の
確
立
と
近
代
化
が
同
時
に
希
求

さ
れ
始
め
る
と
、
農
業
中
心
の
産
業
構
造
か
ら
転
換
が
図
ら
れ
て
い
く
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
軌
を
一

に
し
て
、
工
業
化
に
と
も
な
う
農
村
地
域
の
疲
弊
、
社
会
運
動
の
勃
興
が
、
下
か
ら
湧
き
出
す
帝
国
主

義
の
気
運
も
高
め
て
い
る
。
し
か
し
、
植
民
地
の
実
態
は
現
地
、
本
国
双
方
に
全
般
的
な
利
益
を
も
た
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ら
さ
ず
、
社
会
・
経
済
政
策
の
意
味
で
も
行
き
詰
ま
り
が
目
立
っ
た
。
加
え
て
、
増
幅
さ
れ
た
国
内
矛

盾
が
海
外
の
「
王
道
楽
土
」
建
設
を
刺
激
し
た
点
で
、
後
発
帝
国
主
義
国
に
特
有
な
類
似
し
た
性
格
が

見
受
け
ら
れ
る
。
先
発
帝
国
主
義
国
に
追
い
つ
け
追
い
こ
せ
と
い
う
焦
燥
感
に
伴
い
、
残
虐
性
が
増
す

と
い
う
点
で
は
、
日
独
伊
三
国
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
日
独
伊
三
国
は
と
も
に
、
性
急
な
植
民
地

獲
得
を
追
い
求
め
た
た
め
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
最
新
技
術
を
駆
使
し
た
現
地
住
民
の
弾
圧
、
膨
張
戦

争
を
強
行
し
た
。
一
九
〇
四

－
〇
八
年
に
お
い
て
ド
イ
ツ
は
、
ド
イ
ツ
領
南
西
ア
フ
リ
カ
（
現
ナ
ミ
ビ

ア
）
の
蜂
起
に
対
し
、
住
民
の
二
／
三
以
上
を
殺
害
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
下

士
官
だ
っ
た
人
間
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
東
部
戦
線
に
お
け
る
将
軍
と
な
り
、
ロ
シ
ア
兵
、
住
民
の
虐

殺
を
指
揮
し
た
例
も
存
在
す
る
。
イ
タ
リ
ア
の
リ
ビ
ア
に
対
す
る
「
平
定
作
戦
」
は
、
朝
鮮
半
島
の
民

衆
運
動
に
対
す
る
虐
殺
と
も
い
え
る
鎮
圧
政
策
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代

の
日
本
は
、
台
湾
で
武
装
蜂
起
へ
の
毒
ガ
ス
攻
撃
を
試
み
、
中
国
各
地
で
は
「
三
光
作
戦
」
の
遂
行
に

と
も
な
い
、
積
極
的
な
毒
ガ
ス
・
細
菌
戦
に
入
り
込
ん
で
い
く
。
こ
れ
と
同
様
に
、
イ
タ
リ
ア
は
リ
ビ

ア
で
大
量
死
者
を
出
す
強
制
収
容
所
建
設
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
毒
ガ
ス
の
継
続
的
使
用
な
ど
、
苛

烈
な
軍
事
行
動
を
繰
り
返
し
た
。
国
外
で
の
徹
底
し
た
暴
力
の
行
使
は
、
国
内
で
の
人
権
無
視
を
誘
引

し
、
戦
前
の
体
制
に
お
け
る
強
制
的
同
質
化
は
、
一
層
激
し
く
な
っ
た（

４
）。
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日
伊
両
国
の
近
代
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
重
要
な
共
通
点
は
、
国
内
の
社
会
経
済
的
矛
盾
を
対

外
膨
張
へ
転
化
さ
せ
、
多
く
の
国
民
が
抑
圧
委
譲
に
加
担
し
、
し
か
も
そ
れ
が
戦
争
と
い
う
形
で
遂
行

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
「
勝
利
」
が
、
軍
部
を
政

策
決
定
の
有
力
な
主
体
に
押
し
上
げ
た
の
に
対
し
、
一
九
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に

対
す
る
二
度
の
敗
退
が
軍
の
威
信
を
失
墜
さ
せ
て
お
り
、
大
き
な
違
い
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
勃
興
と
、
満
洲
事
変
へ
至
る
日
本
軍
部

の
台
頭
と
い
う
相
違
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
遅
れ
て
き
た
帝
国
主
義
国
は
植
民
地
の
分
け
前
に
与
れ

な
い
た
め
、
満
足
さ
れ
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
さ
ら
な
る
膨
張
を
誘
発
さ
せ
る
。
実
際
、
日
伊
両

国
は
欠
落
す
る
資
源
、
市
場
と
貧
し
い
過
剰
人
口
の
受
け
皿
を
求
め
て
、
先
発
帝
国
主
義
国
に
「
陽
の

当
た
る
場
所
」
獲
得
の
「
権
利
」
を
強
硬
に
主
張
し
、
周
辺
国
を
侵
略
し
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、

革
命
に
よ
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
が
事
実
上
、
終
了
し
た
た
め
、「
背
後
か
ら
の
一
突
き
」
論
が
生
ま

れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
（A

dolf H
itler

）
は
国
内
が
焦
土
と
化
し
て
も
最
後
ま
で
戦
う
こ
と
を
望
ん
で
い
く
。

連
合
国
側
も
こ
の
よ
う
な
神
話
の
再
燃
を
避
け
る
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
ド
イ
ツ
の
無
条
件
降

伏
ま
で
戦
争
を
続
け
、
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
人
間
さ
え
逮
捕
す
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
。
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ド
イ
ツ
と
の
差
異
化

ド
イ
ツ
よ
り
「
ま
し
」：
被
害
者
意
識
の
先
行

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
イ
タ
リ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
、
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
、
ロ
シ
ア
戦
線

で
敗
退
を
続
け
て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
軍
が
代
わ
っ
て
戦
争
を
遂
行
し
、
自
分
た
ち
は
残
虐
行
為
に
加

担
せ
ず
、
む
し
ろ
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
、
ロ
シ
ア
戦
線
で
ド
イ
ツ
軍
に
見
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
意
識
を
強

め
て
い
く
。
し
か
し
、
リ
ビ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
イ
タ
リ
ア
が
行
な
っ
て
い
た
軍
事
的
な
抑
圧
行
動
に

つ
い
て
は
、
自
覚
の
欠
落
が
顕
著
に
な
っ
た
。

　

日
本
の
場
合
も
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
南
京
は
比
較
で
き
な
い
と
い
う
議
論
を
持
ち
出
し
て
、
自

分
た
ち
の
蛮
行
を
軽
微
な
も
の
と
し
て
、
過
小
評
価
す
る
姿
勢
が
目
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
日

本
軍
は
兵
站
を
現
地
の
略
奪
で
ま
か
な
う
と
い
う
構
造
的
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
捕
虜
、
住
民
の
虐

殺
は
日
常
化
し
て
い
た
。
自
ら
の
厳
し
い
戦
場
体
験
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
捕
虜
、
戦
犯
、
抑
留
と
い
っ

た
戦
後
に
お
け
る
経
緯
を
強
調
し
て
、
あ
た
か
も
被
害
者
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
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天
皇
制
と
君
主
制

　

戦
間
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
と
日
伊
両
国
の
間
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
政
治
構
造
上
の
相
違
点
は
、
共

和
制
へ
移
行
し
た
か
否
か
に
あ
る
。
憲
法
の
文
言
か
ら
も
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
統
帥
権
が
そ
れ

ぞ
れ
天
皇
、
国
王
に
属
し
て
お
り
、
開
戦
、
終
戦
に
つ
い
て
も
、「
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
」
と
さ

れ
た
国
家
元
首
の
判
断
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
日
伊
両
国
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
加
し

た
責
任
は
、
そ
れ
ぞ
れ
軍
国
支
配
者
と
独
裁
者
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（Benito M

ussolini

）
だ
け
に
帰
せ
し

め
ら
れ
ず
、
天
皇
と
国
王
個
人
、
も
し
く
は
天
皇
制
と
君
主
制
と
い
う
政
体
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

５
）。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
日
本
の
為
政
者
、
知
識
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
天
皇
の
政
治
的
責

任
を
ま
と
も
に
議
論
し
な
か
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
イ
タ
リ
ア
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
加
わ
り
、
戦
後
の

主
要
な
政
党
を
形
成
し
た
人
々
は
、
君
主
制
を
擁
護
し
た
ク
ロ
ー
チ
ェ
な
ど
を
除
き
、
そ
の
大
半
が
共

和
制
へ
の
転
換
を
不
可
避
と
考
え
て
い
た
。
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
の
旧
体
制
に
属
す
る
政
治
指
導
者
た

ち
は
、
日
本
の
政
治
家
た
ち
と
同
じ
く
、
戦
争
よ
り
革
命
を
恐
れ
て
い
た
。
公
然
と
彼
ら
は
、
連
合
国

側
と
の
交
渉
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
国
民
に
は
共
和
制
な
ど
は
適
さ
ず
、
戦
前
か
ら
の
憲
法
を
変
え
る
必

要
も
な
い
と
語
っ
て
い
た
。
さ
り
な
が
ら
、
一
九
四
三
年
七
月
の
宮
廷
ク
ー
デ
タ
ー
で
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
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を
政
権
の
座
か
ら
追
い
落
と
し
た
国
王
と
側
近
た
ち
は
、
九
月
に
は
ド
イ
ツ
軍
と
戦
う
意
志
さ
え
明
示

し
な
い
ま
ま
、
ロ
ー
マ
か
ら
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
へ
落
ち
の
び
一
般
国
民
の
失
望
を
招
き
、
君
主
制
維
持
派

は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
く
。
日
本
で
も
、
一
九
四
五
年
二
月
に
近
衛
が
提
出
し
た
上
奏
文
は
、
イ
タ

リ
ア
の
状
況
を
引
証
し
な
が
ら
、
戦
争
の
継
続
が
共
産
主
義
革
命
を
発
生
さ
せ
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
宮
廷
周
辺
の
認
識
に
大
差
は
な
い
。
ま
た
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
逮
捕
直
後
の
国
王

ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
（V

ittorio Em
anuele III

）
が
、
ド
イ
ツ
に
敵
対
せ
ず
、

戦
況
に
よ
っ
て
は
休
戦
も
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
如
く
、
昭
和
天
皇
も

近
衛
上
奏
文
に
対
し
て
、
も
う
一
度
戦
果
を
あ
げ
て
か
ら
考
え
た
い
と
い
う
優
柔
不
断
な
姿
勢
を
崩
さ

な
か
っ
た（

６
）。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
は
、
無
任
所
大
臣
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
か
ら
、
皇
太
子
へ
の
譲

位
を
進
言
さ
れ
、
自
ら
の
退
位
と
引
き
換
え
に
王
制
の
存
続
を
図
る
が
、
ア
ル
ベ
ル
ト
憲
法
の
失
効
を

食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
昭
和
天
皇
の
側
近
、
木
戸
幸
一
は
当
初
、
天
皇
制
廃
止
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
天
皇
の
譲
位
に
反
対
し
た
が
、
天
皇
の
戦
争
責
任
を
め
ぐ
り
「
国
体
護
持
」
の
た
め
に
も

退
位
を
勧
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
当
時
の
為
政
者
と
し
て
木
戸
は
、
む
し
ろ
例
外
に
属
し
、
ほ

と
ん
ど
の
政
治
指
導
者
は
明
治
憲
法
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
ま
と
も
な
反
応
さ
え
示
さ
な
か
っ
た（

７
）。

さ
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ら
に
、
日
伊
両
国
の
間
で
生
じ
た
大
き
な
違
い
は
、
政
体
に
つ
い
て
国
民
の
意
志
を
問
う
た
か
ど
う
か

で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
構
成
し
た
諸
政
党
が
君
主
主
義
者
も
ふ
く
め
た
統
一
戦

線
形
成
に
成
功
し
た
が
、
君
主
制
か
共
和
制
か
を
審
判
す
る
国
民
投
票
と
制
憲
議
会
選
挙
の
同
日
実
施

が
決
ま
る
と
、
政
体
問
題
は
再
燃
し
、
と
り
わ
け
保
守
層
を
悩
ま
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
キ

リ
ス
ト
教
民
主
党
の
み
な
ら
ず
王
党
派
さ
え
、
社
会
的
公
正
の
実
現
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
選
挙
戦
を

展
開
せ
ざ
る
を
得
ず
、
社
会
権
を
重
視
す
る
憲
法
の
端
初
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
の

段
階
か
ら
、
左
派
の
優
勢
を
懸
念
す
る
連
合
国
側
は
遅
延
工
作
を
試
み
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
六
月

二
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
、
約
二
〇
〇
万
票
の
差
で
共
和
制
が
選
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政

府
は
天
皇
制
の
可
否
を
日
本
国
民
に
問
い
か
け
る
と
い
う
発
想
自
体
が
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
側
は
、
自
ら
の
草
案
を
提
示
し
た
際
も
、
内
閣
が
受
容
し
な
け
れ
ば
、
直
接
国
民
に
草
案
を
公
表
し
、

そ
の
制
定
を
付
託
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
閣
僚
た
ち
は
人
民
が
政
体
問
題
に
参
入
す
る
機
会
さ
え
拒

絶
し
、
む
し
ろ
憲
法
改
正
を
め
ぐ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
天
皇
の
権
威
に
す
が
ろ
う
と
し
て
い
る（

８
）。
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日
本
の
独
自
性

抵
抗
運
動
の
欠
落

　

日
本
で
は
一
九
二
五
年
の
治
安
維
持
法
制
定
以
降
、
左
派
は
逮
捕
、
投
獄
、
リ
ベ
ラ
ル
も
次
々
と
言

論
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
い
く
。
イ
タ
リ
ア
も
一
九
二
四
年
の
社
会
党
議
員
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
暗
殺
事
件

を
機
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
よ
る
弾
圧
が
強
ま
る
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
家
族
、
地
域
共

同
体
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
必
ず
し
も
呼
応
し
な
い
場
合
も
存
在
し
た
。
バ
ル
カ
ン
半
島
で
脱
走
し
た

兵
士
が
徒
歩
で
、
南
部
の
実
家
ま
で
戻
る
と
い
う
事
例
さ
え
あ
っ
た
。
他
方
、
日
本
で
は
例
え
ば
、
三

国
連
太
郎
の
場
合
、
兵
営
か
ら
脱
走
し
た
後
、
母
親
に
通
報
さ
れ
、
逃
亡
先
で
逮
捕
さ
れ
る
。
同
調
圧

力
の
強
さ
と
村
八
分
に
な
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
、
独
伊
両
国
も
う
ら
や
む
よ
う
な
全
体
主
義
体
制
を
可

能
と
し
た
日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
抵
抗
運
動
の
素
地
さ
え
希
薄
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
対
照
的
に
毎
年
、

イ
タ
リ
ア
解
放
記
念
日
に
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
経
験
者
の
話
を
聞
く
集
会
が
開
か
れ
る
。
長
男
、
次
男

そ
し
て
夫
も
逮
捕
さ
れ
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
女
性
は
、
必
ず
生
き
て
自
分
た
ち
の
行
動
を
後
世
に
伝
え

る
よ
う
使
命
を
託
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
流
刑
な
ど
に
あ
っ
た
人
物
の
家
族
を
支
援
す
る
動
き
が
、

草
の
根
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
転
化
さ
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
発
し
た
。
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「
本
土
決
戦
」
の
回
避

　

君
主
本
人
や
宮
廷
周
辺
の
側
近
た
ち
が
類
似
し
た
対
応
に
帰
着
す
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
日
本
の

場
合
、
戦
後
最
初
に
選
出
さ
れ
た
議
員
の
大
多
数
ま
で
も
が
、「
国
体
護
持
」
に
走
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ

う
か
。
独
伊
両
国
と
日
本
の
敗
戦
過
程
を
決
定
的
に
分
け
た
の
は
、
本
土
に
お
け
る
熾
烈
な
地
上
戦
の

有
無
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
首
都
ベ
ル
リ
ン
の
陥
落
ま
で
、
国
内
の
主
要
地
域
は
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
、

大
半
の
人
々
は
難
民
化
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
君
主
主
義
者
が
逃
亡
先
で
立
ち
上
げ
た
南
部
王
国
、

ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
傀
儡
政
権
の
イ
タ
リ
ア
社
会
共
和
国
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
自
治
的
な
解
放
区
と
い
う
鼎

立
状
態
の
中
、
イ
タ
リ
ア
人
同
士
も
殺
し
合
う
内
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
日
本
は
、
沖
縄
戦
を
の
ぞ

き
、
原
爆
投
下
も
ふ
く
め
空
襲
以
外
の
戦
場
体
験
を
本
土
住
民
が
被
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
し
日
本

が
本
土
決
戦
を
敢
行
し
、
昭
和
天
皇
が
東
京
か
ら
松
代
大
本
営
へ
敗
走
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
天
皇
制

に
関
す
る
議
論
も
様
相
を
大
き
く
変
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
歴
史
に
お
け
る
仮
定
の
話
を
し
な
い
と
し

て
も
、
敗
戦
か
ら
新
憲
法
へ
至
る
経
緯
自
体
、
日
伊
両
国
は
立
憲
君
主
制
と
い
う
よ
く
似
た
戦
前
の
政

治
構
造
を
擁
し
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
異
な
る
歩
み
を
た
ど
っ
て
い
く（

９
）。
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戦
前
の
体
制
を
克
服
す
る
た
め
の
憲
法

日
独
伊
三
国
の
特
徴

ド
イ
ツ
：
人
権
擁
護
の
重
要
性

　

制
定
時
の
ド
イ
ツ
基
本
法
は
、
単
な
る
歴
史
的
背
景
の
尊
重
に
留
ま
ら
ず
、
ナ
チ
ス
が
人
権
を
抑
圧

し
国
際
的
規
範
を
無
視
し
た
過
去
に
照
ら
し
て
、
ド
イ
ツ
憲
法
史
上
初
め
て
「
人
権
」
を
条
文
に
明
記

す
る
よ
う
な
理
念
的
革
新
を
実
現
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
基
本
権
に
抵
触
す
る
改
正
を
禁
じ
、
国

際
法
の
国
内
法
に
対
す
る
優
先
原
則
を
徹
底
し
た
の
で
あ
る（

10
）。

ド
イ
ツ
は
何
度
も
憲
法
改
正
を
行
な
っ

て
き
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
憲
法
の
根
幹
理
念
は
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
で
は
な
い
。
一
九
三
三
年
に
は
遺
伝
病

防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
精
神
病
や
遺
伝
病
を
患
っ
て
い
る
人
々
の
不
妊
手
術
を
強
制
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
一
九
三
四
年
以
降
、
優
性
保
護
裁
判
所
は
約
三
六
万
人
の
断
種
を
命
じ
、「
価
値
の
な
い
人

間
」
の
大
量
虐
殺
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
直
後
か
ら

「
Ｔ
４
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
、
六
つ
の
特
別
殺
人
病
院
に
お
い
て
約
七
万
人
の
「
知
恵
遅
れ
」・
精
神
障
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害
者
の
人
々
が
殺
害
さ
れ
た
。
シ
ャ
ワ
ー
室
に
見
せ
か
け
た
ガ
ス
室
で
最
初
の
体
系
的
殺
人
が
実
施
さ

れ
、「
社
会
生
物
学
的
浄
化
」
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
。
実
際
、
こ
の
作
戦
で
採
用
さ
れ
た
技
術
は

絶
滅
収
容
所
に
転
用
さ
れ
、
殺
人
専
門
家
た
ち
は
収
容
所
に
お
け
る
重
要
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
い
っ 

た（
11
）。

　

一
九
四
一
年
六
月
に
始
ま
る
「
ユ
ダ
ヤ
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
」
の
ソ
連
に
対
す
る
戦
争
は
、「
人
種
的

に
低
い
価
値
の
下
等
人
間
」
の
大
量
殺
戮
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
。
一
九
四
一
年
末
ま
で
に
、
少
な

く
と
も
五
〇
万
人
の
婦
女
子
を
ふ
く
む
ユ
ダ
ヤ
人
が
、「
行
動
部
隊
（Einsatzgruppen

）」
の
大
量
射

殺
な
ど
に
よ
り
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
兵
捕
虜
三
五
〇
万
人
は
、
多
く
が
大
量
処
刑
、
虐
待
に
よ
り

殲
滅
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
劣
悪
な
環
境
を
強
い
ら
れ
て
一
九
四
二
年
春
ま
で
に
少
な
く
と
も
二
〇
〇
万

人
が
飢
餓
や
病
気
で
死
亡
し
た
。
英
米
兵
捕
虜
の
死
亡
率
が
三
・
六
％
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
ソ

連
兵
捕
虜
は
、
五
八
・
九
％
と
い
う
極
端
に
高
い
死
亡
率
を
記
録
し
て
い
る
。
一
九
四
一
年
九
月
に
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
基
幹
収
容
所
で
、
初
め
て
毒
ガ
ス
の
ツ
ィ
ク
ロ
ン
Ｂ
に
よ
り
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
も
、

九
〇
〇
人
中
六
〇
〇
人
が
ソ
連
兵
捕
虜
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
生
物
学
的
抹
殺
」
計
画
の
下
、
一
〇
〇
万

人
の
子
供
を
ふ
く
む
六
〇
〇
万
人
近
い
ユ
ダ
ヤ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
か
ら
移
送
、
収
容
さ
れ
、
組
織

的
に
殺
戮
さ
れ
て
い
く
。
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イ
タ
リ
ア
：
社
会
権
の
重
視

　

戦
後
イ
タ
リ
ア
の
民
主
主
義
は
、
社
会
経
済
構
造
を
積
極
的
に
改
変
す
る
こ
と
に
よ
り
実
質
的
民
主

主
義
の
実
現
を
目
指
す
志
向
が
強
か
っ
た
。
憲
法
委
員
会
内
の
第
一
小
委
員
会
に
属
し
て
い
た
キ
リ
ス

ト
教
民
主
党
左
派
の
ラ
・
ピ
ー
ラ
（Giorgio La Pira

）
は
、「
社
会
権
な
く
し
て
人
の
自
由
と
独
立
は

有
効
に
保
障
さ
れ
な
い
」
と
明
確
に
主
張
す
る（

12
）。

ま
た
、
非
共
産
党
系
左
派
の
カ
ラ
マ
ン
ド
レ
イ

（Piero Calam
andrei

）
も
、
貧
し
い
者
は
事
実
上
、
法
的
平
等
や
政
治
的
自
由
を
享
受
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
と
指
摘
し
、
す
べ
て
の
市
民
に
政
治
的
自
由
を
保
障
す
る
た
め
、
法
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
、

憲
法
に
は
社
会
経
済
構
造
改
革
の
内
容
が
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
首
相
の

デ
・
ガ
ス
ペ
リ
（A

lcide D
e Gasperi

）
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
国
家
の
絶
大
な
権
能
に
対
抗

し
て
、
個
人
の
自
然
権
、
家
族
、
地
域
に
導
か
れ
た
有
機
的
な
自
由
を
措
定
す
る
。
こ
う
し
た
自
由
と

密
接
に
関
連
す
る
労
働
の
尊
重
を
法
の
形
式
的
枠
組
み
に
留
め
る
だ
け
で
な
く
、
い
か
に
社
会
的
参
加

を
通
じ
て
実
現
さ
せ
る
か
と
い
う
課
題
は
、
憲
法
起
草
者
た
ち
の
主
要
関
心
と
も
な
っ
た（

13
）。

多
く
の
政

治
家
が
社
会
権
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
新
憲
法
の
第
一
条
は
、
共
和
国
に
お
け
る
「
社
会
性
」
の
基

礎
が
労
働
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
、
労
働
の
価
値
と
権
利
を
民
主
主
義
の
根
本
に
す
え
て
い
る（

14
）。

　

社
会
経
済
構
造
改
革
に
力
点
を
お
く
憲
法
が
形
成
さ
れ
た
理
由
に
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
根
は
暴
力
に
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だ
け
偏
在
し
た
の
で
は
な
く
、
社
会
的
不
平
等
を
永
続
さ
せ
た
現
実
と
意
志
に
こ
そ
あ
っ
た
」
と
い
う
大

政
党
間
の
共
通
認
識
が
あ
げ
ら
れ
る（

15
）。

実
際
、
共
産
党
指
導
者
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
（Palm

iro T
ogliatti

）

は
、
ラ
・
ピ
ー
ラ
の
キ
リ
ス
ト
教
連
帯
主
義
と
社
会
主
義
・
共
産
主
義
が
労
働
の
諸
権
利
、
い
わ
ゆ
る

社
会
権
の
主
張
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
思
想
潮

流
が
合
流
し
た
こ
と
で
社
会
権
の
所
有
権
に
対
す
る
優
越
が
確
認
さ
れ
、
個
人
の
尊
重
と
い
う
共
通
の

基
盤
も
形
成
さ
れ
た
と
明
言
す
る
。
彼
か
ら
見
れ
ば
、
憲
法
は
戦
争
に
負
け
た
か
ら
変
え
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
体
現
し
、
民
主
的
か
つ
革
新
的
な
指
導
階
級
を
創
造
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た（

16
）。

日
本
：
天
皇
制
と
平
和
主
義

　

天
皇
制
を
維
持
し
、
昭
和
天
皇
も
退
位
し
な
か
っ
た
日
本
が
、
戦
前
と
変
わ
り
、
二
度
と
侵
略
を
し

な
い
と
の
保
障
を
与
え
な
い
限
り
、
近
隣
諸
国
は
納
得
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
第
一
条
の
バ
ー
タ
ー
と

し
て
第
九
条
を
示
す
こ
と
で
、
戦
前
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
担
保
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
独
伊
両
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
と
異
な
り
、
日
米
二
国
間
の
み
に
よ
る
閉
じ
ら
れ
た

体
系
は
、
占
領
時
の
国
際
・
国
内
関
係
が
戦
後
へ
延
長
す
る
形
で
連
続
し
て
い
く
。
と
く
に
、
国
家
主
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権
と
君
主
個
人
を
不
可
分
視
す
る
傾
向
の
強
い
日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
主
権
の
分
割
、
他
者
と
の
共
有

化
と
い
う
発
想
は
存
在
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
超
国
家
的
機
構

が
国
家
主
権
を
制
限
し
、
国
内
の
人
権
を
も
規
定
す
る
と
い
う
理
念
が
導
き
だ
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な

か
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
対
比
し
て
、
当
時
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
統
合
構
想
は
、
参
加
国

間
の
原
則
的
平
等
が
明
確
化
さ
れ
ず
、
日
米
と
も
に
新
興
諸
国
を
低
く
見
る
階
層
的
秩
序
意
識
を
先
行

さ
せ
た
。
過
去
の
「
清
算
」
が
済
ん
で
い
な
い
と
い
う
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
新
憲
法
発
足
時
の
対
外

政
策
は
、
意
識
の
上
で
も
構
造
の
上
で
も
、
ア
ジ
ア
へ
開
か
れ
て
い
く
要
素
を
欠
い
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
日
本
が
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
新
た
な
共
同
体
形
成
を
主
張
し
て
も
、
主
権
を
共
同
体
に
委
譲
す

る
と
い
う
方
向
性
が
希
薄
な
分
、
戦
前
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
復
活
と
近
隣
諸
国
か
ら
「
誤
解
」
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
っ
た（

17
）。

イ
タ
リ
ア
の
独
自
性

パ
ル
チ
ザ
ン
の
共
和
国
：
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国

　

一
九
四
四
年
九
月
一
〇
日

－

一
〇
月
一
六
日　

イ
タ
リ
ア
北
部
解
放
区
に
お
い
て
「
オ
ッ
ソ
ラ
共
和

国
」
が
成
立
し
、
福
祉
担
当
に
は
イ
タ
リ
ア
近
現
代
史
上
、
初
の
女
性
閣
僚
と
し
て
共
産
党
の
フ
ロ
レ
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ア
ニ
ー
ニ
（Gisella Floreanini

）
が
任
命
さ
れ
た
が
、
同
時
に
女
性
た
ち
の
政
治
へ
の
実
質
的
参
加

は
広
汎
な
分
野
で
う
な
が
さ
れ
た
。
母
親
た
ち
は
子
供
を
ス
イ
ス
へ
送
る
か
話
し
合
い
、
婦
人
た
ち
は

価
格
を
統
制
し
、
支
援
食
料
の
分
配
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
は
徴
発
を
管
理
し
、
労
働
者
自

身
が
新
た
な
労
働
契
約
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
夜
に
は
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
、
共
産
党
の

オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
総
書
記
テ
ッ
ラ
チ
ー
ニ
（U

m
berto T

erracini

）
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
員
が
議

論
を
闘
わ
せ
た
り
、
休
日
に
は
広
場
で
演
説
会
が
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
多
様
な
勢
力
の
協
調
に
よ

り
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
況
を
自
覚
す
る
行
政
府
は
、
党
派
間
の
合
意
が
困
難
な
政

治
課
題
に
つ
い
て
は
、
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
根
本
的
な
解
決
を
延
期
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。
そ

れ
は
行
政
が
立
法
を
無
視
せ
ず
、
新
し
い
民
主
主
義
の
建
設
を
最
重
視
す
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
で
も

あ
っ
た（

18
）。

　

ほ
か
の
パ
ル
チ
ザ
ン
解
放
区
と
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
の
最
大
の
違
い
は
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
を
見
て
も
、

多
く
の
解
放
区
が
戦
争
の
遂
行
に
力
点
を
お
く
一
方
で
、
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
の
場
合
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
後

の
社
会
を
い
か
に
作
っ
て
い
く
か
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
の
解
放
区
で
も
、
代
表

の
選
出
や
市
民
参
加
に
よ
る
自
主
組
織
の
形
成
は
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
即
決
裁
判
な
ど
フ
ァ
シ
ス
ト

に
対
す
る
憎
悪
か
ら
来
る
超
法
規
的
暴
力
の
発
生
は
著
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
に
お
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い
て
は
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
数
日
間
を
の
ぞ
き
、
報
復
行
為
も
限
定
的
で
あ
っ
た
の
は
特
筆
に
値
す

る
。
ま
た
、
解
放
が
た
だ
ち
に
、
外
か
ら
の
政
治
宣
伝
と
党
派
間
対
立
を
招
き
寄
せ
る
現
象
も
、
オ
ッ

ソ
ラ
共
和
国
の
臨
時
政
府
内
で
は
比
較
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ほ
か
の
解
放
区
で
は
物
資

配
給
が
政
策
の
中
心
を
占
め
る
情
勢
下
で
、「
オ
ッ
ソ
ラ
学
校
憲
章
」
ま
で
発
布
し
て
教
育
理
念
を
唱

え
、
公
開
市
民
講
座
さ
え
実
施
し
た
の
は
稀
有
な
例
と
い
え
よ
う（

19
）。

　

加
え
て
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
が
破
壊
し
た
法
治
主
義
を
再
構
築
す
る
と
い
う
文

脈
で
、
重
要
な
模
範
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
立
法
と
法
運
用
を
根
源
的
に
否
定

し
、
民
主
的
原
理
、
す
な
わ
ち
人
権
と
公
正
の
普
遍
原
則
を
確
立
す
る
た
め
、
自
ら
の
権
力
自
体
も
厳

し
く
律
し
た
点
に
あ
る
。
ま
ず
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
追
放
と
逮
捕
に
つ
い
て
、
各
政
党
の
代
表
が
市
民
を

選
び
、
追
放
委
員
会
を
創
設
し
、
行
政
府
へ
提
案
を
行
な
い
、
警
察
の
一
方
的
な
逮
捕
に
は
制
約
が
課

せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
法
律
顧
問
、
臨
時
裁
判
官
と
し
て
社
会
党
系
弁
護
士
ヴ
ィ
ゴ
レ
ッ
リ
（Ezio 

V
igorelli

）
が
起
用
さ
れ
、
フ
ァ
シ
ス
ト
、
対
独
協
力
者
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
者
も
、
パ
ル
チ
ザ
ン
、

住
民
に
直
接
害
を
与
え
そ
う
な
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き
拘
束
さ
れ
な
く
な
る
。
逮
捕
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ

の
家
族
に
は
食
料
が
保
障
さ
れ
、
街
の
非
人
道
的
な
監
獄
に
代
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
収
容
所
で
は
、
ま

と
も
な
食
事
が
提
供
さ
れ
、
病
人
に
は
特
別
食
さ
え
用
意
さ
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
と
は
異
な
る
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民
主
的
社
会
を
意
識
し
、
人
格
の
尊
厳
を
重
ん
じ
た
処
遇
で
あ
っ
た
が
、
容
疑
者
を
好
遇
す
る
対
応
に

は
パ
ル
チ
ザ
ン
兵
士
か
ら
も
批
判
が
集
中
し
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ゴ
レ
ッ
リ
自
身
、
一
九
四
四
年
六
月

に
は
ナ
チ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
に
二
人
の
息
子
を
殺
害
さ
れ
て
お
り
、
報
復
や
ス
パ
イ
の
処
刑
を
主
張
す
る

人
々
も
、
彼
の
前
で
は
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
た
住
民
以
外
の
人
々
が
流

入
し
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
即
決
裁
判
な
ど
の
過
激
な
措
置
へ
の
歯
止
め
に
な
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
結
局
、
逮
捕
者
は
一
人
も
処
刑
さ
れ
ず
、
収
容
所
の
中
で
は
反
フ
ァ
シ
ス
ト
に
転
じ

る
者
さ
え
現
わ
れ
て
い
っ
た（

20
）。

こ
う
し
た
極
限
状
況
に
お
い
て
な
お
、
公
正
と
寛
容
さ
が
追
求
さ
れ
た

の
を
目
撃
し
て
、
一
七
年
獄
中
に
あ
っ
た
テ
ッ
ラ
チ
ー
ニ
は
、
戦
後
、
憲
法
制
定
議
会
議
長
と
な
る
が
、

一
五
年
以
上
の
禁
固
刑
を
禁
じ
る
提
案
を
し
て
お
り
、
刑
罰
よ
り
も
更
生
に
強
い
力
点
を
お
く
方
向
へ

進
ん
で
い
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
撫
順
戦
犯
管
理
所
（
撫
順
監
獄 

九
六
九
名
）
と
太
原
戦
犯
管
理
所
（
太
原

監
獄 

一
四
〇
名
）
に
お
い
て
は
、
将
軍
、
兵
士
た
ち
に
対
し
寛
容
政
策
が
実
施
さ
れ
、
日
本
の
侵
略
戦

争
は
一
部
の
軍
国
主
義
者
が
起
こ
し
た
過
ち
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
周
恩
来
は
、
監
視
員
が
雑
穀
を
食

べ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
捕
虜
に
は
米
を
提
供
す
る
よ
う
指
示
し
、
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
な
い
対

応
、
手
厚
い
看
護
で
、
死
刑
判
決
も
な
く
、
病
死
者
以
外
、
全
員
の
帰
国
が
実
現
し
た
。
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歴
史
認
識
の
重
要
性

加
害
者
と
し
て
の
責
務

「
第
二
の
罪
」

　

ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
作
家
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
（Ralph Giordano

）
は
『
第
二
の
罪 

ド
イ
ツ
人
で
あ
る

こ
と
の
重
荷
』（
白
水
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
中
で
、「
第
一
の
罪
」
が
実
際
に
侵
略
、
虐
殺
な
ど
に
関

わ
っ
た
事
例
と
す
れ
ば
、「
第
二
の
罪
」
は
そ
う
し
た
事
実
を
否
定
し
た
り
、
過
小
評
価
し
、
忘
れ
よ
う

と
す
る
こ
と
と
位
置
づ
け
た
。
あ
る
世
代
が
禊
を
行
な
え
ば
、
そ
れ
よ
り
後
の
世
代
は
責
任
を
免
除
さ

れ
る
と
い
う
意
識
は
、
む
し
ろ
彼
か
ら
見
れ
ば
「
第
二
の
罪
」
に
直
結
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

国
の
責
任
、
市
民
の
主
体
性

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
益
至
上
主
義
に
よ
り
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
国

家
中
心
的
な
認
識
枠
組
み
が
再
検
討
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
、
国
家
主
権
の
一

部
を
後
に
Ｅ
Ｕ
へ
発
展
し
て
い
く
国
際
組
織
な
ど
に
委
譲
す
る
条
文
を
、
憲
法
や
条
約
に
挿
入
し
て
い

く
。
国
家
の
相
対
化
と
超
国
家
的
機
構
へ
の
志
向
性
は
、
独
伊
両
国
の
憲
法
に
も
反
映
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
戦
後
体
制
を
基
礎
づ
け
る
不
戦
共
同
体
の
基
本
理
念
と
な
っ
た
。

　

国
家
が
自
ら
の
機
能
を
委
譲
す
る
の
と
同
様
に
、
市
民
間
の
過
去
に
対
す
る
取
り
組
み
も
活
発
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
一
月
二
二
日
よ
り
二
五
日
ま
で
、
ト
リ
ノ
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ
ー
ト
は
「
独
裁
、
戦
争
と
集
団
的
記
憶
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
一
連
の
映
画
、
展
示
、
セ
ミ
ナ
ー
、

会
議
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
一
月
二
七
日
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放
記
念
日
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
議
会
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
、
こ
の
日
を
イ
タ
リ
ア
で
も
公
に
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
記
念
日
と
定
め
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
は
じ
め
て
の
公
的
記
念
日
を
迎
え
る
節
目
で
も

あ
っ
た（

21
）。

　

一
連
の
発
言
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
（Bruno V

asari

）
に
よ
る
最
後
の
報
告
で

あ
っ
た
。
当
時
八
九
歳
の
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
、
行
動
党
の
抵
抗
運
動
に
参
加
し
、
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
「
正

義
と
自
由
」
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
彼
自
身
も
一
九
四
五
年
五
月
に
解
放
さ
れ
る

ま
で
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
と
マ
ン
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
、
国

営
放
送
局
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
）、
出
版
社
（Einaudi
）、
銀
行
（Banca N

azionale del Lavoro

）
の
要
職
を

歴
任
し
た
だ
け
で
な
く
、
二
五
年
に
及
び
イ
タ
リ
ア
・
パ
ル
チ
ザ
ン
協
会
の
雑
誌
の
編
集
長
を
務
め
た
。

ト
リ
ノ
に
お
い
て
は
「
国
外
追
放
者
（deportati
）」（
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ド
イ
ツ
へ
「
移
送
さ
れ
た
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人
々
」
な
ど
を
含
む
表
現
）
の
記
憶
を
残
す
運
動
に
関
わ
り
、
二
〇
年
に
亘
る
活
動
を
通
じ
て
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
二
つ
の
文
書
館
を
創
設
し
、
二
六
巻
に
及
ぶ
出
版
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
、
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
が
翌
日
の
一
月
二
六
日
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
解
放
の
日
に

ち
な
ん
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
上
で
、
ト
リ
ノ
出
身
で
同
じ
「
正
義
と
自
由
」
の
パ

ル
チ
ザ
ン
に
関
わ
っ
た
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
（Prim

o Levi

）
に
つ
い
て
の
話
を
き
ち
ん
と
準
備
さ

れ
た
原
稿
に
沿
っ
て
語
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
イ
タ
リ
ア
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
い

か
に
ド
イ
ツ
人
か
ら
酷
い
目
に
あ
っ
た
」
か
を
語
っ
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
収
容
所
の
中
に
い
た
ド
イ

ツ
人
抵
抗
者
た
ち
の
存
在
に
言
及
し
、
こ
う
し
た
人
た
ち
と
連
帯
し
て
い
く
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た

点
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
議
論
す
る
場
で
は
、
ド
イ
ツ
人
だ
け
を
悪
者
に
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
常
に
つ
き
ま
と
う
だ
け
に
、
出
席
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
研
究
者
は
、
非
常
に
微
妙
な
立
場
に
立
た
さ

れ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
公
正
な
態
度
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
経
験
者
で

あ
る
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
の
記
述
に
も
見
出
さ
れ
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
は
、
ド
イ
ツ
人
を
集
合
的
に
憎
む

と
い
う
態
度
を
否
定
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ナ
チ
ズ
ム
・
人
種
主
義
と
の
闘
い
を
強
調
す
る
。
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赦
し
は
被
害
者
が
決
め
る
こ
と

　

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
は
、『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
終
わ
ら
な
い
』「
若
い
読
者
に
答
え
る
」
の
イ

ン
タ
ヴ
ユ
ー
で
、「
あ
な
た
の
本
に
は
ド
イ
ツ
人
へ
の
憎
し
み
、
恨
み
、
復
讐
心
の
表
現
が
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
を
許
し
た
の
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
は
、「
憎
し
み
と
は
動
物
的

で
未
熟
な
感
情
」
と
し
つ
つ
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
既
に
死
ん
だ
と
い
う
「
幻
想
」
に
反
論
を
加
え
た
上

で
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た（

22
）。「

だ
が
私
は
フ
ァ
シ
ス
ト
で
は
な
い
、
私
は
理
性
を
信
ず
る
し
、
話
し

あ
い
を
最
上
の
進
歩
の
手
段
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
憎
し
み
よ
り
も
正
義
を
好
む
の
だ
。
ゆ
え
に
、

私
は
こ
の
本
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
あ
わ
れ
っ
ぽ
い
調
子
や
、
復
讐
を
叫

ぶ
た
け
り
狂
っ
た
調
子
を
捨
て
、
証
人
が
使
う
よ
う
な
、
節
度
あ
る
平
静
な
言
葉
を
慎
重
に
用
い
た
の

だ
。
…
…
だ
が
明
確
な
意
見
を
述
べ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
を
無
差
別
に
許
し
て
い
る
と
思
わ

れ
て
は
困
る
。
い
や
、
私
は
罪
人
の
だ
れ
一
人
と
し
て
許
し
た
こ
と
は
な
い
。
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
ろ
う

と
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
罪
と
過
ち
を
自
覚
し
、
弾
劾
し
、
二
度
と
同
じ
誤
り
を
繰
り

返
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
見
せ
な
い
限
り
は
（
そ
れ
も
事
実
に
よ
っ
て
だ
、
言
葉
で
は
だ
め
だ
、
遅
す

ぎ
て
も
い
け
な
い
）、
い
ま
も
、
将
来
も
、
だ
れ
一
人
許
す
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
も
し
こ
う
し
た
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
許
そ
う
。
…
…
悔
い
改
め
た
敵
は
も
は
や
敵
で
な
く
な
る
か
ら
だ（

23
）。」
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レ
ー
ヴ
ィ
は
、『
溺
れ
る
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
』
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
体
験
を
徹
底
的
に
突
き

詰
め
、
ド
イ
ツ
人
読
者
た
ち
と
の
対
話
を
続
け
、
非
暴
力
と
平
和
主
義
に
行
き
着
く
。
し
か
し
彼
は
、

一
九
八
七
年
、
映
画
「
遙
か
な
る
帰
郷
」
と
な
る
彼
の
作
品
『
休
戦
』
の
映
画
化
を
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

ロ
ー
ジ
監
督
に
許
可
し
た
一
週
間
後
に
自
殺
し
た（

24
）。

彼
の
内
面
の
葛
藤
は
、
個
人
の
尊
厳
を
根
こ
そ
ぎ

奪
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
間
が
推
し
量
る
べ
く
も
な
い
が
、
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
、
大

き
な
重
み
と
な
り
、
各
被
害
者
の
人
生
に
桎
梏
と
な
り
続
け
て
い
る
状
況
を
加
害
者
の
側
は
、
安
易
な

赦
し
を
忖
度
す
る
こ
と
な
く
、
心
に
刻
ん
で
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
レ
ー
ヴ
ィ
が
命
を
削
り

な
が
ら
伝
え
て
い
っ
た
歴
史
に
は
、
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
が
例
証
し
た
よ
う
に
、
抵
抗
と
暴
力
が
必
ず
し

も
同
義
で
は
な
い
と
い
う
、
粛
然
た
る
問
題
提
起
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

主
要
日
本
語
参
考
文
献

石
田
憲
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
」（
研
究
ノ
ー
ト
）『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
一
七
巻
、
第
四

号
（
二
〇
〇
三
年
）、
一
一
七

－

一
三
六
。

石
田
憲
「
憲
法
を
作
っ
た
人
び
と
―
高
野
岩
三
郎
を
中
心
と
し
て
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
二
九
巻
、
第

一
・
二
号
（
二
〇
一
四
年
）、
八
五

－

一
二
三
。
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http://m

itizane.ll.chiba-u.jp/m
etadb/up/A

N
10005460/09127208_29-1,2_85.pdf

石
田
憲
『
日
独
伊
三
国
同
盟
の
起
源
―
イ
タ
リ
ア
・
日
本
か
ら
見
た
枢
軸
外
交
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

二
〇
一
三
年
。

石
田
憲
『
敗
戦
か
ら
憲
法
へ
―
日
独
伊 

憲
法
制
定
の
比
較
政
治
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。

石
田
憲
『
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
―
世
界
史
的
文
脈
で
読
む
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争 

』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

石
田
憲
「
民
主
共
和
国
へ
の
孤
独
な
伴
走
者
―
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
テ
ッ
ラ
チ
ー
ニ
と
憲
法
の
系
譜
」『
千
葉
大

学
法
学
論
集
』
第
三
〇
巻
、
第
一
・
二
号
（
二
〇
一
五
年
）、
一
一
五

－

一
五
七
。

 
http://m

itizane.ll.chiba-u.jp/m
etadb/up/A

N
10005460/09127208_30-1-2_115-157.pdf

笠
原
十
九
司
『
南
京
事
件
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
年
。

北
原
敦
『
イ
タ
リ
ア
現
代
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

古
関
彰
一
『
日
本
国
憲
法
の
誕
生
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
。

ラ
ル
フ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
『
第
二
の
罪 

ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
の
重
荷
』
永
井
清
彦
他
訳
、
白
水
社
、

一
九
九
〇
年
。

陳
肇
斌
「
中
国
の
対
日
外
交
と
世
論
―
日
本
人
戦
犯
の
釈
放
・
日
本
商
品
展
覧
会
の
開
催
を
め
ぐ
っ
て
」『
法

学
会
雑
誌
』
第
五
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
）、
一
四
三

－

一
八
一
。

富
永
正
三
『
あ
る
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
の
戦
後
史
―
ほ
ん
と
う
の
戦
争
責
任
と
は
何
か
』
影
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

豊
下
楢
彦
、
古
関
彰
一
『
集
団
的
自
衛
権
と
安
全
保
障
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
四
年
。
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野
田
正
彰
『
戦
争
と
罪
責
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

秦
郁
彦
『
南
京
事
件
』
中
公
新
書
、
一
九
八
六
年
。

樋
口
陽
一
『
比
較
の
な
か
の
日
本
国
憲
法
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
。

ラ
ウ
ル
・
ヒ
ル
バ
ー
グ
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ユ
ダ
ヤ
人
の
絶
滅
』
上
・
下
、
望
田
幸
男
、
原
田
和
美
、
井
上
茂
子

訳
、
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
。

ジ
ャ
ン
＝
Ｆ
・
フ
ォ
ル
ジ
ュ
『
二
一
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
い
か
に
教
え
る
か
？
』

高
橋
武
智
訳
、
高
橋
哲
也
解
説
、
作
品
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

藤
原
彰
『
餓
死
し
た
英
霊
た
ち
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

丸
山
眞
男
『
超
国
家
主
義
の
論
理
と
真
理
』
古
矢
旬
編
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
五
年
。

宮
本
光
雄
「
西
ド
イ
ツ
州
憲
法
と
戦
争
放
棄
」『
成
蹊
法
学
』
第
二
八
号
（
一
九
八
八
年
）、
二
二
三

－

二
五
〇
。

吉
田
裕
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
終
わ
ら
な
い 

あ
る
イ
タ
リ
ア
人
生
存
者
の
考
察
』
竹
山
博

英
訳
、
朝
日
選
書
、
一
九
八
〇
年
。

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
『
溺
れ
る
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
』
竹
山
博
英
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
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註（１
）　Benedetto Croce, Scritti e discorsi politici

（1943-1947

）, V
ol. II

（Bari: Laterza, 1963

）, 
p. 361.

（
２
）　

石
田
憲
「
丸
山
眞
男
と
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
―
二
つ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
小
林
正
弥

編
『
丸
山
眞
男
論
―
主
体
的
作
為
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
市
民
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三

年
）、
一
五
〇
頁
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
『
ド
イ
ツ
の
悲
劇
』
矢
田
俊
隆
訳
（
中
公
文
庫
、

一
九
七
四
年
）。

（
３
）　Guido Q

uazza, “Continuità e rottura nella politica coloniale da M
ancini a M

ussolini, ” 
in Le guerre coloniali del fascism

o, A
 cura di A

ngelo D
el Boca 

（Rom
a-Bari: Laterza, 

1991

）, pp. 5, 10. 
石
田
憲
「
イ
タ
リ
ア
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
植
民
地
と
の
比
較
か
ら
」
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
編
『「
韓
国
併
合
」
一
〇
〇
年
を
問
う
―
二
〇
一
〇
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
年
）、
二
五
三

－

二
五
四
頁
。

（
４
）　M

uham
m

ad T
. Jerary, “D

am
ages Caused by the Italian Fascist Colonization of 

Libya, ” in Italian Colonialism
, ed. Ruth Ben-Ghiat and M

ia Fuller 

（N
ew

 Y
ork: Palgrave 

M
acm

illan, 2005

）, p. 207. A
lberto Sbacchi, Il colonialism

o italiano in E
tiopia, 1936-

1940 

（M
ilano: M

ursia, 1980

）, pp. 47-48. A
. Laroui, “A

frican initiatives and resistance in 
N

orth A
frica and the Sahara, ” in G

eneral H
istory of A

frica, V
II: A

frica under Colonial 
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D
om

ination 1880-1935, ed. A
. A

du Boahen 

（Paris: U
N

ESCO
, 1985

）, pp. 99-100, 107. 
N

icola Labanca, “L
’Im

pero del fascism
o. Lo stato degli studi, ” in L

’Im
pero fascista: 

Italia ed E
tiopia 

（1935-1941

）, a cura di Riccardo Bottoni 

（Bologna: Il M
ulino, 2008

）, 
p. 27.  

永
原
陽
子
「
ナ
ミ
ビ
ア
の
植
民
地
戦
争
と
「
植
民
地
責
任
」―
ヘ
レ
ロ
に
よ
る
補
償
要
求
を
め

ぐ
っ
て
」
永
原
陽
子
編
『「
植
民
地
責
任
」
論
―
脱
植
民
地
化
の
比
較
史
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
九

年
）、
二
二
一

－

二
二
八
頁
。 

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ロ
シ
ャ
「
一
九
三
五

－

三
六
年
の
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
に

お
け
る
毒
ガ
ス
の
使
用
」
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
ル
・
ボ
カ
編
著
『
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
毒
ガ
ス
―
植
民
地
戦

争
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
化
学
戦
』
高
橋
武
智
監
修
（
大
月
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
六
四

－

六
六
頁
。

春
山
明
哲
編
・
解
説
『
十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集　

第
二
十
五
集　

台
湾
霧
社
事
件
軍
事
関
係
資
料
』

（
不
二
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
三

－

一
六
頁
。
笠
原
十
九
司
、
伊
香
俊
哉
「
三
光
作
戦
と
は
何
だ
っ
た

の
か
―「
侵
略
」
の
証
言
二
」
岡
部
牧
夫
、
荻
野
富
士
夫
、
吉
田
裕
編
『
中
国
侵
略
の
証
言
者
た
ち
―

「
認
罪
」
の
記
録
を
読
む
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
九
五

－

一
三
六
頁
。
姫
田
光
義
、
陳
平
『
も

う
ひ
と
つ
の
三
光
作
戦
』
丸
田
孝
志
訳
（
青
木
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（
５
）　Paolo Colom

bo, L
a m

onarchia fascista, 1922-1940 

（Bologna: Il M
ulino, 2010

）, pp. 
21-22, 84. D

enis M
ack Sm

ith, Italy and its M
onarchy

（N
ew

 H
aven and London: Y

ale 
U

niversity Press, 1989

）, p. 287. 

丸
山
眞
男
『
丸
山
眞
男
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五

年
）、
一
六
二

－

一
六
三
頁
。
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（
６
）　M

ack Sm
ith, op. cit., pp. 288, 312-313, 319-320. 

丸
山
、
前
掲
書
、
第
四
巻
、
一
三
六
頁
、

第
六
巻
、
一
六
二

－

一
六
三
頁
。
木
戸
日
記
研
究
会
編
『
木
戸
幸
一
関
係
文
書
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
年
）、
四
九
五

－

四
九
八
頁
。

（
７
）　

豊
下
楢
彦
『
日
本
占
領
管
理
体
制
の
確
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）、
二
八
六
頁
。Foreign 

R
elations of the U

nited States, 1944-III 

（W
ashington: Governm

ent Printing O
ffice, 

1965
）, pp. 1090-1091. Benedetto Croce, Scritti e discorsi politici 

（1943-1947

）, vol. 1 

（N
apoli: Bibliopolis, 1993

）, pp. 253, 255. Francesco M
algeri, “Il contesto politico, ” in I 

cattolici dem
ocratici e la Costituzione, tom

o I, a cura di N
icola A

ntonetti, U
go D

e Siervo 
e Francesco M

algeri

（Bologna: Il M
ulino, 1998

）, pp. 41-43. 

木
戸
幸
一
、
木
戸
日
記
研
究
会

校
訂
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）、
一
二
三
〇

－

一
二
三
一
頁
。
吉

田
裕
『
昭
和
天
皇
の
終
戦
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
二
年
）、
二
〇
三

－

二
〇
五
頁
。
石
田
憲
『
敗
戦

か
ら
憲
法
へ
―
日
独
伊
憲
法
制
定
の
比
較
政
治
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
一
三

－

一
一
五

頁
。

（
８
）　

同
書
、
七
一

－

七
八
、一
二
一

－

一
二
三
頁
。Piero Barucci, “Il dibattito sulla politica 

econom
ica della ricostruzione 

（1943-47
）, ” in L

’Italia dalla liberazione alla R
epubblica

（M
ilano: Feltrinelli, 1977

）, pp. 398-399. A
rchivio Storico dell ’Istituto Luigi Sturzo, 

Fondo Bartolotta, 1946 vol. V
II, p. 524. 

伊
藤
昭
一
郎
「「
憲
法
的
妥
協
」
か
ら
「
憲
法
的
凍
結
」
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へ
―
イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
政
治
制
度
の
一
つ
の
問
題
」『
法
学
史
林
』
第
八
二

巻
第
一
号
（
一
九
八
四
年
）、
一
五
。
入
江
俊
郎
『
憲
法
成
立
の
経
緯
と
憲
法
上
の
諸
問
題
―
入
江
俊

郎
論
集
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
四
九
頁
。

（
９
）　

石
田
、
前
掲
『
敗
戦
か
ら
憲
法
へ
』
一
六

－

二
〇
頁
。

（
10
）　

高
橋
利
安
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
九
〇
年
代
以
降
の
憲
法
改
正
の
動
向
」『
専
修
大
学
社
会
科
学
研

究
月
報
』
第
五
〇
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
五

－

二
七
。
芦
部
信
喜
『
憲
法
制
定
権
力
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
三
年
）、
九
八

－

九
九
、 

一
〇
八

－

一
一
一
頁
。

（
11
）　

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
『
総
統
国
家
―
ナ
チ
ス
の
支
配 

一
九
三
三

－

一
九
四
五
年
』
芝
健
介
訳
（
岩

波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
九
五

－

一
九
九
、 

二
二
〇
頁
。
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ー
レ
ン
バ
ウ
ム
『
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
全
史
』
芝
健
介
監
修
、
石
川
順
子
、
高
橋
宏
訳
（
創
元
社
、
一
九
九
六
年
）、
五
八
、一
三
八

－

一
四
二
頁
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
し
て
は
、
次
の
段
落
を
含
め
以
下
の
箇
所
よ
り
引
用
。
石
田
、
前
掲

『
敗
戦
か
ら
憲
法
へ
』
一
五
六
頁
。

（
12
）　Stefano Grassi, “Il contributo di Giorgio La Pira ai lavori dell ’A

ssem
blea Costituente, ” 

in Scelte della costituente e cultura giuridica, tom
o II: P

rotagonisti e m
om

enti del 
dibattito costituzionale, a cura di U

go D
e Siervo 

（Bologna: Il M
ulino, 1980

）, p. 191.

（
13
）　Piero Calam

andrei, “La Costituzione e le leggi per attuarla, ” in D
ieci anni dopo, 

1945-1955: Saggi sulla vita dem
ocratica italiana, A

. Battaglia et al. 

（Bari: Laterza, 
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1955

）, p. 214. Paolo Barile, “La nascita della Costituzione: Piero Calam
andrei e le 

libertà, ” in D
e Siervo, op. cit., tom

o II, pp. 18, 22. Pasquale H
am

el, P
artecipazione e 

dem
ocrazia in Luigi Sturzo e A

lcide D
e G

asperi

（Caltanissetta: S. Sciascia, 1989

）, p. 
156.

（
14
）　

高
橋
利
安
「「
労
働
に
基
礎
を
置
く
民
主
共
和
国
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
一
）―
イ
タ
リ
ア
共
和

国
憲
法
第
一
条
第
一
項
の
成
立
過
程
を
中
心
と
し
て
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
』
第
三
六
号

（
一
九
八
五
年
）、
二
一
二

－
二
一
三
。Costantino M

ortati, Istituzioni di D
iritto Pubblico, 6. 

ed.

（Padova: CED
A

M
, 1962

）, pp. 719-720.

（
15
）　T

iziano T
reu, “La Costituzione e il ruolo del m

ovim
ento sindacale, ” in 1945-1975 

Italia: Fascism
o, antifascism

o, resistenza, rinnovam
ento, a cura di M

arco Fini

（M
ilano: 

Feltrinelli, 1975

）, p. 517.

（
16
）　

ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
選
集
編
集
委
員
会
編
『
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
選
集
二
』（
合
同
出
版
、
一
九
六
七
年
）、

三
一
、 

三
六
、 

三
八

－

三
九
頁
。

（
17
）　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
、
日
本
の
ア
ジ
ア
支
配
は
否
定
し
た
も
の
の
、
日
本
を
中
心
と
す
る
垂
直
分
業
に

基
づ
く
ア
ジ
ア
経
済
の
再
編
成
と
し
て
、「
共
栄
圏
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
菅

英
輝
『
米
ソ
冷
戦
と
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
）、
二
一
三

－

二
一
四
頁
。
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（
18
）　M

ichele Beltram
i, Il governo dell ’O

ssola partigiana, con una testim
onianza inedita 

di U
m

berto T
erracini 

（Rom
a: Sapere 2000, 1994

）, pp. 12, 16. Giorgio Bocca, U
na 

repubblica partigiana: O
ssola 10 settem

bre - 23 ottobre 1944 

（M
ilano: Il Saggiatore, 

2005

）, pp. 61-62., Francesco O
m

odeo Zorini, “T
erracini dalla liberazione dal confino 

alla ‘repubblica dell ’O
ssola ’, ” in La coerenza della ragione: Per una biografia politica di 

U
m

berto T
erracini, a cura di A

ldo A
gosti 

（Rom
a: Carocci, 1998

）, pp. 119, 123. 

オ
ッ
ソ

ラ
共
和
国
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
以
下
の
論
文
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
石
田
憲
「
民
主
共
和
国
へ
の
孤

独
な
伴
走
者
―
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
テ
ッ
ラ
チ
ー
ニ
と
憲
法
の
系
譜
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
三
〇
巻
、

第
一
・
二
号
（
二
〇
一
五
年
）、
一
三
六

－

一
四
〇
。

（
19
）　Istituto piem

ontese per la storia della Resistenza e della societa contem
poranea, 

Fondo Grosa, B FG3, a. Com
ando Brigate Garibaldi Piem

onte, Costituzione e attività 
degli organi del potere dem

ocratico nelle zone liberate, dattiloscritto dell ’opuscolo 
diffuso dal Com

ando garibaldino, ottobre 1944. 

鈴
来
一
成
「〈
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
〉
の
光

と
影
―
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
一
パ
ル
チ
ザ
ン
解
放
区
始
末
記
」『SPA

ZIO

』
第
二
〇
巻
、
第
一
号

（
一
九
八
九
年
）、
二
九
。
オ
ッ
ソ
ラ
共
和
国
臨
時
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
イ
タ
リ
ア
植
民
地
の
剥
奪

を
公
表
し
た
際
、
賛
成
し
た
う
え
で
、
植
民
地
に
お
い
て
は
自
由
が
回
復
さ
れ
る
べ
き
で
、
同
地
が
戦

利
品
と
し
て
分
割
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
外
務
省
の
要
職
を
務
め
、
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テ
ッ
ラ
チ
ー
ニ
と
制
憲
議
会
議
長
職
を
争
う
こ
と
に
な
る
保
守
派
の
カ
ル
ロ
・
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
（Carlo 

Sforza

）
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
報
告
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
植
民
地
保
有
国
が
植
民
地

を
国
際
的
行
政
機
構
に
委
託
す
る
と
い
う
提
案
を
行
な
い
、
事
実
上
、
委
任
統
治
領
と
し
て
旧
植
民
地
の

保
持
を
画
策
し
て
い
た
。Bocca, op. cit., p. 62. T

he N
ational A

rchives, K
ew

, FO
371/43796 

R13669/15/22

（1944/8/23

）.

（
20
）　Beltram

i, op. cit., pp. 43, 70-73.

（
21
）　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
以
下
の
論
文
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
石
田
憲
「
イ
タ
リ
ア
に

お
け
る
戦
争
の
記
憶
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』、
第
一
七
巻
、
第
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
一
二
六

－

一
三
〇
。

（
22
）　

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
終
わ
ら
な
い
』
竹
山
博
英
訳
（
朝
日
選
書
、

一
九
八
〇
年
）、
二
二
〇
頁
。

（
23
）　

同
書
、
二
二
一

－

二
二
二
頁
。

（
24
）　

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
『
溺
れ
る
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
』
竹
山
博
英
訳
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇

年
）、
一
五
六

－

一
五
七
頁
。『
遙
か
な
る
帰
郷
』
映
画
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
日
本
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
株
式
会

社
、
一
九
九
八
年
）、
二
一
頁
。
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第
３
章　

他
者
の
戦
争
経
験
へ
の
ま
な
ざ
し 

　
　

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
っ
て

永
井　
　

均

は
じ
め
に

　

一
九
四
七
年
八
月
一
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
対
日
戦
犯
裁
判
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
新
生
国
家
に
よ
る
唯
一
の
対
日
戦
犯
裁
判
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

大
戦
中
、
日
本
軍
に
よ
り
占
領
支
配
さ
れ
、
国
土
が
激
し
い
戦
場
と
な
り
、
一
一
一
万
人
も
の
人
命
が

失
わ
れ
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
最
大
の
戦
争
被
害
国
の
一
つ
だ
っ
た
。
対
日
戦
犯
裁
判
は
焦
土
の
中
で
誕
生

し
た
新
興
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
取
り
組
ん
だ
国
家
的
事
業
で
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
裁
判
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
「
報
復
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う（

１
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
、
主
と
し
て
日
本
側
の
資
料
や
関
係

者
の
証
言
に
基
づ
い
て
お
り
、
戦
犯
裁
判
の
も
う
一
つ
の
主
役
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
政
策
対
応
の

考
察
を
欠
い
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
捉
え
方
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
戦
犯
裁
判
と
そ
の
後
を
め
ぐ
る
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フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
動
向
分
析
を
通
じ
て
、
か
か
る
見
方
を
再
考
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
戦
争
経
験
を
振
り
返
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
「
戦
争
の
傷
跡
」
の
問
題
に
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
た
か
を
考
え
る
一
助
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

１　

歴
史
的
背
景

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
八
九
八
年
以
来
、
米
国
の
植
民
地
だ
っ
た
が
、
一
九
三
四
年
三
月
の
独
立
法
（
タ

イ
デ
ィ
ン
グ
ス
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
ー
法
）
に
よ
り
四
六
年
七
月
の
独
立
を
約
束
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
五

年
五
月
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
一
一
月
に
は
マ
ヌ
エ
ル
・
ケ
ソ
ン
を
大
統
領
と
す
る
独
立
準
備
政
府
（
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
が
発
足
す
る
な
ど
、
戦
前
か
ら
独
立
の
基
盤
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
軍
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
侵
攻
し
、
全
土
を
軍
事
占
領
し
た
の
は
、
独
立
準
備
の
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
日
米
と
い
う
大
国
の
狭
間
で
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
、
人
生
を
翻
弄
さ
れ
た
。
日

本
軍
は
当
初
、「
比
島
民
衆
ヲ
米
国
ノ
支
配
ヨ
リ
解
放
シ
大
東
亜
共
栄
圏
ノ
一
員
ト
シ
テ
比
島
人
ノ
比
島

ヲ
建
設
」
す
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
占
領
し
た
と
喧
伝
し
た
け
れ
ど
も（

２
）、

そ
の
占
領
支
配
は
多
く
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
抑
圧
的
で
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
終
戦
直
後
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
日
本
軍
に
よ
る
侵
略
、
そ
し
て
そ
れ
に
引
き
続
く
占
領
は
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余
り
に
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
占
領
時
代
の
三
年
を
経
て
、
ま
た
集
団
拷
問
や
集
団
処
刑
、

略
奪
、
焼
き
払
い
、
強
姦
を
経
験
し
た
後
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本
人
を
も
は
や
人
間
と
見
る
こ

と
を
や
め
、
殺
す
べ
き
相
手
、
地
球
上
か
ら
除
去
す
る
対
象
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た（

３
）」。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
日
本
人
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
こ
の
上
な
く
厳
し
か
っ
た
。
米
軍
に
降
伏
し
た
日
本

兵
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
怒
り
に
任
せ
て
投
石
し
、
日
本
語
で
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
か
け
た（

４
）。

憎

悪
の
裏
に
は
、
日
本
軍
の
圧
政
と
残
虐
な
ふ
る
ま
い
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
日
本
人
に
は
、
憤
怒
の
理

由
が
分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
ば
か
り
だ
っ
た
。
現
地
住
民
と
の
関
係
を
築
い
て
い
た
在
留
邦
人
で
さ
え
、

日
本
へ
の
送
還
を
前
に
、
マ
ニ
ラ
周
辺
で
目
の
当
た
り
に
し
た
光
景
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
彼
の
手

記
に
は
こ
う
あ
る
。「
老
い
も
若
き
も
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
て
、
声
を
か
ぎ
り
に
怒
鳴
っ
て
い
る
。
首
を
ち

ぢ
め
て
、
両
手
で
耳
を
お
さ
え
て
も
、
罵
声
は
あ
と
を
追
っ
て
き
た
。
私
は
、
こ
ん
な
に
も
憎
し
み
を

あ
ら
わ
に
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
戦
前
か
ら
こ
の
地
に
住
み
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
き
た
私
に
は
、
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
一
体
誰
が
、
一
体
何
が
こ

の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
か
。
私
は
頭
を
抱
え
て
う
ず
く
ま
り
、
悲
し
み
に
身
を
震
わ
せ
て
い
た（

５
）」。
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２　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
裁
判

（
１
）
米
軍
に
よ
る
捜
査
と
処
罰

　

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
率
い
る
米
軍
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
レ
イ
テ
島
、
四
五
年
三

月
に
首
都
マ
ニ
ラ
を
再
占
領
す
る
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
を
奪
還
す
る
と
と
も
に
、
日
本
軍
の
戦
争

犯
罪
の
捜
査
に
着
手
し
た
。
戦
争
犯
罪
支
隊
は
マ
ニ
ラ
を
は
じ
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
の
事
件
現
場
で

捜
査
を
実
施
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
こ
れ
に
協
力
し
た
。
捜
査
の
対
象
は
、
日
本
軍
に
よ
る
米
軍
捕
虜

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
対
す
る
残
虐
行
為
で
あ
っ
た
。
戦
争
犯
罪
支
隊
が
作
成
し
た
報
告
書
に
は
、
被
害

者
の
供
述
書
や
現
場
の
写
真
、
日
本
軍
関
係
者
へ
の
尋
問
調
書
な
ど
が
綴
ら
れ
、
捜
査
員
は
こ
う
し
た

資
料
を
分
析
し
、
事
件
の
把
握
と
容
疑
者
の
特
定
を
進
め
た
。
事
件
現
場
は
ル
ソ
ン
島
を
中
心
と
す
る

が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や
ネ
グ
ロ
ス
島
、
セ
ブ
島
な
ど
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
域
に
及
ん
で
い
た
。
一
九
四
六
年

五
月
ま
で
に
三
一
七
点
の
捜
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
戦
犯
裁
判
の
検
察
側
書
証
と
し
て
活
用
さ
れ
た（

６
）。

　

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
終
戦
が
訪
れ
た
。
連
合
国
は
同
宣
言
第
一
〇

項
の
戦
犯
処
罰
条
項
に
基
づ
い
て
戦
犯
裁
判
を
開
始
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
犯
訴
追
は
宗
主
国
の

手
で
始
め
ら
れ
た
。
米
軍
が
マ
ニ
ラ
に
軍
事
法
廷
を
作
り
、
日
本
軍
の
交
戦
法
規
違
反
を
裁
い
た
の
で
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あ
る
。
米
軍
主
導
の
戦
犯
裁
判
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
判
事
や
検
事
、
あ
る
い
は
証
人
と
し
て
参
加
し
た（

７
）。

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
開
廷
し
た
山
下
奉
文
大
将
の
裁
判
を
皮
切
り
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
独
立
後
の
四
七
年
四
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
一
年
半
の
期
間
に
九
七
の
裁
判
が
審
理
さ
れ
、

二
一
五
名
の
被
告
が
バ
タ
ア
ン
「
死
の
行
進
」
な
ど
米
比
軍
捕
虜
に
対
す
る
虐
待
、
あ
る
い
は
マ
ニ
ラ

市
街
戦
で
の
民
間
人
虐
殺
な
ど
交
戦
法
規
違
反
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
判
決
結
果
は
、
死
刑
九
二
名
、

終
身
刑
三
九
名
、
有
期
刑
六
六
名
、
無
罪
二
〇
名
で
あ
っ
た（

８
）。

（
２
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
政
策
と
体
制

　

一
九
四
六
年
七
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
す
る
が
、
そ
の
後
も
米
軍
は
マ
ニ
ラ
で
の
戦
犯
裁
判
を
続

け
た
。
独
立
国
の
主
権
を
侵
害
し
か
ね
な
い
裁
判
の
法
的
正
当
性
へ
の
疑
義
が
、
米
軍
当
局
を
し
て
裁

判
権
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
管
の
検
討
を
促
し
た
。
移
管
問
題
は
米
軍
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
打
診
さ
れ
、

一
九
四
七
年
二
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
閣
議
で
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
大
統
領
か
ら
閣
僚
に
提
議
さ
れ
た（

９
）。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
当
時
、
三
〇
〇
名
余
り
の
容
疑
者
が
お
り
、
米
軍
の
打
診
を
断
れ
ば
、
彼
ら
を
裁

判
に
か
け
る
こ
と
な
く
無
罪
放
免
す
る
か
、
米
軍
に
そ
の
処
理
を
委
ね
、
例
え
ば
米
軍
横
浜
裁
判
で
裁

い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
審
議
の
結
果
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
戦
犯
裁
判
を
自
ら
実
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施
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
米
側
に
裁
判
権
を
引
き
継
ぐ
意
思
を
伝
え
た（

10
）。

か
く
し
て
、
一
九
四
七
年
七

月
末
に
戦
犯
裁
判
計
画
を
主
管
す
る
国
立
戦
争
犯
罪
局
（
Ｎ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
）
が
新
設
さ
れ
、
米
軍
か
ら
容
疑

者
と
捜
査
記
録
の
移
管
を
受
け
、
新
生
国
家
に
よ
る
戦
犯
裁
判
の
準
備
が
整
っ
た（

11
）。

米
軍
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
の
要
請
で
、
法
律
ス
タ
ッ
フ
や
施
設
の
提
供
、
被
告
の
拘
禁
や
移
送
な
ど
、
裁
判
遂
行
の
側
面
支

援
を
約
束
し
た（

12
）。

　

裁
判
権
の
移
管
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
は
反
日
感
情
が
渦
巻
い
て
い
た
。
か
か
る
状
況
下
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
は
、
復
讐
や
報
復
で
は
な
く
、
国
際
法
の
諸
原
則
に
準
拠
し
た
公
正
な
裁
判
を
追
求
し
た
。

ロ
ハ
ス
大
統
領
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
に
戦
犯
裁
判
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

人
類
と
後
世
に
対
し
て
、
我
々
は
大
き
な
責
任
と
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
改
め
て
説
明
す
る
ま
で

も
な
い
、
誰
も
が
知
る
残
虐
行
為
の
被
害
者
で
あ
る
我
々
は
、
正
義
と
い
う
言
葉
の
民
主
的
な
意

味
を
十
分
に
踏
ま
え
て
処
罰
を
下
す
態
勢
の
も
と
、
世
界
に
相
対
し
て
い
る
。
我
々
に
暴
虐
を
加

え
た
人
々
に
対
し
て
さ
え
、
我
々
の
立
憲
政
治
の
必
要
条
件
を
該
当
さ
せ
る
と
示
す
態
勢
は
整
っ

て
い
る
。
国
際
法
が
定
め
る
全
て
の
権
利
、
公
平
か
つ
道
理
に
則
し
た
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権

利
、
戦
犯
の
利
益
に
な
る
参
考
人
を
召
喚
す
る
権
利
、
資
格
あ
る
弁
護
人
を
代
理
に
立
て
る
権
利
、

そ
し
て
再
審
の
権
利
を
戦
犯
に
与
え
て
裁
判
を
実
施
す
る
態
勢
が
整
っ
て
い
る
。
我
々
に
暴
虐
を
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加
え
た
者
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
諸
権
利
を
与
え
る
こ
と
で
、
こ
の
非
常
に
重
要
な
任
務
を
成
し
遂

げ
た
暁
に
は
、
罪
な
き
者
が
罰
せ
ら
れ
た
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う（

13
）。

　

当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
間
に
は
、
戦
争
中
に
横
行
し
た
、
法
の
適
正
手
続
き
な
き
日
本
軍
の
暴

力
に
鑑
み
て
、
日
本
人
戦
犯
を
裁
判
に
か
け
る
必
要
は
な
い
、
と
す
る
考
え
も
少
な
く
な
か
っ
た
が（

14
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
報
復
感
情
を
抑
え
、
国
家
の
威
信
と
国
民
の
能
力
を
内
外
に
示
す
べ
く
、
法
の
下

で
の
正
義
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
た
。
ロ
マ
ン
・
オ
ザ
エ
タ
司
法
長
官
も
大
統
領
の
意
を
汲
ん
で
、
裁

判
関
係
者
に
対
し
、「
公
平
で
正
当
な
」
裁
判
に
な
る
よ
う
努
力
せ
よ
、
と
訓
示
し
た（

15
）。

戦
犯
裁
判
計
画

の
責
任
者
で
あ
る
軍
法
務
総
監
フ
レ
ッ
ド
・
カ
ス
ト
ロ
少
佐
が
ラ
ジ
オ
番
組
で
語
っ
た
よ
う
に
、
日
本

人
戦
犯
を
訴
追
し
、
裁
く
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
に
と
っ
て
紛
れ
も
な
い
挑
戦
で
あ
り
、
そ
の
訴

追
は
、
公
平
性
と
正
義
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
度
量
を
測
る
試
金
石
で
あ
っ
た
。
公
平
さ
と
正
義

を
保
つ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、「
我
々
が
、
法
の
適
正
手
続
き
（due process of law

）
の
権
利

や
我
々
に
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
持
つ
同
じ
人
間
と
し
て
日
本
人
戦
犯
を
扱
う
こ
と
で
、
か
か
る
任

務
は
達
成
さ
れ
る
」。
カ
ス
ト
ロ
は
、
戦
犯
裁
判
計
画
の
本
格
始
動
を
前
に
、
こ
う
抱
負
を
述
べ
た（

16
）。

　

一
九
四
七
年
七
月
二
九
日
、
ロ
ハ
ス
大
統
領
は
大
統
領
命
令
第
六
八
号
を
発
し
、
Ｎ
Ｗ
Ｃ
Ｏ
を
設
置

す
る
と
と
も
に
戦
犯
裁
判
に
関
す
る
規
程
を
制
定
し
た
。
裁
判
規
程
に
基
づ
き
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
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訴
追
さ
れ
た
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
ま
た
は
そ
の
授
権
の
下
に
召
集
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
の
裁

判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
事
委
員
会
は
戦
争
の
法
規
、
慣
例
違
反
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
。
被
告
に
は
「
召
集
官
の
任
命
し
た
弁
護
人
、
も
し
く
は
自
己
の
選
任
し
た
弁
護
人
」

に
よ
り
弁
護
を
受
け
る
権
利
を
保
障
さ
れ
、
裁
判
書
類
は
日
本
語
に
翻
訳
の
上
、
被
告
に
手
交
さ
れ
た（

17
）。

　

裁
判
の
遂
行
に
際
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
重
視
し
た
の
は
弁
護
人
の
問
題
で
あ
る
。
裁
判
権
移
管

問
題
を
審
議
し
た
際
、
ロ
ハ
ス
大
統
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
厳
し
い
対
日
感
情
に
鑑
み
て
、
戦
犯

を
弁
護
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
弁
護
士
の
確
保
は
困
難
だ
と
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
、
弁
護
士
資
格
な
ど
国

内
法
上
の
障
害
が
あ
っ
て
も
、
日
本
人
弁
護
士
を
出
廷
さ
せ
、
弁
護
に
当
た
ら
せ
る
案
を
示
唆
し
た（

18
）。

そ
の
結
果
、
一
〇
名
余
り
の
日
本
人
弁
護
士
が
マ
ニ
ラ
に
派
遣
さ
れ
、
戦
犯
の
弁
護
を
始
め
た
。
だ
が
、

一
九
四
七
年
一
一
月
に
日
本
人
弁
護
士
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
検
事
の
間
で
暴
力
沙
汰
が
起
き
、
日
本
人
弁

護
団
が
日
本
に
送
還
さ
れ
、
代
わ
り
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
か
ら
法
律
的
素
養
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
将

校
が
弁
護
人
に
選
任
さ
れ
た（

19
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
弁
護
士
が
「
任
務
と
し
て
」
戦
犯
の
弁
護
を
始
め
る
と
、

す
ぐ
に
「
全
国
的
な
批
判
」
に
さ
ら
さ
れ
、「
売
国
奴
」
や
「
対
日
協
力
者
」
と
い
っ
た
言
葉
を
投
げ
つ

け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
同
胞
か
ら
非
難
を
受
け
な
が
ら
も
、
耐
え
忍
ん
で
日
本
人
の
弁
護
を
全
う
す
べ
く

努
め
た（

20
）。

公
判
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
裁
判
所
に
戦
犯
裁
判
の
無
効
を
提
訴
さ
え
し
た（

21
）。
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（
３
）
裁
判
の
展
開
と
結
果

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
対
日
戦
犯
裁
判
は
一
九
四
七
年
八
月
一
日
に
始
ま
り
、
最
後
の
判
決
が
出
る
四
九

年
一
二
月
二
八
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
二
年
半
の
間
に
七
三
の
裁
判
が
開
か
れ
、
一
五
一
名
の
被
告
が

裁
か
れ
た（

22
）。

被
告
の
約
八
〇
％
が
陸
軍
将
兵
で
、
軍
司
令
官
か
ら
一
等
兵
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
他

の
被
告
は
海
軍
の
将
兵
、
お
よ
び
通
訳
な
ど
民
間
人
で
あ
っ
た
。
裁
判
に
は
、
わ
ず
か
二
日
で
判
決
に

至
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
（
多
く
が
罪
状
認
否
で
有
罪
を
認
め
、
有
罪
を
宣
告
）、
被
告
が
一
〇
名
以
上
の

集
団
裁
判
の
よ
う
に
七
カ
月
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
、
公
判
期
間
は
様
々
で
あ
っ
た
。
起
訴
内
容
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
民
間
人
へ
の
残
虐
行
為
が
多
数
を
占
め
、
特
に
殺
人
事
案
が
多
く
、
虐
待
と
強
姦
が
こ
れ
に

続
い
た（

23
）。

　

裁
判
に
は
、（
１
）
捕
虜
の
虐
待
や
民
間
人
の
大
量
虐
殺
に
つ
い
て
指
揮
官
責
任
な
ど
を
問
わ
れ
た
高

級
将
校
の
ケ
ー
ス
、（
２
）
拷
問
や
殺
害
を
行
っ
た
憲
兵
隊
の
ケ
ー
ス
、（
３
）
民
間
人
の
大
量
殺
害
、

あ
る
い
は
ゲ
リ
ラ
討
伐
戦
に
お
け
る
ゲ
リ
ラ
容
疑
者
の
殺
害
に
直
接
関
与
し
た
下
級
兵
士
の
ケ
ー
ス
、

お
よ
び
（
４
）
事
件
や
被
告
を
め
ぐ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
注
目
を
集
め
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
っ
た（

24
）。

特
色
あ
る
ケ
ー
ス
に
は
、
対
日
協
力
を
拒
ん
で
日
本
軍
に
処
刑
さ
れ
た
最
高
裁
長
官
ホ
セ
・
ア
バ
ド
・

サ
ン
ト
ス
殺
害
事
件
や
、
終
戦
後
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
起
き
た
人
肉
食
事
件
を
扱
っ
た
裁
判（

25
）な

ど
が
含
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ま
れ
る
。

　

判
決
結
果
を
見
る
と
、
被
告
の
九
一
％
が
有
罪
を
宣
告
さ
れ
、
無
罪
は
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
被
告

の
五
二
％
に
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
よ
う
に
、
峻
厳
な
裁
判
で
あ
っ
た（

26
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
対
日
戦
犯

裁
判
実
施
国
（
米
英
中
仏
蘭
豪
の
六
カ
国
）
の
裁
判
で
の
死
刑
率
約
二
二
％
と
比
べ
て
も
、
そ
の
厳
し

さ
は
際
立
っ
て
い
た（

27
）。

厳
罰
理
由
を
、
根
拠
を
も
っ
て
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
殺
人
や
強
姦
な
ど
重

大
犯
罪
が
訴
追
の
中
心
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
加
罰
感
情
も
作
用
し
、
厳
罰
化
が
進
ん
だ
の
か
も

し
れ
な
い
。

３　

戦
犯
受
刑
者
の
扱
い

（
１
）
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所

　

有
罪
宣
告
を
受
け
た
日
本
人
戦
犯
は
、
当
初
は
米
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
マ
ニ
ラ
東
方
の
高
台
に

あ
っ
た
マ
ン
ダ
ル
ー
ヨ
ン
の
米
軍
施
設
に
収
監
さ
れ
た
が
、
一
九
四
八
年
六
月
に
死
刑
囚
が
ニ
ュ
ー
ビ

リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所
（
Ｎ
Ｂ
Ｐ
）
に
移
送
、
一
二
月
に
残
り
の
有
期
・
終
身
刑
お
よ
び
未
決
囚
・
容
疑
者
も

Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
。
こ
こ
に
戦
犯
の
勾
留
・
拘
置
の
権
限
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
移
っ
た（

28
）。

　

Ｎ
Ｂ
Ｐ
は
マ
ニ
ラ
南
方
の
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
マ
ニ
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ラ
の
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所
（
通
称
オ
ー
ル
ド
ビ
リ
ビ
ッ
ド
）
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
一
九
四
〇
年
一
一

月
に
新
設
さ
れ
た
国
内
最
大
の
監
獄
で
あ
る
。
構
内
に
は
司
法
省
刑
務
局
の
本
部
も
置
か
れ
た
。
日
本

人
戦
犯
は
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
約
七
〇
〇
〇
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
受
刑
者
と
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）「
寛
大
な
」
処
遇

　

一
九
四
八
年
一
二
月
一
日
、
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
到
着
し
た
戦
犯
受
刑
者
を
前
に
、
刑
務
局
長
エ
リ
ベ
ル
ト
・

ミ
サ
が
挨
拶
し
、
所
内
の
規
則
を
遵
守
す
る
よ
う
伝
え
る
一
方
、
刑
務
所
で
は
虐
待
を
受
け
る
心
配
は

な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
受
刑
者
同
様
、「
諸
君
も
収
監
生
活
を
楽
し
め
る
と
思
う
」
と
話
し
た（

29
）。

ア
ル
フ

レ
ド
・
ブ
ニ
エ
刑
務
所
長
も
、「
運
命
の
命
ず
る
所
、
諸
君
は
当
監
獄
に
入
ら
れ
た
、
気
の
毒
に
思
う
」

と
日
本
人
に
語
り
か
け
、「
独
立
比
島
国
家
の
体
面
を
以
て
諸
君
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
」
と
伝
え
た（

30
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
刑
務
当
局
は
、
国
家
の
威
信
を
か
け
て
戦
犯
受
刑
者
の
処
遇
に
当
た
る
と
宣
言
し
た
の
で

あ
る
。
ロ
ハ
ス
大
統
領
の
急
死
に
よ
り
、
一
九
四
八
年
四
月
に
副
大
統
領
か
ら
昇
格
し
た
エ
ル
ピ
デ
ィ

オ
・
キ
リ
ノ
新
大
統
領
―
彼
自
身
、
戦
争
中
に
妻
と
三
人
の
子
供
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
て
い
た
―
も
、

刑
務
当
局
に
対
し
、「
日
本
人
囚
人
は
特
に
待
遇
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
」
と
命
じ
た（

31
）。

　

実
際
、
日
本
人
戦
犯
は
寛
大
な
処
遇
を
受
け
た
。
日
に
三
度
の
食
事
を
提
供
さ
れ
、
看
守
の
暴
力
も
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な
か
っ
た
。
死
刑
囚
に
は
労
務
が
課
さ
れ
ず
、
有
期
・
終
身
刑
の
受
刑
者
も
炊
事
や
刑
務
局
長
邸
の
庭

園
の
手
入
れ
な
ど
軽
微
な
労
務
だ
け
で
、
日
中
は
獄
舎
を
自
由
に
散
策
で
き
た
。
刑
務
当
局
は
ま
た
、

戦
犯
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
任
期
満
了
の
た
め
一
九
五
〇
年
三
月
に
帰
国
予
定
だ
っ
た
教
誨
師
が
Ｎ
Ｂ
Ｐ

で
居
住
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
ブ
ニ
エ
所
長
が
身
元
保
証
人
を
引
き
受
け
た
。
所
長
自
身
、
父
親
を
日

本
軍
に
殺
さ
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
が
、「
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
た
と
え
日
本
兵
で
あ
っ
て

も
人
間
ら
し
く
扱
う
べ
き
だ
」
と
の
考
え
に
立
ち
、
戦
犯
受
刑
者
に
終
始
親
切
に
接
し
た
。
日
本
人
が
、

ブ
ニ
エ
所
長
を
自
分
た
ち
の
「
最
も
よ
き
理
解
者
で
あ
り
同
情
者
」
と
感
じ
た
の
も
頷
け
よ
う（

32
）。

（
３
）
死
刑
の
執
行

　

軍
事
委
員
会
が
宣
告
し
た
判
決
と
量
刑
は
、
再
審
査
委
員
会
（
三
名
以
下
の
将
校
で
構
成
）
に
よ
る

審
査
に
付
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
参
謀
総
長
が
そ
の
報
告
書
と
裁
判
記
録
を
吟
味
し
、
承
認
す
る

ま
で
執
行
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
死
刑
と
終
身
刑
の
判
決
に
限
っ
て
は
、
上
述
の

審
査
過
程
に
加
え
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
統
領
が
確
認
す
る
ま
で
は
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ（

33
）。

こ
の
規
定
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
死
刑
執
行
に
つ
い
て
、

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
で
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
）
が
確
認
官
だ
っ
た
が
、
フ
ィ
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リ
ピ
ン
の
場
合
、
国
家
元
首
が
処
刑
の
最
終
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刑
執

行
の
最
終
決
定
に
、
高
度
な
政
治
判
断
が
作
用
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
死
刑
執
行
に
慎
重
姿
勢
で
臨
む
制
度
的
枠
組
み
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
刑
執
行
へ
の
慎
重
姿
勢
や
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
の
寛
大
な
処
遇
を
も
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
戦
犯
死
刑

囚
に
手
心
を
加
え
た
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
大
統
領
は
死
刑
事
案
の
処
理
に
時
間
を
か
け
な
が
ら

（
司
法
長
官
も
死
刑
事
案
の
再
審
査
報
告
書
に
目
を
通
し
た（

34
））、

刑
の
執
行
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

死
刑
囚
七
九
名
の
う
ち
、
一
七
名
が
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
特
設
さ
れ
た
絞
首
台
で
絞
首
刑
に
処
さ
れ
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
当
時
、
死
刑
は
電
気
椅
子
で
執
行
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
犯
裁
判
の
場
合
、
米
軍
が
マ
ニ
ラ

裁
判
で
採
用
し
た
絞
首
刑
、
も
し
く
は
銃
殺
刑
が
踏
襲
さ
れ
た
。

　

被
処
刑
者
は
階
級
の
高
い
順
で
は
な
く
、
概
ね
判
決
順
に
刑
を
執
行
さ
れ
た（

35
）。

処
刑
さ
れ
た
の
は
三
一

歳
か
ら
五
一
歳
ま
で
で
、
将
官
や
佐
官
級
は
一
人
も
お
ら
ず
、
そ
の
下
の
尉
官
が
八
名
（
最
高
位
は
大

尉
）、
准
尉
一
名
、
下
士
官
六
名
、
兵
二
名
（
最
下
級
は
上
等
兵
）
と
い
う
内
訳
だ
っ
た
。
処
刑
さ
れ
た

の
は
下
級
将
校
と
下
士
官
・
兵
な
ど
、
総
じ
て
戦
場
で
作
戦
を
遂
行
す
る
階
級
の
低
い
者
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　

最
初
の
処
刑
（
一
九
四
八
年
八
月
）
は
判
決
か
ら
九
カ
月
後
で
、
続
く
二
番
目
、
三
番
目
（
と
も
に
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四
八
年
一
一
月
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
カ
月
、
九
カ
月
、
そ
し
て
四
番
目
か
ら
最
後
の
一
七
番
目
ま
で
の

一
四
名
の
集
団
処
刑
（
五
一
年
一
月
）
に
は
、
判
決
か
ら
二
年
七
カ
月
も
の
歳
月
を
要
し
た（

36
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
七
名
の
死
刑
囚
は
刑
の
宣
告
後
、
九
カ
月
か
ら
二
年
七
カ
月
を
経
て
処
刑
さ
れ
た
。

米
軍
マ
ニ
ラ
裁
判
で
は
、
最
初
の
一
七
名
が
一
カ
月
半
か
ら
五
カ
月
半
ま
で
に
処
刑
さ
れ（

37
）、

東
京
裁
判

で
は
判
決
後
わ
ず
か
一
カ
月
で
刑
が
執
行
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
刑
の
執
行
に
慎
重
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
死
刑
執
行
率
を
見
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
連
合
国
六
カ
国
の
戦
犯

裁
判
で
は
約
八
〇
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
主
管
の
そ
れ
は
約
二
〇
％
に
と
ど
ま
っ
た（

38
）。

こ

こ
か
ら
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
死
刑
執
行
に
抑
制
的
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

４　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
恩
赦
決
定

（
１
）
冷
戦
と
対
日
融
和
の
模
索

　

一
九
四
六
年
に
独
立
し
た
と
は
い
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
戦
争
で
人
的
・
経
済
的
に
大
打
撃
を
受
け

て
お
り
、
復
興
に
は
米
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
米
国
は
一
九
四
六
年
四
月
に
、
約

六
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
戦
災
補
償
を
規
定
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
復
興
法
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
抱
き
合
わ
せ

で
、
米
国
に
特
恵
的
な
貿
易
を
保
障
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
通
商
法
（
ベ
ル
通
商
法
）
を
成
立
さ
せ
た
。
安
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全
保
障
面
で
も
、
植
民
地
時
代
の
軍
事
的
関
係
が
維
持
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年
三
月
、
比
米
軍
事
基
地

協
定
と
比
米
軍
事
援
助
協
定
が
結
ば
れ
、
米
軍
基
地
の
九
九
年
間
の
無
償
貸
与
、
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
軍
の
整
備
・
育
成
の
た
め
に
米
軍
事
顧
問
団
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

独
立
後
も
米
国
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
、
対
外
政
策
に
つ
い
て
も
米
国
要
因
は
無
視
し
え
な
か
っ
た（

39
）。

　

終
戦
後
の
中
国
大
陸
で
の
国
共
内
戦
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
二
つ
の
国
家
の
樹
立
を
経
て
、
一
九
四
九

年
一
〇
月
に
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
、
翌
五
〇
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
冷
戦
は
熱
戦
と
い
う
形
で
ア
ジ
ア
に
波
及
し
た
。
民
主
主
義
陣
営
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
財
政

面
と
安
全
保
障
面
で
米
国
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
元
宗
主
国
の
対
日
政
策
を
意
識
し
な
が
ら

日
本
へ
の
対
応
を
図
っ
た
。
社
会
主
義
圏
の
「
封
じ
込
め
」
政
策
を
推
進
す
る
米
国
は
、
日
本
の
占
領

方
針
に
つ
い
て
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
に
米
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
採
択
し
た
「
米
国
の

対
日
政
策
に
関
す
る
勧
告
」（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
三
―
二
）
に
基
づ
き
、「
非
軍
事
化
と
民
主
化
」
と
い
う
従
来

の
改
革
路
線
か
ら
日
本
の
経
済
復
興
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
に
力
点
を
移
し
た
。

　

他
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
戦
争
の
記
憶
が
い
ま
だ
生
々
し
く
、
対
日
関
係
の
早
期
再
建
に
は
強
い
抵

抗
感
が
あ
っ
た
。
米
国
は
、
日
本
の
国
際
社
会
へ
の
早
期
復
帰
を
促
し
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
れ
に

異
を
唱
え
た（

40
）。

国
内
を
覆
う
強
い
反
日
感
情
の
た
め
に
、
日
本
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
入
国
を
拒
否
す
る
有
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様
だ
っ
た（

41
）。

キ
リ
ノ
大
統
領
そ
の
人
も
、
戦
争
中
に
妻
子
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
、
日
本
人
を
見
れ
ば
「
生

き
た
ま
ま
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
た
い
」
ほ
ど
の
憎
し
み
を
抱
い
て
い
た（

42
）。

　

し
か
し
、
日
本
が
民
主
主
義
陣
営
で
あ
り
、
将
来
の
国
益
を
見
す
え
て
日
本
と
の
経
済
交
流
の
再
開

を
予
想
し
、
ま
た
同
じ
太
平
洋
に
位
置
す
る
日
本
を
消
す
こ
と
も
、
大
西
洋
に
移
す
こ
と
も
で
き
な
い

地
政
学
上
の
宿
命
か
ら（

43
）、

キ
リ
ノ
は
日
本
と
の
共
存
を
模
索
し
始
め
る
。
一
九
四
七
年
、
比
日
両
国
は

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
管
理
下
で
貿
易
を
再
開
し
、
四
九
年
以
降
、
日
本
は
戦
前
同

様
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
外
貿
易
相
手
国
第
二
位
と
い
う
重
要
な
貿
易
相
手
国
に
な
っ
た（

44
）。

こ
う
し
た
現

実
を
見
す
え
、
キ
リ
ノ
は
一
九
四
八
年
一
一
月
、
日
本
に
準
外
交
機
関
（
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
部
）

を
設
置
し
、
五
〇
年
五
月
に
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
の
貿
易
金
融
協
定
を
介
し
て
日
本
と
の
バ
ー
タ
ー
貿
易
に

乗
り
出
し
た（

45
）。

　

そ
の
後
、
対
日
講
和
が
現
実
味
を
帯
び
、
ま
た
最
大
関
心
事
の
賠
償
条
項
（
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

賠
償
額
八
〇
億
ド
ル
を
主
張
し
て
い
た
）
が
条
約
草
案
に
入
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
キ
リ
ノ
政
権
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
一
九
五
一
年
九
月
に
講
和
条
約
に
署
名
し
た
。「
賠
償
な
く
し

て
批
准
な
し
」
の
立
場
を
取
る
野
党
の
反
対
で
批
准
こ
そ
見
送
ら
れ
た
が
、
講
和
後
、
キ
リ
ノ
政
権
は

対
日
関
係
の
改
善
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
キ
リ
ノ
は
一
二
月
、
極
東
キ
リ
ス
ト
教
会
評
議
会
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の
総
会
参
加
者
を
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
に
招
き
、
特
に
日
本
の
代
表
に
向
け
て
、
自
分
は
家
族
を
殺
し
た
日

本
人
へ
の
憎
し
み
を
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
取
り
除
く
よ
う
努
め
、
日
本
人
を
「
隣
人
」
と
し
て
受
け

入
れ
た
い
旨
を
語
っ
た（

46
）。

一
二
月
下
旬
に
は
戦
犯
の
中
で
最
高
位
の
黒
田
重
徳
元
中
将
（
終
身
刑
）
に

恩
赦
を
与
え
、
翌
一
九
五
二
年
一
月
末
、
マ
ニ
ラ
で
賠
償
交
渉
に
臨
む
日
本
の
代
表
を
大
統
領
官
邸
（
マ

ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
）
に
招
い
た
。
一
〇
月
末
に
は
、
戦
後
初
め
て
と
な
る
日
本
の
外
交
機
関
（
在
外
事

務
所
）
を
マ
ニ
ラ
に
設
置
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
冷
戦
と
地
政
学
的
関
係
の
現
実
を
直
視
し
、
隣
国

と
の
良
好
な
関
係
作
り
を
求
め
て
、
キ
リ
ノ
は
対
日
融
和
政
策
を
少
し
ず
つ
推
し
進
め
て
い
っ
た
。

（
２
）
戦
犯
問
題
の
政
治
化

　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
戦
犯
問
題
へ
の
対
応
は
、
冷
戦
の
国
際
環
境
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
対
日
政
策
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
宗
主
国
の
米
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
受
刑
者
の
処
遇
に
つ
い
て
不

介
入
の
立
場
を
取
っ
て
お
り（

47
）、

例
え
ば
一
九
五
一
年
一
月
の
一
四
名
の
処
刑
直
後
、
米
国
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
戦
犯
死
刑
囚
の
助
命
の
訴
え
に
対
し
て
も
、
米
国
務
省
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
人
戦
犯
の
問

題
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
法
廷
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
戦
犯
へ
の
恩
赦
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
が
独
自
に

判
断
す
る
案
件
ゆ
え
、
米
国
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
立
場
を
鮮
明
に
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し
た（

48
）。

日
本
人
戦
犯
の
運
命
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ノ
大
統
領
の
戦
犯
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
一
九
五
一
年
一
月
の
一
四
名
の
処
刑

直
後
の
日
本
側
の
反
応
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ノ
は
、
戦
争
中
の
残
虐
行
為
に
対
し
て
は
、
国
際
法
違
反
と

し
て
極
刑
で
臨
み
得
る
と
す
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
原
則
を
支
持
す
る
立
場
か
ら（

49
）、

一
四
名
の
死
刑
執
行

命
令
書
に
署
名
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
処
刑
が
日
本
社
会
に
与
え
た
衝
撃
は
こ
の
上

な
く
大
き
か
っ
た
。
前
回
の
処
刑
（
一
九
四
八
年
一
一
月
）
後
、
二
年
余
り
も
執
行
が
な
く
、
講
和
も

間
近
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
突
然
の
、
し
か
も
大
規
模
な
処
刑
に
日
本
人
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
の
で
あ
る
。

　

集
団
処
刑
後
も
、
Ｎ
Ｂ
Ｐ
に
は
約
六
〇
名
の
戦
犯
死
刑
囚
が
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
民
は
彼
ら
を

救
う
べ
く
、
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
に
大
量
の
助
命
嘆
願
書
を
送
り
始
め
た
。
日
本
側
の
猛
烈
な
助
命
運
動
は
、

キ
リ
ノ
に
と
っ
て
予
想
外
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
九
五
一
年
二
月
、
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
通
じ

て
、
戦
犯
死
刑
囚
の
事
案
を
個
別
に
審
査
し
、
減
刑
の
余
地
を
検
討
す
る
意
向
を
表
明
し
た（

50
）。

当
時
、

キ
リ
ノ
は
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。「
日
本
政
府
及
戦
犯
者
家
族
よ
り
死
刑
囚
の
大
赦
減
刑
に
関
す

る
嘆
願
書
が
来
て
ゐ
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
一
括
減
刑
す
る
等
の
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
各
個
人
の
個
々

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
慎
重
研
究
す
る（

51
）」。

大
統
領
が
戦
犯
の
死
刑
執
行
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
異
例
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で
、
日
本
か
ら
の
嘆
願
書
の
大
量
送
付
と
い
う
事
態
に
接
し
、
キ
リ
ノ
が
戦
犯
問
題
の
政
治
的
影
響
を

看
取
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
大
統
領
秘
書
の
後
年
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ノ
は
同
時
期
（
一
九
五
一

年
二
月
）
に
死
刑
執
行
の
停
止
を
決
定
し
た（

52
）。

（
３
）
恩
赦
の
決
定

　

一
九
五
一
年
二
月
以
降
、
キ
リ
ノ
大
統
領
は
戦
犯
死
刑
囚
の
刑
の
執
行
を
見
合
わ
せ
、
日
本
へ
の
送

還
問
題
を
検
討
し
始
め
た
。
一
九
五
二
年
七
月
、
面
会
し
た
日
本
の
参
議
院
議
員
に
、「
自
分
た
ち
は
決

し
て
戦
犯
者
の
命
を
取
ろ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
適
当
な
時
機
を
見
て
日
本
に
帰
す
つ
も
り
で

あ
る
。
た
だ
国
民
感
情
か
ら
早
急
に
や
る
こ
と
は
却
っ
て
ま
ず
い
。
私
が
責
任
を
持
っ
て
徐
々
に
日
本

に
帰
す
か
ら
」
と
話
し
た
よ
う
に（

53
）、

戦
犯
処
理
に
際
し
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
対
日
感
情
へ
の
配
慮

が
不
可
欠
だ
っ
た
。
特
に
、
次
期
大
統
領
選
（
一
九
五
三
年
一
一
月
）
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
世
論
動
向

に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（

54
）。

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
五
一
年
二
月
に
松
崎
秀
一
元
憲
兵
中
佐
（
有

期
二
〇
年
）
に
初
め
て
の
恩
赦
を
与
え
、
同
年
一
二
月
に
黒
田
元
中
将
（
終
身
刑
）、
そ
し
て
五
二
年
二

月
に
喜
多
平
次
元
憲
兵
中
尉
（
有
期
一
七
年
）
に
恩
赦
を
言
い
渡
し
た
よ
う
に
、
死
刑
囚
以
外
の
、
ご

く
少
数
の
限
定
的
恩
赦
を
実
施
し
、
世
論
動
向
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う（

55
）。
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キ
リ
ノ
は
対
日
融
和
の
模
索
を
少
し
ず
つ
続
け
、
一
九
五
三
年
六
月
二
七
日
、
つ
い
に
日
本
人
戦
犯

全
員
の
恩
赦
を
決
断
す
る
。
七
月
六
日
に
比
日
外
交
当
局
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
交
換
公
文
（
七
月
四

日
付
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
「
日
本
国
政
府
が
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
法
廷
の
裁

判
を
受
諾
す
る
」
こ
と
、
終
身
・
有
期
刑
四
九
名
は
特
赦
・
釈
放
、
死
刑
囚
五
六
名
は
終
身
刑
に
減
刑

の
上
、
日
本
の
刑
務
所
で
服
役
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
特
赦
・
釈
放
者
に
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
去
り
、
且
つ
、
同
国
に
帰
ら
な
い
こ
と
」
の
宣
誓
を
条
件
に
課
し
た（

56
）。

　

な
ぜ
、
キ
リ
ノ
大
統
領
は
恩
赦
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
教
誨
師
が
キ
リ
ノ
大
統
領
に

謁
見
し
た
際
（
一
九
五
三
年
五
月
）、
渡
辺
は
ま
子
が
歌
っ
た
「
あ
ゝ
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
」

の
メ
ロ
デ
ィ
入
り
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
写
真
帳
を
贈
り
、
そ
の
音
色
と
歌
の
来
歴
に
感
動
し
た
大
統
領
が

恩
赦
を
決
断
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
が（

57
）、

事
情
は
も
う
少
し
複
雑
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
恩
赦
の
背
景
に
は
、
キ
リ
ノ
の
対
日
融
和
政
策
が
あ
り
、
そ
れ
は
冷
戦
の
国
際
環
境
と
米

国
の
対
日
占
領
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
大
統
領
選
と
賠
償
問
題
も
恩
赦
の
決
断
に
作
用
し
た
。
恩
赦
決
定
の
直
後
（
六
月
二
九
日
）、

フ
ェ
リ
ノ
・
ネ
リ
外
務
長
官
代
理
は
中
川
融
在
外
事
務
所
長
に
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。「
今
回
の
特
赦

を
す
る
に
至
つ
た
キ
リ
ノ
大
統
領
の
真
意
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
道
主
義
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
が
、
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同
時
に
今
回
の
挙
が
、
日
本
国
民
の
対
比
感
情
を
和
ら
げ
、
日
比
間
の
懸
案
、
特
に
賠
償
問
題
の
解
決

に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
…
…
大
統
領
と
し
て
は
賠
償
問
題

は
極
力
大
統
領
選
挙
前
に
片
付
け
、
国
民
に
対
し
自
分
の
功
績
と
し
て
示
し
た
い
希
望
を
有
し
て
居
り
、

従
つ
て
急
速
に
取
運
ぶ
要
が
あ
る（

58
）」。

キ
リ
ノ
は
選
挙
を
前
に
、
戦
犯
恩
赦
に
よ
り
賠
償
交
渉
に
お
け
る

日
本
側
譲
歩
を
引
き
出
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た（

59
）。

原
則
と
し
て
年
四
回
実
施
さ
れ
る
恩
赦
（
新
年
と
七

月
四
日
の
独
立
記
念
日
、
一
一
月
一
六
日
の
大
統
領
誕
生
日
、
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
う
ち
、
大
統

領
選
を
前
に
し
た
時
、
独
立
記
念
日
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
六
二
歳
の
キ
リ
ノ
は

病
身
で
（
六
月
に
は
歩
行
困
難
と
な
っ
て
い
た
）、
四
五
歳
の
気
鋭
の
対
抗
馬
ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ

に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
戦
犯
釈
放
に
「
政
治
上
の
危
険
」
を
感
じ
つ
つ
も
、
起
死
回
生
を
図
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る（

60
）。

　

第
三
に
、
将
来
の
比
日
友
好
を
見
す
え
、
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
と
い
う
大
統
領
自
身
の
信
念

も
恩
赦
決
定
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
七
月
五
日
、
キ
リ
ノ
は
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
病
院
で
記

者
会
見
に
応
じ
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
服
役
し
て
い
る
日
本
人
戦
犯
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
議
会
の
承
認
を
必
要
と

す
る
大
赦
と
し
て
で
は
な
く
、
特
赦
を
与
え
た
。
私
は
日
本
人
か
ら
妻
と
三
人
の
子
供
、
そ
し
て
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さ
ら
に
五
人
の
家
族
を
殺
さ
れ
た
者
と
し
て
彼
ら
を
特
赦
す
る
最
後
の
一
人
と
な
る
だ
ろ
う
。
私

は
自
分
の
子
孫
や
国
民
に
、
我
々
の
友
と
な
り
、
我
が
国
に
永
く
恩
恵
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
日

本
人
に
対
し
、
憎
悪
の
念
を
残
さ
な
い
た
め
に
、
こ
の
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
隣
国
と
な
る
運
命
な
の
だ（

61
）。

　

キ
リ
ノ
は
、
戦
争
中
に
妻
子
を
日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
体
験
に
触
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
日
本
と

の
共
存
は
地
政
学
上
、
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
両
国
の
友
好
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
益
に
か
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
、
関
係
再
建
の
た
め
に
は
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
民
に
理
解
を
求
め
た
。
大
統
領
声
明
は
七
月
五
日
付
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て
米
国
か
ら
マ

ラ
カ
ニ
ア
ン
に
打
電
さ
れ
、
翌
六
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
報
じ
ら
れ
た（

62
）。

キ
リ
ノ
は
翌
七
日
、
手
術

の
直
前
に
病
躯
を
お
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
、「
日
本
人
に
向
け
て
」
恩
赦
の
真
意
を
語
っ
た
。
彼

は
先
の
声
明
を
読
み
上
げ
る
と
と
も
に
、「
私
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
長
と
し
て
、
自
ら
こ
の
よ
う
な
決

断
を
な
し
え
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。
私
を
突
き
動
か
し
た
善
意
の
心
が
人
間
に
対
す
る
信
頼
の
証
し

と
し
て
、
他
者
〔
日
本
〕
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
本
望
で
あ
る
」
と
述
べ
た（

63
）。

　

キ
リ
ノ
が
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
大
赦
（am

nesty

）
で
な
く
、
特
赦
（pardon

）
を
選
ん
だ

こ
と
、
恩
赦
に
際
し
て
特
赦
・
釈
放
者
に
再
入
国
禁
止
と
い
う
異
例
の
条
件
を
課
し
、
ま
た
戦
犯
全
員
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に
一
律
に
特
赦
を
与
え
ず
、
特
赦
・
釈
放
組
と
減
刑
・
巣
鴨
服
役
組
に
分
け
た
こ
と
、
米
国
か
ら
声
明

を
発
し
、
国
民
の
理
解
を
求
め
た
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
や
議
会
の
反
発
を
避
け
る
た
め
の
保
険

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
中
、
キ
リ
ノ
は
大
統
領
と
し
て
、

隣
国
と
の
関
係
を
憎
し
み
か
ら
融
和
に
転
換
す
る
政
治
決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
五
三
年
七
月
一
五
日
、
日
本
人
戦
犯
一
〇
八
名（

64
）は

白
山
丸
で
マ
ニ
ラ
港
を
離
れ
、
一
週
間
後
の

二
二
日
に
横
浜
港
に
到
着
し
、
留
守
家
族
や
刑
死
者
遺
族
な
ど
多
く
の
人
々
が
歓
喜
で
迎
え
る
中
、
数

年
ぶ
り
に
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
。
Ｎ
Ｂ
Ｐ
で
処
刑
さ
れ
、
土
葬
さ
れ
て
い
た
一
七
名
の
遺
体
も
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
の
特
別
許
可
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
荼
毘
に
付
し
て
遺
族
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た（

65
）。

　

特
赦
を
受
け
た
元
有
期
・
終
身
刑
の
者
は
横
浜
で
釈
放
さ
れ
、
終
身
刑
に
減
刑
さ
れ
た
元
死
刑
囚
は

そ
の
ま
ま
巣
鴨
刑
務
所
に
移
送
、
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
一
〇
日
の
大
統
領
選
で
は
、
マ
グ

サ
イ
サ
イ
が
圧
倒
的
勝
利
で
現
職
の
キ
リ
ノ
を
破
っ
た
。
任
期
満
了
当
日
の
一
二
月
三
〇
日
、
キ
リ
ノ

は
大
統
領
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
巣
鴨
で
服
役
中
の
五
〇
名
余
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
戦
犯
全
員
に

恩
赦
を
与
え
て
釈
放
し
た
。
二
度
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
条
件
だ
っ
た（

66
）。

一
九
四
七
年
八



第Ⅱ部　第二次世界大戦―日本を中心に

209

月
以
来
、
六
年
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
取
り
組
ん
で
き
た
戦
犯
裁
判
計
画
は
、
こ
こ
に
終
わ
り
を

告
げ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
政
策
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
戦
争
中
の
残
虐
行
為
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
法
の
下
で
正
義
を
実
現
し
よ
う
と
試
み

た
。
法
に
基
づ
く
正
義
の
追
求
は
、
責
任
者
の
処
罰
だ
け
で
な
く
、
戦
争
被
害
の
公
的
認
知
を
も
目
指

し
、
も
っ
て
比
日
間
の
不
公
正
な
関
係
を
正
そ
う
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

新
生
国
家
と
し
て
、
終
戦
直
後
か
ら
他
の
連
合
国
が
遂
行
し
て
き
た
戦
犯
処
罰
計
画
の
流
れ
に
加
わ
り
、

民
主
的
で
公
正
な
裁
き
の
実
現
を
通
し
て
、
国
家
の
威
信
と
国
民
の
能
力
を
内
外
に
示
そ
う
と
し
た
。

第
三
に
、
戦
犯
に
対
す
る
寛
大
な
処
遇
や
死
刑
を
め
ぐ
る
慎
重
姿
勢
、
最
終
局
面
で
の
恩
赦
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
政
策
は
日
本
と
の
関
係
再
建
を
志
向
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
政
策
は
正
義
と
威
信
、
旧
敵
と
の
関
係
回
復
と
い
う
三
つ

の
柱
を
基
調
と
し
、
国
交
回
復
（
一
九
五
六
年
七
月
）
ま
で
の
移
行
期
の
中
で
、
日
本
軍
が
な
し
た
不

正
義
に
対
処
し
、
併
せ
て
戦
後
比
日
関
係
の
再
構
築
を
模
索
し
た
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
生
国

家
の
指
導
者
が
「
裁
き
」
と
「
赦
し
」
の
狭
間
で
、
葛
藤
し
な
が
ら
描
き
出
し
た
関
係
再
建
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
主
催
「
連

続
市
民
講
座
」
で
の
報
告
を
も
と
に
、
新
た
な
資
料
と
知
見
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
関
連
文
献

と
し
て
、
永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ

級
戦
犯
裁
判
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

註（
１
）　

伊
藤
正
康
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
に
よ
る
戦
犯
裁
判
」（『
戦
争
裁
判　

処
刑
者
一
千
』
別
冊
歴
史
読
本
第

二
一
三
号
、
一
九
九
三
年
八
月
）
九
六
頁
。

（
２
）　

渡
集
団
軍
政
監
部
編
『
軍
政
公
報
』
第
一
号
（
マ
ニ
ラ
日
日
新
聞
社
、
一
九
四
二
年
三
月
）
二
頁
。

（
３
）　T

eodoro M
. Locsin, “D

ay of Reckoning ”

（Philippines Free Press, 17 Jan. 1948

）, p. 18.

（
４
）　Interview

 w
ith A

rm
ando V

. Gatm
aitan, 11 Feb. 2015, M

akati City.

（
５
）　

大
沢
清
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
日
本
人
か
ら
』（
新
潮
社
、
一
九
七
八
年
）
一
八
八
頁
。

（
６
）　

永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一

－

三
八
頁
。

（
７
）　Fred R. Castro and Guillerm

o S. Santos, “A
 Report on W

ar Crim
es T

rials in the 
Philippines ”

（T
he Law

yers Journal, V
ol. X

V
, N

o. 10, 31 O
ct. 1950

）, p. 472.

（
８
）　“Statistics of U

. S. W
ar Crim

es T
rials in A

ll T
heaters as of 30 Septem

ber 1948, ” Box 
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9, Entry 146, RG153, Records of the O
ffice of the Judge A

dvocate General

（A
rm

y

）, 
N

ational A
rchives at College Park, M

D
, U

SA

（hereafter N
A

CP

）.
（
９
）　M

inutes of the 67th M
eeting of the Cabinet, 18 Feb. 1947, General M

iscellany, Series 
IV

, Box 7, M
anuel Roxas Papers, U

niversity A
rchives, U

niversity of the Philippines, 
D

ilim
an.

（
10
）　Elpidio Q

uirino to Paul V
. M

cN
utt, 12 M

ar. 1947, Legal Section

（LS

）Papers, GH
Q

/
SCA

P Records, m
icrofiche, LS-10036

（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）．

（
11
）　N

icanor M
aronilla-Seva, “T

he Law
 of W

ar and Philippine W
ar Crim

es T
rials ”

（T
hesis presented for the D

egree of Bachelor of Science in Foreign Service, School 
of Foreign Service, A

dam
son U

niversity, M
anila, 1950

）, pp. 88-90.

（
12
）　LS to Chief of Staff, 6 M

ay 1947; R. M
. Levy to Com

m
anding General, PH

ILRY
CO

M
, 

“W
ar Crim

e T
rials in M

anila, ” 5 July 1947, LS Papers, LS-10036.

（
13
）　M

anila Bulletin, 30 July 1947.

（
14
）　Carm

en G. Cruz, “Justice, N
ot Retribution ”

（T
he E

vening N
ew

s, 9 A
ug. 1947

）, p. 7.

（
15
）　T

elecon Conference, 31 July 1947, p. 7, M
anila T

elecon File, Box 1353, A
dm

inistra-
tive D

ivision, Legal Section, RG 331, GH
Q

/SCA
P Records, N

A
CP.

（
16
）　T

he M
anila T

im
es, 8 A

ug. 1947.
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（
17
）　Executive O

rder N
o. 68, 29 July 1947

（Republic of the Philippines, O
ffi

cial G
azette, 

V
ol. 43, N

o. 9, Sept. 1947

）, pp. 3547-3553.
（
18
）　M

inutes of the 67th M
eeting of the Cabinet, 18 Feb. 1947, op. cit.

（
19
）　

永
井
均
「
手
紙
は
時
空
を
超
え
て
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
の
裏
面
史
」（『H

IRO
SH

IM
A

 
RESEA

RCH
 N

EW
S

』
第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
一

－

二
頁
。

（
20
）　M

anila Bulletin, 15 Jan. 1948; Interview
 w

ith N
ina L. Roseta, 21 N

ov. 2012, Q
uezon 

City.

（
21
）　Bulletin of the Judge A

dvocate G
eneral of the A

rm
ed Forces of the Philippines, V

ol. 
III, N

o. 1, M
ar. 1949, pp. 24-26.

（
22
）　Guillerm

o S. Santos, “Report on the W
ar Crim

es Program
 of the Philippines ”

（Philip-
pine A

rm
ed Forces Journal, V

ol. IV
, N

o. 2, Jan. -Feb. 1951

）, p. 27.

（
23
）　

永
井
均
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）
八
二

－

八
六
頁
。

（
24
）　Ricardo T

. Jose, “T
he Philippine W

ar Crim
es T

rials, 1947-1949 ”

（R
em

em
bering 

W
orld W

ar II in the Philippines, V
ol. II, M

anila: N
ational H

istorical Institute, 2007

）, 
pp. 72-73.

（
25
）　

永
井
均
「
人
生
の
海
の
あ
ら
し
に
―
あ
る
元
軍
医
の
終
わ
ら
な
い
戦
争
」（『H

IRO
SH

IM
A

 
RESEA

RCH
 N

EW
S

』
第
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
一

－

二
頁
。
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（
26
）　Santos, “Report on the W

ar Crim
es Program

 of the Philippines, ” op. cit., p. 27.

（
27
）　

前
掲
、
永
井
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』
二
二
二
頁
。

（
28
）　T

he M
anila T

im
es, 4 June, 2 D

ec. 1948.
（
29
）　Ibid., 2 D

ec. 1948.

（
30
）　

憲
兵
中
尉
■
「
モ
ン
テ
ン
戦
犯
獄
中
日
記
『
真
珠
の
涙
』
別
冊
（
抜
粋
）」
一
九
四
八
年
一
二
月
二

日
条
（［
平
11
法
務07016-100

］
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
31
）　

中
川
融
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣
宛
電
報
「
在
モ
ン
テ
ン
ル
パ
戦
犯
服
役
者
の
生
活

状
況
に
関
し
報
告
の
件
」
一
九
五
二
年
一
二
月
一
五
日
（『
講
和
条
約
発
効
後
に
お
け
る
本
邦
人
戦
犯

取
扱
関
係
雑
件　

各
国
の
態
度
並
び
に
措
置
関
係　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
［
第
一
四
回
公
開
外

交
記
録D

’.1.3.0.3-1-1
］
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。
以
下
、『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
と
略
記
）。

（
32
）　

永
井
均
「
寛
容
が
生
み
だ
す
平
和
―
ア
ル
フ
レ
ド
・
ブ
ニ
エ
の
遺
産
」（『H

IRO
SH

IM
A

 
RESEA

RCH
 N

EW
S

』
第
一
三
巻
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
四

－

五
頁
。

（
33
）　Executive O

rder N
o. 68, op. cit., V

. h.

（
34
）　T

he M
anila T

im
es, 9 July 1948.

（
35
）　

前
掲
、
永
井
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
』
一
七
五
、
二
七
二
頁
。

（
36
）　

前
掲
、
永
井
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』
二
二
四
頁
。

（
37
）　H

eadquarter of PH
ILRY

CO
M

 Prison D
ivision, M

anila Provost M
arshal Com

m
and, 
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“M
aster Roster of Executed W

ar Crim
inals, ” n. d., LS Papers, LS-40340.

（
38
）　

前
掲
、
永
井
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
』
二
二
三

－

二
二
四
頁
。

（
39
）　See K

. V
. K

esavan, “T
he A

ttitude of the Philippines T
ow

ards the Japanese Peace 
T

reaty ”

（International Studies, V
ol. 12, N

o. 2, A
pr. 1973

）; T
akushi O

hno, W
ar R

epara-
tions &

 Peace Settlem
ent: Philippines-Japan R

elations 1945-1956 

（M
anila: Solidaridad 

Publishing H
ouse, 1986

）.

（
40
）　N

ippon T
im

es, 22, 26 Sept. 1949.

（
41
）　George H

. Blakeslee, T
he Far E

astern Com
m

ission: A
 Study in International Coop-

eration, 1945-1952

（W
ashington D

C: U
SGPO

, 1953

）, p. 96.

（
42
）　T

he M
anila T

im
es, 6 M

ay 1948.

（
43
）　T

hom
as H

. Lockett to W
illiam

 J. Sebald, 7 June 1948, Records of the Foreign Service 
Posts of the D

epartm
ent of State, m

icrofiche, FSP-225

（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所

蔵
）．

（
44
）　T

he D
aily M

irror, 29 June 1953.

（
45
）　T

he M
anila T

im
es, 8 N

ov. 1948; P
acific Stars and Stripes, 11 N

ov. 1948; N
ippon 

T
im

es, 17 N
ov. 1948; Enrique D

. Bautista, “Postw
ar Japan-Philippine T

rade, ” M
inisphil 

T
okyo Forthnightly, V

ol. 1, N
o. 1, pp. 9-10.
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（
46
）　“Extem

poraneous rem
arks of President Elpidio Q

uirino at the tea he gave in 
honor of the delegates to the International Council of Christian Churches Conference, 
M

alacañan Palace, D
ecem

ber 1, 1951 ”

（O
ffi

cial G
azette, V

ol. 47, N
o. 12, D

ec. 1951

）, pp. 
6085-6087.

（
47
）　Raym

und T
. Y

ingling to Jay L. Bush, 13 O
ct. 1949, Box 3630, RG 59, Central D

ecim
al 

Files, 1945-1949, Records of the D
epartm

ent of State, N
A

CP.

（
48
）　PSA

 to H
erbert H

. Lehm
an, 20 M

arch 1951, Box 3023, RG 59, Central D
ecim

al File, 
1950-1954, N

A
CP.

（
49
）　T

eodoro Evangelista to D
om

ingo C. Bascara, 10 Feb. 1951, Box 2, A
ndrew

 N
. N

elson 
Collection, Center for A

dventist Research, Jam
es W

hite Library, A
ndrew

s U
niversity, 

M
ichigan, U

SA
.

（
50
）　N
ippon T

im
es, 13 Feb. 1951; 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
、
一
九
日
付
。

（
51
）　
「
比
島
よ
り
帰
還
せ
る
■
中
佐
の
談
話
要
旨
」
一
九
五
一
年
三
月
三
〇
日
（『
本
邦
戦
争
犯
罪
人
関

係
雑
件
』
第
三
巻
［
第
一
四
回
公
開
外
交
記
録D

’.1.3.0.1

］
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
52
）　Juan Collas to T

atsuo K
ano, 8 July 1953, 

加
納
美
術
館
所
蔵
。

（
53
）　
『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
七
月
三
〇
日
付
。

（
54
）　

中
川
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
書
簡
「
在
比
日
本
戦
犯
受
刑
者
に
関
す
る
件
」
一
九
五
二
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年
一
二
月
二
二
日
（
前
掲
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。

（
55
）　

前
掲
、
永
井
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
』
一
七
七

－

一
七
九
、一
八
一

－

一
八
二
頁
。

（
56
）　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
務
大
臣
臨
時
代
理
か
ら
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
政
府
在
外
事
務
所
長
宛
書
簡

〔
一
九
五
三
年
七
月
四
日
付
〕（
邦
訳
）」（
前
掲
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。

（
57
）　

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
「
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
夜
は
ふ
け
て
―
渡
辺
は
ま
子
と
戦
犯
た

ち
の
物
語
」（
二
〇
〇
四
年
八
月
二
日
放
映
）、
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
戦
場
の
メ
ロ
デ
ィ
―
一
〇
八
人
の
日
本

人
兵
士
の
命
を
救
っ
た
奇
跡
の
歌
」（
二
〇
〇
九
年
九
月
一
二
日
放
映
）
参
照
。

（
58
）　

中
川
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
電
報
「
比
島
戦
犯
釈
放
に
関
す
る
件
」
一
九
五
三
年
六

月
二
九
日
（
前
掲
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。

（
59
）　T

he M
anila T

im
es, 29 June 1953; A

. S. H
alford to J. A

. Pilcher, 30 June 1953, FO
 

371/105444, T
he N

ational A
rchives, K

ew
, U

K
.

（
60
）　

中
川
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
電
報
「
米
比
軍
在
郷
軍
人
代
表
団
の
渡
日
に
関
す
る
件
」

一
九
五
三
年
六
月
三
日
（
前
掲
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。
な
お
、
キ
リ
ノ
政
権
周
辺
に
対
す

る
日
本
側
の
買
収
工
作
を
含
む
強
い
働
き
か
け
も
、
大
統
領
の
決
断
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（「
比

島
関
係
戦
犯
問
題
裏
面
史
の
一
端
」
一
九
六
七
年
一
月
一
三
日
、
靖
国
偕
行
文
庫
所
蔵
）。

（
61
）　Press Release, Baltim

ore, 5 July 1953, Folder 1, Box 125, Elpidio Q
uirino Papers, 

Filipinas H
eritage Library, A

yala M
useum

, M
akati City, Philippines.
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（
62
）　T

he D
aily M

irror, 6 July 1953; T
he M

anila T
im

es, M
anila Bulletin, 7 July 1953. 

日

本
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
三
年
七
月
六
日
付
夕
刊
）。

（
63
）　“Statem

ent of President Q
uirino for T

ape Recording by CBS, ” 6 July 1953, Folder 
1, Box 124, Q

uirino Papers.

（
64
）　

一
〇
八
名
の
内
訳
は
、
特
赦
に
よ
る
釈
放
者
四
九
名
と
死
刑
か
ら
終
身
刑
へ
の
減
刑
者
五
六
名
の
計

一
〇
五
名
に
加
え
、
再
審
査
の
結
果
、
死
刑
か
ら
無
罪
と
な
っ
て
七
月
一
日
に
釈
放
さ
れ
た
峰
尾
静
彦

元
海
軍
少
佐
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
ゆ
え
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
内
裁
判
で
裁
か
れ
、
有
罪
宣
告
を
受
け
た

が
、
七
月
四
日
に
特
赦
・
釈
放
さ
れ
た
元
通
訳
の
上
木
関
昌
と
梶
山
四
郎
の
二
名
で
あ
る
（
中
川
在
外

事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
電
報
「
戦
犯
■
の
釈
放
の
件
」
一
九
五
三
年
七
月
一
日
、
同
「
比

国
戦
犯
帰
国
に
関
す
る
件
」
七
月
一
四
日
、
同
「
戦
犯
引
取
に
関
す
る
件
」
七
月
一
五
日
。
い
ず
れ
も
、

前
掲
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。

（
65
）　

中
川
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
電
報
「
比
島
戦
犯
受
刑
者
送
還
に
関
す
る
件
」
一
九
五
三

年
七
月
七
日
（
同
前
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
一
巻
）。
衛
藤
初
代
『
未
黒
野
―
衛
藤
利
武
追
悼
集
』

（
私
家
版
、
一
九
八
八
年
）
九
三
頁
。

（
66
）　

大
野
勝
巳
在
外
事
務
所
長
よ
り
岡
崎
外
務
大
臣
宛
電
報
（
第
六
四
一
号

－

第
六
四
三
号
）「
戦
犯
釈

放
に
関
す
る
件
」
一
九
五
三
年
一
二
月
二
八
日
（
同
前
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
部
』
第
二
巻
）。
恩
赦
令
へ

の
署
名
は
一
九
五
三
年
一
二
月
二
八
日
で
あ
っ
た
（『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
三
年
一
二
月
二
九
日
付
）。
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第
４
章　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
戦
後
処
理 

　
　
　
　
　
　

―
―
残
さ
れ
た
植
民
地
問
題

内
海　

愛
子

※ 

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
に
行
わ
れ
た
講
義
の
内
容
に
、
執
筆
者
自
身
が
加
筆
・
修
正
を
加
え
た

も
の
で
す
（
編
集
担
当
者
）

誰
と
戦
争
し
た
の
か

　

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
受
諾
を
連
合
国
四
か
国
に
通
告
し
、
無
条
件
降

伏
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
宣
言
」
は
七
月
二
六
日
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
華
民
国
の
名
で
通
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
が
受
諾
を
通
告
し
た
の
は
八
月
一
四
日
で
す
。
こ
の
間
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ

ガ
サ
キ
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
九
日
に
は
ソ
連
が
日
本
に
宣
戦
布
告
し
て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
の
分
断
、

中
国
残
留
孤
児
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
な
ど
、
今
日
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
が
こ
の
間
に
お
こ
っ

て
い
ま
す
。
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日
本
は
誰
と
戦
争
し
、
誰
と
講
和
条
約
を
結
ん
だ
の
か
、
戦
後・

を
考
え
る
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　

日
本
が
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
宣
戦
を
布
告
し
た
こ
と
は
誰
で
も
知
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
後
に
日
本
に
宣
戦
を
布
告
し
た
国
が
ソ
連
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
開
戦
か
ら
敗
戦
ま
で
の
三
年
八
カ
月
の
間
、
日
本
は
ど
こ
の
国
と
戦
争
を
し
て
い
た
の
か
、

外
務
省
の
資
料
で
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
す
。
こ
の
表
に
よ
る
と
日
本
の
「
敵
国
」
は
三
四
か
国
で
す
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
（
英
連
邦
を
ふ
く
む
）
に
宣
戦
を
布
告
し
ま
し
た
が
、
の
こ
る
三
二
か

国
は
相
手
の
国
が
宣
戦
を
布
告
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
宣
戦
布
告
を
し
た
場
合
、
そ
の
国
の

国
籍
を
も
っ
て
い
る
人
は
敵
国
人
と
し
て
、
拘
束
さ
れ
た
り
収
容
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
日
系
人
が
強
制
収
容
さ
れ
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
も
在

留
日
本
人
が
強
制
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
も
ま
た
「
敵
国
人
」
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
開
戦
の
翌
年
の
二
月
、
警
視
庁
外
事
課
が
ま
と
め

た
「
敵
国
国
籍
」
を
も
つ
外
国
人
の
統
計
に
よ
る
と
、
戦
時
下
の
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ
人
（
一
三
三

人
）、
イ
ギ
リ
ス
人
（
一
三
八
人
）
を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
（
一
五
人
）、
カ
ナ
ダ
人
（
一
二
人
）、
ベ

ル
ギ
ー
人
（
五
人
）、
ギ
リ
シ
ャ
人
（
四
人
）、
ブ
ラ
ジ
ル
人
（
九
人
）
な
ど
が
い
ま
し
た
。
一
番
多
い

の
は
中
華
民
国
人
（
三
〇
三
〇
人
）
で
す
。
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表 1 　日本の敵国及び断交国
内海愛子『戦後補償から考える日本とアジア』
　　　　 山川出版社、2002年
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し
か
し
先
の
外
務
省
の
敵
国
一
覧
の
表
に
は
、
中
華
民
国
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
華
民
国
（
重
慶

政
府
）
は
日
本
に
宣
戦
を
布
告
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
重
慶
政
権
を
正
式
な
政
府
と
し
て
承
認
し
て

い
な
い
の
で
こ
れ
を
無
視
し
た
の
で
す
。
日
本
は
汪
精
衛
（
汪
兆
銘
）
の
南
京
国
民
政
府
を
承
認
し
て

い
た
の
で
、
中
国
と
は
宣
戦
を
布
告
し
た
戦
争
状
態
に
な
い
、
こ
れ
が
日
本
政
府
の
主
張
で
し
た
。
な

お
、
汪
精
衛
政
権
は
一
九
四
三
年
一
月
に
英
米
に
宣
戦
を
布
告
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
交
上
は
こ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
ま
す
が
、
警
視
庁
外
事
課
は
中
華
民
国
人
を
敵
国

人
と
み
な
し
て
い
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
よ
う
に
強
制
収
容
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
敵
国
人
」
と
し
て
監
視
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
占
領
し
た
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
も
敵
国
人
を
収
容
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
だ
っ

た
蘭
領
印
度
、
今
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
占
領
（
一
九
四
二
年
三
月
）
す
る
と
す
ぐ
に
オ
ラ
ン
ダ
人

は
登
録
さ
せ
ら
れ
、「
外
国
人
居
住
登
録
宣
誓
証
明
書
」
を
い
つ
も
持
ち
歩
く
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
ジ
ャ
ワ
に
い
た
ノ
ル
ウ
エ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
本
国
が
日
本
に
宣
戦
布
告
す
る
と
同
じ
よ
う

に
扱
わ
れ
ま
し
た
。
戦
況
が
悪
く
な
っ
た
一
九
四
三
年
に
は
こ
れ
ら
敵
国
人
は
、
強
制
収
容
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

戦
争
は
戦
場
で
兵
士
た
ち
が
戦
う
だ
け
で
な
く
、「
敵
国
」
と
な
っ
た
国
の
市
民
を
も
巻
き
込
み
ま
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す
。
三
四
か
国
と
戦
争
を
し
て
い
た
日
本
は
、
本
人
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
民
間
人
を
「
敵
国
人
」
と

し
て
収
容
し
、
ま
た
収
容
さ
れ
た
の
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
こ
れ
ま
で
の
戦
争
と
違
っ
て
留
学
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
出
稼
ぎ
、
移
民
、
結
婚
な
ど
、
国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
多
く
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
の

で
す
。

誰
と
平
和
条
約
を
結
ん
だ
の
か

　

敵
国
は
三
四
か
国
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
と
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
国
ぐ
に
と
戦
争
状
態

を
終
結
す
る
た
め
に
結
ば
れ
た
「
対
日
平
和
条
約
」
い
わ
ゆ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
は
四
六

か
国
が
署
名
し
批
准
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
は
一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
な
ど
が
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
に
た
い
し
て
「
連
合
国
共
同
宣
言
」
に
署
名

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
参
加
し
た
国
ぐ
に
で
す
。
米
英
に
宣
戦
布
告
し
た
日
本
に
、
こ
の
「
共
同
宣
言
」

に
署
名
し
た
国
が
宣
戦
を
布
告
し
て
い
た
の
で
す
。

　

一
九
五
一
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
対
日
講
和
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
の
席
上
、
実

質
的
に
草
案
を
ま
と
め
た
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
国
務
相
顧
問
は
、
こ
の
条
約

は
「
和
解
と
信
頼
の
講
和
」
で
あ
る
と
演
説
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
参
加
を
拒
否
し
、
ビ
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ル
マ
も
不
参
加
で
す
。
ソ
連
は
参
加
し
ま
し
た
が
署
名
し
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
署
名
し
ま
し

た
が
批
准
し
て
い
な
い
の
で
、
最
終
的
に
「
日
本
と
の
平
和
条
約
」
を
締
結
し
た
国
は
四
六
か
国
で
す
。

　

四
六
か
国
の
中
に
は
す
で
に
ふ
れ
た
国
ぐ
に
の
ほ
か
に
シ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
中
東
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
南
米
の
国
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
セ
イ
ロ
ン
）、
ベ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
も
署
名
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
は
戦
後
、
独
立

し
た
国
ぐ
に
で
す
が
、
か
れ
ら
も
「
連
合
国
」
と
し
て
署
名
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
戦
争
を
し
て
い
な

い
は
ず
の
国
で
す
が
、「
条
約
」
の
第
二
五
条
に
は
「
旧
敵
国
の
領
域
の
一
部
を
な
し
、
日
本
が
占
領
し

て
い
た
地
域
」
も
連
合
国
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
占
領
し
た
英
米
蘭
な
ど
の
旧
植
民
地
で
戦
後

独
立
し
た
国
も
「
連
合
国
」
と
い
う
の
で
す
。
講
和
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
華
民
国
、

中
華
人
民
共
和
国
も
大
韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
も
会
議
に
招
請
さ
れ
て
も
い
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
戦
後
処
理
が
必
要
な
国
が
ぬ
け
た
講
和
条
約
で
し
た
。
ダ
レ
ス
の
い
う
「
和
解
と
信
頼
」
は
、

欧
米
と
そ
の
植
民
地
だ
っ
た
地
域
と
の
「
講
和
」
で
し
た
。

　

講
和
は
「
戦
後
処
理
」
問
題
と
し
て
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
す
が
、
強
大
な
占
領
軍
を
背
景
に

「
対
日
占
領
・
管
理
政
策
に
支
配
的
な
影
響
力
」
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
が
、
対
日
講
和
問
題
で
も
「
主
導
権

を
取
る
こ
と
に
固
執
」
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
条
約
は
「
戦
後
処
理
」
の
問
題
と
し
て
の
性
格
を
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失
う
こ
と
に
な
っ
た
、
こ
う
指
摘
す
る
の
は
国
際
政
治
学
者
細
谷
千
博
氏
で
す
。
講
和
が
「「
冷
戦
」
戦

略
の
文
脈
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
す
。（「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
国
際
環
境
」）

　

こ
の
「
戦
略
」
の
も
う
一
つ
の
柱
が
「
サ
条
約
」
と
同
日
に
署
名
さ
れ
た
「
日
米
相
互
安
全
保
障
条

約
」
で
す
。
日
本
の
再
軍
備
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
無
期
限
駐
留
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
日
米
安
保
条
約
は
、

「
対
等
国
間
の
協
定
で
は
な
か
っ
た
」
だ
け
で
な
く
「
戦
後
ワ
シ
ン
ト
ン
が
交
渉
し
た
最
も
不
平
等
な
条

約
」
で
あ
る
、
海
外
の
日
本
研
究
者
（
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
と
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
）
は
こ
う
評
し

て
い
ま
す
。「
サ
条
約
」
と
安
保
条
約
が
一
体
と
な
っ
て
築
か
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
体
制
は
、

対
米
従
属
の
中
で
の
「
独
立
」
の
体
制
で
し
た
。

　

朝
鮮
戦
争
の
中
で
準
備
さ
れ
た
条
約
で
は
、
日
本
の
経
済
復
興
と
再
軍
備
が
重
視
さ
れ
、
日
本
に
賠

償
を
ほ
と
ん
ど
支
払
わ
せ
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
サ
条
約
」
で
ど
の
よ
う
な
「
和
解
」
が
で
き

た
の
か
、
賠
償
の
問
題
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
・
ア
メ
リ
カ
人
捕
虜
に
謝
罪

　

二
〇
一
五
年
年
七
月
、（
株
）
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
戦
争
中
に
ア
メ
リ
カ
人
捕
虜
約
九
〇
〇
人
を
強
制

労
働
さ
せ
た
こ
と
に
謝
罪
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
元
捕
虜
に
は
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年
と
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二
度
、
日
本
政
府
が
謝
罪
し
て
い
ま
す
が
、
企
業
が
謝
罪
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
同
社
の
常
務
執
行
役
員
は
元
捕
虜
た
ち
に
「
事
業
を
継
承
す
る
会
社
と
し
て
道
義
的
責
任
を
感
じ
て

い
る
」
と
謝
罪
し
、
和
解
を
し
ま
し
た
。
同
席
し
た
同
社
の
社
外
役
員
岡
本
行
夫
氏
は
「
感
動
的
で
あ
っ

た
」
と
、『
産
経
新
聞
』
に
書
い
て
い
ま
す
（
七
月
二
七
日
付
）。

　

岡
本
氏
は
ま
た
、
同
社
に
謝
罪
と
補
償
を
要
求
し
て
い
る
中
国
人
労
働
者
に
た
い
し
て
も
「
法
的
整

理
は
異
な
る
が
、
戦
争
捕
虜
と
類
似
し
て
い
る
」
の
で
、「
不
誠
実
な
対
応
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
に
謝
罪
と
補
償
を
要
求
し
て
い
る
韓
国
人
の
「
徴
用
工
」
に
つ
い
て
は
戦

争
捕
虜
問
題
と
は
だ
い
ぶ
性
質
が
異
な
る
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
中
、
日
本
企
業
が
中
国
人
と
朝
鮮
人
に
労
働
を
強
制
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
捕
虜
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な
ど
連
合
国
の
兵
士

た
ち
も
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
捕
虜
の
強
制
労
働
は
戦
後
処
理
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
や
Ｂ
Ｃ
級
戦
争
裁
判
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
賠
償
の
支
払
で

も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
謝
罪
の
前
に
も
捕
虜
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
晋
三
首
相
が
訪
米
し
た
今
年

四
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
首
相
主
催
の
夕
食
会
に
ア
メ
リ
カ
人
の
元
捕
虜
レ
ス
タ
ー
・
テ
ニ
ィ
ー
氏
が
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招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
タ
ー
ン
半
島
で
捕
虜
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
タ
ー
ン
死
の

行
進
」
と
呼
ば
れ
る
苛
酷
な
行
軍
を
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
福
岡
県
の
三
井
三
池
炭
鉱
で
労
働
さ
せ
ら

れ
た
人
で
す
。
シ
カ
ゴ
の
シ
テ
ィ
・
ボ
ー
イ
だ
っ
た
テ
ニ
ィ
ー
さ
ん
が
地
底
で
炭
堀
を
さ
せ
ら
れ
た
の

で
す
か
ら
、
そ
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
謝
罪
と
補
償
を
求
め
、
何
度
も
来
日
し
、

過
酷
な
体
験
を
証
言
し
て
き
ま
し
た
。
ご
家
族
を
連
れ
て
三
井
三
池
炭
鉱
跡
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
は
最
初
の
旅
に
同
行
し
ま
し
た
が
、
廃
坑
に
な
っ
た
炭
鉱
の
あ
と
を
熱
心
見
て
歩
い
た
後
、

三
井
倶
楽
部
で
当
時
の
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
再
日
の
時
に
は
勤
務
し
て
い
た
大

学
で
も
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
途
中
、
手
品
を
し
た
り
、
聴
衆
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
る
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
話
で
し
た
が
、
捕
虜
の
時
の
話
に
な
る
と
表
情
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
何
十
年
た
っ
て

も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
つ
ら
い
つ
ら
い
体
験
だ
が
日
本
の
若
い
人
た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
、

捕
虜
仲
間
か
ら
反
対
さ
れ
な
が
ら
も
日
本
に
き
て
対
話
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

連
合
国
の
元
捕
虜
の
中
に
は
今
も
日
本
に
憎
悪
と
反
感
を
抱
い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
捕
虜
条
項

　
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
次
の
よ
う
な
条
項
が
あ
り
ま
す
。
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「
吾
等
の
俘
虜
を
虐
待
せ
る
者
を
含
む
、
一
切
の
戦
争
犯
罪
人
に
対
し
て
は
、
厳
重
な
る
処
罰
を

加
え
ら
れ
る
べ
し
」（
第
一
〇
項
）。

　

連
合
国
の
俘
虜
、
捕
虜
の
こ
と
で
す
が
、
彼
ら
を
虐
待
し
た
人
は
厳
し
く
裁
く
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
宣
言
」
を
日
本
は
受
諾
し
た
の
で
す
か
ら
、
敗
戦
後
に
戦
争
裁
判
が
あ
る
こ
と
は
政
府

も
軍
も
予
想
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
予
想
外
だ
っ
た
の
は
連
合
国
が
す
ば
や
く
捕
虜
の
救
出

に
の
り
出
し
、
虐
待
し
た
者
の
追
及
を
は
じ
め
た
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
兵
は
捕
虜
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
教
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
四
一
年
一
月
八
日
東
条
英

機
の
名
前
で
示
達
さ
れ
た
「
戦
陣
訓
」
の
な
か
に
は
「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
い
う
有
名

な
文
言
が
あ
り
ま
す
。
兵
士
は
生
き
て
捕
虜
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
捕
虜
に
な
る
よ
り
死
を
選
べ
と

教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
開
戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
ア
メ
リ
カ

人
や
イ
ギ
リ
ス
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
大
量
に
捕
虜
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ワ
で
も
オ
ラ
ン
ダ
人

が
捕
虜
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
の
戦
場
で
戦
っ
た
の
は
米
比
軍
、
英
印
軍
、
蘭
印
軍
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

帝
国
の
本
国
兵
と
植
民
地
兵
の
混
成
軍
隊
で
す
。
日
本
軍
に
も
朝
鮮
人
や
台
湾
人
兵
士
が
い
ま
し
た
。

作
戦
が
一
段
落
し
た
一
九
四
二
年
三
月
に
は
三
〇
万
近
い
連
合
国
の
兵
士
が
日
本
の
捕
虜
に
な
っ
て
い



広島平和研究所ブックレット　HPI Booklet

228

ま
す
。
大
量
の
捕
虜
を
か
か
え
た
日
本
は
、
そ
の
中
か
ら
「
白
人
」
だ
け
を
捕
虜
と
し
て
捕
ま
え
、
植

民
地
出
身
の
ア
ジ
ア
人
捕
虜
は
、
一
応
「
解
放
」
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ジ
ャ
ワ
で
は
解
放
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、「
労
務
者
」
と
し
て
使
わ
れ
た
イ
ン
ド
人
捕
虜
も
い
ま
す
。

　

収
容
し
た
連
合
国
の
「
白
人
捕
虜
」
は
一
六
万
七
九
三
〇
人
を
数
え
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち

三
万
八
一
三
五
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
ま
た
東
京
裁
判
の
判
決
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
捕
虜

一
三
万
二
一
三
四
人
う
ち
三
万
五
七
五
六
人
（
二
七
％
）
が
死
亡
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
場
合
は
、
三
分
の
一
が
死
亡
し
た
と
百
科
事
典
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の

死
者
を
出
し
た
日
本
の
捕
虜
の
取
り
扱
い
を
厳
し
く
裁
く
こ
と
が
、
降
伏
の
条
件
の
中
に
入
っ
て
い
た

の
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
死
者
が
出
た
の
か
。
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
で
有
名
な
泰た
い

緬め
ん

鉄
道
の

例
を
考
え
て
み
ま
す
。
日
本
軍
は
イ
ン
ド
に
攻
め
入
る
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
展
開
の
た
め
に
、
鉄
道
聯

隊
が
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
捕
虜
や
ア
ジ
ア
人
労
働
者
を
使
っ
て
、
タ
イ
と
ビ
ル
マ
間
に
約

四
一
五
キ
ロ
の
鉄
道
（
泰
緬
鉄
道
・
タ
イ
メ
ン
鉄
道
）
を
建
設
し
ま
し
た
。
映
画
は
そ
こ
を
舞
台
と
し

た
ド
ラ
マ
で
す
。
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
伐
採
し
、
道
を
造
成
し
、
岩
山
を
削
り
、
橋
を
架
け
る
と
い

う
難
工
事
の
中
で
、
ビ
ル
マ
国
境
へ
と
鉄
路
を
敷
い
て
行
き
ま
し
た
。
一
日
一
キ
ロ
の
割
合
で
す
。
現
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代
な
ら
ば
さ
し
ず
め
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
の
番
組
に
な
る
ほ
ど
の
困
難
な
中
で
の
鉄
道
建
設
で
す
。

し
か
も
工
事
が
本
格
化
す
る
時
と
雨
季
が
重
な
り
ま
し
た
。
豪
雨
の
な
か
で
の
作
業
が
続
き
ま
す
。

　

捕
虜
た
ち
が
「H

ell Fire Pass

」（
地
獄
の
業
火
峠
）
と
呼
ん
で
い
る
ヒ
ン
ト
ク
と
い
う
最
大
の
難

所
が
あ
り
ま
す
。
岩
山
を
く
り
ぬ
き
路
盤
を
通
す
難
工
事
で
す
。
そ
こ
を
担
当
し
た
鉄
道
隊
の
弘
田
栄

治
小
隊
長
は
工
期
が
迫
っ
て
い
た
と
き
な
ど
靴
を
脱
い
で
寝
た
こ
と
が
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
場
で
働
か
さ
れ
た
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ン
ロ
ッ
プ
部
隊
で
し
た
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
部
隊
と
い

う
の
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
軍
医
が
率
い
る
捕
虜
部
隊
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
機
械
で
の
削
岩
な
ど
出
来
な
い
。

捕
虜
た
ち
は
「
人
間
ハ
ン
マ
ー
」
と
な
っ
て
、
毎
日
二
〇
〇
セ
ン
チ
、
後
に
は
二
五
〇
セ
ン
チ
の
岩
山

を
削
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。
入
隊
前
に
ボ
ク
サ
ー
を
し
て
い
た
ト
ム
・
ユ
ー
レ
ン
は
「
人
間
ハ
ン
マ
ー
」

と
し
て
働
い
た
一
人
で
し
た
。
し
か
し
、
重
労
働
を
す
る
捕
虜
た
ち
は
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
、
肺
血
症
、

赤
痢
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
は
軍
医
で
す
か
ら
医
薬
品
の
入
手
を
必
死
で
日
本
軍
と

か
け
あ
い
、
外
科
手
術
も
自
分
で
機
材
を
工
夫
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
恐
れ
て
い
た
コ
レ
ラ
が
発
生

し
ま
し
た
。
栄
養
失
調
に
コ
レ
ラ
―
。
収
容
所
の
日
本
人
所
長
も
必
死
で
ワ
ク
チ
ン
を
調
達
し
ま
し
た

が
、
捕
虜
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。
雨
季
の
タ
イ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
収
容
所
は
泥
の

海
と
化
し
、
死
の
収
容
所
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
雨
季
の
六
月
に
は
一
日
五
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
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「
人
間
ハ
ン
マ
ー
」
の
ト
ム
・
ユ
ー
レ
ン
は
「
毎
朝
、
作
業
に
出
か
け
て
行
く
時
、
こ
の
死
者
の
上
を

ま
た
い
で
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
死
体
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
。
ほ
ん
と
う
に
、
心
の
底
か

ら
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
体
験
で
、
と
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
九
一
年

八
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
こ
と
で
す
。

　

泰
緬
鉄
道
の
工
事
が
終
わ
る
頃
に
は
、
ト
ム
は
こ
の
惑
星
に
住
む
日
本
人
を
一・

人・

残・

ら・

ず・

抹
殺
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
日
本
に
送
ら
れ
、
徴
用
の
朝
鮮
人
労
働
者
や
年

を
と
っ
た
日
本
人
労
働
者
と
一
緒
に
働
き
、
そ
こ
で
人
間
の
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
に
接
し
ま
し
た
。

「
日
本
人
を
憎
ん
で
い
る
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、
ト
ム
は
「
日
本
人
を
憎
ん
で
は
い
な
い
が
、
軍
国
主
義

と
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
憎
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
戦
後
は
長
年
、
国
会
議
員
を
つ
と
め
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運

動
も
し
て
き
た
ト
ム
は
、
日
本
人
一
般
を
憎
む
の
で
は
な
く
、
軍
国
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
憎
み
そ
れ

と
戦
う
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
工
事
を
担
当
し
た
鉄
道
隊
の
弘
田
と
捕
虜
収
容
所
分
遣
所
長
臼
杵
喜
司
穂
は
、
戦
後
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
争
裁
判
で
死
刑
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
泰
緬
鉄
道
の
現
場
で
す
が
、
最
も
多
く
の
死
者
を
だ
し
た
の
が
、
Ｆ
フ
ォ
ー
ス
と
い
う
マ
レ
ー

俘
虜
収
容
所
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
人
捕
虜
七
〇
六
二
人
の
部
隊
で
す
。
Ｆ
フ
ォ
ー
ス
で
は
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三
〇
九
六
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
泰
緬
鉄
道
の
建
設
で
死
亡
し
た
連
合
国
の
捕
虜
は

一
万
三
〇
〇
〇
人
に
も
上
り
ま
す
。
別
名
「
死
の
鉄
路
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
骸
骨
が
靴
を
履

い
て
い
る
」
と
鉄
道
小
隊
長
が
記
録
す
る
ほ
ど
の
栄
養
失
調
、
く
わ
え
て
医
薬
品
が
不
足
す
る
な
か
で
、

重
労
働
や
虐
待
が
重
な
り
死
亡
し
た
の
で
す
。

　

医
薬
品
は
絶
望
的
な
ほ
ど
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
六
万
に
も
の
ぼ
る
捕
虜
を
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
投
入
し

た
の
に
野
戦
病
院
一
つ
作
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
い
や
作
っ
た
の
で
す
が
遅
か
っ
た
の
で
す
。
手
を
伸

ば
せ
ば
届
く
よ
う
な
黒
雲
に
覆
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
雨
期
、
し
か
も
労
働
が
き
つ
く
、
食
糧
も
医
薬

品
も
何
も
か
も
不
足
し
て
い
た
最
悪
の
時
に
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

ト
ム
・
モ
リ
ス
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
捕
虜
は
、
自
分
か
ら
志
願
し
て
病
院
で
働
い
た
と
話

し
て
い
ま
す
。
病
院
と
い
っ
て
も
た
だ
死
ぬ
の
を
待
つ
だ
け
の
隔
離
小
屋
で
す
。
コ
レ
ラ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
傷
口
か
ら
肉
が
腐
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
骨
ま
で
見
え
て
く
る
熱
帯
性
潰
瘍
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
、

手
の
施
し
よ
う
が
な
く
な
っ
た
捕
虜
た
ち
が
隔
離
さ
れ
て
い
た
小
屋
で
す
。
彼
は
そ
う
し
た
仲
間
の
面

倒
を
み
た
の
で
す
。
少
し
の
薬
、
少
し
の
食
べ
物
が
あ
っ
た
ら
助
か
っ
た
命
が
み
す
み
す
失
わ
れ
て
い

る
現
場
に
い
ま
し
た
。

　
「
ニ
ッ
パ
椰
子
で
葺
い
た
竹
の
小
屋
の
な
か
で
、
垂
れ
流
し
の
ま
ま
、
糞
尿
に
ま
み
れ
て
竹
床
の
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上
に
身
を
横
た
え
た
仲
間
が
、
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
自
分
の
方
を
見
て
い
た
、
そ
の
絶
望
的
な

ま
な
ざ
し
を
思
い
出
す
と
ど
う
し
て
も
日
本
人
を
許
せ
な
か
っ
た
」。

　

長
い
間
、
家
族
に
も
語
る
事
も
で
き
な
か
っ
た
体
験
を
、
歴
史
学
者
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
語
る
こ

と
で
、
ト
ム
は
よ
う
や
く
過
去
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

北
ボ
ル
ネ
オ
の
捕
虜
収
容
所
に
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
捕
虜
二
四
三
四
人
は
、
サ

ン
ダ
カ
ン
か
ら
ラ
ナ
ウ
ま
で
の
行
軍
で
一
〇
四
七
人
、
収
容
所
で 

一
三
八
一
人
が
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
残
っ
た
の
は
逃
亡
し
た
六
人
の
み
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
殺
戮
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
場
で
捕
虜
を
監
視
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
の
が
朝
鮮
人
や
台
湾
人
の
軍
属
で
し
た
。「
ど

う
し
て
も
許
せ
な
い
日
本
」
―
そ
の
現
場
に
い
た
人
た
ち
が
戦
後
、
戦
争
裁
判
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
日
本
人
だ
け
で
な
く
朝
鮮
人
や
台
湾
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
鮮
人
、
台
湾
人
も
日
本

人
と
し
て
戦
争
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
死
刑
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

捕
虜
の
引
揚
・
戦
争
裁
判

　

こ
う
し
た
日
本
軍
の
捕
虜
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
連
合
国
は
戦
争
中
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
日
本
に

繰
り
返
し
抗
議
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
捕
虜
の
取
り
扱
い
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
日
本
は
、
き
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ち
ん
と
し
た
回
答
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
捕
虜
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
と
い
う
一
九
二
九
年
七
月
に
署
名
さ

れ
た
国
際
法
で
そ
の
取
り
扱
い
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
条
約
を
日
本
は
署
名
し
ま
し

た
が
批
准
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
戦
争
が
始
ま
る
と
米
英
に
「
準
用
」
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
人
あ
る
い
は
三
人
に
一
人
の
捕
虜
が
死
亡
す
る
ほ
ど
の
犠
牲
者
を
出
し
た
の
で

す
。

　

連
合
国
の
危
機
感
が
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
文
言
に
な
っ
て
、
日
本
に
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

敗
戦
直
後
の
八
月
下
旬
に
は
、
日
本
国
内
や
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
各
地
に
あ
っ
た
連
合
国
の
捕
虜
収

容
所
や
民
間
人
の
抑
留
所
に
む
け
て
、
Ｂ
29
か
ら
食
糧
や
日
用
品
が
投
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
合
国
軍

が
進
駐
す
る
前
に
、
大
量
の
食
糧
や
医
薬
品
、
日
用
品
を
落
下
傘
で
投
下
し
て
い
ま
す
。
捕
虜
が
「
皆

殺
し
」
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
餓
死
す
る
の
で
は
な
い
の
か
と
、
緊
急
の
措
置
を
と
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
生
き
残
っ
て
い
る
捕
虜
を
一
日
も
早
く
安
全
な
と
こ
ろ
に
移
そ
う
と
し
ま
し
た
。
八
月

下
旬
に
は
日
本
国
内
に
い
た
捕
虜
の
引
き
渡
し
が
は
じ
ま
り
、
九
月
下
旬
に
国
内
に
連
行
さ
れ
て
い
た

三
万
四
一
五
二
人
の
捕
虜
の
引
き
揚
げ
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
遺
骨
と
な
っ
て
故
郷
に
も

ど
っ
た
三
四
一
五
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

予
想
も
し
な
か
っ
た
捕
虜
虐
待
の
き
び
し
い
追
及
に
、
日
本
政
府
も
軍
も
と
ま
ど
っ
て
い
ま
す
。
捕
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虜
が
ほ
と
ん
ど
日
本
を
離
れ
た
九
月
一
一
日
に
は
、
東
条
英
機
ら
第
一
次
戦
犯
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
東
京
捕
虜
収
容
所
の
所
長
や
軍
医
・
下
士
官
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
の

ち
に
東
京
裁
判
で
裁
か
れ
た
「
大
物
」
の
戦
犯
容
疑
者
と
一
緒
に
、
捕
虜
収
容
所
の
職
員
が
逮
捕
さ
れ

た
の
で
す
。

　

連
合
国
側
は
収
容
所
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
名
簿
も
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解
放
さ
れ
た
ば

か
り
の
捕
虜
一
人
ひ
と
り
に
、
誰
に
い
つ
ど
の
よ
う
な
虐
待
を
受
け
た
の
か
、
聞
き
と
り
を
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
質
問
表
を
配
っ
て
、
自
分
の
体
験
だ
け
で
な
く
目
撃
し
た
虐
待
に
つ
い
て

も
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
証
拠
や
証
言
に
基
づ
い
て
捕
虜
収
容
所
の
関
係
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
キ
ー
堺
が
演
じ
、
後
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
中
居
ク
ン
が
演
じ
た
「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」
と
い
う

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。
落
下
傘
で
降
下
し
た
ア
メ
リ
カ
人
兵
士
を
刺
殺
し
た
と
い
う
罪
状
で
死

刑
に
な
る
兵
士
を
主
人
公
に
し
た
ド
ラ
マ
で
す
。
二
等
兵
や
民
間
人
を
含
め
た
人
び
と
が
犯
し
た
犯
罪

を
裁
い
た
の
が
Ｂ
Ｃ
級
戦
争
裁
判
と
呼
ば
れ
て
い
る
裁
判
で
す
。

　

こ
の
裁
判
で
は
「
通
例
の
戦
争
犯
罪
」
を
裁
き
ま
し
た
が
、
法
廷
は
日
本
の
国
内
で
は
横
浜
一
か
所
、

そ
の
ほ
か
日
本
が
占
領
し
て
い
た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
各
地
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
四
九
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か
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
戦
争

裁
判
で
は
住
民
虐
殺
、
性
暴
力
、
略
奪

な
ど
い
ろ
い
ろ
裁
か
れ
ま
し
た
が
、
捕

虜
虐
待
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
次

の
数
字
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
で
起
訴
さ
れ
た
全

件
数
の
一
六
％
が
捕
虜
に
関
係
し
た
事

件
で
し
た
。
ち
な
み
に
憲
兵
は
二
七
％

で
す
。
し
か
し
、
有
罪
に
な
っ
た
人
に

占
め
る
比
率
で
は
二
七
％
に
も
な
り
ま

す
。
戦
犯
の
四
人
に
一
人
が
捕
虜
収
容

所
や
捕
虜
を
使
っ
た
工
場
の
人
な
ど
、

捕
虜
関
係
者
で
し
た
。

　

横
浜
で
ア
メ
リ
カ
第
八
軍
が
開
い
た
軍

事
裁
判
（1945.12.18

－1949.10.19

）

図 ２ 　「大東亜共栄総図」（「大東亜南方圏地図帳」より）
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の
場
合
を
み
る
と
、
起
訴
さ
れ
た
事
件
の
数
は
三
三
一
件
（
四
件
が
起
訴
猶
予
：
判
決
は
三
二
七
件
）

あ
り
、
一
〇
三
七
人
が
起
訴
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
二
四
二
件
（
七
四
％
）・
五
二
八
人

（
五
〇
・
九
％
）
が
捕
虜
収
容
所
の
関
係
者
で
し
た
。
日
本
の
捕
虜
の
取
り
扱
い
が
厳
し
く
裁
か
れ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
戦
後
も
捕
虜
の
問
題
に
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
安

倍
内
閣
が
強
行
採
決
し
た
安
保
法
制
の
一
一
の
法
律
の
中
に
も
捕
虜
関
連
の
法
律
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
無
関
心
と
対
照
的
に
、
戦
後
も
捕
虜
の
間
で
は
反
日
感
情
が
脈
々
と
し
て
続
き
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
反
日
感
情
が
噴
出
し
て
き
ま
し
た
。
ト
ム
・
ユ
ー
レ
ン
の
場
合
は
、
日
本
で
労
働
者
や
女
性
た

ち
を
目
撃
し
、
朝
鮮
人
労
働
者
と
触
れ
合
う
中
で
、
人
民
と
軍
国
主
義
者
を
分
け
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
体
験
の
な
い
ま
ま
に
「
日
本
人
を
一
人
残
ら
ず
抹
殺
し
た
い
」
と
い
う
憎

悪
と
怨
念
に
も
似
た
感
情
を
い
だ
い
て
本
国
に
戻
っ
た
捕
虜
も
い
ま
す
。

　

戦
争
裁
判
に
は
そ
う
し
た
怨
念
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
の
賠
償
条
項
で
す
。

冷
戦
の
中
の
賠
償

　
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
は
賠
償
の
支
払
い
の
条
項
（
第
一
一
項
）
が
あ
り
ま
す
。
日
清
戦
争
で
勝
っ
た



第Ⅱ部　第二次世界大戦―日本を中心に

237

日
本
は
、
当
時
の
国
家
予
算
の
四
年
分
に
も
あ
た
る
額
の
賠
償
を
清
国
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。
負
け
た

国
が
勝
っ
た
国
に
賠
償
を
支
払
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
日
本
の
賠
償
支
払
い
も
「
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
」
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
再
軍
備
を
す
る
た
め
の
産
業
は
許
さ
れ
な
い
が
、
経
済
を
支
え
か
つ
公
正
な
実
物
賠
償
の

取
り
立
て
を
可
能
に
す
る
産
業
を
維
持
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
当
初
、
日
本
か

ら
厳
し
く
賠
償
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
初
期
対
日
方
針
」（
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
）
で
は
、
平
和
的
日
本
経
済
、
占
領
軍
へ
の
補
給
の

た
め
に
必
要
で
な
い
物
資
や
資
本
設
備
・
施
設
を
引
き
渡
す
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の

戦
争
能
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
徹
底
的
に
除
去
す
る
た
め
の
き
び
し
い
賠
償
の
取
り
立
て
の
指
示
で
し

た
。
外
務
省
が
「
制
裁
、
復
讐
、
懲
罰
の
色
合
い
の
濃
い
、
戦
争
中
の
反
日
感
情
を
反
映
し
た
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
」、
こ
う
嘆
く
ほ
ど
で
す
。
も
し
こ
れ
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
ら
、
日
本
の
工
業

生
産
力
は
一
九
二
八
～
三
三
年
程
度
の
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
賠
償
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
朝
鮮
半
島
が
分
断
さ
れ
、
三
八
度
線
以
北
に
は
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
建
国
（
一
九
四
八
年
九
月
）
さ
れ
、
四
九
年
一
〇
月
に
は
中
華
人
民
共
和
国

が
建
国
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
冷
戦
が
激
し
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
管
理
政
策
が
、
日
本
の
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非
武
装
化
か
ら
経
済
の
自
立
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

一
九
四
九
年
五
月
に
は
、
極
東
委
員
会
が
中
間
賠
償
の
取
り
立
て
の
中
止
を
声
明
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
中
間
賠
償
と
し
て
賠
償
額
が
正
式
に
決
定
す
る
ま
で
、
暫
定
的
に
日
本
か
ら
工
場
の
器
材
機

械
な
ど
の
取
り
立
て
を
認
め
て
い
た
の
で
す
。
中
華
民
国
や
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
中
間
賠

償
を
取
り
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
中
止
さ
せ
た
の
で
す
。

　

決
定
的
な
の
が
朝
鮮
戦
争
で
す
。
一
九
五
〇
年
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
の
日
本
の
戦
略
的
位
置
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
軍
事
力
の
空
白
地
域
に
な
っ
て
い
る
日
本
の
再

軍
備
と
経
済
復
興
を
迫
ら
れ
た
の
で
す
。
警
察
予
備
隊
が
発
足
し
、
旧
日
本
軍
の
軍
人
の
追
放
が
解
除

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
国
連
軍
が
三
八
度
線
を
越
え
て
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
を
占
領
し
た
直
後
の
一
九
五
〇
年

一
一
月
二
四
日
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
「
対
日
講
和
七
原
則
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
原
則
」
で
は
、
す
べ
て
の
交
戦
国
が
賠
償
請
求
権
を
放
棄
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
経
済
復
興

に
重
点
を
お
い
た
賠
償
案
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
．
日
本
の
現
実
の
支
払
い
能
力
を
考
慮
し
て
賠
償
額
を
決
め
る
。

二
．
平
和
条
約
で
は
賠
償
解
決
方
式
の
原
則
だ
け
に
と
ど
め
る
。
具
体
的
な
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

求
償
国
（
戦
勝
国
）
と
日
本
の
間
で
別
途
、
外
交
交
渉
を
行
い
、
協
定
に
よ
っ
て
決
め
る
。
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三
．
現
金
で
は
な
く
役
務
と
生
産
物
で
支
払
う
。

　
　

機
械
や
発
電
所
な
ど
相
手
国
の
要
請
に
も
と
づ
い
た
生
産
物
を
引
き
渡
し
、
据
え
付
け
や
工
事

は
日
本
人
技
術
者
が
行
う
。

　

日
本
に
と
っ
て
「
か
な
り
有
利
な
形
」
の
賠
償
で
し
た
。
こ
の
賠
償
条
項
に
激
し
く
抗
議
し
た
の
は
、

占
領
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
の
国
ぐ
に
と
連
合
国
軍
の
元
捕
虜
で
す
。

　

そ
こ
で
「
日
本
は
す
べ
て
の
賠
償
を
免
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
侵
略
に
よ
る
犠
牲
者
に
対

し
て
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
で
戦
争
に
よ
る
被
害
を
埋
め
合
わ
せ
る
」
と
い
う
第
一
四
条
が
挿
入
さ
れ

ま
し
た
。
賠
償
を
現
金
で
は
な
く
生
産
物
と
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
る
支
払
い
と
い
う
形
に
変
え
た

の
で
す
。

　

賠
償
金
額
の
中
で
相
手
国
が
要
求
す
る
も
の
を
日
本
が
作
り
、
相
手
国
に
引
き
渡
す
と
い
う
や
り
方

で
す
。
そ
の
時
の
工
事
や
技
術
は
す
べ
て
日
本
政
府
が
日
本
企
業
に
そ
の
対
価
を
支
払
う
と
い
う
も
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
納
得
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講
和
会
議
に
参
加
し
署
名
し
て
い

ま
す
。

　

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
の
発
効
後
に
日
本
は
ビ
ル
マ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
と
賠
償
条
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
日
比
友
好
道
路
が
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あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
ホ
テ
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
製
紙
会
社
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
南

ベ
ト
ナ
ム
で
は
ダ
ム
建
設
を
し
て
い
ま
す
。
賠
償
額
の
中
で
日
本
の
企
業
が
工
事
を
行
い
、
施
設
を
作

り
、
代
金
は
賠
償
金
額
か
ら
日
本
政
府
が
日
本
の
企
業
に
払
う
と
い
う
や
り
方
で
す
。
こ
の
時
、
鉄
や

必
要
な
原
材
料
は
、
求
償
国
す
な
わ
ち
賠
償
を
請
求
す
る
国
が
準
備
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
賠
償
の
支
払
い
な
の
で
日
本
は
貴
重
な
外
貨
を
使
わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
生
産
力

が
つ
き
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
要
求
を
あ
る
程
度
満
た
し
、
日
本
の
生
産
力
を
高
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア

に
お
け
る
安
全
保
障
の
強
化
策
に
な
る
―
、
こ
れ
が
生
産
物
と
役
務
に
よ
る
賠
償
と
い
う
名
の
経
済
協

力
で
す
。「
Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書
」
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
は
ビ
ル
マ
賠
償
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
日
本
企
業
は
賠
償
を
テ
コ
に
戦
後
、
ふ
た
た
び
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

賠
償
を
求
め
た
捕
虜
た
ち

　

ダ
レ
ス
は
講
和
の
草
案
を
も
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
元
捕
虜
た
ち
の
日

本
に
対
す
る
強
烈
な
恨
み
や
恐
怖
心
そ
し
て
憎
し
み
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
捕
虜
へ
の
賠
償
の
な
い
講

和
な
ど
論
外
で
し
た
。
生
き
延
び
た
元
捕
虜
は
日
本
か
ら
の
賠
償
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
第
一
六

条
で
す
。
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こ
の
条
文
で
ア
メ
リ
カ
人
捕
虜
を
の
ぞ
く
連
合
国
の
元
捕
虜
に
、
日
本
の
在
外
資
産
を
売
却
し
た
約

五
九
億
円
が
一
九
五
六
年
と
六
一
年
に
賠
償
を
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
四
か
国
の
元
捕
虜

二
〇
万
三
五
九
九
人
に
支
払
っ
た
の
で
、
一
人
当
た
り
に
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
人
元
捕
虜
の
場
合
は

七
五
・
五
ポ
ン
ド
、
七
万
六
一
〇
四
円
（
当
時
一
ポ
ン
ド
＝
一
〇
〇
八
円
）
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
は
「
賠
償
」
で
は
な
い
と
、
一
九
九
五
年
、
元
捕
虜
た
ち
が
東
京
地
裁
に
損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。
九
八
年
一
一
月
、
判
決
が
出
さ
れ
、
訴
え
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
判
決
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
元
捕
虜
に
支
援
金
を
一
人
一
万
ポ
ン
ド
（
一
六
〇
万
円
）
を
支
給

し
て
い
ま
す
（
二
〇
〇
〇
年
）。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
六
二
万
円
（
二
〇
〇
一
年
）、
カ
ナ
ダ
一
八
四
万

円
（
一
九
九
九
年
）、
オ
ラ
ン
ダ
は
一
六
万
円
（
二
〇
〇
一
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
元
捕
虜
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
ア
メ
リ
カ
人
元
捕
虜
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
は
政
府
が
在
米
の
日
本
資
産
を

処
分
し
て
補
償
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
一
六
条
に
よ
る
支
払
い
の
対
象
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
が
海
外
で
持
っ
て
い
た
資
産
は
処
分
さ
れ
、
元
捕
虜
へ
の
賠
償
金
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
し
た
。

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
が
謝
罪
し
、
安
倍
首
相
が
晩
餐
会
に
招
待
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
捕
虜
た
ち
に
は

賠
償
の
支
払
い
が
行
わ
れ
、
大
使
や
外
務
大
臣
の
「
謝
罪
」
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
村
山
内
閣
で
は
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「
歴
史
友
好
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
元
捕
虜
を
日
本
に
招
聘
す
る
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
は
政
府
予
算
を
二
割
増
し
に
し
て
米
国
の
元
捕
虜
を
招
待
し
よ

う
と
し
ま
し
た
（
一
〇
月
一
〇
日
～
一
九
日
、
ア
メ
リ
カ
人
元
捕
虜
九
人
と
そ
の
家
族
計
一
八
人
が
来

日
）。

　

こ
れ
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
累
計
六
九
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
一
〇
四
人
の
元
捕
虜
と
そ
の
家

族
な
ど
関
係
者
が
日
本
に
招
聘
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
元
捕
虜
・
抑
留
者
、
カ
ナ

ダ
の
元
捕
虜
た
ち
も
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
元
捕
虜
へ
の
対
応
と
対
照
的
な
の
が
、
中
国
や
韓
国
の
被
害
者
へ
の
対
応
で
す

除
外
さ
れ
た
中
国
・
韓
国

　

一
九
五
一
年
九
月
の
講
和
会
議
に
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
も
大
韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
も
招
請
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
韓
民
国
の
駐
米
大
使
は
傍
聴
席
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
し
た
。

　

日
本
が
韓
国
と
国
交
回
復
の
予
備
会
談
を
始
め
た
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
調
印
さ
れ

た
直
後
の
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
〇
日
で
す
。
交
渉
は
難
航
し
ま
し
た
。
途
中
、
何
度
か
の
中
断
を
挟

ん
で
一
九
六
五
年
六
月
二
二
日
、
日
韓
条
約
（
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
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約
）
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
（
同
年
一
二
月
一
八
日
発
効
）。

　

同
時
に
「
請
求
権
・
経
済
協
力
協
定
」
が
発
効
し
て
い
ま
す
。
韓
国
は
こ
の
協
定
で
請
求
権
を
放
棄

し
、
日
本
は
一
〇
年
間
に
一
〇
八
〇
億
円
（
三
億
ド
ル
）
を
無
償
供
与
し
、
七
二
〇
億
円
（
二
億
ド
ル
）

の
借
款
、
一
〇
八
〇
億
円
（
三
億
ド
ル
）
以
上
の
民
間
信
用
を
供
与
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

日
韓
条
約
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
の
枠
組
み
の
な
か
で
締
結
さ
れ
た
の
で
、
金
銭
に

よ
る
賠
償
で
は
な
く
「
サ
条
約
」
と
同
じ
よ
う
に
生
産
物
と
役
務
と
い
う
経
済
協
力
の
方
式
が
と
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
や
り
方
で
韓
国
に
浦
項
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
一
部
は
韓
国
の
経
済
建
設
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
植
民
地
時
代
の
個
人
被
害
へ
の
請
求
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

予
備
会
談
か
ら
一
四
年
も
の
時
間
を
か
け
ま
し
た
が
、
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
そ

の
な
か
に
一
九
一
〇
年
の
「
韓
国
併
合
条
約
」
が
「
有
効
か
無
効
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
日
本
は
八
月
二
二
日
の
「
韓
国
併
合
条
約
」
の
締
結
を
も
と
に
、
一
九
一
〇
年
八
月
二
九
日
、

大
韓
帝
国
の
「
併
合
」
を
宣
言
し
て
お
り
、
併
合
条
約
な
ど
は
「
対
等
の
立
場
で
、
ま
た
、
自
由
意
思

で
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
、
締
結
時
よ
り
有
効
だ
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
大
韓
民
国
の
成
立
で
無
効
に

な
っ
た
」
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
は
、
条
約
は
過
去
の
日
本
の
侵
略
主
義
の
所
産
で
あ
り
、
不
義
不
当
な
条
約
は
当
初
よ
り
不
法
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無
効
で
あ
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
認
識
の
相
違
は
最
後
ま
で
埋
ま
ら
な
い
ま
ま
、

条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
韓
条
約
」
第
二
条
は
、
一
九
一
〇
年
八
月
二
二
日
以
前
に
締
結
さ
れ
た
す
べ
て
の
条
約
お
よ
び
協

定
は
も
は
や
（already null and void

）
無
効
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
も
は
や
」
の

解
釈
が
日
韓
両
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
解
釈
を
国
民
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
基
本
認
識
で
両
国
の
見

解
が
分
か
れ
た
ま
ま
条
約
が
発
効
し
、
国
交
が
回
復
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
条
約
で
日
本
の
植
民
地
支
配
の
問
題
が
ど
こ
ま
で
議
論
さ
れ
、
過
去
の
清
算
が
行
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
徴
用
さ
れ
た
り
、
徴
兵
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
個
人
の
請
求
権
、「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
女
性
や
戦

犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
人
た
ち
へ
の
補
償
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
の
国
交
回
復
で
し
た
。

在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
や
社
会
保
障
に
お
け
る
内
外
人
差
別
な
ど
の
問
題
も
残
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

日
韓
条
約
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
、
こ
の
間
、
一
部
改
正
さ
れ
た
法
律
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

も
被
害
者
か
ら
の
賠
償
や
補
償
を
求
め
る
声
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
植
民
地
支
配
の
反
省
の
な
い
不
十

分
な
条
約
か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
た
多
く
の
問
題
が
こ
の
五
〇
年
の
間
に
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
日
本

の
植
民
地
責
任
が
問
い
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
害
者
の
訴
え
に
日
本
政
府
は
条
約
で
「
解

決
ず
み
」
と
の
姿
勢
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。「
捕
虜
」
へ
の
対
応
と
対
照
的
で
す
。
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中
国
人
被
害
者
と
和
解
し
た
西
松
建
設

　
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
の
締
結
の
直
後
か
ら
日
本
は
中
華
民
国
と
交
渉
に
向
け
て
動
い
て

い
ま
す
。
蒋
介
石
政
権
は
国
共
内
戦
で
大
陸
を
追
わ
れ
、
台
湾
に
逃
げ
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
弱

み
を
巧
み
に
つ
い
た
交
渉
で
、
中
国
側
に
賠
償
の
放
棄
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
中
華
民
国
は
中
間
賠
償
と

し
て
す
で
に
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
分
の
日
本
の
軍
需
施
設
分
を
受
け
と
っ
て
い
た
の
で
、
賠
償
は
放
棄
し
、

「
日
本
国
と
中
華
民
国
と
の
間
の
平
和
条
約
」（
日
華
条
約
）
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

条
約
で
は
請
求
権
問
題
は
「
特
別
取
決
の
主
題
と
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
取
り
決
め

が
で
き
な
い
う
ち
に
、
日
本
が
中
華
人
民
共
和
国
と
「
日
中
共
同
声
明
」（
一
九
七
九
年
九
月
二
九
日
調

印
）
を
発
表
し
た
た
め
、
日
華
条
約
は
「
終
了
」
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
和
解
」
の
条
約
か
ら
排
除
さ

れ
た
中
華
民
国
は
、
二
国
間
の
条
約
で
は
賠
償
を
放
棄
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
条
約
も
「
終
了
」
し
た

現
在
、
請
求
権
の
問
題
は
宙
に
浮
い
た
ま
ま
で
す
。

　

日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
回
復
は
一
九
七
二
年
ま
で
ず
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
九
月
二
九
日
、

北
京
で
内
閣
総
理
大
臣
田
中
角
栄
と
国
務
院
総
理
周
恩
来
と
の
間
で
「
共
同
声
明
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
第
五
項
に
「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、
中
日
両
国
国
民
の
友
好
の
た
め
に
、
日
本
国
に
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対
す
る
戦
争
賠
償
の
請
求
を
放
棄
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
日
本
は
二
つ
の
中
国
と
の

間
で
賠
償
金
を
支
払
わ
ず
に
国
交
を
回
復
し
た
の
で
す
。

　
「
日
中
共
同
声
明
」
で
放
棄
し
た
戦
争
賠
償
の
請
求
権
に
、
個
人
の
賠
償
ま
で
含
ま
れ
る
の
か
、
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
、
戦
時
中
に
中
国
人
を
使
役
し
た
西
松
建
設
と
被
害
者
の
中
国
人

の
間
に
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

日
常
的
に
暴
行
が
加
え
ら
れ
て
い
た
現
場
を
生
き
抜
い
た
被
害
者
五
人
が
、
西
松
建
設
に
謝
罪
と
補

償
を
求
め
て
広
島
地
裁
に
提
訴
し
た
の
は
一
九
九
八
年
一
月
で
す
。
訴
え
は
斥
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
広
島
高
裁
を
へ
て
二
〇
〇
七
年
四
月
、
最
高
裁
の
判
決
が
下
り
ま
し
た
が
、
原
告
の
中
国
人
た
ち

が
敗
訴
し
ま
し
た
。
判
決
は
、「
日
中
共
同
声
明
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
枠
組
み
の
中
に
あ

り
中
国
人
個
人
は
裁・

判・

で
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
裁
判
で
は
で
き
な
い
が
、
個
人
の
請
求
権
は
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
被
害
者
の
請
求
権
は

実
体
的
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
裁
判
所
に
訴
え
て
も
救
済
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
す
。
で

は
、
ど
う
す
れ
ば
被
害
者
は
救
済
さ
れ
る
の
か
。
最
高
裁
は
付
言
で
西
松
建
設
に
被
害
者
の
救
済
に
向

け
て
の
努
力
を
す
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
国
外
交
部
は
「
日
中
共
同
声
明
」
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
枠
組
み
の
中
に
あ
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る
と
の
最
高
裁
解
釈
に
異
議
を
唱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
被
害
者
た
ち
の
粘
り
強
い
交
渉
が
続
き
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
三
日
、
中
国
人
被
害
者

と
西
松
と
の
間
に
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。
和
解
条
項
は
次
の
三
点
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

＊
歴
史
的
事
実
と
歴
史
的
責
任
を
認
め
て
、
謝
罪
す
る
こ
と
。

＊
そ
の
事
実
に
対
し
て
和
解
金
を
支
払
う
こ
と
。

＊
後
世
へ
の
教
育
の
為
に
記
念
碑
を
建
立
し
被
害
者
を
招
い
て
追
悼
の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
。

　

加
害
企
業
が
歴
史
的
事
実
を
認
め
、
受
け
入
れ
る
こ
と
で
「
和
解
」
が
成
立
し
た
の
で
す
。

歴
史
認
識
へ
の
問
い
か
け

　

西
松
建
設
の
「
和
解
」
は
、
和
解
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
韓
国
政
府
は
あ
ら
た
め
て
日
本
の
植
民
地
支
配
の
清
算
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
二
〇
〇
三
年
三
月
に
は
、
盧
武
鉉
政
権
下
で
「
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明
等
に
関

す
る
特
別
法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
〇
四
年
二
月
発
効
）。
韓
国
が
日
本
統
治
下
で
強
制
動
員
さ

れ
た
被
害
者
の
調
査
に
乗
り
だ
し
た
の
で
す
。

　
「
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明
委
員
会
」
が
発
足
し
、
日
本
の
統
治
時
代
の
被
害
の
調
査
が
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始
ま
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
改
組
さ
れ
ま
し
た
が
取
り
組
み
は
現
在
も
形
を
変
え
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
一
九
七
二
年
に
は
「
原
爆
医
療
法
」
の
在
韓
被
爆
者
へ
の
適
用
の
可
否
を
問
う
孫
振
斗
手

帳
裁
判
や
サ
ハ
リ
ン
残
留
者
帰
還
請
求
訴
訟
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
そ
の

数
は
増
え
て
い
ま
す
、
二
〇
一
三
年
ま
で
に
八
〇
件
を
越
す
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
告
は
韓

国
や
中
国
が
中
心
で
す
。
植
民
地
時
代
の
個
人
の
被
害
が
歴
史
の
表
に
出
て
き
た
の
で
す
。
裁
判
は
「
時

効
」
や
戦
争
被
害
の
「
受
忍
義
務
」
な
ど
の
理
由
で
斥
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
被
害
を
受
け
た
個
人
が
口

を
開
き
、
歴
史
的
事
実
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
被
害
者
の
救
済
に
画
期
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日
の
韓
国
憲
法
裁

判
所
の
判
決
で
し
た
。
元
「
慰
安
婦
」
一
〇
九
人
と
原
爆
被
害
者
の
訴
え
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
韓
国

政
府
が
こ
の
問
題
を
日
本
と
交
渉
し
な
い
と
い
う
不
作
為
を
違
憲
と
し
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具

体
的
な
行
動
、
す
な
わ
ち
外
交
交
渉
、
そ
れ
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
場
合
は
国
際
仲
裁
手
続
き
を
と
る

よ
う
に
、
韓
国
政
府
に
命
じ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
二
年
五
月
二
四
日
に
は
、
三
菱
重
工
と
新
日
鐵
（
旧
日
鉄
）
で
働
い
た
朝
鮮
人
労
働

者
（
二
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
）
の
う
ち
生
存
者
八
人
が
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
と
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
の
上
告
審
判
で
、
韓
国
大
法
院
（
最
高
裁
）
は
、「
個
人
の
請
求
権
」
が
残
る
と
い
う
判
決
を
出
し
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ま
し
た
。
判
決
は
、「
日
本
の
国
家
権
力
が
関
与
し
た
反
人
道
的
不
法
行
為
と
植
民
支
配
に
直
結
し
た
不

法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
請
求
権
協
定
の
適
用
対
象
に
含
め
ら
れ
て
い
た
と
見
が・

た・

い・

」。
こ

う
述
べ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
請
求
権
は
残
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
韓
国
の
裁
判
所
の
判
断
で
す
。
日
本
で
は
請
求
権
は
消
滅

し
た
と
の
最
高
裁
判
決
が
出
て
い
る
の
で
、
日
韓
の
司
法
の
判
断
が
こ
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

連
合
国
の
戦
争
裁
判
で
戦
争
犯
罪
の
追
及
を
終
わ
ら
せ
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
で
「
敵

国
」
と
の
講
和
を
終
わ
ら
せ
て
き
た
日
本
に
、
か
つ
て
占
領
し
、
植
民
地
支
配
を
し
た
国
の
被
害
者
か

ら
、
賠
償
請
求
と
い
う
形
で
、
改
め
て
戦
後
処
理
、
戦
争
責
任
、
植
民
地
責
任
が
問
い
か
け
ら
れ
た
の

で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
い
ま
な
お
続
く
被
害
者
か
ら
の
訴
え
に
戸
惑
い
、
反
発
し
、「
解
決
済
み
」
と
の
答
え

を
く
り
か
え
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
は
過
去
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
、
何
が
解
決
し
、
何
が
解

決
し
て
い
な
い
の
か
、
ア
ジ
ア
の
被
害
者
か
ら
の
問
い
は
私
た
ち
一
人
一
人
の
歴
史
認
識
へ
の
問
い
か

け
で
も
あ
り
ま
す
。
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第
５
章　

日
本
に
お
け
る
戦
時
核
開
発
と
原
爆
投
下
の
衝
撃

山
崎　

正
勝

は
じ
め
に

　

日
本
は
被
爆
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
英
米
仏
、
独
、
ソ
連
に
つ
い
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
核
兵

器
開
発
を
行
っ
た
国
の
一
つ
だ
っ
た
。
広
島
と
長
崎
の
原
爆
を
開
発
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
は
、
米

国
の
計
画
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
英
米
の
共
同
計
画
で
、
カ
ナ
ダ
も
ウ
ラ
ン
資

源
の
提
供
な
ど
で
計
画
に
加
わ
っ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
亡
命
科
学
者
が
、
重
水
炉
の

開
発
を
行
っ
た
。
英
米
の
核
開
発
は
、
ウ
ラ
ン
の
核
分
裂
が
発
見
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
核
開
発
に
対
抗
す

る
た
め
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
ロ
ケ
ッ
ト
計
画
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
核
開
発
は
小
規

模
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
情
報
は
一
九
四
四
年
一
月
に
英
米
の
軍
と
政
策
決
定
者
た
ち
に
よ
っ
て
掌

握
さ
れ
た
も
の
の
、
科
学
者
た
ち
に
は
彼
ら
の
士
気
低
下
を
恐
れ
て
秘
密
と
さ
れ
、
計
画
は
む
し
ろ
拡

張
す
る
方
向
に
展
開
さ
れ
て
、
日
本
の
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
向
っ
て
い
っ
た
。
旧
ソ
連
の
核
開

発
計
画
は
、
日
本
へ
の
原
爆
投
下
以
降
に
本
格
化
し
た
た
め
、
大
戦
中
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
小
規
模
だ
っ
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た
。

　

日
本
の
戦
時
核
開
発
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
当
時
の
資
料
の
発
掘
と
分
析
が
進
み
、

具
体
的
な
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
陸
軍
の
計
画
は
理
化
学
研
究
所
の
仁
科
芳
雄
の
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
責
任
者
の
仁
科
の
頭
文
字
か
ら
「
ニ
号
研
究
」
と
呼
ば
れ
た
。
海
軍
の
計
画
は
、

海
軍
技
術
研
究
所
と
京
都
帝
国
大
学
の
荒
勝
文
策
の
グ
ル
ー
プ
が
進
め
、
京
都
帝
大
の
計
画
は
（
核
）

分
裂
の
英
語fission

か
ら
「
Ｆ
研
究
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
計
画
に
は
、
戦
後
に
原
子
力
に

関
わ
っ
た
武
谷
三
男
、
湯
川
秀
樹
、
坂
田
昌
一
ら
が
加
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
な
ぜ
、
計
画
に
参
加

し
た
の
か
、
ま
た
原
爆
の
投
下
は
彼
ら
に
ど
の
よ
う
な
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
経
験
は
戦
後
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

日
本
の
戦
時
核
開
発
に
関
す
る
重
要
な
文
献
は
、
い
ま
や
古
典
と
な
っ
た
『
昭
和
史
の
天
皇
４
』
で
、

海
軍
技
術
研
究
所
関
係
の
資
料
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

１
）。

こ
の
文
献
は
、
基
本
的
に
当
事
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
証
言
間
に
不
一
致
が
あ
り
、
一
次
資
料
に
よ
る
確
認
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

　
「
ニ
号
研
究
」
の
一
次
資
料
と
し
て
重
要
な
の
は
、「
東
二
造
資
料
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
陸
軍
の
東
京

陸
軍
第
二
造
兵
廠
が
、
仁
科
に
計
画
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
た
手
書
き
の
記
録
で
、
戦
後
、
理
研
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か
ら
黒
田
和
夫
に
よ
っ
て
米
国
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
黒
田
の
没
後
、
筆
者
ら
の
仲
介
で
、
遺
族
か

ら
理
研
に
返
還
さ
れ
、
和
光
市
の
理
研
の
記
念
史
料
室
に
収
蔵
さ
れ
た（

２
）。

　

海
軍
技
術
研
究
所
の
一
次
資
料
と
し
て
は
、
同
研
究
所
の
電
気
部
の
伊
藤
庸
二
が
ま
と
め
た
「
統
進

資
料
」
が
あ
る
。「
Ｆ
研
究
」
の
資
料
は
、
当
時
荒
勝
研
究
室
の
講
師
だ
っ
た
清
水
栄
が
保
管
し
て
い
た

一
連
の
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
次
資
料
に
よ
っ
て
、
科
学
上
の
内
容
も
追
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ 

た（
３
）。

１　

核
開
発
の
開
始
―
陸
軍
と
海
軍
―

　

陸
軍
の
場
合
、
開
発
の
き
っ
か
け
は
、
科
学
者
か
ら
の
働
き
か
け
だ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
の
半
ば
す

ぎ
に
陸
軍
中
将
安
田
武
雄
（
当
時
、
陸
軍
の
航
空
技
術
研
究
所
長
、
後
に
航
空
本
部
長
）
は
、
新
宿
か

ら
立
川
に
向
か
う
通
勤
列
車
の
中
で
理
研
の
仁
科
芳
雄
と
矢
崎
為
一
に
偶
然
に
出
会
い
、
仁
科
か
ら
原

子
爆
弾
の
製
造
に
関
す
る
実
験
研
究
に
着
手
す
る
用
意
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。「
こ
れ
が
日
本
に
お
け

る
原
爆
の
研
究
、
く
わ
し
く
は
日
本
陸
軍
航
空
に
お
け
る
原
子
爆
弾
製
造
に
関
す
る
研
究
の
発
端
」
で

あ
っ
た
と
、
安
田
は
戦
後
に
書
い
て
い
る
。
仁
科
の
話
を
聞
い
た
安
田
は
、
部
下
の
鈴
木
辰
三
郎
に
原

子
爆
弾
の
調
査
を
命
じ
た
。
鈴
木
は
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
後
、
委
託
学
生
と
し
て
二
年
間
、
東
京
帝
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大
で
物
理
学
を
学
ん
だ
経
験
が
あ
っ
た
。
鈴
木
は
東
大
の
嵯
峨
根
遼
吉
に
相
談
し
、
一
〇
月
に
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
安
田
は
、
一
九
四
一
年
四
月
に
理
研
の
大
河
内
正
敏
所
長
に
、
原
爆
製

造
に
関
す
る
研
究
依
頼
を
行
っ
た
。

　

一
九
三
九
年
に
初
め
に
ド
イ
ツ
で
公
表
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
の
核
分
裂
の
重
大
性
を
、
当
時
、
正
確
に
理

解
で
き
て
い
た
の
は
、
科
学
者
た
ち
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
科
学
者
が
原
爆
開
発
の
提
言
を
行
っ
た
の
は
、

自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
の
国
の
場
合
も
、
科
学
者
の
働
き
掛
け
が
先
行
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
当
時

の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
出
さ
れ
た
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
手
紙
」
も
、
そ
の
例
だ
っ
た
。

　

一
方
、
海
軍
の
場
合
は
、
最
初
の
動
き
は
、
技
術
将
校
ら
か
ら
出
た
。
そ
の
一
人
は
、
東
京
の
恵
比

寿
に
あ
っ
た
海
軍
技
術
研
究
所
（
現
在
の
防
衛
省
防
衛
研
究
所
や
技
術
研
究
本
部
）
の
電
気
研
究
部
に

い
た
伊
藤
庸
二
技
術
大
佐
だ
っ
た
。
伊
藤
は
、
電
気
部
の
戦
時
研
究
と
し
て
、
彼
が
レ
ー
ダ
ー
用
に
開

発
し
て
き
た
高
出
力
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
を
兵
器
に
利
用
す
る
計
画
（
こ
れ
は
後
に
静
岡
県
の
島
田
で
進
め

ら
れ
る
「
殺
人
光
線
」
計
画
に
発
展
）
と
、
原
子
核
物
理
の
軍
事
利
用
を
検
討
す
る
計
画
を
、
一
九
四
二

年
の
三
月
に
報
告
書
「
原
子
核
物
理
応
用
ノ
研
究
」
に
ま
と
め
た
。
二
人
目
は
、
東
京
帝
大
化
学
科
の

出
身
で
、
英
国
の
科
学
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
の
記
事
な
ど
で
、
核
分
裂
の
知
識
を
得
て
い
た
三
井
再

男
だ
っ
た
。
三
井
は
一
九
四
二
年
五
月
二
三
日
に
神
奈
川
県
平
塚
市
に
あ
っ
た
第
二
海
軍
火
薬
廠
講
堂
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で
、
萩
原
篤
太
郎
の
講
演
「
超
爆
裂
性
原
子
“
Ｕ-

二
三
五
”
ニ
就
テ
」
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
講
演
会
は
、
ド
イ
ツ
の
爆
薬
専
門
誌
『
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
』
の
一
九
四
〇
年
一
一
月
号
に
載
っ
た

「
ア
メ
リ
カ
の
超
爆
薬
Ｕ
二
三
五
」
と
い
う
記
事
に
注
目
し
た
海
軍
が
、
京
都
帝
大
の
荒
勝
文
策
の
下
で

核
分
裂
の
研
究
を
し
て
い
た
萩
原
に
依
頼
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
海
軍
艦
政
本
部
に
異
動
し
た

三
井
は
上
司
と
相
談
し
、
京
都
帝
大
の
荒
勝
文
策
に
一
九
四
二
年
に
研
究
委
託
を
行
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
九
三
九
年
九
月
の
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦

が
始
ま
っ
て
い
た
。
日
本
の
陸
海
軍
が
核
開
発
に
関
係
し
た
の
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
の
真
珠
湾
攻

撃
の
前
後
だ
っ
た
。
開
戦
当
初
、「
勝
利
」
を
重
ね
た
日
本
軍
は
、
早
く
も
翌
年
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
で
、
手
痛
い
反
撃
を
受
け
た
。
海
軍
連
合
艦
隊
は
、
航
空
母
艦
四
隻
な
ど
を
失
っ
た
。
こ
の
海
戦

で
は
、
は
じ
め
て
レ
ー
ダ
ー
が
実
戦
使
用
さ
れ
た
が
、
伊
藤
庸
二
ら
が
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
レ
ー
ダ
ー

は
不
評
で
、
広
島
県
の
呉
の
沖
合
に
戻
っ
た
戦
艦
日
向
の
艦
内
で
レ
ー
ダ
ー
の
検
討
会
が
行
わ
れ
た
と

き
に
、
伊
藤
は
烈
し
い
叱
責
に
会
っ
た
。
会
議
の
後
で
慰
労
の
た
め
に
姿
を
見
せ
た
連
合
艦
隊
司
令
官

山
本
五
十
六
大
将
は
、
技
術
研
究
所
の
所
員
に
向
っ
て
、「
こ
の
戦
さ
を
遂
行
す
る
に
は
、
通
常
兵
器
で

は
一
年
も
も
た
な
い
」、「
何
と
か
し
て
画
期
的
な
兵
器
を
開
発
し
て
く
れ
」
と
注
文
し
た
。
こ
の
要
請

に
伊
藤
は
、
東
京
へ
戻
る
列
車
の
中
で
、
海
軍
軍
令
部
参
謀
に
山
本
の
要
請
に
対
し
て
「
原
子
力
の
応
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用
と
殺
人
（
光
線
）
兵
器
」
と
答
え
た
。
伊
藤
は
東
京
へ
戻
る
と
、
早
速
、
理
研
の
仁
科
に
手
紙
を
送

り
、
仁
科
を
委
員
長
と
す
る
「
物
理
懇
談
会
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。

２　

科
学
者
の
動
機

（
１
）
仁
科
芳
雄
の
場
合
―「
基
礎
研
究
に
邁
進
」
か
ら
「
国
に
役
立
つ
研
究
」
へ
―

　

陸
軍
の
安
田
は
、
仁
科
が
原
子
爆
弾
の
話
を
し
た
と
き
、「
い
さ
さ
か
勢
い
込
ん
だ
様
子
に
見
え
た
」

と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
仁
科
の
態
度
は
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。
当
初
、
仁
科
は
、
一

定
量
の
ウ
ラ
ン
が
入
手
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
連
鎖
反
応
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
通
常
の
水
（
軽
水
）
を
減
速
材
に
使
う
場
合
に
は
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
、
理
研
の
内
部
で
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
然
の
ウ
ラ
ン
に
わ
ず
か
〇
・
七
％

し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
度
を
上
げ
な
い
か
ぎ
り
、
連
鎖
反
応
は
起
き
そ

う
に
な
い
。
大
半
の
ウ
ラ
ン
は
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
八
で
、
質
量
の
差
は
百
分
の
一
し
か
な
い
。
二

つ
の
同
位
元
素
を
大
量
に
分
離
す
る
こ
と
は
、
技
術
的
に
困
難
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

理
研
で
は
毎
年
二
回
、
綜
合
学
術
講
演
会
と
い
う
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
一
年

一
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
の
直
後
に
も
、
一
〇
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
第
四
〇
回
の
講
演
会
が



第Ⅱ部　第二次世界大戦―日本を中心に

257

持
た
れ
た
。
講
演
会
の
終
了
後
の
懇
親
会
で
、
所
長
の
大
河
内
正
敏
は
、
真
珠
湾
で
の
日
本
の
魚
雷
の

成
功
を
「
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
誇
っ
た
が
、
仁
科
は
、「
戦
争
が
終
わ
っ
て
フ
タ
を

あ
け
て
み
た
と
き
、
日
本
の
研
究
が
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
向
こ
う
（
海
外
）
の
研
究
が
ず
っ

と
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
（
日
本
の
）
科
学
者
の
恥
だ
。
だ
か
ら
戦
争
中
と
い
え
ど

も
基
礎
研
究
に
邁
進
す
べ
き
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
伝
聞
だ
が
、
翌

年
の
雑
誌
『
科
学
』
の
巻
頭
言
「
大
東
亜
の
再
建
と
純
粋
科
学
」
に
も
、
同
じ
こ
と
を
書
い
て
い
る
の

で
、「
基
礎
研
究
に
邁
進
」
は
仁
科
の
本
音
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

翌
年
の
六
月
下
旬
に
仁
科
芳
雄
が
海
軍
技
術
研
究
所
の
伊
藤
庸
二
か
ら
核
物
理
学
の
応
用
研
究
の
委

員
会
の
相
談
を
受
け
た
と
き
に
も
、
消
極
的
な
態
度
を
取
っ
た
。
仁
科
は
委
員
会
の
目
的
を
核
物
理
学

に
限
定
し
な
い
よ
う
に
求
め
た
た
め
、
伊
藤
は
当
初
の
「
核
物
理
学
応
用
」
と
い
う
名
称
を
、
わ
ざ
わ

ざ
「
物
理
懇
談
会
」
に
変
更
し
た
の
だ
っ
た
。

　

仁
科
は
ウ
ラ
ン
の
化
学
処
理
を
行
う
た
め
に
、
東
京
帝
大
理
学
部
化
学
科
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
木

越
邦
彦
に
計
画
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
仁
科
は
、
ウ
ラ
ン
の
研
究
を
し
て
い
れ
ば
、「
戦
争
に
行
か

な
く
て
も
す
む
」
と
木
越
に
告
げ
た
。
仁
科
は
木
越
に
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
作
り
を
指
示
し
た
と
き
。
岡

山
言
葉
で
「
ま
あ
、
ぼ
つ
ぼ
つ
や
る
さ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
仁
科
の
消
極
性
が
出
て
い
た
。
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仁
科
の
行
動
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
〇
月
こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
仁
科
の

も
と
に
も
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
敗
北
と
、
そ
の
後
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
で
の
日
本
軍
の
苦
戦
の
気
配

が
し
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仁
科
は
「
研
学
に
も
滅
私
奉
公
」
と
い
う
一
文
を
『
朝
日
新
聞
』
に
寄

せ
、
科
学
技
術
に
従
事
す
る
者
も
、「
滅
私
奉
公
の
念
に
徹
し
、
研
究
報
国
に
挺
身
」
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
書
い
た
。

　

真
珠
湾
攻
撃
の
一
年
目
の
一
九
四
二
年
一
二
月
八
日
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
米
英
撃
滅
へ
誓
い
新

た
」
と
い
う
ト
ッ
プ
見
出
し
の
下
に
、
昭
和
天
皇
の
真
珠
湾
攻
撃
の
詔
書
を
掲
げ
、
一
年
間
の
「
戦
果
」

を
称
え
た
。
こ
の
日
の
午
前
に
仁
科
は
、
研
究
室
の
所
員
を
前
に
天
皇
の
詔
書
を
読
み
上
げ
、
一
年
前

の
基
礎
研
究
を
重
ん
じ
る
立
場
を
翻
し
て
、
軍
事
的
な
応
用
の
研
究
へ
進
む
決
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

午
後
の
今
後
の
研
究
方
針
を
相
談
す
る
会
議
で
仁
科
は
、
こ
れ
か
ら
は
「
わ
れ
わ
れ
も
お
国
の
お
役
に

立
つ
よ
う
な
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
告
げ
、
戦
争
に
関
す
る
仕
事
を
行
う
こ
と
を
所
員
に

求
め
た
。

（
２
）
荒
勝
文
策
の
場
合
―「
核
の
盾
」―

　

仁
科
芳
雄
は
占
領
中
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
自
身
の
陸
軍
の
計
画
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
明
確
な
言
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葉
を
残
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
荒
勝
文
策
は
、
若
い
研
究
者
を
戦
場
へ
向
わ
さ
な
い
た
め
に
、

原
爆
計
画
に
関
与
し
た
と
語
っ
た
。
荒
勝
は
『
昭
和
史
の
天
皇
』
の
記
者
取
材
に
対
し
て
、「
原
爆
研
究

を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
優
秀
な
若
い
研
究
者
を
戦
地
へ
や
ら
な
く
て
も
す
む
よ
う
に
な
る
」
と
思
っ

た
と
述
べ
、「
そ
れ
だ
け
の
“
代
償
”
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
あ
の
よ
う
な
研
究
は
引
き
受
け
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
核
問
題
の
歴
史
学
者
で
あ
る
Ｖ
・
ヴ
ィ
ズ
ギ
ン
は
、
旧
ソ
連
の
科
学
者
た
ち
が
、
戦
後
の

冷
戦
期
に
核
兵
器
開
発
計
画
に
参
加
し
た
の
は
、
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
科
学
者
の
研
究
グ
ル
ー

プ
を
政
治
的
な
干
渉
と
粛
清
か
ら
守
り
た
か
っ
た
た
め
だ
と
主
張
し
、
そ
の
こ
と
を
「
核
の
盾
」
と
表

現
し
た
。「
核
の
盾
」
に
似
た
意
識
が
荒
勝
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
荒
勝
は
、
さ
ら
に
「
仁

科
君
も
同
じ
よ
う
な
考
え
方
だ
っ
た
」
と
付
け
加
え
た
。
た
し
か
に
仁
科
も
、
木
越
を
ウ
ラ
ン
研
究
に

誘
っ
た
と
き
、
兵
役
免
除
と
な
る
こ
と
を
口
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
軍
に
影
響
力
を
持
つ
有
力
者
を
仁

科
が
訪
問
し
、
所
員
の
兵
役
免
除
に
つ
い
て
、
相
談
し
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。
仁
科
が
「
核
の
盾
」

を
使
お
う
と
し
た
か
い
な
か
は
、
い
ま
で
も
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。

　

海
軍
が
荒
勝
文
策
に
研
究
委
託
を
す
る
と
き
に
、
荒
勝
の
助
教
授
だ
っ
た
木
村
毅
一
が
「
研
究
体
制

や
工
業
力
、
資
材
、
資
源
な
ど
か
ら
み
て
、
と
て
も
今
度
の
戦
争
に
は
間
に
合
わ
な
い
」
と
告
げ
た
と
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こ
ろ
、
海
軍
の
担
当
者
は
「
こ
の
戦
争
に
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
つ
ぎ
の
戦
争
に
間
に
合
え
ば
い
い
ん

だ
」
と
言
い
返
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
荒
勝
の
核
開
発
研
究
は
、
事
実
基
礎
研
究
を
中
心
と

す
る
も
の
で
、
開
発
を
特
別
に
急
い
だ
印
象
は
な
い
。
荒
勝
研
の
講
師
だ
っ
た
清
水
栄
が
所
持
し
て
い

た
、
当
時
の
研
究
報
告
書
か
ら
も
、
彼
ら
の
研
究
活
動
が
基
礎
研
究
中
心
だ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
。

３　

到
達
点
と
そ
の
意
味

（
１
）
理
研
の
「
ニ
号
研
究
」

　

一
九
四
三
年
初
め
ま
で
に
仁
科
は
研
究
室
で
ウ
ラ
ン
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
そ
れ
ま
で
宇
宙
線

の
実
験
研
究
を
行
っ
て
い
た
竹
内
柾
に
ウ
ラ
ン
濃
縮
実
験
、
木
越
に
ウ
ラ
ン
試
料
の
準
備
、
玉
木
英
彦

に
理
論
的
研
究
を
命
じ
た
。

　

当
時
、
同
位
体
の
分
離
に
は
、
熱
拡
散
法
、
電
磁
分
離
法
、
遠
心
分
離
法
が
あ
る
こ
と
は
、
戦
争
前

の
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
で
は
、
英
国
起
源
の
気
体
拡

散
法
が
加
わ
り
、
気
体
拡
散
法
で
中
程
度
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
電
磁
分
離
法
で
高
濃
度
ウ
ラ
ン

を
作
る
方
法
が
採
用
さ
れ
、
途
中
か
ら
熱
拡
散
法
も
補
助
的
に
中
程
度
濃
縮
に
使
わ
れ
た
。
理
研
で
は
、
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一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
た
方
法
の
う
ち
、
熱
拡
散
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
竹
内
が
中
心
と
な
っ

て
熱
拡
散
装
置
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
玉
木
が
行
っ
た
ウ
ラ
ン
の
臨
界
量
の
計
算
か
ら
、
濃

縮
の
目
標
は
一
〇
％
に
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
は
、
一
九
四
三
年
の
春
に
、
次
の
よ
う
な

形
で
陸
軍
に
報
告
さ
れ
た（

４
）。

一
．
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
原
子
核
分
裂
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
可
能
性
は
多
分
に
あ
り
、

二
．
原
子
核
分
裂
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
為
に
は
一
回
分
と
し
て
最
小
限
Ｕ
二
三
五
を

一
〇
％
に
濃
縮
せ
る
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
約
一
〇
㎏
を
必
要
と
す
（
こ
の
最
小
量
よ
り
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
黄
色
薬
約 

一
八
〇
〇
〇
ト
ン
の
爆
発
に
相
当
す
）。

三
．
銅
は
弗
素
に
対
し
四
〇
〇
℃
に
お
い
て
ほ
ぼ
安
定
な
る
も
弗
化
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
対
し
て
実
験
を

行
い
検
討
を
要
す
。

　

従
来
、
こ
の
報
告
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
出
て
き
た
の
か
が
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
筆
者
ら
の
再
現
計
算
や
、
さ
ら
に
玉
木
の
逝
去
（
二
〇
一
三
年
二
月
）
の
後
、
玉
木
の
自
筆
の
計

算
ノ
ー
ト
な
ど
の
発
見
に
よ
っ
て
、
理
研
の
爆
弾
が
、
原
子
炉
暴
走
型
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
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に
な
っ
て
い
る
。
二
．の
前
半
に
あ
る
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
を
一
〇
％
に
濃
縮
し
た
一
〇
㎏
と
い
う
の
は
玉

木
が
計
算
し
た
臨
界
量
で
、
球
形
の
容
器
に
水
と
濃
縮
し
た
ウ
ラ
ン
の
酸
化
物
（
八
酸
化
三
ウ
ラ
ン
）

を
混
ぜ
た
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ラ
ン
が
核
分
裂
を
起
こ
す
割
合
は
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
場
合
、

中
性
子
の
速
度
が
小
さ
い
方
が
大
き
い
。
水
が
爆
弾
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
読
者
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
水
は
核
分
裂
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
中
性
子
を
減
速
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
。
原
子
炉
の
場
合
も
同
様
で
、
軽
水
炉
と
呼
ば
れ
る
原
子
炉
で
は
、
通
常
の
水
（
軽
水
）
が
中
性

子
の
減
速
材
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
．の
丸
括
弧
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
は
、
広
島
と
長
崎
の
原
爆
の
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
程
度
で
、
あ
ま

り
に
大
き
く
、
原
子
炉
で
生
み
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
想
像
を
超
え
て
い
る
。
玉
木
の
ノ
ー

ト
を
見
る
と
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
ま
で
、
連
鎖
反
応
が
数
十
回
繰
り
返
す
計
算

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
容
器
が
い
く
ら
頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
て
も
、
原
爆
級
の
爆
発
を
押
さ
え

込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
連
鎖
反
応
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
容
器
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
反
応
が
止
ん
で
し
ま

う
の
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
よ
う
な
原
子
炉
の
暴
走
が
起
き
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
玉
木
の
計
算
は
、
仮
定
の
上
で
の
計
算
で
、
い
ま
か
ら
見
れ
ば

誤
り
だ
っ
た
。
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仁
科
の
爆
弾
構
想
は
間
違
っ
た
考
え
方
に
従
っ
て
い
た
が
、「
黄
色
薬
約 

一
八
〇
〇
〇
ト
ン
の
爆
発
」

と
い
う
予
想
は
、
陸
軍
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
内
容
だ
っ
た
。
仁
科
か
ら
報
告
を
受
け
た
こ
ろ
に
陸

軍
航
空
本
部
長
と
な
っ
た
安
田
武
雄
は
、
東
條
英
機
に
働
き
か
け
て
航
空
本
部
を
陸
軍
の
核
開
発
計
画

の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
安
田
は
一
九
四
三
年
九
月
に
理
研
所
長
の
大
河
内
正
敏
に
研
究

委
託
を
行
い
、
必
要
な
資
材
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
優
先
で
航
空
本
部
が
面
倒
を
見
る
こ
と
を
伝
え
た
。

航
空
本
部
に
よ
っ
て
「
ニ
号
研
究
」
と
い
う
符
号
名
が
付
け
ら
れ
た
理
研
の
計
画
は
、
航
空
本
部
の
唯

一
の
直
轄
研
究
と
な
っ
た
。

　

竹
内
が
担
当
し
て
い
た
熱
拡
散
装
置
は
、
陸
軍
の
資
材
入
手
の
優
先
権
の
お
か
げ
で
、
一
九
四
三
年

の
一
一
月
二
三
日
に
一
応
の
完
成
を
見
た
。
分
離
塔
の
高
さ
は
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
太
さ
は
約
五
〇
セ

ン
チ
だ
っ
た
。
搭
の
中
心
に
外
径
三
・
五
セ
ン
チ
の
銅
製
の
パ
イ
プ
が
あ
り
、
内
部
が
電
熱
線
で
四
〇
〇

度
に
加
熱
さ
れ
た
。
そ
の
外
側
に
二
ミ
リ
の
間
隙
を
隔
て
て
別
の
銅
製
の
パ
イ
プ
が
置
か
れ
、
冷
却
水

で
六
〇
度
に
保
た
れ
た
。
二
つ
の
銅
製
パ
イ
プ
の
間
に
、
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
の
蒸
気
が
入
れ
ら
れ
る
と
、

軽
い
同
位
体
の
ウ
ラ
ン
二
三
五
が
上
部
に
、
重
い
ウ
ラ
ン
二
三
八
が
下
部
に
溜
ま
る
設
計
に
な
っ
て
い

た
。
竹
内
の
計
算
で
は
、
八
日
で
濃
縮
が
収
束
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
分
離
塔
の
加
熱
が
一
様

に
な
ら
な
い
欠
陥
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
改
修
に
は
、
翌
年
の
一
九
四
四
年
三
月
ま
で
か
か
っ
た
。
装
置
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を
加
熱
し
て
金
属
か
ら
出
る
気
体
の
除
去
な
ど
を
行
っ
た
あ
と
、
七
月
二
〇
日
に
ウ
ラ
ン
の
分
離
実
験

が
始
め
ら
れ
た
。

　

一
方
、
木
越
の
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
の
合
成
は
、
合
成
法
の
変
更
な
ど
で
、
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

一
九
四
四
年
の
一
月
に
米
粒
ほ
ど
の
結
晶
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
陸
軍
か
ら
の
要
員
が
加
わ
り
、
本

格
的
生
産
が
進
め
ら
れ
た
。

　

六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
の
純
度
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
の
、
注
入
実
験
は
、
一
回
当
り
四
五
〇
グ
ラ
ム
で

数
時
間
か
け
て
、
一
九
四
四
年
七
月
か
ら
一
九
四
五
年
の
は
じ
め
ま
で
計
六
回
行
わ
れ
た
。
濃
縮
の
状

態
は
、
小
型
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
使
っ
て
測
定
さ
れ
た
。
こ
の
実
験
は
山
崎
文
男
が
一
九
四
五
年
は

じ
め
か
ら
取
り
組
ん
だ
が
、
濃
縮
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
月
一
四
日
未
明
の
理
研
周
辺

の
空
襲
で
、
熱
拡
散
分
離
塔
が
あ
っ
た
四
九
号
館
は
全
焼
し
、
実
験
装
置
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
仁

科
は
、
残
っ
て
い
た
ウ
ラ
ン
の
試
料
で
、
再
度
、
分
離
測
定
実
験
を
五
月
一
〇
日
に
行
っ
た
が
、
分
離

前
と
分
離
後
の
変
化
が
観
測
さ
れ
ず
、
濃
縮
は
失
敗
し
て
い
た
。
五
月
一
五
日
に
二
号
研
究
に
関
す
る

会
議
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
仁
科
は
理
研
に
お
け
る
計
画
は
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
陸
軍
側
も
、

こ
の
こ
と
を
了
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
第
八
陸
軍
技
術
研
究
所
の
報
告
書
に
は
、

ウ
ラ
ン
の
分
離
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
の
で
、「
敵
国
側
に
於
い
て
も
」
ウ
ラ
ン
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
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利
用
は
当
分
成
し
得
ざ
る
も
の
と
判
明
」
し
た
の
で
、「
研
究
中
止
も
不
可
な
ら
ず
」
と
書
か
れ
た
。

　

鈴
木
辰
三
郎
は
、
大
阪
帝
大
で
も
分
離
塔
の
建
設
計
画
を
進
め
た
が
、
ウ
ラ
ン
の
分
離
実
験
前
に
終

戦
と
な
り
、
分
離
塔
は
廃
棄
さ
れ
た
。

（
２
）
海
軍
の
「
物
理
懇
談
会
」
と
「
Ｆ
研
究
」

　

第
一
回
物
理
懇
談
会
の
会
議
は
、
一
九
四
二
年
七
月
八
日
に
開
か
れ
た
。
会
議
の
議
論
は
、
そ
れ
ほ

ど
活
発
で
は
な
く
、
ウ
ラ
ン
研
究
を
含
む
い
く
つ
か
の
宿
題
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
議
は
、
ほ

ぼ
一
ヶ
月
に
一
回
の
割
合
で
開
か
れ
た
。
第
二
回
の
会
議
で
仁
科
は
、
同
位
元
素
二
三
五
の
濃
縮
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
熱
機
関
と
し
て
使
う
に
は
、
ウ
ラ
ン
溶
液
で
蒸
気
を
つ
く
り
、
動
力
に
使
う
の
が
よ

い
と
発
言
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ラ
ン
問
題
は
議
論
さ
れ
ず
、
次
に
ウ
ラ
ン
問
題
が
議
論
さ
れ
る
の
は
、

翌
年
の
一
九
四
三
年
三
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
大
阪
帝
大
の
菊
池
正
士
が
、
ウ
ラ
ン
原

子
核
分
裂
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
研
究
計
画
を
報
告
し
、
今
後
の
審
議
方
針
が
話
し
合
わ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
、
物
理
懇
談
会
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
菊
地
ら
は
、
強
力
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
計
画
に
移
っ
て
い
っ

た
。

　

一
方
、
京
都
帝
大
に
対
し
て
は
、
海
軍
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
こ
ろ
に
研
究
委
託
費
を
増
額
し
、
海
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軍
技
術
研
究
所
を
研
究
委
託
元
と
し
て
「
Ｆ
研
究
」
の
支
援
を
進
め
た
。
一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
に

大
阪
の
中
之
島
で
開
か
れ
た
「
Ｆ
研
究
」
第
一
回
会
合
に
は
、
海
軍
か
ら
海
軍
航
空
本
部
の
川
村
宕
矣

海
軍
大
佐
、
三
井
再
男
海
軍
大
佐
ら
が
出
席
し
、
京
都
帝
大
か
ら
荒
勝
文
策
を
筆
頭
に
、
湯
川
秀
樹
、

小
林
稔
、
木
村
毅
一
、
清
水
栄
ら
が
参
加
し
、
名
古
屋
帝
大
の
坂
田
昌
一
ら
も
加
わ
っ
た
。
荒
勝
ら
の

研
究
に
は
、
理
研
と
は
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
っ
た
。
理
研
で
は
、
連
鎖
反
応
系
は
、
原
子
炉
に
対

応
す
る
減
速
さ
せ
た
「
遅
い
中
性
子
」
に
よ
る
も
の
だ
け
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
京
都
大

学
で
は
、
速
い
中
性
子
の
反
応
が
検
討
さ
れ
、
高
純
度
の
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
臨
界
量
が
計
算
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
は
、
荒
勝
が
小
林
に
指
示
し
た
の
も
で
、
内
容
的
に
は
、
広
島
の
原
爆
の
核
反
応
に
相
当
し

た
。
も
う
一
つ
の
理
研
と
の
違
い
は
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
法
で
あ
っ
た
。
京
大
で
は
理
研
で
熱
拡
散
法
が

開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
方
法
が
検
討
さ
れ
、
遠
心
分
離
法
の
開

発
が
進
め
ら
れ
た
。

　

一
九
四
五
年
七
月
二
一
日
に
京
都
大
学
と
海
軍
関
係
者
と
の
合
同
会
議
が
大
津
市
の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
。
京
大
か
ら
は
、
荒
勝
の
他
に
、
湯
川
、
小
林
、
清
水
ら
が
出
席
し
、
海
軍
側
か
ら
は
事

務
連
絡
を
し
て
い
た
北
川
徹
三
、
艦
政
本
部
の
三
井
再
男
が
参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
荒
勝
が
全
般
的

な
説
明
を
行
い
、
東
京
計
器
の
新
田
重
治
が
遠
心
分
離
器
の
説
明
、
湯
川
が
「
世
界
の
原
子
力
研
究
」
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と
い
う
講
演
を
し
た
。
海
軍
側
は
「
肝
心
の
ウ
ラ
ン
鉱
が
な
い
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
、
悲

観
的
な
報
告
を
行
い
、
こ
の
会
議
で
「
Ｆ
研
究
」
は
終
了
と
な
っ
た
。

（
３
）
ウ
ラ
ン
資
源

　

当
初
の
基
礎
研
究
段
階
で
は
、
国
内
に
あ
っ
た
釉
薬
用
な
ど
の
ウ
ラ
ン
化
合
物
が
使
用
さ
れ
た
が
、

臨
界
実
験
に
は
、
到
底
足
り
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仁
科
は
、
陸
軍
に
二
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
資
源
の
確

保
を
依
頼
し
た
。
陸
軍
は
ド
イ
ツ
駐
在
の
大
島
浩
に
電
報
を
送
り
、
ウ
ラ
ン
を
含
む
ピ
ッ
チ
ブ
レ
ン
ド

の
入
手
を
、
ド
イ
ツ
に
依
頼
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
の
と
き
の
電
報
の
や
り
取
り
は
、
ア
メ
リ
カ
側

に
傍
受
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
九
四
三
年
七
月
七
日
に
東
京
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
陸
軍
に
秘
密

電
報
が
送
ら
れ
、
チ
ェ
コ
の
ヨ
ア
ヒ
ム
シ
ュ
タ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
ブ
レ
ン
ド
を
日
本
に
輸
送
す
る
可
能
性

を
至
急
調
査
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

　

ウ
ラ
ン
を
他
の
重
要
軍
需
物
資
と
と
も
に
日
本
に
運
ん
だ
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
が
存
在
し
た
こ
と
が
、

現
在
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
隻
が
、
潜
水
艦
（
Ｕ
ボ
ー
ト
）
Ｕ
二
三
四
で
あ
っ
た
。
Ｕ
二
三
四

は
五
月
に
ド
イ
ツ
の
降
伏
の
事
実
を
無
線
で
知
り
、
一
〇
日
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
に
降
伏
し
た
。
米
海
軍

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
積
荷
の
中
に
五
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
酸
化
ウ
ラ
ン
が
積
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
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も
、
同
程
度
の
ウ
ラ
ン
を
移
送
中
に
破
壊
さ
れ
た
潜
水
艦
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

陸
軍
航
空
本
部
は
、
日
本
領
内
で
の
ウ
ラ
ン
資
源
の
確
保
を
目
指
し
た
。
朝
鮮
の
黄
海
道
延
白
郡
に

あ
る
菊
根
鉱
山
は
、
有
力
な
候
補
地
と
さ
れ
た
。
航
空
本
部
は
、
理
研
の
飯
盛
里
安
に
研
究
委
託
を
行

い
、
約
三
〇
〇
㎏
の
酸
化
ウ
ラ
ン
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。
海
軍
は
、
荒
勝
グ
ル
ー
プ
の
た
め
に
、

一
九
四
五
年
の
春
に
上
海
の
闇
市
で
酸
化
ウ
ラ
ン
約
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
手
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
陸
軍
兵
器
行
政
本
部
は
福
島
県
石
川
町
が
有
力
と
判
断
し
、
酸
化
ウ
ラ
ン
を
二
〇
％
含
有
す

る
サ
マ
ル
ス
カ
イ
ト
を
三
ト
ン
採
取
す
る
計
画
を
立
て
た
。
日
雇
い
の
勤
労
者
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の

は
、
地
域
の
「
大
日
本
婦
人
会
」
の
女
性
な
ど
と
と
も
に
、
石
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
六
月
ま
で
に
約
七
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
マ
ル
ス
カ
イ
ト
を
採
掘
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ら

の
ウ
ラ
ン
資
源
が
理
研
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
四
四
年
一
一
月
の
英
米
合
同
政
策
委
員
会
報
告
書
に
は
、「
こ
の
国
（
日
本
）
は
年
間
一
ト
ン
以

上
の
（
ウ
ラ
ン
）
酸
化
物
を
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
記
録
か
ら
推
定

す
る
と
、
当
時
の
日
本
領
土
に
存
在
し
た
ウ
ラ
ン
の
量
は
、
大
き
く
見
積
も
っ
て
も
一
ト
ン
程
度
で
あ
っ

た
。
こ
の
数
字
は
、
同
報
告
書
の
判
断
を
裏
書
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
英
米
は
世
界
の
ウ
ラ
ン
資
源
の



第Ⅱ部　第二次世界大戦―日本を中心に

269

独
占
を
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
構
想
し
、
英
米
は
約
二
千
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
を
保
有
し
て
い
た
。
そ
れ

と
比
較
す
る
と
日
本
が
獲
得
に
奔
走
し
た
一
ト
ン
と
い
う
数
字
が
、
ど
れ
だ
け
微
少
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
が
分
か
る
。

４　

科
学
者
た
ち
の
戦
争
協
力
―
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
―

　

物
理
学
者
の
武
谷
三
男
は
、「
ニ
号
研
究
」
の
「
仕
事
は
軍
を
ご
ま
か
す
に
は
い
い
」、「
わ
た
し
た
ち

の
戦
時
中
の
逃
れ
途
」
だ
っ
た
と
述
べ
た
。
武
谷
は
原
子
爆
弾
は
理
論
的
に
は
可
能
だ
が
、「
日
本
の
工

業
力
で
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
見
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、「
日
本
が
原
爆
と
い
う
残
虐
な
兵
器

を
つ
く
っ
て
使
う
と
い
う
心
配
は
な
い
」
の
で
、「
ニ
号
研
究
に
直
接
で
は
な
い
に
し
て
も
参
加
す
る
こ

と
に
、
ぼ
く
は
罪
の
意
識
を
ま
っ
た
く
感
じ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
「
こ
の
研
究
を
や
っ
て

お
れ
ば
、
兵
隊
に
と
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
点
に
も
魅
力
が
あ
っ
た
」
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

武
谷
三
男
は
、
大
阪
時
代
に
左
翼
の
技
術
論
グ
ル
ー
プ
に
関
与
し
た
こ
と
で
、
一
九
四
四
年
五
月
に
治

安
対
策
の
特
別
高
等
警
察
（
特
高
）
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
陸
軍
の
核
開
発
に
武
谷
が
参
加
し
て
い
た
こ

と
で
釈
放
さ
れ
た（

５
）。 

武
谷
に
と
っ
て
「
ニ
号
研
究
」
は
、
特
高
か
ら
逃
れ
る
盾
と
し
て
機
能
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
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戦
時
核
開
発
の
関
係
者
が
、
戦
後
に
残
虐
兵
器
の
製
造
に
関
与
し
た
と
し
て
、
占
領
軍
や
一
般
の
国

民
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
対
す
る
戦
後
の
非
難
は
、
む
し
ろ
旧
軍
属
の
側
か
ら

で
て
き
た
。
陸
軍
で
主
に
ウ
ラ
ン
資
源
の
確
保
に
従
事
し
た
山
本
洋
一
は
、
仁
科
ら
の
戦
争
協
力
の
あ

り
方
に
批
判
を
向
け
た
。
戦
争
が
烈
し
く
な
る
と
、「
嘱
託
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
応
召
を
ま
ぬ
か
れ
た

科
学
技
術
者
も
あ
り
、
応
召
後
に
身
体
の
故
障
が
あ
る
と
の
理
由
で
、
即
日
あ
る
い
は
数
日
後
に
帰
郷

を
命
ぜ
ら
れ
た
者
も
あ
っ
た
」
と
山
本
は
回
想
し
、「
自
己
の
収
入
が
増
し
、
研
究
費
が
潤
沢
と
な
り
、

…
…
応
召
も
免
れ
得
る
等
の
利
益
」
を
得
る
た
め
に
、
軍
の
嘱
託
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
す
れ
ば
、

「
そ
れ
は
戦
争
利
用
の
罪
の
一
つ
に
な
る
」
と
書
い
て
い
る（

６
）。 

ま
た
、「
原
子
爆
弾
と
か
新
兵
器
を
つ
く

れ
る
と
い
い
つ
つ
軍
部
に
む
す
び
つ
い
た
当
時
の
指
導
的
科
学
者
の
仁
科
博
士
が
、
今
と
な
っ
て
『
私

ど
も
が
や
っ
た
っ
て
、
こ
の
戦
争
が
何
年
つ
づ
け
ら
れ
る
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
戦
争
の
間
に
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
仁
科
を

な
じ
っ
た（

７
）。

し
か
し
、
そ
れ
は
仁
科
が
「
今
と
な
っ
て
」
述
べ
た
こ
と
で
は
な
く
、
戦
時
期
か
ら
語
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
山
本
は
軍
に
対
す
る
核
物
理
学
者
た
ち
の
態
度
を
、
読
み
違
え
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

近
年
、
科
学
者
の
戦
争
協
力
に
関
す
る
歴
史
研
究
が
、
核
開
発
分
野
で
も
各
国
で
進
ん
だ
。
そ
こ
で
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は
二
つ
の
関
与
の
仕
方
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
積
極
的
協
力
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
、
核

開
発
に
お
け
る
英
米
の
科
学
者
の
多
く
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
計
画
に
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
軍
部
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
原
爆
計
画
に
関
す
る
情
報
管
理
が
あ
っ
た
こ
と

を
差
し
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
消
極
的
協
力
（
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
）
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者
、
ジ
ョ
リ
オ
・
キ
ュ

リ
ー
の
な
ど
が
、
そ
の
例
と
さ
れ
る
。
ジ
ョ
リ
オ
・
キ
ュ
リ
ー
は
、
パ
リ
に
侵
攻
し
た
ド
イ
ツ
軍
が
、

彼
が
保
有
し
て
い
た
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
ド
イ
ツ
の
科
学
者
に
使
わ
せ
る
よ
う
迫
っ
た
と
き
、
使
用
を

容
認
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
っ
て
、
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
許
容

さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ナ
チ
に
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
使
わ
せ
た
、
ジ
ョ
リ
オ
も
他
方
で
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
運
動
に
加
わ
っ
て
い
た
。
左
翼
運
動
に
関
わ
り
な
が
ら
戦
時
研
究
に
関
わ
っ
た
武
谷
の
場
合
は
、
ア

コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
例
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

仁
科
が
武
谷
を
科
学
者
と
し
て
か
ば
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
が
、
当
時
の
軍
と
政
府
の
や
り
方
に
抗
議

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
軍
と
の
間
に
距
離
を
置
く
べ
き
か
否
か
で
悩
む
こ
と
も
な
か
っ
た
。

仁
科
の
葛
藤
は
別
の
と
こ
ろ
、
基
礎
研
究
だ
け
や
っ
て
い
て
よ
い
の
か
、
戦
争
に
役
に
立
つ
応
用
研
究

を
す
べ
き
か
、
に
あ
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
占
領
中
に
没
し
た
仁
科
は
、
自
身
の
戦
中
の
核
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開
発
関
与
に
つ
い
て
、
心
情
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
仁
科
の
戦
争
協
力
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
代
わ
り
、
仁
科
が
本
人
も
予
想
し
な
か
っ
た
事
態
、
広
島
と
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
ど
う
見
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

５　

原
爆
調
査
―
広
島
・
長
崎
か
ら
科
学
者
は
何
を
学
ん
だ
か
―

　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
次
の
日
の
八
月
七
日
朝
に
、
理
研
の
仁
科
芳
雄
は
陸
軍
か
ら
原
爆
調
査

の
依
頼
を
受
け
た
。
そ
の
直
後
に
、
同
盟
通
信
社
の
記
者
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
声
明
の
和
訳
を

見
せ
ら
れ
た
。
声
明
に
は
、「
今
か
ら
一
六
時
間
前
米
国
の
一
航
空
機
は
日
本
の
重
要
陸
軍
基
地
広
島
に

一
個
の
爆
弾
を
投
下
し
た
。
こ
の
爆
弾
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ
二
万
ト
ン
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
で
あ
り
、
戦
史
上
最

大
の
爆
弾
の
…
…
二
千
倍
以
上
の
爆
発
力
を
有
す
る
。
そ
れ
は
原
子
爆
弾
で
あ
る
…
…
」
と
あ
っ
た
。

仁
科
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
爆
発
力
が
、
玉
木
が
一
九
四
三
年
に
計
算
し
た
威
力
「
黄
色
薬
一
八
〇
〇
〇

ト
ン
」
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
原
子
爆
弾
か
も
し
れ
な
い
と
直
感
し
た
」
と
い

う
。

　

仁
科
は
、
陸
軍
参
謀
本
部
の
調
査
団
と
一
緒
に
、
八
月
八
日
の
午
後
に
所
沢
飛
行
場
を
飛
び
立
ち
、

夕
方
の
午
後
六
時
半
に
広
島
上
空
に
到
着
し
た
。
仁
科
の
指
示
で
二
、
三
回
旋
回
し
て
市
内
を
目
視
し
、
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破
壊
の
様
子
を
確
認
し
た
あ
と
、
太
田
川
の
河
口
の
陸
軍
の
飛
行
場
に
着
陸
し
た
。
飛
行
場
の
警
備
兵

は
顔
面
や
手
に
包
帯
を
し
て
お
り
、「
ピ
カ
ッ
」
と
光
っ
た
と
思
う
と
同
時
に
火
傷
し
た
と
語
っ
た
。
こ

れ
か
ら
仁
科
は
原
子
爆
弾
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。
仁
科
は
、
当
初
は
従
来
と
異
な
る
大
規
模
な
被
害

の
様
子
か
ら
、
爆
弾
を
原
子
爆
弾
と
判
断
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
広
島
爆
弾
が
原
爆
で
あ
る
こ
と

を
確
証
す
る
に
は
、
放
射
線
の
影
響
が
検
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
仁
科
ら
は
、
感
光
前
の
写
真
フ
ィ

ル
ム
が
、
原
爆
か
ら
出
て
く
る
ガ
ン
マ
線
に
よ
っ
て
感
光
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
査
し
た
。
や
が
て

日
赤
病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
が
感
光
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
荒
勝
ら
も
海
軍
の
調
査

団
に
加
わ
り
、
中
性
子
が
放
出
さ
れ
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
性
子
の
放
出
は
、
核
連

鎖
反
応
が
起
き
た
、
明
確
な
証
拠
に
な
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
四
月
の
雑
誌
『
改
造
』
に
寄
せ
た
記
事
「
原
子
力
の
国
際
管
理
」
で
、
次
の
よ
う
に
仁

科
は
書
い
た
。

　

原
子
爆
弾
の
攻
撃
を
受
け
て
間
も
な
い
広
島
と
長
崎
と
を
目
撃
す
る
機
会
を
得
た
自
分
は
、
そ

の
被
害
の
余
り
に
も
ひ
ど
い
の
に
面
を
被
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
至
る
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い

る
死
骸
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
目
も
鼻
も
区
別
で
き
ぬ
ま
で
に
火
傷
し
た
患
者
の
雑
然
と
し
て
限
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り
な
き
横
臥
の
列
を
見
、
そ
の
苦
悩
の
呻
き
聞
い
て
は
真
に
生
き
地
獄
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
…
…

自
分
は
小
高
い
丘
の
上
か
ら
広
島
や
長
崎
の
光
景
を
見
下
ろ
し
て
、
こ
れ
が
た
だ
一
個
の
爆
弾
の

所
為
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
今
更
し
み
じ
み
と
心
の
底
に
体
得
し
、
深
い
溜
め
息
の
出
る
の
を

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

仁
科
は
、「
ど
う
し
て
も
戦
争
は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
た
」
と
続
け
、
戦
争
を
な
く
す
こ
と

が
、
原
子
爆
弾
の
誕
生
か
ら
導
か
れ
る
「
必
然
の
帰
結
」
だ
と
し
た
。
仁
科
に
と
っ
て
、
原
子
力
の
管

理
は
、「
戦
争
に
原
子
爆
弾
を
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
機
構
」
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、「
戦
争
を

制
限
す
る
こ
と
」
に
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

戦
争
の
な
い
世
界
を
実
現
し
、
原
子
力
を
管
理
す
る
方
法
と
し
て
、
仁
科
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

世
界
政
府
構
想
に
、
そ
の
理
想
像
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
原
爆
に
関
す
る
最
初

の
見
解
と
世
界
政
府
構
想
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
七
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
に

掲
載
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
仁
科
は
現
実
を
も
見
て
い
た
。
当
時
の
冷
戦
の
進
行
状
況
か
ら
、
現
状
で
は
「
世
界
政
府
が

樹
立
せ
ら
れ
得
る
空
気
で
な
い
」
と
し
て
、
よ
り
現
実
的
な
方
策
と
し
て
、
国
連
に
よ
る
核
の
管
理
に
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期
待
を
寄
せ
た
。
当
時
、
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
た
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、

「
寧
ろ
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
仁
科
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
下
で
の
世
界
平
和
の
維

持
の
中
に
、
原
子
力
の
国
際
的
管
理
の
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
と
み
た
。
仁
科
は
、「
こ
の
国
は
平
和
を

愛
好
し
、
侵
略
を
否
定
す
る
国
で
あ
る
」
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
「
原
子
爆
弾
の
威
力
に
相
応
す
る
高

度
の
道
徳
的
優
位
を
保
有
す
る
こ
と
が
、
絶
対
的
必
要
条
件
」
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
は
認
識
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
原
子
力
の
国
際
管
理
が
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
ソ
連
が
核
兵
器
を
持
つ
ま
で
の
わ

ず
か
の
期
間
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
「
国
際
連
合
を
で
き
る
だ
け
発
達
さ
せ
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
い
う
世
界
政
府
の
樹
立
に
ま
で
漕
ぎ
付
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
仁
科
は
結
論
付
け
た
。
し
か
し
、

原
子
力
の
国
際
管
理
に
関
す
る
国
連
で
の
議
論
は
、
仁
科
が
期
待
し
た
よ
う
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　

一
九
四
九
年
九
月
の
ソ
連
の
原
爆
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
仁
科
の
か
す
か
な
期
待
を
打
ち
砕
い
た
。

仁
科
は
、
彼
が
副
会
長
を
務
め
て
い
た
日
本
学
術
会
議
の
総
会
で
、
京
都
大
学
の
荒
勝
文
策
と
と
も
に
、

声
明
「
原
子
力
に
対
す
る
有
効
な
る
国
際
管
理
の
確
立
要
請
」
の
提
案
を
行
っ
た
。
こ
の
声
明
は
短
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
原
爆
問
題
に
関
す
る
厳
し
い
検
閲
が
連
合
国
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
占
領
中
の
当

時
の
日
本
で
、
公
的
機
関
が
出
し
た
原
子
力
に
関
す
る
唯
一
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
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日
本
学
術
会
議
は
、
平
和
を
熱
愛
す
る
。
原
子
爆
弾
の
被
害
を
目
撃
し
た
わ
れ
わ
れ
科
学
者
は
、

国
際
情
勢
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
原
子
力
に
対
す
る
有
効
な
る
国
際
管
理
の
確
立
を
要
請
す
る

　

湯
川
秀
樹
も
仁
科
芳
雄
と
同
様
の
見
解
を
戦
争
経
験
か
ら
得
て
い
た
。
湯
川
は
、
戦
中
に
は
海
軍
の

核
開
発
計
画
「
Ｆ
研
究
」
に
従
事
し
、
一
九
四
五
年
一
月
八
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
「
科
学
者
新
春
の

夢
」
と
題
す
る
記
事
で
、
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
上
回
る
巨
大
な
鉄
の
装
置
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
攻
撃
す

る
夢
を
見
た
な
ど
と
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
湯
川
は
、
戦
後
、
二
ヶ
月
ほ
ど
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か

ら
距
離
を
お
い
て
い
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
の
『
週
刊
朝
日
』
で
、「
国
家
目
的
と
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
手
段
は
、
人
類
全
体
の
福
祉
の
増
進
と
背
馳
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
戦
争
は
常
に
人
類

の
幸
福
の
破
壊
者
で
あ
る
」、「
地
球
上
に
あ
る
国
々
も
ま
た
人
間
と
世
界
を
媒
介
す
る
一
つ
の
中
間
的

存
在
で
あ
る
。
一
つ
の
国
家
の
価
値
は
…
一
方
に
お
い
て
そ
の
国
民
の
全
体
に
如
何
に
幸
福
な
生
活
を

営
ま
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
他
方
に
お
い
て
世
界
全
体
の
福
祉
の
増
進
に
如
何
に
多
く
貢
献
し
得
た
か
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
書
い
た
。
抽
象
的
な
表
現
な
が
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

世
界
政
府
構
想
に
類
似
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。

　

仁
科
は
、
亡
く
な
る
一
九
五
二
年
の
二
年
前
の
著
書
『
原
子
力
と
私
』
の
な
か
で
、「
原
子
力
に
つ
い
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て
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
原
子
力
の
応
用
は
一
般
人
に
対
し
て
原
子
爆
弾
ほ
ど
目
ざ
ま
し
い

も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
科
学
を
呪
う
声
も
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。
…
こ
れ
は
ま

こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
若
し
人
類
が
戦
争
と
い
う
も
の
を
こ
の
地
上
か
ら
追
放
す
る
こ

と
さ
え
で
き
る
な
ら
ば
、
原
子
爆
弾
は
た
だ
過
去
の
遺
物
と
な
り
、
原
子
力
は
文
化
の
発
展
と
人

類
の
進
歩
だ
け
に
そ
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
今
日
の
よ
う
な
原
子
力
の
恐

怖
時
代
を
も
た
ら
せ
た
こ
と
に
対
し
て
科
学
者
は
そ
の
責
の
一
半
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
罪
滅
ぼ
し
と
し
て
科
学
者
は
戦
争
を
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ
る
。

　

仁
科
も
湯
川
も
、
原
爆
の
出
現
を
含
む
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
反
省
か
ら
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
、
そ

れ
と
同
時
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
べ
き
戦
争
の
廃
棄
を
学
び
取
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
後
の
一
九
五
五

年
、
水
爆
実
験
に
よ
る
「
死
の
灰
」
の
脅
威
と
、
核
兵
器
に
よ
る
人
類
消
滅
の
危
機
を
前
に
し
て
、
世

界
の
多
く
の
科
学
者
が
同
じ
結
論
に
到
達
す
る
の
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
数
理
哲
学
者
、
バ
ー
ト
ラ
ン
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ド
・
ラ
ッ
セ
ル
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
と
も
に
、
核
兵
器
と
と
も
に
戦
争
そ
の
も
の
の
放
棄
を
訴

え
た
、「
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
」
を
公
表
し
、
一
七
名
の
世
界
の
有
力
な
科
学
者
が
署

名
し
た
。
湯
川
も
署
名
者
の
一
人
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
湯
川

は
、
一
九
五
四
年
三
月
の
ビ
キ
ニ
事
件
の
後
、
戦
後
の
政
治
的
発
言
に
対
す
る
沈
黙
を
破
り
、「
も
う

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
」
と
語
り
、
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
全
国
協
議
会
の
代
表
世
話
人
に
就
任
し
て

い
た
。
一
九
五
五
年
八
月
に
は
、
最
初
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
か
れ
、
湯
川
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
湯
川
も
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
同
じ
く
、
と
も
に
間
接
的
で
あ
っ
た
と

は
い
え
核
兵
器
開
発
に
関
与
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
平
和
へ
の
強
い
想
い
の
原
点
と
な
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

お
わ
り
に

　

日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
核
開
発
は
、
相
対
的
に
小
規
模
だ
っ
た
。
入
手
で
き
た
ウ
ラ
ン
の
量

は
、
一
ト
ン
に
満
た
な
い
。
多
く
の
資
金
が
使
わ
れ
た
陸
軍
の
「
ニ
号
研
究
」
は
、
理
研
の
研
究
者
の

間
違
っ
た
理
解
―
原
子
炉
暴
走
型
爆
弾
―
に
基
づ
い
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
海
軍
の
「
Ｆ
研
究
」
も
基

本
的
に
は
同
様
だ
っ
た（

８
）。

両
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
指
揮
し
た
仁
科
に
も
荒
勝
に
も
、
戦
時
核
開
発
を
若
い
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研
究
者
を
守
る
「
核
の
舘
」
に
使
っ
た
面
が
あ
っ
た
。
仁
科
や
湯
川
は
、
原
爆
投
下
の
惨
状
を
知
り
、

核
兵
器
と
と
も
に
戦
争
の
廃
絶
の
必
要
性
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
趣
旨
の
主
張
を

掲
げ
た
「
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
」
が
出
さ
れ
る
一
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

福
島
原
発
事
故
以
降
、
日
本
に
お
け
る
原
子
力
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
原
爆
の
被
害

を
受
け
た
日
本
に
も
、「
ニ
号
研
究
」
と
「
Ｆ
研
究
」
と
い
う
核
開
発
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本

の
原
子
力
の
歴
史
の
原
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
仁
科
や
湯
川
が
原
爆
投
下
か
ら
導
き

出
し
た
核
兵
器
の
廃
絶
と
戦
争
の
廃
棄
へ
の
想
い
は
、
そ
の
後
、
日
本
学
術
会
議
の
「
原
子
力
三
原
則
」

（
原
子
兵
器
に
関
す
る
研
究
を
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
公
開
・
自
主
・
民
主
の
原
則
の
も
と
で
原
子

力
研
究
を
行
う
）
声
明
に
反
映
さ
れ
、
翌
一
九
五
五
年
に
成
立
し
た
原
子
力
基
本
法
に
も
生
か
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

（
１
）　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
を
作
っ
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
Ｊ
・
シ
ャ
ー

ウ
ィ
ン
著
、
加
藤
幹
雄
訳
『
破
滅
へ
の
道
程
―
原
爆
と
第
二
次
世
界
大
戦
』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ

（
一
九
七
八
年
）、
山
崎
正
勝
・
日
野
川
静
枝
編
『
原
爆
は
こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
』
青
木
書
店
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（
一
九
九
〇
年
、
増
補
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
２
）　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
各
国
の
原
爆
開
発
に
つ
い
て
は
、
ジ
ム
・
バ
ゴ
ッ
ト
著
・
青
柳
伸
子
訳
『
原

子
爆
弾　

一
九
三
八
～
一
九
五
〇
年
―
―
い
か
に
物
理
学
者
た
ち
は
、
世
界
を
残
虐
と
恐
怖
へ
導
い
て

い
っ
た
か
？
』
作
品
社
（
二
〇
一
五
年
）
が
読
み
や
す
い
。

（
３
）　

日
本
の
戦
時
核
開
発
に
つ
い
て
は
、
山
崎
正
勝
『
日
本
の
核
開
発
』
読
売
新
聞
社
編
『
昭
和
史
の
天

皇
４
』、
山
本
洋
一
『
日
本
製
原
爆
の
真
相
』
創
造
（
一
九
七
六
年
）
の
他
、
市
川
浩
・
山
崎
正
勝
［
責

任
編
集
］『“
戦
争
と
科
学
”
の
諸
相
―
原
爆
と
科
学
者
を
め
ぐ
る
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
』
丸

善
（
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
な
お
、
一
般
の
歴
史
家
に
よ
る
保
坂
正
康
『
日
本
の
原
爆
―
そ
の
開
発

と
挫
折
の
道
程
』
新
潮
社
（
二
〇
一
二
年
）
は
、
入
手
し
や
す
い
が
、
科
学
的
な
内
容
に
つ
い
て
不
正

確
な
部
分
も
あ
る
。

（
４
）　

旧
ソ
連
の
核
開
発
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
著
・
川
上　

洸
、
松
本
幸
重
訳
『
ス

タ
ー
リ
ン
と
原
爆
〈
上
〉、〈
下
〉』
大
月
書
店
（
一
九
九
七
年
）
が
、
す
で
に
古
典
と
な
っ
て
い
る
。

註（
１
）　

読
売
新
聞
社
編
『
昭
和
史
の
天
皇
４
』。

（
２
）　

他
の
関
係
資
料
と
と
も
に
中
根
良
平
ほ
か
編
『
仁
科
芳
雄
往
復
書
簡
集
第
三
巻
』
み
す
ず
書
房

（
二
〇
〇
七
年
）
に
掲
載
。
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（
３
）　

詳
し
く
は
、
山
崎
正
勝
『
日
本
の
核
開
発
』
の
特
に
第
一
部
参
照
。
関
係
す
る
資
料
な
ど
に
つ
い
て

も
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

こ
の
報
告
書
の
一
部
は
中
根
良
平
ほ
か
編
『
仁
科
芳
雄
往
復
書
簡
集 

補
巻
』
み
す
ず
書
房

（
二
〇
一
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
玉
木
が
所
有
し
て
い
た
原
報
告
書
と
、
そ
の
と
き
の
計
算
メ
モ
は
、

と
も
に
理
研
の
記
念
史
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　
「
原
子
力
と
科
学
者
」『
武
谷
三
男
著
作
集
３
』
勁
草
書
房
（
一
九
六
八
年
）
三
四
二
頁
。
原
著
『
原

子
力
と
科
学
者
』
は
、
星
野
芳
郎
と
共
著
で
朝
日
新
聞
社
か
ら
一
九
五
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
６
）　

山
本
洋
一
『
日
本
製
原
爆
の
真
相
』
一
六
五

－

一
六
六
頁
。

（
７
）　

同
書
、
二
二
六
頁
。

（
８
）　

荒
勝
文
策
「
原
子
爆
弾
報
告
書
―
３
―
」、『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
一
九
四
五
年
九
月
一
六
日
。
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　広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
講
師
の
先
生
方

の
お
か
げ
で
、
第
一
号
同
様
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
平
和
主
義
と
安
全
保
障
、

そ
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
今
日
、「
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
」
と
し
て
第
一
次
世
界
大
戦

と
第
二
次
世
界
大
戦
を
同
時
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
二
〇
世
紀
か
ら
現
在

に
至
る
国
際
関
係
、
戦
争
や
平
和
を
め
ぐ
る
議
論
、
そ
し
て
日
本
の
あ
り
方
に
つ
い
て
包
括
的
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
講
座
の
参
加
者
の
方
か
ら
は
毎
回
た
く
さ
ん
の
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
で
お
答
え
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
が
少
し
で
も
皆
様
の
疑
問
に
お
答
え
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
執
筆
者
の
先
生
方
、
市
民
講
座
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
竹
本
真
希
子
）
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